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「企業というものは……まこと、生き物のようなものでございます。

　我々とてまた然しかり。

　体たい軀くというのは、脳、しいては自らの意識だけで全すべてを管理するというのは不可能に近いことです。無意識の集合、体全体、個々の細胞や内臓を司つかさどる部分が、自らの意思の及ばぬところで並々ならぬ生命活動をこなしているのですよ。それが体全体のためなのか、その細胞自身のためなのかはわかりませんが。

　企業も同じことです。幹部達の心の及ばぬところでは、一人一人の社員が己の意思で、会社のため、あるいは己の生活のために尽力を発揮しております。

　しかし──人が脳のほんの一部に過ぎない『心』というものによって、呆あつ気けなく自らの命を絶てるように、企業というものも、上に立つ者の胸先三寸で社員を切り捨てる事ができます。

　細胞の声が届かないのをいい事にね。

　人が自殺する目的は色々あるでしょうが、企業が自らの一部に刃やいばを突き立てる目的の多くは、『生き残るため』です。

　そう──人が永遠の命を望むように、企業にも同じ欲望が備わる事があるのですよ。




　──永遠なる成長。




　それが私ども『ネブラ』の企業理念でございます。

　かつて神に叛そむいたバビロニアの民。

　彼らが築いたバベルの塔とうのように、どこまでもどこまでも高みを目指して。

　ただ──バベルの塔は崩くずれ去ってしまいましたがね。

　所しよ詮せんは単なる建築物といったところでしょうか。

　ですが──我々は、単なる石や煉れん瓦がの集合体ではありません。

　一つの生き物として、永遠に成長を続ける事が目的なのです。

　それは、ただ永遠の命を手に入れるよりも余程意義がある事だと思うのです。

　はは、失礼。

　永遠の命を手に入れた者が、本当に存在すればの話ですがね。




　さて、ご存知かと思いますが、我々は企業の創設以来、さまざまな業務分野の開発、あるいは吸収を行ってまいりました。

　我々の企業だけで、おおよそ人間社会に必要な商業システムを揃そろえる事も可能です。

　人の社会を生命体と考えるならば、まさしく我々の企業も生命といえるでしょう。

　血潮の代わりに資産を流し、酸素の代わりに快適な生活を得た人々の笑顔を呼吸する。

　それが我々『ネブラ』の姿ですよ。

　……貴方あなたはその『血』である『金』を融資しろとおっしゃっている。

　つまりそれはどういう事か？

　簡単な事ですよターナーさん。貴方も、我々の体の一部になるという事です。

　しかし、気を付けてくださいね。

　我々『ネブラ』の幹部の面々は神経質な方が多くて。

　伸びすぎた髪、皮ひ膚ふからこぼれる汚きたならしい垢あか。

　体の役に立たない細胞は、何の躊躇ためらいもなくゴミ同然に捨てられるという事をお忘れなく。




　さて、それを踏まえた上で、ご融資できる金額についてですが──

　おやおや……そんなに緊張なさらなくていいんですよ？

　私ども『ネブラ』を法に訴えると叫んでいらした、あの頃の血気を見せてくださいよ。




　……体の調子が悪いようでしたら──『不ふ死しの酒』でも飲まれますか？

　少々、お値段は張りますがね……」
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ＤＤ新聞社　社長室──夕刻




「面おも白しろいことになったね。いや、これは実に面白く興味深い事態だと思うよ」

　山のように積み上げられた書類の束。

　室内は外からの雨音に満ちており、じわりとした湿しつ気けが書類にまで染しみ込んでいる。

　いつもはひっきりなしに鳴り続ける電話のベルが、今は全く作動していなかった。

　紙と雨音が溢あふれる空間の奥の奥から、なんとも気の抜けるような声が聞こえてくる。

「あの忌いまわしくも懐なつかしき『フライング・プッシーフット号』の関係者達のところに、事もあろうにマルティージョとガンドールの人間──そして、かの『探究者』ヒューイ・ラフォレットの息のかかった人間まで関わってくるとはねえ」

「面白がれるのは、他ひ人と事ごとでいられる間だけですよ、社長」

　好奇心にあふれる声をたしなめるように、金髪の青年が書類の山に声をかけた。

「去年の正月みたいなゴタゴタは勘かん弁べんして欲しいもんです。安月給でこき使われる一社員としては……」

「それはどうかな。そう言いながら、君は少し楽しんでるだろう？　そうでなければ、君は今、この部屋にいる事を選んではいないはずだよ」

　部下の愚ぐ痴ちに答えるように、書類の山の一部が崩くずれ落ちる。

「編集部ならともかく──この場にいる限り、君は社員じゃない。ニコラス・ウェインという個人であり、一人のれっきとした情報屋でもあるのだからね」




　様々な人生の波を操る『情報屋』の顔を持つ新聞社。

　その象徴ともいえるこの書類だらけの部屋の中に、数人の男が思い思いの表情で立ち並んでいる。足の踏み場も無いような紙の惨さん状じようの中、彼らは器用に自分の足の置き場所を見つけて書類の山の奥へと体を向けている。

　書類の最深部──部屋の中の全すべての人間から見えない位置に存在する情報屋の社長が、自分がリアルタイムで楽しんでいるかのように『他ひ人と事ごと』を語り出す。

「さ、軽く整理をしようじゃないか。アップルパイの一つでも切り分けるように、今回のこの事件をサクサクサクリと単純に、そして明確にね」

「そんなに美う味まいもんなら良かったんですけどね」

　軽くため息をつきながら、ニコラスが淡々と事件のあらましを語り始めた。

「ま、全ての始まりは、あのフライング・プッシーフット事件です。あの列車に乗ってやって来た、ジャグジー・スプロットとその仲間達……彼らがこのニューヨークで仕事を始めたのがそもそもの原因ですね。もっとも、合法的な仕事ならば何の問題もなかったわけですが」

　苦笑するニコラスの後を引き継ぐように、横にいた黒人が陽気な声をあげる。

「ハハハのハ、そりゃ無理。絶対無理だってーの！　あの人数のチンピラまがいの小こ僧ぞうっ子こ達がこの不景気に仕事ぉ？　ありえないって！　神様は今日もそんなとこだけは平等だよ？　チンピラや子供が不景気を免れるなんて不平等は存在しないんだよね悲しい事に」

「黙ってろ、エレアン」

　エレアンと呼ばれた黒人はオーバーに肩を竦すくめながら、ニコラスと反対隣に立っている眼鏡めがねの男に声をかけた。

「俺おれはただ正論を言っただけなのにな。とにかく、そのいたずらっ子達にお仕置きをする為に、ガンドールとマルティージョからそれぞれ人が派遣されたってわけだろ？　そうだよな、ヘンリー」

「ええ……ところが、そこには既すでに先客がいた。……希き代たいのテロリストであるヒューイ・ラフォレット。彼が生み出した幾つものテロ組織の一つ──『ラルウァ妖怪』の面々がジャグジー達に接触を図っています。……もっとも、彼らにジャグジー・スプロットの情報を教えたのは私ですがね……。彼らの望んだ情報は、『どこの組織マフイアにも属さず、それでいてある程度の力を持ち合わせた愚ぐ連れん隊たい』という事でしたから」

　そこで最初に戻り、書類の主が言葉を紡つむぐ。

「そして、全すべての勢力が集まった時点で、なんらかの衝しよう突とつがあった。後は──報告があった通り、煙幕のようなものが家屋から立ち上り、それに乗じて中にいた人間達は皆散り散りになっていったと……ここまではいいね」

　社長の言葉が止まると同時に、エレアンが不思議そうに尋ねかける。

「いやいやいや、それだけってこたーないでしょ、社長ー。わざわざ俺おれらを招集してまで話すんだから、なんか他ほかにも情報があったんでしょ？」

「いや、今のところはこれだけだね。『ラルウァ妖怪』がジャグジーを訪ねる前に、一組のカップルの訪問者があったらしいけど──おそらく、ジャグジーの友人関係だろう」

「え？　じゃあなんでわざわざ──」

「ヒューイ・ラフォレット」

　当然の疑問に対し、社長は静かに、それでいてきっぱりとその固有名詞を告げた。

「彼が絡からんでる。それだけで十分さ。少なくとも、概略だけは今の内に知っておいた方がいい」

「……ですが、既すでに彼は警察に拘こう束そくされている身ですよ」

「なら、聞くけれど」

　相手を試すような口調で、書類の奥の声は淡々と事実を告げ始める。

「彼が逮たい捕ほされて一年半以上経たつわけだけれど……その後の情報が全くと言っていいほど入ってこないのはどうしてかな？　まるで、世間から彼の存在を忘れさせるかのようにね」

「……」

　書類の主の言葉に、室内にいた情報屋達は黙り込む。

　ヒューイ・ラフォレット。かつてそれなりに世間を騒がせたテロリストだ。大量の武器を用意し、政府を転てん覆ぷくさせようとした罪で警察に逮たい捕ほされたが、現在はその後の取り調べの様子も、裁判の結果は愚おろか、進行状況すらも伝わってこない。

　ただ、噂うわさによるとアルカトラズの軍事刑務所に収容されているらしい。そんな都市伝説的な情報しか、ニコラスやヘンリーの元には届いていない状況だった。

「それだけ、ヒューイという人物が合衆国にとって特殊な存在という事さ。そもそも、ヒューイ・ラフォレットは、捕つかまった事など気にしてはいないよ。寧むしろ、警察に拘こう束そくされることも含めて、彼の計画の一つかもしれない。その後に部下の『幽霊レムレース』が全滅する事も承知の上でね」

「そんな……なんの為に」

「さあ？　もちろんこれは推測に過ぎないしね。だが、私の知る限り──ヒューイ・ラフォレットという男は、そういう犠ぎ牲せいなど欠片かけらも厭いとわない人物だという事は確かだね。それはそうと……『ラルウァ』の面々は知っているのかな？　ジャグジー達のもとに、自らの主人の娘むすめである、シャーネ・ラフォレットがいる事を」

　重要な事実をさらりと口にしながら、書類の主は言葉を続ける。

「さて……他ほかに何か、取り立てて説明する事は無いかな？」

　社長の促うながしに対し、ヘンリーが眼鏡めがねの位置を直しながら口を開く。

「恐れながら社長。状況はさらに混乱するか──あるいは、即座に終結する事になりそうです」

「ほう。それはまた、どういう情報だい？」

「……『葡萄酒ヴイーノ』が動きを見せました」

「!!」

　葡萄酒ヴイーノ。その単語に、室内の空気が急に冷え込んだ。

「──線路の影をなぞるもの──」

「──元クレア・スタンフィールド──」

「──現フェリックス・ウォーケン──」

　次々と固有名詞を並べ立てるニコラスとエレアン。だが、彼らの頭の中にあるのはたった一人の人物だ。

　そんな二人を前に、ヘンリーは少し得意げな表情になって報告の続きを行ってみせる。

「ジャグジーの手下が一人、フェリックス・ウォーケンの住まいに向かい──そのまま、奴やつを引き連れて仲間のもとに向かったとの報告がありました」

「あの殺し屋がなんで……」

「婚約者であるシャーネ・ラフォレットが絡からんでいるんです。当たり前といえば当たり前ですけれどね」

「婚約者？」

　ニコラスの疑問に、書類の山の裏から社長が答える。

「ハハ、そのエピソードは長くなるからまた今度にしよう。殺し屋とテロリストの再会劇は、この場で語るにはあまりに波乱に満ちて長くなりすぎるからね」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切り、社長は独り言のように話を切り替える。

「しかし、それはそれは……ヒューイが絡んでいる以外は些さ細さいな騒そう動どうかと思ったら、どうやらかなり面おも白しろい事になりそうな予感がしてきたよ」

　書類の奥の声が楽しそうに弾はずんだところで、部屋の中に軽いノックの音が響き渡った。

「レイチェルです」

　部屋の外から若い女の声がし、社長は弾んだ声のままで「や、待っていたよ。入りたまえ」と答えを返す。

　すると、社長室の扉が無造作に開かれ、外から一人の若い女性が中に入ってきた。レイチェルと名乗ったその娘むすめの姿を確認すると、ニコラスは意外そうな顔をして声をかける。

「戻ってきてたのか」

「……夕方の列車でね」

　レイチェルはどこか暗い表情で呟つぶやくと、部屋の中の開いてるスペースにまで歩を進める。

「どうかしたのかい？　不ふ機き嫌げんそうだけど」

「……列車の中で、縁えん起ぎの悪い連中を見かけてね」

「縁起の悪い連中？」

　エレアンの疑問に、レイチェルは吐はき捨てるように言葉を紡つむぐ。

「間違いない。あれは──『ラ吸ミ血ア鬼』の連中だった」

「ラミア……」

　室内の情報屋達はその単語の意味をたどるが、ニコラス達には本来の『吸血鬼』という意味以外にはピンとくるものが無かったようだ。

　ただ、書類の奥にいる存在だけが、楽しそうに声をあげる。

「へえ……あのクリストファー率いる『ラミア』がＮＹニユーヨークに？」

　一瞬の間をおいて、情報屋の社長は一つの結論を口にした。

「これは考えるまでもなく、『ラルウァ妖怪』の面子メンツと合流するためと見ていいのかな。それにしても、よく居合わせただけで『ラミア』だって解わかったね」

「……私も見るのは初めてでしたし、最初はサーカスか何かだと思いかけましたが……旅先で噂うわさだけはよく聞いてましたから。あんなにインパクトのある外見なら、嫌いやでも解ります」

「ああー、なるほどなるほど。クリストファーも一緒だったんだね」

「ええ……なんていうか、彼を見た瞬間、あのフライング・プッシーフットの記憶を呼び覚まされました」

　忌いまわしさと懐なつかしさを織り交ぜたような目で、レイチェルはどこか遠くを見つめている。

「何人だった？」

「私が見たのはクリストファーと東洋人の二人でしたけど……情報が確かなら、最低でももう何人かいる筈はずですが」

「ああ、ラミアはただでさえ少人数だし、そのうち一人はＮＹに来てるみたいだからね」

　互いに納得ずくといったような二人の会話に割り込むように、ニコラスが不満げに口を開く。

「ちょっと待った。社長達だけで話を進めないでくださいよ」

「や、これは失礼……」

　社長は素直に部下への不注意を詫わびると、そのまま議事の進行を促うながし始める。

「さてさて、面おも白しろくなってきたね。かの凶きよう名めい高き『葡萄酒ヴイーノ』の参入に加えて、『吸血鬼』のクリストファー・シャルドレードがこの件に加わるとはね……この二人のにらみ合い──いや、マルティージョのロニー・スキアートも含めれば三つ巴どもえか。ハハ、諸君。この事件は思ったよりも面白くなりそうじゃないか。そうは思わないかい？」

　一人で興奮している社長に水を差すように、ニコラスが疑問に思った事を素直に訪ねかけた。

「……クリストファー・シャルドレード……聞いた事のない名前ですね」

「ああ、そうか。クリストファー君の事を知っているのは、私と副社長、あとは旅を続けているレイチェル君ぐらいのものだからね。彼は、彼らは、移動する都市伝説のようなものだから……。ＮＹニユーヨークに来るのは今回が初めてだから、君らが知らないのも無理はないね」

　これはしまったというように、書類の奥の声が一人の人間についての説明を開始する。

「よろしい、ならばまずはクリストファーという男についての話から始めようか……」

　数多あまたの情報を我が物として取り扱う『情報屋』。

　その組織を束ねる存在は、演出家気取りで情報を役者のように取り扱う。

　まさしく役者は揃そろったと言わんばかりの声で、書類の主は嬉き々きとして言葉を紡つむぎ始めた。

　激しく窓を打ち始めた雨音を伴奏代わりにして、

「クリストファー・シャルドレード。私はこの男の事を語る事から始めよう。これから始まる『何か』のプロローグ代わりにね……」
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数日前　夜　シカゴ──ミシガン湖畔、倉庫街




　月の綺き麗れいな晩だった。

　その日は、取引が行われる筈はずだった。

　周囲の大手マフィアから首を絞められ、窒息寸前のルッソ・ファミリー。

　彼らが起き死し回かい生せいの手段としてとった手段は、他地区のアジア系マフィアとの薬物取引だった。

　裏路地の秩序を乱さなければならぬ程に、ルッソ・ファミリーは追い詰められていたのだ。

　そして今夜、もっとも大掛かりな形の取引が行われる事となったのだが──




「ああ……花が綺麗だ……」

　柔らかい月明かりに照らされた倉庫街。

　ミシガン湖の湖畔に設置された数々の倉庫の隙すき間まに、コンクリートの間から僅わずかに土が覗のぞいており──そこから、一輪の花が咲いている。

　たった一輪。

　灰色に囲まれた中に咲いた唯一の自然。

　その小さな小さな花の前にしゃがみこんで、青年は静かに呟つぶやいた。

「あぁー……色が綺き麗れいだ……形が綺麗だ……いや、こんな場所に生まれてきてしまったのに、生命を諦あきらめずに花まで咲かせているこの存在自体がとてもとても綺麗だぁ……」

　優しい表情が月光に浮かび上がり、彼の前に咲く花と涼しげな調和を見せている。

　ただ一つ。

　ただ一つだけ、違和感をあげるとするならば──

「おい……邪じや魔まだつってんだろ」

「手前てめえ、頭ぁ湧わいてんのか？」

　彼の背後を、大勢のいかめしい男達が取り囲んでいる事だろうか。

　十数人の男達は皆、敵意を含んだ表情で青年のことを睨にらみ付けている。

　だが、青年はそんな状況を意にも介さず、相変わらず優しげな表情で花を見つめていた。

「綺麗だなあ……」

「聞いてんのか？　あぁ？」

　男達の一人が青年の後ろに立ち、青年の襟えり首くびの背中側を摑つかみあげる。

　青年はまるで中世の貴族のような服を身に纏まとっており、周囲の雰囲気と嚙かみ合わない事この上ない。唯一の救いは、黒と赤を基調とした色合いの服が、闇やみの中に綺麗に調和していたという点だろうか。

　無理矢理引き起こされた青年は、背後に首を向けながら、やはり優しい微笑ほほえみを浮かべて見せた。

「湖から吹く強い風にも負けず、けなげにここに咲き続ける。感動的じゃないですか」

「はぁ？」

　苛いら立だたしげに言う男をよそに、青年はなおも言葉を続ける。

「この美しい花の為に、僕に何かできる事は無いだろうか……」

「……手前が死んで肥料にでもなってやれ」

　目を据すわらせた男が、青年の肩を強く摑む。

　そのまま頭ず突つきから膝ひざ蹴げりの連撃を繰り出そうとしたのだが──

「そうだ！」

　刹せつ那な、青年が叫んだ。

　突然の大声に、男は攻撃を一瞬躊躇ためらってしまう。

　だが──次に青年の口から放たれた言葉を聴いて、その手は完全に止まる事となった。

「この美しい花の為に、とりあえず、貴方達を殺そう」

「……？」

　男は気が付いた。

　ニコリと笑った青年の口の中の異常──

　まるで吸きゆう血けつ鬼きのように、青年の歯は、その全てが鋭い八重歯だったという事に。

　そして、男は青年と目を合わせた。

　白目の部分が濃い赤色に澱よどみ、瞳ひとみの部分が純白の色を見せている。

　色しき相そうを反転させたような眼球の中心で、漆しつ黒こくの瞳どう孔こくが全すべてを吞のみ込むように存在している。

　不気味な印象を醸かもし出すその顔を見て、男は幼いころに刻み込まれた記憶を思い出した。

　祖母の語る昔話か、あるいは子供の間だけで流れる無む邪じや気きな噂うわさ話だっただろうか。

「手前てめえ、まるで吸血……」




　サクリ




　シンプルな音だった。

　まるでアップルパイを切り分けるような感覚で、銀色に輝く刃やいばが男の喉のどに突き刺さる。

「──」

　男は口を何度かパクパクさせるが、鋭い切っ先は即座に頚けい椎ついまで達し、その意識は数秒後に完全に失われた。

「……？」

「どうした？」

　絶命したチンピラの背後にいた男達は、仲間の身に起こった惨さん劇げきに気付かない。

　月明かりの下で、わけのわからない青年の襟えり首くびを摑つかみ続けている。背後からはそうとしか見えなかったのだが、突然動きが止まった事に誰もが不審に思い始める。

　周囲の疑問に答えるように、青年は優しい声で淡々と告げる。

「いやその、どうしたもこうしたも──」

　密着する男の喉に刃物を突き刺したままで、青年は周囲に集まる男達をぐるりと見渡した。

「……ああ、みなさん実に美しく無価値で、おぞましく無む駄だな存在だ」

「なッ……」

　青年の言葉に、マフィア達も徐々に異変に気付き始める。

　動かない仲間に対して最悪の結末を想像しながら、緊張した面おも持もちでそれぞれ間合いを詰め始める。

「そう！　ついでに言うなら、お兄さん達の取引相手はここには現れない！」

　突然の言葉だった。

　これまで自分達にとって全く無関係だった青年が、突如として『取引』という彼らの仕事の事を口にした。

　マフィア同士が作り出す筈はずの『結けつ界かい』の中に土足で踏み込んできた青年は──やはり優しい笑顔のままで言葉を紡つむぎ続け──

「貴方あなたがたは盛大に見捨てられたのさ！　これから死にゆく者達の道連れになるのを拒否したのは勿もち論ろん──手た向むけの花を贈る事さえ拒否したんですよ、皆さんの取引相手は！　それを考えれば、貴方達は実に実に滑こつ稽けいでもあるね。哀れとすら思う……だけどこの花の美しさの前にはどれもどれも等しく──無価値！」

　言葉の終わりと共に、青年は刃物を握る手に僅わずかに力をこめる。

　タン　　　　タン　タン

　ひたすらに乾かわいていて、それでいて実に鋭い音だった。

　銃じゆう声せいが響くと共に、青年を隠すように密着していたマフィアの死体の首が弾はじけ、そこから数発の銃じゆう弾だんが飛び出した。

「がッ……」

「うぉ……」

　一番近くにいた数人のマフィアの顔面や胸部に赤い穴が穿うがたれ、糸の切れた操り人形のように、膝ひざから地面へと崩くずれ落ちていく。

「!?」

「てめッ……」

　突然目の前に具現化した『死』に対し、残る十人ほどの男達は皆、己の懐ふところに手を入れ始める。

　だが、青年は死体を盾たてにしたままその場を動こうとせず、淡々と己の手の中にある刃物の引き金を引き続ける。

　夜の湖岸に幾つもの破は裂れつ音が響き渡るが、全すべては青年の持つ得え物ものから放たれるものだった。

　青年は懐から銃じゆうを出した人間から順番に弾だん丸がんを叩たたき込み、半分ほどの男達が倒れたところで、自分が盾としている死体の首から刃物を抜き取った。

　心臓の鼓動が停止している屍しかばねの首から、力の無い噴ふん水すいが立ち上った。

　周囲の男達は拳けん銃じゆうを抜く手を止める事無く、月光に照らされた青年の得物の姿を確認する。

　──銃に──ナイフ？

　それは確かに拳けん銃じゆうの形をしていた。

　マフィア達が奇妙に感じたのは、銃じゆう身しんが全体の大きさと比べて異常に長かったという事だ。

　だが、彼らはすぐに気付く。

　銃身に見えていた影が月明かりを浴びて、本来の鋭い光を取り戻したからだ。

「銃じゆう……剣けん？」

　そう呟つぶやきながら、マフィアの一人が拳銃を抜き放つ。

　青年は銃剣を握る手をダラリと下げており、いよいよこの狂った男の最後かと思われた。

　だが、それを許さない存在が、影となって青年の前に躍おどり出た。

　銃じゆう声せいとほぼ同時に、鋭い金属音が鳴り響き──

　青年の前に立ちふさがった細い影。

　その影が顔の前に交差させた腕から、青白い火花が飛んだ。

　眼前の光景を見て、マフィア達の動きが一瞬止まる。

「なッ……」

「何だこいつぁ！　どっから湧わいて出やがった！」

　影の両腕には奇妙な形状の手てつ甲こうが身につけられており、それが鉛なまり玉だまを弾はじき飛ばした正体のようだった。

「……俺おれを、試すな」

　影はそう言いながら、背に守る男をジロリと睨にらむ。

「……遊んでる場合じゃないぞ……クリストファー」

　責めるような言葉に、青年は心外だというように首を振る。

「失敬な。僕はいつだって真剣だよ、チー。それに今のは君を試したんじゃない！　君を信頼していたんだよ。愛していたと言ってもいい！　だけど僕には男色の趣味は無いから期待も失望もしないようにお願いしたいね」

　チーと呼ばれた男は無言で首を振り、そのまま残るマフィア達に向かって歩を進める。マフィア達は慌あわてて発砲を再開するが、チーの体を狙ねらった弾たまは全すべて火花と化して跳はね返される。

　獣けもののような勢いで間合いを詰め、円を描くような腕の動きで己の全身をカバーするチー。

　身を低くしながら突進するため、体の全すべてがその『円』の中に納まっている形となり、自分に向かう弾だん丸がんを完全に無力化させている。

　──ありえな──

　もっとも近距離にいたマフィアは、最後まで考えることすら許されなかった。

　チーの腕が作り出す『円』が『球』となって自分の体に触れようかという瞬間──チーが腕を一際大きく振ったかと思うと、その『球』の空間が一瞬にして膨ふくれ上がる。

　それまで鋼はがねの手甲だった筈はずのものが、突然手首を支点として跳ね上がり、四本の鋼の刃やいばとして指に添うように移動する。

　カチリと何かがはまる音が聞こえた瞬間、手甲は鉄爪と化してマフィアの顔面を通り過ぎる。

　四本の赤い線が顔と喉のどに走る。

　致命傷には十分な深さだ。

　感触だけでその事実を確認すると、チーはなおも前に進み続ける。

　倒れる敵を振り返る事はなく、スピードを緩ゆるめる事もなく、影は音も無くマフィア達の間を駆かけ抜けた。
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　ただそれだけの事で、生き残っていたマフィアの人数が半分まで減った。

「そんな……ッ」

「この……化け物がぁッ」

　運良くチーの殺さつ路ろから離れていた男達が、駆かけ抜ける影の背中に慌あわてて銃じゆう口こうを向ける。

　ところが──指に力を込める直前、彼らの後ろから声がかけられる。

「ふうん……貴方あなた達……本当に弱いのねえ」

　血と硝しよう煙えんが香る夜の倉庫街。声は、その場に全く似つかわしくない──艶なまめかしい女性のものだった。

「!?」

　男達は一瞬、振り返るべきか、このまま銃じゆう弾だんを放つべきか僅わずかに迷いを見せた。

　何人かは本能に任せてすでに引き金を引き絞しぼっているが、その銃じゆう弾だんはチーの腕の範囲にすら届きはしなかった。

　その様子を見て、背後に立つ女の声はコロコロと笑う。

「ルッソ・ファミリーって……去年、いえ、一昨年だったかしら……？　この辺の子供達の集まりに何人か殺されちゃったのよね？　フフ、フフフ？」

　わざとらしい笑い声だったが、男達には怒りよりも先に疑問が湧わき上がった。

　──この女は、いや、こいつらは何者だ？

「情け無いねぇ。それでもかつてシカゴの一角を担になったルッソ・ファミリーなの？　そのガキどもが数十人がかりで数人のマフィアを殺したっていうなら……私達は逆に、数人で数十人のあんた達を屈服させる形になるわね。──ねえ、屈くつ辱じよくでしょ？」

　状況とセリフから見て、この女も他ほかの二人の化け物の仲間に違いない。

　だとしたら、敵だ。

　単純な結論だ。敵なら、後ろを振り返りざまにぶち込んでやればいい。

　だが、もしも女が銃じゆうを構えていたら？

　──知ったことか。

　すでに冷静な判断ができなくなっていた男は、振り返りざまに後ろに銃じゆうを突き出した。

　相手が武器を構えていればそのまま眉み間けんを撃ち抜き、丸腰ならそのまま他ほかの二人に対する人ひと質じちとしてしまえばいい。

　単純な計算だけを頼りに、勢いよく身を翻ひるがえす。

　最初の男につられるように、他の『生き残り』達も次々と背後に目を向け──

「え……」

　彼らの心は、そこで一いつ旦たん空白になる。

　そこには、誰も存在していなかった。

　確かに先刻まで声がしていた空間には、赤茶けた倉庫の壁が広がるのみだった。

　彼らの混乱は次第に恐怖へと変わり、慌あわてて周囲に目線を這はわせる。

「……なん…ッッァグ」

　口を開こうとした彼らの脳天に、鋭い冷たさが突き刺さる。

　それはすぐに血の温かさへと変へん貌ぼうするが、彼らはそれを感じる事ができなかった。

「どうしたぁッ！」

　チーの方に意識を奪われていた一人が、背後の異変に気が付いて叫びをあげる。

　彼が目を向けた先にあったのものは、己の仲間達の頭に黒い『輪』が突き刺さっている姿だった。

　輪の一部は完全に頭ず蓋がい内に達しており、絶命しているであろう事は火を見るより明らかだ。

　ただ、声が。

「ごめんなさいね」

　倉庫の影から、女の声だけが静かに、それでいて透き通るように響き渡る。

　脳みその中に、直接話しかけられているかのように。

「本当は殺す予定じゃなかったんだけど。クリスの気まぐれみたい。ごめんなさいねえ」

「ひッ……」

　そこでようやく、男達の感情のベクトルが恐怖の一点に絞しぼられる。

　だが、彼らが本能のままに叫びをあげようとした瞬間──

「うるさいのは、嫌いだな」

　チーが男達の合間を風のように駆かけ抜け、彼らの喉のどからはヒュウヒュウという風の音が鳴るのみとなった。

　ただ一人だけ、喉への斬ざん撃げきを免れた男が──血と共に薄れていく意識の中で、殺さつ戮りく者達に向かって呪のろいを込めた負け惜しみを吐はいた。

「……畜ちく生しよう……ラッドさえ……ラッドさえいりゃ、手前てめえらなんざ……」

「誰かは知らぬが、そのラッドとやらは今ここにいない」

　怨えん嗟さを紡つむぐ喉に、チーの無感情な刃やいばが突き立てられる。

「ッッッ……！　……──」

「それが、全すべてだ」




　僅わずか１分にも満たない時の中で、周囲にはむせ返るような血の匂においが立ち込める。

　常人なら狂気に駆かり立てられるような現場の中で、チーは何の感慨も見せずに死体の中に立ち続ける。鋼の爪はすでに手てつ甲こうの形に戻っており、一本一本の刃が横に寝るような形で腕を覆おおっている。

　女の姿はやはりどこにも見当たらず、湖から吹く風の音が彼らの周囲を吹き抜ける。

「ああ……やっぱり綺き麗れいだよ……この花……」

　クリストファーと呼ばれた青年に至っては、途中から事の成り行きすら見守っておらず、相変わらず道みち端ばたの花に見惚ほれ続けていた。

「はぁ……は……は……」

　そんな彼の後ろに、一人の男が立つ。

　先刻までクリストファーを取り囲む側だったマフィア達の一人だが、どういうわけかチーの攻撃や謎の円盤の襲撃からは無傷で逃れている。

　更に他ほかの男達と違った点は、彼だけは懐ふところから拳けん銃じゆうを抜くことも無く、取引前の闖ちん入にゆう者達に対して殺意を向けていなかった。

　もっとも、それはつい先刻までの話だが。

　今は隠す事無く表情に怒りを漲みなぎらせ、クリストファーに向かって重々しく口を開いた。

「……どういう事だ」

「どうもこうも、花が綺き麗れいだって事ですよ」

「ふざけるな！　俺おれの依頼した仕事は、取引相手が来たら、混乱を起こしてこいつだけを殺せという内容だった筈はずだ！」

　そう叫びながら、男は足元に転がる死体の一つ──最初にクリストファーに殺された男の屍しかばねを蹴けりつけた。

「それを……全員殺しやがって！　何もかも台無しにしやがって！」

　苦情を叩たたきつけようとした男に対し、クリストファーは子供のような顔を振り返らせる。

「やだなあ、台無しなのは、最初からじゃないですか」

　彼の言葉に呼応するかのように、男の背後に立つチーが口を開く。

「潜せん入にゆう捜そう査さ官。お前、ルッソ・ファミリーに潜入したはいいが、この数年の間にすっかり薬漬けになった。ミイラ取りがミイラ以下の蛆うじ虫むしになったな」

「なッ……」

　何か言おうとする男に、近くの闇やみから女の声が浴びせかけられる。

「それで、何？　ルッソ自体がもう終わりそうだったから、このままじゃ自分の汚お点てんが捜査本部に漏もれる……それどころか自分が犯罪者になる。そう思った貴方あなたは私達に依頼したのよねえ？　貴方に薬を流してた証しよう拠こを握る唯一の人間。それを取引上のトラブル──他よ所そのマフィアの仕し業わざに見せかけて殺してくれって事だったんでしょ？」

　依頼の際に話していない事実までずけずけと語られてしまい、男の全身にそれまでとは別種の緊張が走る。

「……そこまで解わかってるなら話は早い。なら！　どうしてこんなマネをした！　この状況で俺おれだけ無傷だったら……」

「怒ど鳴なるのはやめて」

　気が付くと、クリストファーの顔面が男の目の前にあった。

　優しい笑顔で、口元には鋭い牙きばを覗のぞかせながら。

「花が散っちゃいますから」

　囁ささやきながら、しなやかな手つきで口元に人差し指を当てるクリストファー。

「怒鳴るぐらいなら歌いましょう！　花を愛めでる歌を、大自然を賛美する歌を！　森しん羅ら万ばん象しようを讃たたえるのに歌詞など不要。ラララで十分ですよ。ほら……ラ　ラララ　ラ♪」

　そのまま透き通るような声で、歌詞の無い歌を紡つむぎだすクリストファー。

「ラ　ラ　デュラ　ドゥララ　ララ♪」

　軽やかな声に合わせ、チーも初めて笑顔を浮かべながら歌を口ずさむ。

「ルル　ラ　ルル　ラララ♪」

　倉庫の影からは女の歌声も届き始め、男──潜せん入にゆう捜そう査さ官の周りに優しげなアンサンブルが取り巻いた。

　だが、捜査官はそれを受け入れられるほどの余よ裕ゆうを心に持っていなかった。

「質問に答えろ！」

　血管を浮かせながら怒鳴る相手に対し、三重唱のリーダーはため息をつきながら首を振る。

「ですからぁ、さっきから何度も何度も何度も言ってるじゃないですか」

　駄だ々だを捏こねねる子供のような言葉遣いで、目の前の依頼人には淡々と事実だけを述べる。

「この花が綺麗だったから、それだけですよ」

「……あぁ？」

　捜そう査さ官は相手の言葉を一瞬理解できず、頭の中で何度も何度も反復させる。

「そんな……そんな馬ば鹿かな理由があってたまるか！　花が綺き麗れいだったから皆殺しにするなんて、ありえるかぁッ！」

「ありえないのは、貴方あなたの主観の中でだけだ」

「ふざけるな！　こんなもんは俺おれの主観だけじゃない！　世間の常識だろうが！」

　息を荒くする捜査官のテンションに合わせるように、クリストファーも徐々に徐々にテンションを上げ──首を振る速度がどんどん速くなっていく。

「違う違う違う違う違う違う違う、貴方はもうそこから全すべて何もかも違うんだ」

　そこで首の動きをピタリととめ、まるで愛犬にそうするように、捜査官の鼻の頭をチョコンとつついてみせる。

「いいですか、世間の常識は『人を殺しちゃいけない』って事ですよ。でも、僕達のいるところはもう殺しを認めてる時点で最初から非常識。これ重要」

「答えになってないぞ！　なんで花が綺麗だと殺す必要が────」

「説明したって解わかりませんよ。これは僕の『主観』の問題ですから。僕はただ、死体に満ちた空間の中で、力強く咲く美しい生命を見てみたかった。それだけのことですよ。ＯＫ？」

「そんな問答はどうでもいいんだ！　手前てめえ……雇われの殺し屋風情ふぜいがこんな真ま似ねしやがって！　手前らの次からの仕事の信用問題に関わるんじゃねえのか？　ああ!?」

　追い詰められたような表情で叫ぶ囮おとり捜査官。自分が依頼人の筈はずなのに、まるで猫に追い詰められた鼠ねずみのような表情をしていた。

　猫を嚙かむつもりで精一杯のキバを剝むいてみたものの、その怒ど鳴なり声はクリストファーの優しい笑顔にあっさりと受け流される。子供のように無む邪じや気きな笑顔と、口内に並ぶ鋭い歯のアンバランスさが一層不気味な雰囲気を作り出していた。

「信用問題は大丈夫。だって──」

　次の瞬間、捜査官の喉のど元に銃じゆう剣けんの刃やいばが突きつけられる。

「なッ……」

「依頼内容の全すべてを知っている人が死んだら、噂うわさの広まりようがないですし」

「き、きキき、貴様……ッ！」

「銃剣っていいですよね。ナイフで殺した後に銃じゆう弾だんでとどめを刺せる。二倍美お味いしいよね。もっともこれは、銃剣っていうには剣も銃じゆうも小さすぎますけど」

　明らかに設計者の意図とは異なる使い方を語りながら、彼は静かに引き金に指をかける。

　何の躊躇ためらいも無いその動きに、捜査官の恐怖は瞬時に頂点へと上り詰めた。

「……ッ！」

　すでに声も出せなくなった捜査官の前で、クリストファーは空に浮かぶ月に目を移す。

「ああ……綺麗な月だなぁ……そうですよ。この美しい月や花の前には、契約だの信用問題だの正義だの悪だの僕が皆殺しをしただの……実に些さ細さいな事だと思いませんか？」

　ニッコリと笑って、クリストファーはそのまま引き金を下ろす。

「冗じよう談だんですよ。驚きました？　怖かったですか？　怖かったなら歌うといいですよ！　ほら、生きている喜びをリズムに乗せて歌い上げましょうよ！　ララ、ラララ、と！　思いのままに思いのままに！」

「……」

　恐怖で口の強こわ張ばっている捜そう査さ官に対して、クリストファーは更に質問を繰り返す。

「ルル、ラララ♪　……歌ってくださいよ。寂しいじゃないですか」

　青年の顔に浮かぶのは実に温かみのある微笑ほほえみで、捜査官にはそれが逆に恐ろしかった。

「ル　ラル　ル♪　ラララ？」

　顔は笑顔のままで、再び指が引き金にかかる。

　絶え間なく訪れる死のカウントダウンに、薬で脆もろくなった精神はすでに崩壊しかかっていた。

「あう……あ……」

「……」

　銃じゆう身しんと融合した刃やいばがゆっくりと男の喉のどに染しみ込もうとした時、

「クリス」

　闇やみの中から女の声が響き、クリストファーの動きがピタリと止まる。

「あのね、『双ふた子ご』から……シャムとヒルトンから連絡がきたわよ」

「本当かい？　リーザ」

　クリストファーは静かに銃じゆうを下ろすと、そのままクルリと踵きびすを返した。

　──助かるのか？

　散々仕事の内容に文句をつけていた依頼主が思うのは、その純粋な本能の思いだけだった。

　──俺おれは、助かるのか？

「そうそう、僕、一つだけ、皆さんに噓うそついてました」

　捜査官の心を読んだかのように、クリストファーは唐とう突とつに足を止める。

「……？」

「取引相手が来ないって言ったの、あれ、噓ですから」

「……え」




「これは、どういう事か」

　低く鋭い声が、潜せん入にゆう捜査官の背にかけられる。

　慌あわてて振り返ると、そこには先刻までいたチーの姿は無く、代わりに十数人の東洋人達が立っていた。

「お前がやったのか？　答えろ」

　全員が死体から溢あふれる血を避けるように立っており、静かな威圧感が風となって潜せん入にゆう捜そう査さ官の体に叩たたきつけられる。

「いや、これは……」

　再び背後を振り返るが、既すでにそこには誰の姿も存在しなかった。

　クリストファーも、チーも、闇やみの中にいたリーザと呼ばれた女の気配も、全すべては霧のように消え去ってしまっていた。

「あ……」

　絶望。

　状況を完全に理解した薬漬けの捜査官。彼の脳裏には、先刻までの恐怖とは全く異質の感情が湧わきあがっていた。

　完全な絶望。

　ここでありのままの事を話して、果たして信じてもらえるものだろうか。

　信じてもらえたとして──自分一人が生き残っている事を納得させるには、殺し屋のことも──依頼人が自分であるという事も話さなければならない。

　そんなことをすれば、自分の命も確実になくなるだろう。

　自分は偶然生き残った事にしなければならない。

　殺し屋との関係を悟さとられてはならない。

　つまり──クリストファー達の信用は欠片かけらも傷付く事は無く──それどころか、自分を強ゆ請するネタをまんまと手に入れたのだ。

　何もできない。自分にはどうする事も。

　現実という名の絶望に身を落とした囮おとり捜査官は、血の海に膝ひざを崩くずし、放心したように呟つぶやいた。

「……化け物め……」




　　　　⇔




「ああぁ……いぃいなぁ……凄すごくいい！　絶望に浸る男の足元に一輪咲く花……これはブームになるよきっと！　七代末までブームになる！」

　恍こう惚こつとした表情で、船の上からクリストファーが叫ぶ。

　ミシガン湖に浮かぶボートの上で、二人の男が双そう眼がん鏡きようを片手にはしゃいでいる。

　正確には、はしゃいでいるのはクリストファー一人なのだが。

「ああでも大変だ。あの花が七代末まで咲いてるかどうかが問題だぞ」

「その前に、男の方がいなくなる」

　醒さめた表情のチーを他よ所そに、クリストファーは赤い目を見開き、八重歯を剝むき出しにして喜んでいる。

「それもまたいいじゃない。東洋の言葉で諸しよ行ぎよう無む常じようって言うんだろ？」

「……どうでもいいが、クリストファー。貴様こんなことを繰り返していては、本当に信用をなくすぞ」

「アハハハハ、副業の信用がどうなろうが関係ないねえ。僕達はたった一人の人間にだけ常に信用されていればいいのさ。それが僕達の本業。そうだろ？」

　淡々とした言葉に、チーは静かにため息をつく。

「俺おれ達は殺し屋としてそこそこ名を馳はせた。『葡萄酒ヴイーノ』や『便利屋』ほどとは言わんが、俺達はこの業界ではそれなりに知られている。自じ重ちようしろ」

「興味の無い名声は僕の心に届かないよ。そんな名前と声になんの価値があるだろう。あ、僕いまちょっとかっこいい事言った？　メモしといてよ」

「ふざけるな」

「どっちにしろ──僕らがこの副業で一番になるには、その『葡萄酒ヴイーノ』ってのをどうにかしなきゃダメなんだろ？　いちいち探し出すのも面倒臭くさいよ」

　クリストファーはそれからも暫しばらく湖岸の様子を眺めていたのだが、船が移動して花と男の光景が建物の影に隠れると、途端に冷静な顔つきになって仲間に話しかける。

「それで、シャム達はなんだって？」

「俺に聞くな」

　チーが淡々と言葉を返すと、それを待っていたように船の上に声が響く。

「ええ、喜んで。クリスの言う『本業』に関することだから」

　クリストファー達は声のした方を振り返るが、そこには湖上の闇やみが広がるばかり。

「リーザ？　え？　これ、船の上……どこから話してるの!?」

「怖」

　ボートの上で二人の男が顔を見合わせるが、リーザの『声』は特に気にした様子も無く話を続けた。

「ヒューイからの伝言。明日の列車でＮＹニユーヨークに向かって、そこでティムの仕事を手伝えってさ」

「わお」

　わざとらしく驚きながら、クリストファーは楽しそうに口を大きくあける。

「それはそれは！　久しぶりだ！　僕達が本業に戻れるのって、一体何年、何十年ぶりだ？」

「三ヶ月ぶりだ」

　淡々と事実を告げるチーを他よ所そに、クリストファーは牙きばを見せながら目を爛らん々らんと輝かせた。

「ああ、アデルに会うのも久しぶりだなあ。ことなかれ主義のティムの下じゃあ全然暴れてないだろうから、きっと欲求不満だよねえ。かわいそうにかわいそうに」

　哀れむように首を振りながら、湖を照らす月にその身を大きく仰のけ反ぞらせる。

「ま、いいさ。月も僕達を祝福しているようだし、僕達の行く道には一点の曇りも無いね！　そう……僕らの行く先には常に太陽の恵みと──血の雨だけが存在するんだからね……」




　　　　⇔




数日後　　ＮＹニユーヨーク　ペンシルヴェニア駅




「なにが太陽の恵みだ。血の雨なんかすぐに流されそうだぞ」

　雨と風が吹き荒すさぶ駅の入り口で、腕に布を巻いたチーは揶や揄ゆするように呟つぶやいた。

「自然って気まぐれだから大好き」

　困ったような笑顔を見せながら、クリストファーは真まっ赤かな蝙こう蝠もり傘がさに手をかけた。

「雨に歌おう。ずぶ濡ぬれの自分を前向きに歌う歌を。できれば傘を閉じて雨に濡れながら微笑ほほえむ事ができるような歌を。というわけで、チー。そんな素す敵てきな歌詞を考えてよ」

「拒否する」

　横殴なぐりの雨が、傘を潜くぐり抜けて二人の体を濡らし始める。

　全すべてを切り裂さくような豪雨の中、彼らは確かにこの街に舞い降りた。

　この街に降り注ぐ雨の色を、暗く熱く紅あかい色へと塗り替える為に──




　　　　⇔




同時刻　グランドセントラル駅付近　廃ビル内




　更に強くなる雨音を聞きながら、チックは静かに呟つぶやいた。

「雨、やみそうにないねぇ」

「……そうだね」

　瓦が礫れきと埃ほこりが積もる部屋の隅で、マリアが静かに相あい槌づちを打った。

　その声からはいつもの爛らん漫まんな勢いが感じられず、悲壮な空気が彼女の周りを取り巻いている。




　たった一度の勝負が、彼女を己の『信念』の底辺まで叩たたき落としてしまった。

　全すべてを断ち切る日に本ほん刀とうの刃やいば。

　それは彼女の信じる全てであり、人生そのものでもあった。

　より正確に言うならば──そう信じる事自体が、彼女が己に課した存在理由だった。

　日本刀の鋭さを信じぬく事、日本刀こそがもっとも優れた『刃』であると信じ、それを自らの手で証明していく。それが彼女──マリア・バルセリートの人生だった。

　だが、ほんの数時間前、その信念に大きなヒビが入り込んだ。

　槍やりを持った女の言葉が、マリアの脳内に鮮明に蘇よみがえる。

『でも……あの、信じる事なんて、その……気休めに過ぎないんですよ』

　──違う。

『その証しよう拠こに──あなたは、もう、疑い始めてますよね』

　──違う！

　何度も否定の言葉を繰り返すが、彼女の中に生まれた幻影は消える事はなく、敵の女の握る槍が、自分の喉のど下もとへと向かって思い切り突き出され────

『その刀では──槍には決して勝てないと』

　幻影の切っ先が、彼女の喉を勢いよく貫いた。

「あぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁッ！」

「!?　マリアちゃん!?」

　それまで膝ひざを抱かかえて蹲うずくまっていたマリアが、突然頭を抱えて叫び声をあげ始めた。

　チックはその様子を見て、珍しく顔から笑みを消す。

「どうしたのマリアちゃん、どこか痛いの？」

　激しく震えるマリアに駆かけ寄ると、拷ごう問もん師は心配そうに彼女の顔を覗のぞき込んだ。

「ああぁ……ああぁぁぁあぁぁぁ……あ……」

　そこでようやく正気を取り戻したのか、マリアは怯おびえた犬のような目つきでチックの顔を見返すと、肩で大きく息をしながら冷静な思考を取り戻していった。

「ぁ……ぁあ……ごめんなさい。アミーゴ」

「本当に大丈夫？」

　子供のような表情で覗のぞき込むチックに、マリアはカラ元気の笑顔を浮かべて見せる。

「大丈夫だよアミーゴ！　ちょっと嫌いやな夢を見ただけだから……」

「負けてないよ？」

「え……」

　唐とう突とつにかけられた言葉にマリアは目を丸くするが、チックはそれに構わず、まるで今しがたマリアが見ていた幻影を見通したかのように言葉を紡つむぐ。

「ずっと考えてたんだけどね、やっぱりマリアちゃんはあの女の人に負けてないよー」

「……アハハ。気休めはいいよ」

「ううん。だってさ、結局あの時、ロニーさんが割り込んで勝負がダメになっちゃったでしょー？　だからさ、結局勝負なんてついてないよー」

　チックの無む邪じや気きな言葉に、マリアは先刻の戦いの結末を思い出す。

　ロニー。

　マリアはその名前を知らなかったが、チックが誰の事を言っているのかは即座に解わかった。

　決着がつこうかという瞬間、唐とう突とつに二人の時間の中に割り込み──そして、瞬時にして双そう方ほうの得え物ものを奪った謎の男だ。

　一体どうやって殺し合いの最中の自分達から武器を奪ったのか、その点も確かに気になると言えば気になるところだったが──今のマリアにとって、そんな事は些さ細さいな問題でしかない。

「ううん……だめだよチック。もう、あの時とっくに私は負けてたんだよ……自分の力をじゃない。ムラサーミァの事をちょっとでも疑っちゃったんだ。私の負けだよ……」

「でもー」

　尚なおも何か言おうとするチックに対し、マリアは苛いら立だたしげに叫ぶ。

「私は負けたの！　負けたんだ！　……今の私の気持ちなんて、チックにはわからないよ！」

　あの勝負の勝敗を決められるのは、戦いに参加した当人達だけだ。そう思っているからこそ、慰めるように勝負の結果を語るチックに違和感を感じてしまった。

　彼女の中に渦うず巻いていた様々な感情が、その違和感に向けて一気に流れ込む。

　それまでの消沈が噓うそのように、自分の感情の爆発を目の前の相手に叩たたきつけた。

「貴方あなたに何が解わかる？　勝負に関わらなかった人間が簡単に勝ち負けを語らないで！　戦ったことも無いくせに！　いつも無抵抗の奴やつだけ切り刻んでるくせに！　自分の命も晒さらさないチックに、私の気持ちなんて解るはずが無いよ！」

「……」

「チックはいつもニコニコと笑ってるだけじゃない！　なのに、私の、気持ちなんて……」

　息が切れるまで叫んでから、マリアは物凄すごく後悔した。

　今の自分はなんと情け無い負け犬なんだろう。自分自身に向けるべき怒りと悲しみを、よりによって自分を救おうとしてくれている男にぶつけてしまっている。

　この廃ビルに入ってから、チックの言葉はずっと自分を励まそうとしている言葉ばかりだった。今の彼女の苛いら立だちは、そのチックの励ましに応こたえられない自分自身への憤いきどおりも含まれていたのだ。

　なのに、その憤りを──よりによってチック本人にぶつけてしまったのだ。

「あ……」

　チックに謝らなければならない事は解っている。だが、なんと声をかけたらよいのか、彼女は一瞬躊躇ためらってしまった。

　その僅わずかな合間を縫ぬうように──チックの口が開き、親友の玩具おもちやを壊こわしてしまった子供のような声で、淡々と言葉を紡つむぎだす。

「ごめんねー」

「えッ」

「僕がマリアちゃんの気持ちがわからないのは、きっと僕の頭が悪いからだよ」

　──違う。

　マリアは慌あわてて否定しようとするが、チックの言葉は想像以上に力強く、混乱する彼女に割り込む隙すきを与えない。

「さっきも言ったけど、僕にはわからないんだよー、マリアちゃんの言う信念って奴やつを、見る事ができないんだ。だから、信じる事ができないんだ……僕がもっと頭が良ければ、今のマリアちゃんの気持ちもわかるはずなのに、マリアちゃんを悲しませたりしないのに……」

「……」

「──ごめんね。やっぱり今の僕には、負けたっていうマリアちゃんの気持ちがわからないよ」

　チックが謝る度に、マリアの心は更にきつく締め付けられていった。

　彼の謝罪が、自分の弱さを次々と露ろ呈ていしていくかのように思えた。

　だが、止める事はできなかった。今の自分には止める資格も無いと思っていた。

　今の自分には、負け犬の自分には、ただチックの言葉を自分の身に突き刺す事しかできないと思っていた。

　だが──次のチックの言葉は、明らかにそれまでの流れとは異質のものだった。

「だから──勝ってよ」

「……。……え？」

「次は絶対に勝ってくれると、嬉うれしいな」

　マリアはチックが何を言っているのか理解できず、ただ呆ぼう然ぜんと次の言葉を待ち続ける。

「負けた時のマリアちゃんの気持ちをわかれるように、僕もがんばるよー。だけど、僕、頭が悪いから……きっと凄すごく凄く時間がかかると思う」

「……」

「でもね、僕、マリアちゃんが勝った時の気持ちはわかるよ。きっとわかる」

　無責任な言葉とも受け取れる約束を、チックはきっぱりと断言してみせた。

「だって、マリアちゃんは喧けん嘩かに勝った時いっつも笑ってるから……。僕、どんな時に笑うのかはわかるよー。それはきっと一緒だよ？　だから、次にマリアちゃんが勝てば、僕はきっとマリアちゃんの気持ちがわかるよ？　それに……僕のボディーガードなんてやってる時の勝ち負けなんて、本当の勝ち負けじゃないよ。ね？」

　ハサミをパチンと閉じながら、チックは無む邪じや気きな笑みで物ぶつ騒そうな言葉を継げる。

「だってマリアちゃんは用心棒じゃなくって────殺し屋なんだからさ」




　　　　⇔




ハドソン河　河岸工事現場付近




　錆さびた鉄の匂においが充満する廃工場。

　何かの部品を作っていたと思しき広大な空間の中には、朽くち果てた大型機械と中に何も通す事のなくなった数々の配管、そして、申し訳程度の明かりを点ともす電球が点在している。

「これから──どうしようか」

　廃はい墟きよの匂においに満ちた屋内に、小さな声が響き渡る。

　声の主である若者は、刺青いれずみに半分覆おおわれた顔に泣きそうな目を浮かべている。

　彼の周りには大勢の若者達が集まっており、少なく見積もっても二十人は超しているように見える。

　彼らはＮＹニユーヨークにたむろする若者の集まりで、特に集団の名前も無く、気の合う仲間同士のコミニュティを形成しているチンピラ達だ。

　その中心に立つ刺青の少年は、なんとも情け無い表情のままで言葉を紡つむぎだした。

「どうするもこうするも……どうしようか、ニース」

「んー……とりあえず、ジェノアードさんの家には、もう誰も残っていない筈はずだけど……」

　眼がん帯たい眼鏡めがねの娘むすめ──ニースの言葉に、刺青の青年、ジャグジー・スプロットは大きな大きなため息をついてみせる。

「どうしてこんな事になっちゃったのかなぁ……」

　そう呟つぶやきながら、彼は今日の昼過ぎに起こった事を思い出していた。




　何事もない日々。

　今日も、最初の来客が来るまではいつもと何一つ変わらない平和な日々だった。

　だが──アイザックとミリアが久方ぶりに訪ねてくれた時から、明らかに彼らにとっての『非日常』が近づき始めていた。

　アイザック達の少し後に訪ねてきた謎の集団。

　彼らは『不ふ死じ身みになりたくないか？』と言って、ジャグジーの前で突然仲間を殺してみせた。

　ジャグジーはそこで一いつ旦たん気を失ってしまったのだが、その後に仲間の一人であるシャーネが突然その『ラルウァ妖怪』と名乗った集団に襲いかかり、そこへ更に、ガンドール・ファミリーの一味と思しき、日に本ほん刀とう娘むすめとハサミ男がやってきた。

　それだけならばまだしも、追い討ちをかけるように、マルティージョ・ファミリーの幹部とらしき男までが訪れ、豪ごう邸ていの玄関は混乱の極みに陥った。

　マルティージョ・ファミリーとガンドール・ファミリーは、ジャグジー達にとっては鬼き門もんとしか言いようがない。

　ジャグジー達は彼らの縄なわ張りで、様々な商売を無許可で行っている。商売と言っても些さ細さいな事しか手を出していなかったし、これまで２年近くも何事も無かったのだから、当然ながらこれからも何も無い──ジャグジーの仲間達は殆ほとんどがそう考えていた。

　だが、甘かった。

　心配性のジャグジーだけが恐れていた事態が、ついに現実のものとなって彼らの身に降りかかってきたのだ。マフィア達が街のチンピラ風情ふぜいにどのような交渉を持ちかけるのか……ジャグジー達にはそこまでは想像できなかったが、どんな内容にせよ、命がけの交渉になるであろう事は明らかだ。

「……とりあえず、長々と逃げ回るわけにもいかないよね。相手を怒らせるだけだし……できるだけ、血を流さない方向で話し合いを持っていきたいんだ」

　一通りの状況を整理してから、ジャグジーは表情を引き締めて言葉を紡つむぎだした。

　だが──その言葉を聞いて、仲間の一人が自身満々に声をあげる。

「その心配はないぜ、ジャクジー！」

「？」

「少なくとも、俺おれらに血が流れるこたぁねえよ！」

「ニック、どういうこと？」

　ジャグジーが不安そうに尋ねると、仲間の一人はフフンと笑いながら、一つの事実を告げる。

「もうすぐ、『葡萄酒ヴイーノ』がここに来るからさ」

　ザワリ

　何気ない一言に、廃はい墟きよ内の空気が大きく蠢うごめいた。

「……フェリックスさん、呼んだの？」

「おうよ、今ジャックの奴やつが呼びにいってら」

　ジャグジーが『フェリックス』と称した男の顔を思い浮かべ、周囲のチンピラ達はそれぞれ微妙な表情で顔を見合わせた。

　彼らの目には明らかな安あん堵どの色と、何かに困惑するような色が複雑に入り混じっている。

　やがてその視線は、仲間内の一人に集中する。

　黒いドレス風の服を身に纏まとった、端整な顔をした黒髪の娘むすめ──シャーネ・ラフォレットへと。

　当の彼女は、『葡萄酒ヴイーノ』という名に僅わずかに目を見開き、あとは無表情のまま工場の隅に立ち続けているだけだ。

　だが、よく見るとその無表情がいつもより幾分柔らかい事が解わかり、ニースが彼女をからかうように声をあげる。

「嬉うれしいですか？　婚約者が助けに来てくれるって解って」

　それに対し、シャーネは僅かに目をそらしただけだったが──周囲にいる誰もが、彼女の白い肌が薄く紅潮するのを目撃していた。

　フェリックス・ウォーケン。またの名をクレア・スタンフィールド（ただし、クレアと呼んでいいのは婚約者のシャーネだけなのだそうだ）。

　一年ほど前、ＮＹニユーヨークに拠きよ点てんを構えた彼らの前にふらりと現れ、当時シャーネを中心に起こっていたトラブルを解決するのに多大な援助をしてくれた男だ。

　裏社会で『便利屋』や『葡萄酒ヴイーノ』と呼ばれる有名な人物らしく、唐とう突とつに現れてシャーネの婚約者を名乗ったふてぶてしい人物でもある。

　シャーネもその事件の時は色々あったものの、今ではその『婚約者』という立場を受け入れているようだ。

　しかし──

「大丈夫かな……あの人が来ると、余計話がややこしくなりそうな気がするけど……」

　己の感情を微み塵じんも隠さずに、ジャグジーは不安げに呟つぶやいた。

　その男には性格に多少難があるようで、他ほかの面々もジャグジーに同意するように頷うなずいた。

「だけどよぉ、あのロニーとかいう野や郎ろうは、俺おれ達じゃどうにもならんぜ」

「で、でも……」

　なおも心配そうな声をあげるジャグジーだったが、その言葉をさえぎるように、外を見回っていた仲間の一人が工場内に駆かけ込んできた。

「おい！　さっきの……さっきの奴やつが来た！　一人だ！」

「!?」

　男の叫びに、工場内がにわかに緊張の渦うずに包まれる。

　ジャグジーもそれまで泣きそうだった顔を引き締めて、状況の詳しい報告を仲間に促うながした。

「さっきの奴って……どの勢力の、どの人？」

　見回りの男はそこで一瞬言葉につまり──脳内で必死に状況を整理しながら、思い出せる事実だけを淡々と声にした。

「ええと……あれだ！　あの最初に来た変な連中の──槍で一回突き殺されて、その後何回も日に本ほん刀とう女に殺され続けてた奴だ！」
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　ダラス・ジェノアードは支配されていた。

　己の内から湧わきあがる、たった一つの感情に。

　殺意。

　怒りや欲望、怨えん嗟さに敵意を心の中で焦こげ付くまで煮詰めた、純粋なドス黒さ。

　激しい雨が彼の全身を打ち濡ぬらすが、彼の感情が冷える事は無い。

　彼は一人の人間に対してだけではなく、実に様々な相手に異なる殺意を持っていた。

　しかし、それも今や関係の無い事だった。

　それぞれの殺意は彼の中で一つに溶とけ合い、もしも標的を見つけたら、ダラスは他人への恨みつらみまで含めて全すべての殺意をぶつけることだろう。

　だが、それを実行するには何が足りないのか──それは彼自身が一番よく理解していた。

　──力が──力が欲しい。

　──人を殺すだけ。それだけでいいんだ。

　──ムカつく奴やつを殺す程度の力が、どうして俺おれにはねえんだ。殺さなきゃいけねえ奴を殺す力が無いなんて、どう考えてもおかしいだろ。

　身勝手な事この上ない思いを心中に吐はき捨てながら、ダラスは豪ごう雨うの中を傘かさも差さずに歩き続ける。

　彼に人を殺す度胸が無いわけでない。

　人を躊躇ためらい無く殺せるというのを度胸と呼ぶならばの話だが、そういう意味合いでの心構えは彼の中には確かに存在した。

　ただ、彼が殺す事を望む相手は、誰もが彼の手には余る程の力を持った面々だった。

　ダラスは一つだけ、人間を超えた『不完全な不ふ死し』という力を持っている。

　だが、彼の殺そうとする相手の多くは完全な『不死』を手にしており、その他ほかの敵も、ダラスの力を大きく上回る面々ばかりだ。

「あの馬ば鹿かっぽいカップルなら……」

　アイザックとミリアが不死者であると知らないダラスはそんなことも考えたが、その思いはすぐに頭の中で打ち消された。

「今はあんな連中の事はどうでもいい……あの、ティムって奴を……あの『ラルウァ妖怪』とかいう糞うじ蟲むしどもを皆殺しにしなきゃならねえ……今すぐに、今すぐにだ！」

　歯を強く食い縛しばりながら、気が付くと彼は河か岸しの工事現場に立っていた。

　自分が数年間溺おぼれ続けた河。苦しみだけが思い出の水の底。

　わざわざそんな場所に戻ってきたのは、ダラスにしては一つの当てがあったからだ。

　沈められた時、確かに自分には仲間がいた。

　今はもう名前すら覚えていないが、自分と同じ『不完全な不死』を手に入れた仲間があと二人いたはずだ。

　自分がどういう状況で引き上げられたのかは覚えていないが、もしかしたら何らかのヒントがここにあるかもしれない。そう考えて、彼はここに足を向けたのだ。

　彼は心中で仲間という言葉を使っていたが、その中に友情という概念は全く含まれてはいなかった。ただ、自分と同じ死なない体という事で、『無限に使える捨て駒ごまとして使えるな』という期待があるだけだった。

　だが、結局そこには中断されている工事現場が広がるだけで、手駒を手に入れるヒントはどこにも転がってはいなかった。

「糞くそ……無む駄だ足かよ……」

　豪雨の下で毒づきながら、彼は荒れ始めたハドソン河を睨にらみ付ける。

　ほんの数日前まで、自分が沈んでいた水の牢ろう獄ごく。

　溺おぼれ続ける事しか許されなかった、永遠とも思える時間の中で──ダラスは即座に意識を失った事は幸運だったともいえるだろう。

　もしも苦痛の中で意識までもが残り続けたら、今頃自分は理性を伴っていなかったかもしれない。そう思いながら、憎々しげに波打つ水面に唾つばを吐はいた。

　もうここには用はないと、躊躇ためらいも無く踵きびすを返し──ダラスはそのまま動きを止める。

　そこには、ボロい傘かさを被かぶった何人もの若者達が並んでおり、ダラスの事を半円状に取り囲んでいる。

　激しい雨の音は集団の気配を消し、ダラスも彼らの接近には全く気付いていないようだった。

「なんだ……手前てめえら……」

　圧倒的な数の差だったが、ダラスは微み塵じんも気き後おくれはしていなかった。

　一度死の苦痛を経験した彼が変わった事といえば、恐怖という感覚が完全に希薄になってしまったという点だろうか。

「俺おれになんか用があんのか？　無いなら消えろ、いや、あっても消えろ。……殺すぞ」

「あ、あの……」

　まったく物怖じしない態度のダラスに対し、逆に集団のリーダーの男が気後れしてしまう。

　雨音に隠れてしまいそうな声で、ジャグジーはおずおずと言葉を紡つむぎだす。

「あなた、『ラルウァ妖怪』って人達の仲間……なんですか？」

　自信なさげに尋ねる刺青いれずみの青年を見て、ダラスは彼らの事を思い出した。

　──こいつら確か、ティムが『捨て駒ごま』にするっつってた……。

　ダラスの実家であるジェノアード家。その別荘であるミリオネア・ロウの邸てい宅たくに住み着いていたチンピラ達だ。

　──そういやなんでこんな連中が俺の別荘にいたんだ？　ティムの野や郎ろう、その辺は何も説明しやがらなかったな……まあ、兄貴か親父おやじが裏の仕事の関わりで貸したんだろう。

　ダラスは、自分の父と兄が麻薬の精製という仕事をしている事を知っていた。その利権から若いという理由だけで外された事を逆恨みして家を出たのだ。

　ダラスはその父と兄がルノラータ・ファミリーに消されている事を知らず、脳内でジャグジー達の事をその関係者だと判断した。

　相手の正体を把握すると、ダラスは即座に言葉を返す。

「傘かさ」

「え？」

「傘ぁ寄越せっつってんだよ。殺すぞ」

「ひっ……すすす、すみませんごめんなさい」

　ジャグジーはダラスの言葉に顔をくしゃくしゃに歪ゆがませて、思わず自分の持っていた傘を渡してしまう。

「ジャグジー！」

　ニース達が批難するように声をあげるが、ジャグジーは軽くウインクしながら軽く手を上げ、『いいからいいから』といった仕し草ぐさを見せて周囲を静止した。

　何人かはダラスを睨にらみ付けているが、彼はそんな事は微み塵じんも気にせぬまま、ジャグジーの横に歩ほを進め、尊大な態度で尋ねかける。

「どうした？　俺おれに何か聞きたい事があるんじゃねえのか？　……とっとと手前てめえらのアジトなりなんなりに案内しろよ……グズ」

「……え？　あ、は、はい！」

　雨に濡ぬれながらうなずく刺青いれずみの青年を見ながら、ダラスは昼にティムが言っていた事を思い出した。

　──「早い話が、俺達にとっての──『捨て駒ごま』さ」──

　捨て駒。

「いい響きだ」

「え？」

　怪け訝げんな顔のジャグジーを無視して、ダラスは斜めに構えてクックと笑う。

　彼の心の中では、既すでにジャグジー達を利用した一つの考えが浮かんでいた。

　──こいつらを上う手まく乗せられりゃ……『ラルウァ妖怪』の連中を殺せるかもな。

　自分の殺意を現実のものへと変換するための具体的な手段。

　ダラスは既に、彼らを自分の仲間に引き入れる事に決めていた。

「長い付き合いになるかもな」

　道具と同音異義語である、ダラスにとっての『仲間』。

　彼は尊大な態度のままで、己が仲間を迎えるための言葉を吐はき出した。

「ま、よろしく頼むわ」

　そして、何かを思いついたように目線を上に上げると、そのままジャグジーに向かって傘かさを握る手を差し出した。

「……濡ぬれるだろ、入ってけよ」

「え……あ、は、はい」

「恩にきろよ。これでお前らは貸し二つ……いや、これから俺が色々教えてやる事を含めりゃ、貸しは三つってとこか」

　言われるがままに傘の下に入りながら、ジャグジーは相手がどういう人間なのか解わからず、困惑した表情を浮かべ続ける。

　ただ、彼に一つだけ解っている事は──

　今、同じ傘に入っている隣の男が、恐らく人間ではなく──不ふ死じ身みの怪物であるという事だけだった。

　それでも、一つだけ疑問に思った事を先に尋ねておく。

「あ、あの……貸しって……傘かさと……話と……あと一つは？」

「あぁ？　決まってるだろうが」

　顔に疑問符を浮かべるジャグジーに対し、ダラスは淡々と身勝手な言葉を呟つぶやいた。

「お前らは──俺の別荘の居候いそうろうだろうが」

「……えッ？」

　疑問符を増やすジャグジーを無視して、ダラスは荒れる河沿いを力強く歩き出した。

　自分の殺意を満たす道具が手に入った事を、内心で子供のように喜びながら。




　雨は更に激しさを増し──空は、なおも暗く昏くらく。
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五番街　エンパイアステートビル




　ＮＹニユーヨークで隆盛を誇るウォールドルフホテル。その大型ホテルが別の敷地に移転する事になった際、跡地に建設される事になったのがこのエンパイアステートビルだ。

　アール・デコ調の華美な外見とは裏うら腹はらに、内部はオフィス用のテナントが集まる至ってシンプルな造りとなっている。

　１９３１年に完成し、同時代では世界最高の高さを誇るビルだ。その裏には建設中に高さを競っていたクライスラービルを上回るために、『飛行船の係けい留りゆうマスト』と称して尖せん塔とうを追加したりと、様々な手を使って『世界一』となったいわくつきの建築物でもあった。

　中に入ると数十機に及ぶエレベーターに出迎えられる事となり、上へ上へと伸びる高い事務所の城じよう塞さいといった感覚を覚えさせる。

　そのビルの中腹にある一つのオフィスで、一見ビジネスとは縁遠いカップルが、窓の外を眺めながら楽しそうに会話を続けている。

「すっげぇ！　見ろよミリア、人が蟻ありみたいだ！」

「今なら踏み潰つぶせそうだね！」

　傘を差して歩く黒い人々を見ながら、無む邪じや気きな顔で子供のような事を言う二人。

「いやまてミリア、蟻は念力で城を崩くずすと言うぞ」

「ひゃああ！　助けてぇ！」

　会話もビジネスとはかけ離れたカップルの後ろから、嘆たん息そく交じりの声がかけられる。

「もはや、元のことわざが解わからんぐらいに歪ゆがんでいるな」

　言葉の主は、スーツを身に纏まとった目つきの鋭い男で、パーティーに出るような格好のカップルとは全く相容れない雰囲気を醸かもし出している。

　その後ろには、上下に黒いスーツを纏まとった女──エニスが、不思議そうな顔でロニーの事を眺めている。

　エニスは眼めの鋭い男──ロニーが言葉を止めたのを確認して、おずおずと自分の疑問を口にした。

「あの……ロニーさん。ここは一体……」

　呟つぶやきながら、周囲の光景に眼を向ける。

　広くスペースの取られた室内には、数人の男達が忙せわしなく動き回り、何やら様々な荷物を運んだり、開封や梱こん包ぽうを繰り返している。

「ここは、宝石や時計、芸術品──早い話が、小物専門の輸入代理店だ」

「いえ、そうではなく……」

「俺おれが取締役で、頭領カーポ・ソチエタがオーナーだ。もっとも、俺が貸してるのは名前だけで、実質的には殆ほとんど何もしていないがな」

　淡々と語るロニーを前に、エニスは不思議そうに首を傾かしげる事しかできなかった。

「ま、俺達もこういうのを隠れ蓑みのにする必要があるってことさ。取り立てて自慢するつもりもないが……雨宿りぐらいにはなっただろう？」

　軽く肩をすくめるロニーを見て、エニスは安あん堵どしたように息を漏もらす。

　つい30分程前、ミリオネア・ロウにあるとある邸てい宅たくで見た彼の姿は、明らかに普段とは違う『圧力』を感じさせた。

　触れるだけでこちらが壊こわれてしまうような、圧倒的な存在感。逆らおうという思いを浮かべるのにさえ、体中の胆たん力りよくを使い果たす必要がありそうな眼光。

　そんな凄すさまじいプレッシャーを持った男が、今では鋭い眼に似合わない、生き真ま面じ目めで優しい一人のカモッラ幹部へと姿を戻している。

　──この人は、本当に何者なんでしょう……。

　この半日の間、エニスの心は疑問だらけだった。

　フィーロと喧けん嘩かして飛び出したアイザック達を連れ戻そうと、別件で外に行く用のあったロニーと共に店を出たのだが──

　どうしてロニーは簡単にアイザックとミリアの居場所が解わかったのか。

　どうしてあの屋敷であのような混乱が起こっていたのか。

　どうやってロニーは、斬きり合う二人の女から武器を奪ったのか。

　そして──

　どうしてあの槍の女は、自分の事を知っていたのか。

　アイザックを斬りつけた槍やり使いの女。エニスはそれを見て怒りが湧わき上がり、思わず相手の腕を止めてしまったのだが──その時、アイザック達がエニスの名前を呼んだのを聞いて、槍の女はこう呟つぶやいた。




『もしかして、貴女あなた……セラード・クェーツの──』




　セラード・クェーツ。

　エニスの生みの親にして、彼女にとって最も忌いまわしき名前。

　自分とセラードの関わりを知る者は、このＮＹニユーヨークでは──いや、全世界を通じても限られている筈はずだ。

　彼女はそう考えながら、邸てい内ないにいた謎の集団のことを思い浮かべる。屋敷の住人と思しき（それにしては豪ごう邸ていに似合わない）チンピラ達とは、明らかに一線を画す雰囲気を纏まとった集団だった。そもそも、あんな槍やりを玄関で振り回している時点で普通ではない。

　槍やり女おんなについては顔まではっきりと思い出せるが、どうしても過去の自分との接点が出てこなかった。

　仮に、『セラード・クェーツの秘書』と言葉が続いていたならば、まだ過去にセラードが作り出した組織の関係者だと思えば済む。

　だが、もしもあの言葉が『セラード・クェーツの生み出したホムンクルス』と続いたとしたら──それは、彼女とセラードの関係をより深く知る者だという事だ。

　そもそも、槍の女はエニスの顔ではなく、『エニス』という名前自体に反応していた。つまり、彼女はエニスの顔は知らなかったという事になる。

　──もし、もう一度会ったら──その時に聞いてみよう。

　彼女が槍使い達にあったのは完全に偶然であり、今のところの彼女の目的とは接点が無い。

　気にはなったが、結局エニスは『もしも会えたら』という程度で心に留めておく事にした。

　そして、本来の彼女の目的である二人に眼めを移す。

「あ、そうそうロニー。手紙、置いてきてくれた？」

「読まずに食べちゃだめだよ？」

　アイザック達もあの混乱の場にいた筈はずなのだが、その表情には何の疑問も困惑も見られない。

　そんな二人に、ロニーは苦笑しながら相あい槌づちを打った。

「ああ……お前らの『脅きよう迫はく状じよう』は、ちゃんと店のカウンターに置いておいた」

「そっか！　ありがとな！　俺おれ達はほら、自分達に誓っちゃったからさ」

「フィーロが謝るまで、お店には入らないってね！」

　妙な事を話す三人を尻しり目めに、エニスだけが何が起こっているのか解わからずにキョトンとしている。彼女は煙幕に満ちた室内で立ちすくんでいたところを、アイザック達に手を引かれて外に出て──気が付いたら、ロニーの提案でこのオフィスに来る事となったのだ。

　その間にアイザック達から言われた事は唯一つ。

「エニス、悪いけど、ちょっと盗まれてくれ！」

「ごめんね、お詫わびはするから！」

　彼女は何がなんだか解わからぬまま──あまりにもあっさりと、アイザックとミリアの手によって誘ゆう拐かいされてしまっていたのだ。

「ふふふ、フィーロの奴やつ、今頃困ってるだろうなあ」

「大事なものを無くして大弱りだね！」

　二人が珍しく悪そうな笑顔を浮かべるのを見て、エニスはやはり話についていけないといった顔で尋ねかけた。

「あの……フィーロの大事なものって……？」

　本気で尋ねるエニスに対し、当の誘ゆう拐かい犯達は窓際でクルクルと踊おどりながら答えを返す。窓の外には雨が光を反射して、まるで二人は銀幕の中で踊っているかのように見えた。

「エニスとロニーに決まってるじゃん」

「恋人とお師し匠しよう様だね！」

　あまりにもストレートに紡つむがれた答えに、ロニーは苦笑を、エニスは眼めを丸くして二人の事を凝ぎよう視しした。

「師匠か。どちらかと言えば私よりもヤグルマ老の方だと思うがね」

「恋人……？」

　エニスはその単語の意味する所が一瞬理解できず、何度か瞬まばたきをしてから、淡々と口を開く。

「まさか。私はただの居候いそうろうで……」

「ハハハハハ、エニスは鈍いなあ」

「じゃあ、フィーロの片思いだね！」

　踊りを止めて笑う二人に、エニスは尚なおもキョトンとした眼で首を傾かしげている。

「……この二人に鈍いと言われるとは相当だな……まあいい」

　ロニーはどこか楽しげに首を振りながら、仕事の様子を見にオフィスの奥へと歩み去る。

　エニスは静かにアイザック達の言葉を嚙かみしめながら、初めて意識を自分自身へと向けた。

「私と……フィーロが……恋人？」

　考えた事も無かった。

　自分はフィーロに命を分けてもらって生きている存在であり、フィーロが自分の事を殺そうと思えば、思うだけで殺す事ができてしまう。

　今のフィーロと自分は、そういう関係のはずだ。

　だが、具体的にその関係を表す単語が思い浮かばない。

　主従という間柄でもないし、命を分けているものの、兄弟や親子というわけでもない。

　なるほど、確かに周囲からは一緒に暮らしているのだから『恋人』という認識となるのかもしれない。

　エニスはそう思おうとしたが、完全に納得する事はできなかった。

　彼女はセラードの血ち肉にくを分けた『人造生命ホムンクルス』として生まれてからまだ数年の時しか経たっておらず、セラードからは必要最低限の『知識』しか与えられなかった為に、『恋愛』という感情については非常に疎うとい存在である。

　人を大事に思う気持ちや、好きになるという気持ちは解わかる。

　だが、フィーロに対するそれと、アイザックやミリアに対するその思いとの違いが、彼女にはまだ心の底から理解できてはいなかった。

　そもそも、周囲から恋人関係だと見られるとしても──フィーロは自分の事をどう想っているのだろうか。

　──そういう私は、フィーロの事をどう思っているんだろう。

　もしもフィーロが自分の事を好きなのに、自分がフィーロの事を『恋人』として想う事ができなかったら、それはフィーロに対して物もの凄すごい裏切りになるのではないだろうか。

　彼女は自分自身の感情がどういう感情なのかを理解する事ができずに、アイザック達の言葉にただ翻ほん弄ろうされるのみだった。

　──フィーロは、今どうしているんだろう。

　──私が誰かに攫さらわれたと知ったら、どんな反応をしてくれるのだろうか。

　彼女は自分の心の中で、フィーロの事を考えていた。

　今、自分の『命』の主である少年は、どこで何を想っているのだろうかと──




　　　　⇔




　くそ、くそ、くそ。

　これが、これが無力か！

　何もできない。俺おれには何もできないじゃないか畜ちく生しよう。

　何が知識だ。あの糞くそ爺じじいめ。

　こんなものがいくらあっても、何もできない──何も何もできないじゃないか。

　マイザーさんと話したばかりだろうが。過去も記憶も自分の力で乗り越えなきゃ意味がねえってよ！

　だが、今の俺はどうだ、過去どころか、今の瞬間でさえ乗り越える事ができていない。てんで話にならない。

　いや、そんなことはどうでもいい。

　俺が話になろうがなるまいが、そんな事は今は関係ない。

　エニスは──エニスは無事なのか？

　俺が話にしたいのはそれだけだ。

　あいつが無事なら──あいつが無事だったら俺おれは過去の記憶に押しつぶされても構わない。

　自分でも驚いた。

　エニスって女に対して、俺がここまで感情を、いや、人生を入れ込んでいようとは。

　長く暮らして情が強く移ったか？

　違う違う。

　断じて違う。

　そうじゃないだろ。

　そんなんじゃないだろ。

　俺はあいつに一ひと目め惚ぼれしたんだ。なんの言い訳のしようもなく見事なまでにクリティカルヒットを喰らったんだ。エニスの仕し草ぐさに顔に言葉に心に。

　それだけで十分だ、俺がエニスを好きなのに理由なんかない。

　だから、だから畜ちく生しよう。何がどうなってるのか教えろよ。

　なんであの──ダラスの糞くそ野や郎ろうが──

　エニスとロニーさんがあいつ一人に攫さらわれるとは思えない。

　ロニーさんが言ってた『工事現場の襲撃』と何か関係があるのか？

　それとも、ロニーさんが仕事で向かったあのシカゴ訛なまりのガキどもが？

　解わからない、くそ、解らない事がこんなに無力だとは思わなかった。

　走ることしか、俺には走る事しかできないのか？

　違う、何か方法がある筈はずだ。

　だが、足を止めることはできない。

　細胞が止まるなと言っている。絶望しかけてる俺の脳みその代わりに考えてやがるんだエニスを探せってよだからだから俺は止まることなんて────

　いや……どうやら限界が来たらしい。

　いくら俺が不ふ死しの体を持つといっても、全力疾走する筋肉の疲労速度が、不死の力と元から持つ代謝回復速度を上回ったようだ。

　俺の脚はガス欠のエンジンのようにガクガクと震え始め──

　糸が切れたように力が抜け、バランスを崩くずした俺はその場に転倒してしまった。

　道路を流れる水が俺の全身を泥どろまみれにするが、その泥も激しく降る雨がすぐに洗い流していく。

「くそ……」

　どうすりゃいいんだ。

　俺はどうすりゃいいんだよ畜ちく生しよう！

　やりきれない怒りをぶつける為、雨に叫ぼうと上を向いた俺は──

　今この瞬間、自分の顔に雨が当たっていない事に気が付いた。

　頭の上には黒い影が見え、どうやら誰かが自分の上に傘かさを差し出しているようだ。

　一体誰が？

　その傘を差し出す腕の持ち主に眼めをやり、そこで俺が見たものは────
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グランドセントラル駅　東側




　駅の横に立つ巨大なビル──通称『ミストウォール』と呼ばれる、巨大複合企業ネブラのＮＹニユーヨーク支社。

　その名が示す通り、薄いもやのような透明感のある白色のビルで、アール・デコ調のデザインが、見る者を空から雲が地面まで降りてきたような錯覚に包み込んでいた。

　最上階付近はピラミッドのような段差を作り出しており、何かのモニュメントを思わせる。

　少し離れた所に立つエンパイアステートビルと比べると、流石さすがに高さは遠く及ばない。だが、人々の評価は決して低くはなく、静かにそびえたつ厳おごそかな雰囲気が町民の心を惹ひきつけているようだ。

　だが、このビルはエンパイアステートビルのように様々な企業が入るテナントの集合体ではなく──一階から最上部に至るまで、その全すべてがネブラという一企業のグループのオフィスや店てん舗ぽで占められている。

　ネブラの企業力を象徴するかのように天に向かい立つビルの前に、十人前後の男女が静かに立ち並んでいた。

　その中心に立つ青年は、雨がかかるのも構わずに傘を少し後ろに引き──

　空に伸びる霧の塔とうを見上げながらも、心は完全に己の過去へと向けられていた。




　青年は──鼠ねずみを思い出していた。




　子供の頃に飼かっていた、白い白い鼠。

　生まれて初めて飼った小動物。

　孤独だった少年は、その動物だけが友達だった。

　人間の友達は全く存在しなかった。彼が周囲から嫌われていたわけではない。

　彼が周囲を受け入れなかったのだ。

　当時の少年は、周りの人間達よりも少し頭が良かった。

　周りの人間が果てしなく無知で愚ぐ鈍どんな存在に見えて、自分から話をするのがくだらなかったとさえ思っていた。

　友人だけではない、父親も、兄も、死んだ母親の事さえも。

　ある意味、少年は頭が悪かったのかもしれない。

　自分から他人を見下す事で、結局自分自身を孤独に追いやってしまった。

　だが、彼は自分を孤独に追いやった時から、兄の明るさが逆にうらやましく見えた。

　自分は孤独なのに、頭の悪い兄が人生を最大限に楽しんでいるかのように笑っている。

　少年にはそれが納得いかずに、次第に自分の殻からの中に引き籠こもるようになっていった。

　その鬱うつ屈くつした思いを慰なぐさめたのは、気まぐれで飼い始めた白ネズミ。

　話しかけてもか細い泣き声しか返さないその小動物に、彼は誰にも話せない自分の想いや愚ぐ痴ちを語るようになっていった。

　国王の耳の秘密を穴に吹き込むように、返事をよこさぬと解わかっているネズミと秘密を共有していく少年。

『そうだ、僕は僕を守る為に、このネズミを利用するんだ。このネズミの──ジミーの中に僕の世界を創つくり上げるんだ』

　まだ15にも満たない少年は、冷静な頭でそう考えた。

　このネズミは愛あい玩がん動物ではない。自分の精神を落ち着けるための、自分が安心して帰れる居場所を生み出すための道具に過ぎない。

　そう割り切っていた。

　少なくとも、少年はそう考えいたつもりだった。

　だが──ある日、少年の考えとネズミに溜め込んだ『世界』はあっという間に崩くずれ去る。

　部屋に帰ってきた彼が見た物は、白い背中に突き立つ、ネズミの何倍もの大きさを誇る一いつ丁ちようの鋏はさみ。

　兄がネズミの背に鋏を突き立てている、無む邪じや気きで残ざん酷こくでリアルな光景。

　──殺した。殺された。兄さんに、ジミーが。

　少年にとって意外だったのは、その時に湧わき上がってきた感情が、悲しみだったという事だ。便利な道具を壊こわされた事に対する怒りよりも、自分の大事な存在を失った事に対する喪そう失しつ感の方が遙はるかに強く自分の中に存在していたのだ。




　大事な親友を殺された悲しみは、即座に痛みと激情に変換されていった。

　少年は叫んだ。

　ジミーを返せと、ただ一つの事だけを繰り返し繰り返し。

　だが、少年は『どうして殺したんだ』とは一度たりとも叫ばなかった。

　なぜ兄がジミーを殺したのか？

　そんな事はその瞬間は思いつかなかったし、時間が経たつにつれてどうでもいいとさえ思い始めた。

　どんな理由があったとしても、兄がジミーの背に刃やいばを突き立てていた事実は変わらない。

　少年は、声が枯かれるまで叫んだあとに気が付いた。

　兄が一言たりとも反論も謝罪もしなかった事に。

　そして──兄はその時、弟である自分に対して、初めて悲しそうな表情を見せたという事に。




　──兄さんは昔から何を考えているのか解わからなかったけど──少なくとも、俺おれの事なんかはどうでも良かったんだろうな。

　兄とはそのまま言葉を交わす事無く別れる事となり、少年は成長を続けた。

　その成長を、過去を消して新しい自分を得るのを助けた男こそが、青年の現在の主であるヒューイ・ラフォレットであった。

　家を出た少年を迎えに来た男は、彼の心の全すべてを知り尽くしていた。

　少年の思いを、過去を、今考えている事でさえも、そのヒューイという男は完全に理解していたと言えるだろう。

　少年がネズミの中に封じていた筈はずの世界が、言葉を持って彼の前に現れたのだ。

　彼の前に突然現れたその白ネズミの化身は、少年が吹き込んだ世界を何倍にも何倍にも成長させて投げ返してきたのだ。

　何もかもが謎に包まれていたヒューイ・ラフォレットという男。

　少年は彼を恐怖に思うと同時に、どこか神秘的な魅力に惹ひき付けられてもいた。

　そして、少年はヒューイという男の投げ返した『世界』を受け止め、今の世界をその色に染める事に決めたのだ。

　何年もの時を経て、少年は己の全すべてを変えた。

　名前も、髪型も、服装も、声も、体格も、思想も、性格も──記憶を除くあらゆる『自分』、すなわち『タック・ジェファーソン』という人生を捨てて、今の『ティム』という一つの人生を手に入れたのだ。

　だが、唯一捨てなかった『記憶』が、青年の中で最大の障害として立ちふさがった。

　二度と会う事はないと思っていた兄──チック・ジェファーソンと出会ってしまった事によって。

　──どうして、こんな時に……こんな重要な時期に！

　それも、街で偶然顔を合わせたわけではなく──仕事の為に接触した、ジャグジー・スプロットの率いる組織の前で出会ってしまうとは。

　しかも、どうやら兄はジャグジーの組織とは敵対しているらしい。

　──だが、気にする程のことでもないか。俺さえ気にしなければ、何も変わらない。ただ、障害が一つ増えただけだ。俺の過去は仕事に対する障害になりはしない。気にする事は無い。気にすることは……

　青年は脳内で静かに繰り返しながら、心を徐々に落ち着かせる。

　兄であるチックと顔を合わせた瞬間、自分が明らかに動揺した事を覚えている。だが、兄のチックはこちらの事などまるで気付かないように、見知らぬ他人として状況の中に身を置き続けていた。

　──まあ、意図的に髪も剃そったし、眼鏡めがねもかけてたから無理は無いが──皮肉なもんだな。あれ程過去を忘れたかった俺おれが、顔を見ただけで兄貴の事に気が付いて……兄貴の方は、てんで俺には気付いていないみたいだったからな。

「……さん」

　──所しよ詮せんは家族なんざ、他人の始まりなんだ。確信したよ。俺が家を出た時に残っていた僅わずかな望みは、これで完全に──

「ティムさん！」

　背後からかけられる声にようやく気付き、男──ティムは静かに振り向いた。

「どうした」

　その瞬間までの心の葛かつ藤とうを読み取られぬように、顔の筋肉は徹底的に制せい御ぎよされて、感情を簡単には読ませない静かな面持ちを作り出していた。

「すまんな、雨の音で気付かなかった」

　確かに周囲には激しい雨が降り続け、彼らの差す傘かさがスピーカーとなって激しい雑音を体に伝えているが──声をかけていた部下は相当大声を出していたようで、不思議そうな顔をしながらリーダーに対する報告を行った。

「はい……クリストファーさん達を迎えにいったんですが……待ち合わせの場所におりませんでした」

「何ぃ？」

「代わりに、駅の掲示板にこんな手紙が置いてありました」

　小さく畳たたまれた紙片を差し出しながら、部下の男が不快そうなため息をつく。

　ティムは嫌いやな予感を覚えながらその紙片を受け取ると、丁てい寧ねいに広げながら、真まっ赤かな文字で綴つづられていた文章に眼めを凝こらす。





【親愛なるボス。

　元気ですか？　僕の気分は糞くそったれな程に上々です。

　自然を愛めでていますか？

　花に水をやってますか？

　私はやってません。

　水のやりすぎは花を腐くさらせます。

　すなわち世界を腐らせます。

　人の心も腐くさらせます。

　今、この街は大雨で、人の心も腐ってます。

　僕がまず腐りました。やる気ゼロです。

　幸いな事に、貴方あなた達を手伝うようにヒューイさんに言われた日付は明日からです。

　なので、今日はもう合流しないで遊びます。

　遊び呆ほうけます。

　腐った心を肥料にして、思い出という花を咲かせたいと思います。

　友達百人できるかな？

　友達の数と親友の数は反比例しますか？

　まあそんな事はどうでもいいので、とにかく雨のＮＹニユーヨークを満まん喫きつするつもりです。

　安心してください。仕事の時まで、なるべく人は殺さないようにしますから。

　そうそう、貴方達の居場所は『双ふた子ご』が常に見てますから、合流はこちらでなんとかします。

　雨も自然の一部です。でも不快。

　いずれ、大自然の大いなる意思とは決着をつけなきゃいけないね。




Haha.　地じ獄ごくより】






　特徴的な文頭と文末は、ロンドンで前世紀に起きた『切り裂さきジャック事件』の犯人からの手紙を真ま似ねたものだ。内容と全く合っていないことから、おそらくミーハー気分で使ったものであろう。

　赤い文字からは鉄錆さびのような匂においが漂ただよっており、その文字が何で綴つづられているのかを如によ実じつに表現している。

　ティムはそれらの事実に気付き、差出人である仲間の趣味の悪さに苛いら立だちを覚えた。

「クリストファーめ……ふざけやがって」

「ヒューイ師の名を出していますが……」

　背後から部下が不安そうに尋ねる。ヒューイは現在拘こう束そく中のテロリストであり、その人物との関係者だとみだりに解わかれば、自分達の仕事に支し障しようが出てくるのは目に見えている。

「ああ、クリストファーの奴やつはわかった上で使ってる。俺お達れをおちょくってるんだよ畜ちく生しよう！　このヤバイ手紙が駅員に見られようが他人に持ってかれようが、あいつにとっちゃ『面おも白しろくなってきた』の一言で済ませるんだろうよ」

　苛立たしげに呟つぶやきながら、ティムは再び眼前のビルに目を移す。

「ったく、仕事前に……下見ぐらいはさせときたかったんだがな」

　激しい雨のせいで、ビルの頂上付近が僅わずかにかすんで見える。顔に雨粒を滴したたらせながら、ティムは自じ嘲ちよう気味に呟いた。

「エンパイアの半分ちょいの高さしかないとはいえ──これから俺達が襲うって事を考えると、やっぱ無む駄だにプレッシャーを感じるもんだな」

　ティムはそのまま暫しばらく視線を上に向けていたが、唐とう突とつに首をコキリと鳴らしながら、傍かたわらにいる女に声をかけた。

「アデル」

「は、はい？」

　ここで自分の名が呼ばれると思っていなかったのか、背中に槍やりの入った袋を背せ負おった女──アデルは、驚いたような目をティムに向ける。

「お前よ、ちょっとクリストファー達を探して、このビルの下見ぐらいしろっつっとけ……俺おれ達は一いつ旦たんアジトに戻って、あのジャグジーって野や郎ろうどものヤサを探しとくからよ」

「は、はい！」

　弾はじかれたように返事をすると、アデルはそのまま雨の中を走り出そうとして、不意に足を止める。

「どうした？」

「あの……」

　気弱な目の色を見せながら、アデルは恐る恐る一つの『予定』を確認する。

「早く見つかって暇になったら、その──約束通り、イブ・ジェノアードを殺しに行きますね」

「……」

　イブ・ジェノアード。

　混乱に乗じて逃げ出したダラス・ジェノアードの妹であり、ダラスという『捨て駒ごま』を思い通りに動かすための人ひと質じちだ。

　人質といっても身柄を押さえているわけではなく、単純にダラスに『お前が裏切ったら、殺す』と伝えているだけだ。

「ああ……まあ、まだ裏切ったって決まったわけじゃねえしな」

「でも、彼はもう適当に縛しばっておくだけでもいいんじゃないですか？　あの、彼の『再生』は既すでにジャグジーさんたちに見せましたし……」

「まあな」

　彼らがダラスを仲間に引き入れた理由は二つ。一つは、彼らのボスであるヒューイ・ラフォレットが『不完全な不ふ死し者』であるダラスに、モルモットとして興味を持ったこと。

　もう一つは、ジャグジー達を仲間に引き込む為のエサとしてである。

　ダラスの『不死』を実際に見せつけ、『お前達にもこの力をやろう』と言って仲間に引き込むという算さん段だんだった。単に見せ付けるだけならば、最初から手足を縛って切り付ければいいのだが──あくまでダラスは自分達の『仲間』として傍らに立っていなければ意味が無い。

　実験動物を切り刻むように見られては、ジャグジー達も仲間になるとは言わないだろう。

　その為の簡単な抑制として、イブの名前を人質として出したのだが──

　結果として、試みは半分成功、半分失敗に終わった。

　本来ならば、再生を見せ付けた後はダラスが意識を取り戻す前に外に連れ出す予定だったのだが、予想外の混乱がおきてそうもいかなくなってしまった。

　更に間の悪い事に、ダラスの以前の知り合いがその場にいたようで、彼が暴れ出したのが混乱の一因となってしまった。

　そこまで思い出して、ティムは一つ気になった事を口に出した。

「そういやアデル……お前、あの『エニス』とかいうスーツ女と知り合いなのか？」

　アデルは豪ごう邸ていでの混乱の最中、黒いスーツの女に特殊な反応を見せていた。わざわざ『セラード・クォーツ』という名前まで出して相手の反応を窺うかがおうとしたのだ。

　結局その後に煙幕の混乱がおき、相手の反応を見ることはできなかったのだが──

　──誰なんだ？　セラードの話を聞いた時……情報屋もそんな女の名前は言っていなかった筈はずだが……。

　ティムは自分の知らない情報に対して不快感を抱いだいていたが、アデルの答えはその思いを更に強くさせるものだった。

「あの……すみません。これは『ラ吸ミ血ア鬼』の人にしか関係ない話なんで……」

「……その『ラミア』を内包する『ラルウァ妖怪』の中心である俺おれにも言えない事か？」

「……言ってもいいのかもしれませんけど……ヒューイ様から直接聞いた話ですから、その……ヒューイ様にお窺いをたてないとわかりません……」

　自信なさげに言葉を紡つむぐアデルを見て、ティムは大きなため息をついた。

　──ヒューイの旦だん那な直じき々じきの情報ってわけか。

　アデルやクリストファーを含む『ラ吸ミ血ア鬼』は、ヒューイの組織した『ラルウァ妖怪』の中でも荒事に特化した凶きよう兵へい部隊だ。彼らが何者であり、どのようにしてヒューイの下についたのかは、本人達を除いて誰も把握していない。

　ヒューイとの繫つながりはティムよりも深い面々ばかりだが、性格に問題のある人間ばかりが揃っており、組織を動かすには不適当ということで、実質上のリーダーはティムが務めている。

　ままならない組織の現状を嘆きながら、それでもティムはヒューイへの忠誠を貫いている。

　自分に新しい世界を与えてくれた男に敬意を払いながらも、その直属であるアデルには容よう赦しやしない。

「さて、話を戻すが……アデル。イブ・ジェノアードはまだ殺すな」

「で、でも……」

「お前はただ、人を殺したいだけだろ？」

　確信を突いた一言に、アデルは一瞬押し黙ったあと、困ったように笑いながら言葉を返す。

「……そんなことないですよ？」

「今の間はなんだ。ま、とにかくあれだ。ダラスはまだ使えるかもしれねえから、手て駒ごまはできるだけ残しておけ」

「でも、こうしている間にも、ダラスさんは妹の所に向かってるかも……」

「だとしたら、どっちにしろ手遅れだろ？　それなら無む駄だに動くな。疲れるだけだ」

　淡々としたティムの物言いに、アデルは納得いかないようにうつむいていたが、やがて渋々ながら了りよう承しようしたといった顔つきで、無言のままクリストファーを探しに向かう。

　なで肩の背中を見送りながら、ティムは疲れたように肩をすくめる。

「……ったく。なんで『ラ吸ミ血ア鬼』はあんな人格破壊者ばっかなんだか……」

　そこで一いつ旦たん気を引き締め、遅くとも明日には合流するであろう男を迎える覚かく悟ごを決めた。

「この雨ん中、一体何を観光するってんだ……」
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「雨、雨、雨のソーナータ♪」

「黙れ」

「酷ひどいなあ。一生懸けん命めい雨を讃たたえる歌を作詞したのに。……三千世界の谷間を濡ぬらしー♪」

「静まれ」

　傘かさをクルクル回しながら歌い狂うクリストファーに対し、チーは目線すら動かす事無く不快感を訴え続けていた。

「なんでさ、チーだって歌は好きだろ？　こないだだって倉庫街で一緒に歌ってくれたじゃん。ほら一緒に歌おうよ。……今ーだー必殺ー雨パーンチー♪」

「お前の歌詞のセンスの無さが我慢ならんと言っているつもりだが、貴様の理解力が乏とぼしいのか俺おれの表現力が乏しいのかどちらだと思う？」

「黙れと静まれだけでどう判断しろってのさ」

「……むう、正論だ。詫わびるとしよう。俺の言葉不足を。そして付け足そう。貴様の子供じみた歌詞は耳障ざわりこの上ないから黙らんと殺す」

　雨の中のブロードウェイ。先刻まで活気に満ちていた大通りは今や完全に雨に支配されており、人々は我先にと劇場に駆かけ込むか、逆に閉幕後に出てきた客が入り口から動けずに途方にくれているかのどちらかだった。

　クリストファーの目立つ目と口は傘に隠れているが、代わりにチーが東洋風の赤い番ばん傘がさを被かぶっている為に、やはり目立つ事この上ない。

「君の傘のセンスも相当なもんだけどね。ここはアメリカンドリームの最東端、ＮＹニユーヨークだよ？　太平洋を通り越した文化を持ち込むなんて、フロンティアスピリッツに溢あふれすぎじゃない？」

「貴様の目と歯ほど飛び越してはいないつもりだ」

「うわ、最低な人がここにいます。人の身体的特徴をそんな風に言うなんて」

「自ら望んで手にした体だろうが」

　かれこれ五回程そんなやりとりを繰り返したところで、ようやくクリストファーが歌うことを諦あきらめる。

　そして、手に持った黒傘がさを楽しそうに眺めながら、独り言のように呟つぶやいた。

「傘って凄すごいね。尊敬に値するよ」

「？」

「傘ってさ、雨という大自然に抵抗するために作られた人間の叡えい智ちの結晶だよね。多分ほかのどんな技術よりも明確な自然への反抗だよ。温度変化に対抗する為の『服』もそうかもしれないけど、もう当たり前になりすぎてて反抗って感じがあまりしないよね。そこへくるとこの傘ときたら！　開発した人の『雨なんかに濡ぬれてたまるか！』って決意がアリアリと滲にじみ出ているアイテムだよ」

　赤い眼球を子供のように輝かせながら、クリストファーは鋭い歯を見せて笑う。

「そして、なんと効率的なんだろうね。たったこれだけの骨組と布地で、大地の全すべてを濡らし尽くす雨に対抗できるなんて！」

「この雨量ではあまり対抗できているとも思えんが」

　チーの突っ込みの通り、風によって吹き付けられた雨は愚おろか、地面からの跳はね返りによって体の半分は十分に湿しめっぽい状態となっている二人。

「気分が濡れなければ僕らの勝ちさ。まあ、僕は自然大好きっ子だし自分も大好きだからどっちが勝っても構わないんだけどね？」

「……呆あきれて突っ込む気にもなれん」

「ほーらー、もうここに気分が濡れちゃってる人がいるよ。そういう時は歌うといい。さ、さ、歌おう歌おう、君の心を救う歌を、すなわち君の世界を救う歌を。ああ、なんだかスケールが大きくなってきたぞ……楽しいねえ。誰か殺して生いけ贄にえにでも捧ささげるかい？」

「……仕事の時以外、なるべく殺すなと言われているだろう」

　一見冗じよう談だんにしか聞こえないクリストファーの言葉に、チーは即座に釘くぎを刺す。

　長年の付き合いがあるチーには解わかっていた。今の言葉が冗談などではなく、自分が同意すれば彼は即座に周辺で雨宿りをしている人々を血の雨に濡らしてしまうだろうという事を。

　チーの言葉にクリストファーは軽く肩をすくめると、雨の大通りの中央で静かに、そしてあまりにも堂々と立ち止まった。

　幸い彼に邪じや魔まされるような車や人は道の中央にいなかったが、その姿はまるで自分を銀幕のスターか何かと思い込んでいるようだった。

「うーむ。僕は今このブロードウェイの中心に立っているよ。しかしなんだ、雨の中じゃせっかくの活気も味わえない。こうなると存ぞん外がい退屈なもんだね」

「退屈なら、とっととティム達と合流するか」

「ティムはもっと退屈だから嫌いや」

　クリストファーは子供のようにそっぽを向くと、何か面おも白しろいものはないかと、周囲をキョロキョロと見回しながら歩き始めた。




　からくり仕掛けの人形のように首をふりながら歩を進めること30分。

　ブロードウェイからかなり離れた所まで来たところで、クリストファーは奇妙な光景に目を留めた。

「……？」

　それは、一人の走る男だった。

　薄緑の中折れ帽ぼうを雨に濡ぬらし、この豪雨の中を傘かさも差さずに、何かを求めるように一いつ心しん不ふ乱らんに走っている若い男。

　遠目にはよく解わからないが、年の頃は少年と言ってもいいかもしれない。

「変わり者だね。雨をあるがままに受け入れてるよ。なんか傘なんか差してる僕、負けた気分」

　ぷくりと頰ほおを膨ふくらませながらも、その時は特に気にも留めずにいたのだが──

　更に十数分後。

　網の目のように並ぶ路地の一つでクリストファーが周囲を見回した時、右に延びる通路から先刻の少年がこちらの方角に向かって走っている事に気が付いた。

　先ほど見かけた時から一度も止まっていないようで、足に限界がきているのが一目で解る。

　だが、もしも先刻の調子で走り続けていたとしたならば恐ろしいタフネスとも言える。いくらマラソン選手でも、全力疾走の状態を数分以上保てるとは思えない。

　クリストファーは改めて少年に興味を持ったようで、足を震わせながら道を走ってくる少年の顔に目を向けた。

「へえ」

　クリストファーは、少年の表情を見て思わず声をあげる。

　少年の顔に浮かんでいたのは、疾走に関する疲労の色ではない。

　絶望。

　鋭くも暗く澱よどんだ少年の表情は、クリストファーには一目で『絶望』だと解るものだった。

　クリストファーやチーにとっては、今までに何度も見てきている表情だった。

　もっとも、その絶望の原因は全すべて殺し屋である彼らの手によるものだったのだが。

　だが、こうして自分と関わりの無い人間の絶望の表情を見るのは珍しい事であり、なおかつ、そんな顔をした少年が力強く走り続けているという事にも興味が湧わいた。

　あと少しで自分の前を通り過ぎるというところで、少年の足に限界がきた。

　少年の体が唐とう突とつに前のめりになり、足を絡からませるような格好で地面に強く叩たたきつけられた。

「おいおい」

　少しの間、そのまま様子を見ていたが──泥でい水すいに濡ぬれながらも立ち上がろうとする少年の姿を見て、クリストファーは思わずそちらに向かって歩き出していた。

　横で沈黙を保っていたチーが、相あい方かたの意図に気付いて制止の声をあげる。

「やめておけ、他人の不幸に関わってもロクな事はない」

「他人の不幸は蜜みつの味とも言うだろ？」

　赤い目でウィンクをしながら、彼はチャプチャプと水溜りの中を歩み寄り──

　自分が濡れるのも構わずに、目の前の少年に傘かさを差し出していた。

　街の裏側の一部を司つかさどる、フィーロ・プロシェンツォという名の少年に。
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　──なんだこいつ？

　それが、傘を差し出した男に対するフィーロの第一印象だった。

　絶望の淵にいたフィーロの前に現れたのは、一ひと目めで解る程に異常な男だった。

　１、２世紀前の西欧の皇族が着ているような、カチカチに固まった貴族服。

　赤い眼球に浮かぶ、白い瞳と漆しつ黒こくの瞳どう孔こう。

　ニッコリと笑った口の中に覗のぞくのは、イルカの歯のように研ぎ澄まされた八重歯の数々。

　外見だけで判断するならば、明らかに異常だった。気の弱い者ならば恐怖に悲鳴をあげていてもおかしくない。

　だが、フィーロも伊だ達てに『カモッラ』の幹部を務めているわけではない。

　ほんの僅わずかに眉まゆを顰ひそめただけで、後は冷静な表情で相手の次の行動を待った。

　フィーロの心にはまだエニスに関する絶望は残っているが、目の前の男に対する警けい戒かいの為に、一時的に表情からその色を消し去っていた。

　そんなフィーロの表情を見て、八重歯の男は微笑ほほえみを浮かべたまま、濡ぬれ鼠ねずみとなった少年に対して優しい言葉を紡つむぎだす。

「大丈夫かい？」

　男の牙きばに見合わない、優しい言葉がかけられた。

　その言葉に反応して、フィーロは改めて相手の顔を観察する。

　目と歯を除けば爽さわやかな好青年であり、年の頃は20を過ぎるか過ぎないかといったところだろう。

「……」

「どうしたのかな。こんな雨の中を駆かけずりまわって……風か邪ぜをひくよ」

　あくまで優しい言葉を語る怪しい男に、フィーロは困惑しながらも言葉を返す。

「悪いな……だけど、あんたには関係ない」

　そう言って、フィーロは自分の足の状態を確認する。

　疲労した筋肉はだいぶ回復が進んでおり、限界を超える酷こく使しによって破壊されていた細胞はいまや完全に再生を終えていた。

「……じゃあな」

　再び駆け出そうとするフィーロだったが、その体は前に進もうとしない。

　赤目の男がフィーロの腕を摑つかみ、尋常ではない力でその場に引きとめているのだ。

「おい……放せ」

　フィーロが苛いら立だち紛まぎれに声をあげる。

『仕事』の際に使う、顔に似合わないドスの利いた声だ。

　普段ならば相手の事情を聞くところだが、現在はそれどころではない状況だ。フィーロは相手の手を即座に振り解ほどこうとして、腕に力を込めながら青年の赤い目を睨にらみ付ける。

　しかし、赤目の男はフィーロの声に微み塵じんも動揺を見せず、柔にゆう和わな表情で言葉を紡ぎだした。

「僕が手を離したところで──行く当てなんか無いんだろう？」

「！」

　図ず星ぼしだった。

　フィーロは相手の瞳の中に得体の知れないものを感じ、疾走する為に準備していた全身の筋肉を、瞬間的に目の前の男に集中させる。

「君、さっきも見かけたけど……何か大事な失なくし物を探してるみたいで、それでいて目的の無い走り方をしてるじゃないか。ただ当ても無く彷徨さまよってるだけなんだろう？」

「……」

　なんだお前は！

　無関係の手前てめえに何が解わかる！

　フィーロはそう叫びたかったが、相手の言葉があまりにも的を射ている為に、喉のどから声を絞しぼり出す力が湧わきあがらなかった。

「反論しないところを見ると、僕の言う事は当たってたみたいだね」

　ニヤリと笑う男の口から、ギザギザに重なる歯が覗のぞく。歯と歯の重なりは綺き麗れいな蛇だ行こうを描いており、生まれつきの歯ではなく、あとから人工的に作り出したものだと感じさせる。

「もし良ければ、僕らに話してくれないか？　何か協力できる事があるかもしれない」

「……言ったろ、あんたらには関係無い」

「一人で見つけようなんて意地が勝つほど、君の大事な物の価値は低いのかな？」

「……」

　痛いところを突かれたフィーロだが、それでも協力を仰あおごうとは思わない。今の言葉を、たとえばマイザーやランディ、ペッチョといった仲間に言われたのならばプライドなどいくらでもかなぐり捨てるだろう。

　だが、何を好きこのんで出会ったばかりの男達に頼まなければならないのだろうか。

「そうそう、自己紹介がまだだったね」

　フィーロが己の事をジロジロ見ているのに気付き、クリストファーはうっかりしていたというように、傘かさを持たない左手で身なりを正す。

「僕はクリストファー・シャルドレード。このＮＹニユーヨークには着いたばかりでね、でも、コネはそれなりにあるつもりだから役にたてると思うよ。よろしく」

　恭うやうやしく一礼した後、クリストファーは傍かたわらにいる男に手を向けた。

　赤い番ばん傘がさを差した男で、遠目にはクリストファーよりも目立つ東洋風の容よう貌ぼうをしている。

「彼はホン・チーメイ。仲間内じゃチーって呼んでる」

　チーと呼ばれた男はクリストファー程社交的ではないようで、フィーロには軽く眼めを向けて一言告げるだけだった。

「……よろしく」

「あと、そこら辺にリーザがいると思うんだけど……まあ、おいおい紹介するよ」

　男の言葉を聞きながらも、フィーロの疑念と警けい戒かいは完全に晴れることはなかった。

　そもそも、なぜこの男は自分に関わろうとするのか。

　一体この妙な男は何者なのだ。

　次から次へと湧わき起こる疑問を、なんとか言葉にして口に出そうとするフィーロ。そんな心を見透かしたかのように、赤目の男は優しい笑顔で口を開く。

「理由なんて特に無いよ。いや、実は雇い主に言われて、ちょっとした仕事を手伝いにこの街まで来たんだけどさ……明日までちょっとやる事が無くて困ってたんだよね。だから、新しい街で新しい友達を見つけたかっただけさ」

　子供のような事を淡々と語るクリストファー。フィーロは胡う散さん臭くさそうに相手を見るが、どこまでが噓うそでどこからが本気なのか、青年の赤い眼球から読み取る事はできなかった。

「……それだけか？」

　まだ信用しきれないフィーロの顔を見て、

「僕の大事なものは三つ。自然の恵みと、与えられた仕事と、手製の刃物。最後の一つは──」

　クリストファーはニカリと笑いながら、フィーロに手を貸す理由を淡々と告げてみせた。

「──ヒマ潰つぶしさ」

　フィーロは心の奥に何か引っかかるものを感じながら、クリストファーと名乗った男に対してさほど意味の無い言葉を投げかける。

「……今、四つ言わなかったか？」

「えッ」

「いや、大事なものは三つなんだろ？」

「……大事なものは人それぞれの概念さ。概念を数で固定しようなんて、賢いかもしれないけれどロマンが無くて嫌いやだね僕は」

　──そうか。

　苦笑しながら呟つぶやくクリストファーの言葉を聞いて、フィーロは心に引っかかっていたものの正体に気が付いた。

　──似てる。

　フィーロの脳裏に浮かぶのは、幼おさな馴な染じみである一人の男。




　──こいつ……性格がクレアに──クレア・スタンフィールドによく似てやがるんだ。
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「傘かさ、買ってきたよー」

　廃ビルの中で雨宿りしていたチックとマリアだったが、雨が止やみそうも無いという事で、チックが駅まで走って傘を買ってくる事となった。

　ほんの数分の距離の筈はずだったのだが、今やチックの体は下着の中まで雨が染しみてしまっている状態だ。

「……ありがと、アミーゴ」

　そう呟つぶやきながら、マリアは力の無い笑いを浮かべて見せる。

　先刻、チックを責めてしまった事がまだ彼女の心に残っているが、チックはまるでそんな出来事など無かったかのように振る舞っている。それが彼女にとって救いにもなり、罪悪感を引き立てる枷かせともなっていた。

　もしかしたら、チックは本当に忘れてしまっているのかもしれないが。

「うーん、どうしよっか。このまま帰るのもあれだけど……マルティージョのロニーさんも、どこに行っちゃったのか解わからないしなあ」

　チックは今後の行動について暫しばらく悩んでいたが、やがて小さく頷うなずくと、マリアの手を引いて立ち上がらせる。

「もう一回、あのジャグジーさん達の家に行ってみようよ」

「え……」

　マリアは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした。

　先刻、槍やり女おんなとの命のやりとりを行った場所。

　そして、完かん膚ぷなきまでの『敗北』を味わった場所。

「もしかしたら、誰か戻ってきてるかもしれないしねー」

「う、うん。そうだね」

　もしも、あの槍女が戻ってきていたら？

　マリアはその状況を想像し、自分の心が一瞬凍こおりついたのを感じ取った。

　──恐れてる？　私が？

「大丈夫？」

「アハハ！　大丈夫だよ！　さっきチックが言ってくれたんだよ？　あんなのは負けに入らないって！　ね？　それに──次にやったら絶対に私が勝つよ！　信じてなよアミーゴ！」

　その事実を認めるのが嫌いやで、マリアはチックに対して精一杯のカラ元気を見せる。

　本当は、自分でも理解していた。

　チックはああ言ってくれたが、最後には自分が納得しなければ何の意味も無いという事を。

　そして、納得した上で乗り越えるには──あの女に勝つしかないという事を。

　もしかしたらそれ以外の方法もあるのかもしれない。

　マリアはそう思ったが、今の自分にはその方法しかないだろうという確信があった。

　今までの生き方は簡単には変えられない。

　だからこそ、今まで通りの生き方でケリをつけなければならないのだ。──彼女はそう考えていた。

　──でも、勝てるのか？

　彼女は自問自答する。

　──私はあの女に──いや、あの槍に勝てるのか？

　あの槍はただの槍ではない上に、使い手がかなり戦い慣れていた。

　マリアの武器である日に本ほん刀とうの間合いに入る前に、倍近くもある槍の制空権が圧倒的な密度で立ち塞ふさがる。二本の刃やいばを繰りながら、なんとかその密度の隙すき間まを貫こうとするが、横にもある程度の広がりを持つ、十字型の刃が二本の切っ先をことごとく払いのける。

　せめて槍と同じだけの射程があれば──

　そこまで考えて、マリアは激しく首を振る。

　今まで自分は、槍やりの何倍、何十倍もの射程を持つ銃じゆうを相手に勝ってきたではないか。射程の差で負けたと考えるのは──すなわち、日に本ほん刀とうの負けを認めるのと同意義だ。

　しかし、実際に間合いに差があるのは事実だ。

　銃を相手にした時は、その射線をくぐり、相手の懐ふところにもぐりこむ事によって──つまり、日本刀の使用者自身の技術によってその差を埋めて来た。

　槍に対しても同じ事ができるだろうか？

　しかも、一度負けたばかりの相手に、新たな鍛たん錬れんも積まぬ内にぶつかったとして、だ。

　相手の手の内が全すべてわかっているわけではないし、不安要素が多いというのも事実だ。

　そして何より──あの槍に負けるかもしれないと怯おびえている自分がいる。

　死ぬ事は怖くない。だが、今まで生きた人生を全て否定されるのが、日本刀を、ムラサーミァを否定されるのが怖いのだ。

　マリアは自分の指が震えている事に気付き、誤ご魔ま化かすように強く拳こぶしを握りこんだ。

　その様子に気付いていたのかいなかったのか、チックはマリアの顔を覗のぞき込んで、何の根こん拠きよも無い笑顔を浮かべて彼女の事を励ました。

「大丈夫だよー。今度は僕、絶対信じるから。ね？　マリアちゃんは誰にも負けないよ？」

　青年の目は子供のように無む邪じや気きでまっすぐで、細く閉じられたまぶたの間から、マリアの顔を鏡のような瞳ひとみに映しこんでいる。

　自分が不安から逃れられない事が恥ずかしくなり、マリアは尚なおも迷いを隠すように、力強く頷うなずいた。

　なんの根拠も無い笑顔を返し、マリアは始めてチックの顔を正面から見た。

　それはただ純粋に、彼の笑顔が羨うらやましかったからかもしれない。

「……うん、ありがとう……本当にありがとうね、アミーゴ」

　不思議そうな顔をするチックから傘かさを受け取り、彼女は自分の足で外へと向かう。

　不安と覚かく悟ごを同時に抱かかえながら、全てを押し流してしまいそうな雨の街へと足を踏み出した。

　高鳴る鼓動を、雨の音に隠すかのように──




　　　　⇔
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「……だからよ、あいつらはお前らの事を最初から始末するつもりなのさ」

　工場の中央、時折パチパチと音を鳴らす裸はだか電球の下、ジャグジーの仲間達が尊大な態度のダラスを取り囲んでいる。

　ダラスはジャグジー達のアジトである廃工場に着くと、まるで自分が特別な客であるかのように尊大な態度を見せる。

　ジャグジーの仲間達は皆その態度に呆あきれるばかりだったが、ダラスが貴重な情報元である以上、そう無む下げに扱うわけにもいかなかった。

　拷ごう問もんして聞き出すという手段もあるのだが、ジャグジーが反対する事が目に見えているので、思いついても誰も口にしようとはしなかった。

　だが、そんな事をせずとも、ダラスはあまりにもあっさりと『ラルウァ妖怪』の事や不ふ死じ身みの体の事を吐と露ろし始めた。

　吐露というよりも、寧むしろ『教えてやってるんだからありがたく思え』と言わんばかりの勢いで話し、実際に『ありがたく思えよ』という言葉を何度も何度も口に出していた。

「ありがたく思えよ。俺おれが教えてやらなきゃ……手前てめえらはあいつらに捨て駒ごまにされて、何も解わからねえうちにあの世行きだったんだからな」

「はあ」

　ジャグジーと仲間達は、ダラスの話を、どこか遠い国の御お伽とぎ噺ばなしのような感覚で聞いていた。

　ダラスが話した内容は、自分が不ふ死しになった時の事からだった。無論、自分にとって都合の悪い部分は大分脚色しながら話したのだが──その点を差し引いても、ジャグジー達にとってその話はあまりにも突拍子も無いものだった。

　ジャグジーは一度『線路の影をなぞるものレイルトレーサー』という異常な『モノ』に関わっているので、ある程度は受け入れる事はできたのだが、不死の酒云うん々ぬんや、各方面の有力者を中心とした裏組織の話などは、実際にダラスの『体質』を見ていなければ、とても信じる事はできなかったであろう。

　完全に鵜う吞のみにしたわけではないが、ダラスという『不死』が事実として存在しているからには、信じるしかないだろう。

　だが、その過程の中でジャグジー達は新たな疑問に突き当たる。

「あの……それで、あの屋敷にいたエニスっていう人は……そのセラードっていう悪い人の仲間だったんですか？」

「ああ、あんな顔して、何人も殺してる極ごく悪あく人にんだ」

　ダラスはエニスの殺人歴など知りはしなかったのだが、話を大げさにする為に適当な過去をでっちあげる事にした。もっとも、エニスが何人も殺しているという事実は確かに存在するので、完全に噓うそをついているというわけでもないのだが。

「でも……アイザックさん達と知り合いだったみたいだし……」

「アイザック？　あぁ……あんな馬ば鹿かそうなカップルの事なんざ知るか」

　──そうか、あの馬鹿男はアイザックってぇのか。今度殺す時の為に覚えとくか。

　本当はアイザックとミリアもダラスの『殺す帖ちよう』に名を連ねているのだが、ジャグジー達にそれを話すのは愚ぐ策さくと思えたので、ダラスはとりあえず黙っておく事にした。

「あの……それとダラスさん……貴方あなたが、あの別荘のオーナーの……ジェノアードさんの家族だっていうのは本当なんですか？」

「くどいな。何度も言ってるだろ」

　ダラスが苛いら立だたしげに吐はき捨てると、ジャグジーとは別の方向から声があがる。

「それが一番信じられないな」

　ジャグジーはそのまま引き下がろうとしたのだが、バーテン服を着たヨウンが、納得いかないといった表情で話に割り込んできた。

「あんた、じゃあ……本当にイブお嬢じようさんの兄貴なのか？」

「あぁ……？」

　突然出てきた男が妹の名前を出した事に、ダラスは思わず眼めを細める。

「何で手前てめえがイブを知ってんだよ」

「は？　なに言ってんだ？　俺おれ達にあの家を貸してくれたのは──今のジェノアード家頭とう首しゆ、イブお嬢様なんだが……」

「!?」

　唐とう突とつに突きつけられた事実に、今度はダラスの方が耳を疑う番だった。

　──イブが頭首!?　……どういうこった!?　親父おやじと兄貴はどうしたんだ!?　死んだのか？　くたばったのかあいつら！

　少し動揺した後、ダラスは大きく深呼吸をしながら考えをめぐらせる。

　──もし親父達がくたばったってんなら……これ程ラッキーな事もねえ！

　何しろ、それが事実ならば自分が生きている事を証明すれば、実家の財産が全すべて自分のものになる。強ごう欲よくな青年は家族の死を微み塵じんも追つい悼とうせず、ただ自分の手に入る金かね勘かん定じようだけに希望を膨ふくらませていた。

　ダラスはジェノアード家の凋ちよう落らくを知らない為に、勝手に自分の人生に運が向いてきたと思い込んでしまったのだ。

「？　どうしたんだ」

　訝いぶかしげに見るヨウンに対し、ダラスは誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをして話を続けた。

「あ……いや、ああ、イブは俺おれの妹だ。だが、俺が戻ったからには俺が頭首って事になる。それを覚えとけ」

「どうでもいいけどよ……イブお嬢さんは、あんたの事をものすごく心配してたんだぞ。だから俺は、どんな野や郎ろうかと思ってたんだが……まさかこんな礼儀知らずだとは思わなかったな」

　嫌いや味みがたっぷりと籠こめられたヨウンの言葉。普段のダラスならば顔に血管を浮かばせているであろう展開であったが、現在のダラスは特にその言葉に反応する事はなかった。

　この瞬間、彼の頭の中には妹の姿が強く思い浮かんでいた。

　あらゆる類たぐいの人々から下げ衆すだ外げ道どうだと言われ続け、実際その風評通りの人生を歩んでいるダラス。父親の死すらも幸運と思う彼の心を社会と繫つなぎとめている唯一の存在、それが妹であるイブ・ジェノアードだ。

　ダラスの弁べん慶けいの泣き所であり（もっとも、ダラスは弁慶程強くはないが）、彼が『優しさ』という情動を見せる唯一の存在でもある。

「……あいつは関係ねえ。俺おれは俺だ」

　ヨウンの皮肉に淡々と返し、それ以降はヨウンの方を見ようともしない。

　ダラスの表情の変化を感じ取ったのか、ジャグジーもヨウンもそれ以上はイブについて追及しようとせず、また、ダラスも妹については一切語ろうとしなかった。

　妹はダラスにとっては弱点であり、現に今もその妹を守るために、彼はティムやアデルを殺そうとしているのだ。

　ただ、彼はイブが人ひと質じち同然の扱いだという事については、ジャグジー達に最後まで話さずにいた。

　彼らを利用するのには関係ない事だという事もあるが、それ以前に自分の弱みを他人に把は握あくされる事を恐れたのだ。

　この瞬間ですら、ダラスは妹の身を案じ続けていた。

　フィーロ・プロシェンツォのいる店に向かう直前、一度だけ電話を入れたのだが、どういうわけか、誰も電話に出る事はなかった。

　もしかして既すでに襲撃されたのだろうかとも思ったが、自分があの屋敷を逃げ出してから電話をするまでの間に、このマンハッタンからニュージャージーにある屋敷までたどり着ける筈はずがない。

　ダラスは不安に駆かられながらも、イブを逃がすという手が封じられた今はもう一つの方法を確実にこなす必要があった。

　すなわち──ティムとアデルを含めた、『ラルウァ妖怪』の面子メンツを始末する事。

　その為に、如い何かにしてこの若いチンピラ集団を扇せん動どうするか、それが思案のしどころだった。

　どうやってティムやアデルをジャグジーの敵だと認識させるか。

『ラルウァ』の目的については、ダラスも最後まで聞いているわけではない。だが、どこかの場所を強襲する為に手て駒ごまが必要だという事を言っていたのは覚えている。

　そこでダラスは、半分は自分の推測と捏ねつ造ぞうを交えて『ラルウァ』という組織について説明を行ったのだ。

　恐らく現段階で、彼らは『不ふ死し』になるための法──例の『酒』を手にしていないのだろう。

　つまり──彼らが襲うある場所には、その『酒』が保存されていると見ていいだろう。

「そう、あいつらは手前てめえらにその保存場所を襲わせて、その間に自分達は『酒』を手に入れようって話さ」

　彼らの求める『酒』が、ダラスの飲んだ『できそこない』なのか、それとも『完全版』なのかは解わからない。だが、どちらにせよその後の展開は想像できる。

「あいつらは『酒』を手に入れたらお前らを始末するか……いや、もしかしたらお前らに『酒』を飲ませるかもしれない。報酬としてな。だが──その後にあいつらはどうするのか……もしかしたら、仲間に『完全な不ふ死し者』がいて、そいつにお前らを食わせる気なのかもな」

　ティムはジャグジー達を「捨て駒ごま」と呼んでいただけで、実際にはその後の事は何一つ触れていないのだが、ダラスはさも『ジャグジー達を最終的に殺す事は予定の内』であるかのように語り続けた。

　繰り返し、繰り返し。

「もっとも……お前らは俺おれっていう『不死』の実例を、最大級の秘密を見ちまったんだ。ティムの野や郎ろうどもに協力しようがしまいが、結局は消すつもりだろうなぁ」

「そんな……」

　効果は徐々に現れてきたようで、ジャグジーが不安そうな顔で眼めを伏せる。

「厄やつ介かいなのに眼をつけられたな」

「どうすんだよ」

「俺ら、舐なめられてんぞ」

「ヒャッハァ」

　仲間のチンピラ達もジャグジーを煽あおるような声をあげ始めるが、ニースやヨウンといった何人かは、まだ立ち位置を決めかねた表情でダラスの話を聞いている。

「ちょっと待ってください、まだ決め付けるのは早いですよ」

「噓うそをついているとまでは言わんが……この男の推測が混じっているというのも事実だ」

　彼らもティム達を警けい戒かいはしているが、ダラスが噓をついている可能性を心の中に常に持ち続けているのだろう。

　──ちッ……クズどもの癖くせに。

　ダラスは心中で舌打ちしながらも、表面上は余よ裕ゆうを保ったままで言葉を紡つむぎ続ける。

「いいんだぜ。俺おれを信じなきゃ信じないでもよ……。ま、手前てめえらがどうなろうが、俺には関係ねえからな」

　挑ちよう発はつするような物言いに、ジャグジーは暫しばらく考えこんでいたが──やがて、根本的な情報を整理しようと、ダラスに基本的なことを尋ねかけた。

「あの……結局、その『ラルウァ妖怪』って人達がどんな組織なのかは解らないって言ってましたけど……そもそも、その組織のリーダーは、あのティムって人でいいんですか？　もっと上の立場の人間とか、バックについている組織とかはないんですか？」

「そんなことまであいつらが俺に教えるわけが……」

　即答しかけて、ダラスはある事を思い出して言葉を止める。

　──そういや、最初に会った時になんか言ってたな。

【イカれた変人の集まりだ】

　──違う、もっと前だ。

【……の旦だん那なに仕える──イカれた変人の集まりだ】

　そうだ、確か────

「ヒューイ・ラフォレット……」

　記憶を辿たどり、何気なく呟つぶやいた言葉。

　よく覚えていたものだと自分でも思う。

　新聞か何かで記憶のある名前だったから、特に印象に残っていたかもしれない。

「そうだ……あいつらの雇やとい主はヒューイ・ラフォレットだとか……」

　まるで独り言のような呟きだったが、周囲に与えた影響は凄すさまじかった。

　それまで騒ぎ立てていた面々が一いつ斉せいに声を潜ひそめ、集団の輪から少し外れた所に立つ一人の少女に視線を集中させた。

「？」

　ダラスはその反応の意味が理解できず、その視線の先の娘むすめに眼めを移す。

　金色の瞳ひとみを持った黒髪の女で、周囲のチンピラ達とは明らかに一線を画す雰囲気を身に纏まとっている。

　その女は眼を大きく見開いて、呆ほうけた表情でダラスの方に眼を向けている。

「な、なんだよ」

　不気味そうにダラスは声をあげるが、女はそれに言葉を返す事はなく、代わりにジャグジーが確認の声をあげる。

「あの……間違いないんですか？」

「……なんだよ。なんだってんだよ。そのヒューイって奴やつがどうかしたのか？」

「いえ……ちょっと僕達には、縁のある人なんで……僕は会った事ないですけど……」




　ヒューイ・ラフォレット。

　一般的には国に対する反乱計画を起こしたテロリストとして有名だが、ジャグジーと仲間達にとっては、特別な意味を持つ人物である。

　かれこれ二年ほど前、ジャグジー達はとある列車強ごう盗とうを計画し、その最中に列車ジャックを行おうとしたテロリストと遭そう遇ぐうしたのだが──

　そのテロリスト集団『レムレース幽霊』の目的こそが、警察に身み柄がらを確保された、彼らの指導者であるヒューイ・ラフォレットの解放だった。

　列車一つを丸ごと人ひと質じちにした大規模な作戦だったが、ジャグジーやもう一組の列車ジャック集団、そして『線路の影をなぞるものレイルトレーサー』と呼ばれる怪物──様々な思おも惑わくが絡からまって、最終的に『レムレース』は壊かい滅めつする事となった。

　数少ない組織の生き残りの一人は、現在ジャグジー達と行動を共にしている。

　その少女こそが、今視線の渦うずの中心となっている娘むすめ──シャーネ・ラフォレットであり──彼女こそは、そのヒューイ・ラフォレットの実の娘でもあった。

　ジャグジーを含めた仲間達は、誰もがその事実を理解している。

　だが、彼らはシャーネを自分達の仲間として何の隔へだたりも無く迎え入れた。

　その後も特に彼女の出しゆつ自じには触れる事無く、何事も無くＮＹニユーヨークでの生活を続けてきた。

　たった今、ダラスの口からヒューイの名が語られるまでは。

「なんだよ……どうしたってんだよ」

　ダラスは状況が摑つかめず、突然巻き起こった空気の変へん貌ぼうに混乱している。

　だが──その何倍も混乱していたのは、他ほかならぬシャーネ・ラフォレット自身だった。




　──どうして。

　──どうして今、この場で父の名前が。

　突然突きつけられた現実に、シャーネは体全体に鋭い衝しよう撃げきを走らせる。

　だが、父があの『ラルウァ妖怪』という面々の後ろにいるのだとすれば、全すべてのつじつまは合う。

　不ふ死し者の事を知っていたのも、その不死者を新たに生み出そうという彼らの行動も。

　全ては父の『実験』の一環だとすれば納得のできる話だ。

　だが、向こうは自分の存在を知っていたのだろうか？　シャーネは疑問に思うが、彼らの行動からだけではそれは判断できないと気が付いた。

　彼女の父親は娘の事さえも『実験動物』として割り切る事ができる人物だ。

　父親が自分以外の存在を『人間』として扱っていたのは──彼女の知る限りでは、たった一人だけだった。

　──父さんは、無関係な人間を巻き込んで殺したりはしない。その理由として、『エルマーが悲しむから』とシャーネだけに告げていた。エルマーという人物の事を直接知る機会は無かったが、どうやら父の友人であるという事だけは理解できた。

　その『エルマー』という人物のことを語る時だけは、父は純粋な感情を表に出していた。

　逆に言えば、それ以外の者を語る時には、常に一歩引いた視点から語るのだ。

　父は無関係な人間は殺さない。

　ただし、無関係ではない人間──父が『実験体』として定めた相手や集団に関しては、どれほど残ざん酷こくな事でも平気でやってのける。

　だからこそシャーネは心配だった。

　──もしも、もしも父がジャグジー達を『実験体』として捉とらえているのだとしたら──

　──その時は恐らく、自分も『実験体』の一つとして数えられていることだろう。

　──私はそれでも構わない。父の為になるのならば、こんな身などいくらでも捧げよう。

　──だけど──ジャグジーは──ニースは──ドニーは──ヨウンは──ファンは──ジャックは──ニックは──

　現在の彼女を取り巻く仲間達の名前が、次々と浮かんでは消えていく。

　彼女の過去を知りながら、何も言わずに受け入れてくれた仲間達。

『レムレース』にいた時とは全く違う、本当の意味での仲間。

　彼らを犠ぎ牲せいにしろと父に言われた時、自分は一体どうするのだろう。

　恐らく自分は父の言葉を優先するだろう。

　だが、ジャグジー達も父の次に──いや、今や同じぐらいに大事な存在なのだ。

　考えれば考える程に怖くなる。

　恐怖。

　ジャグジー達と出会うまでには存在しなかった感情だ。

　この街にやってきて、彼女は初めて失う者を得た。

　自分の命すら惜おしくないと思っていた彼女が、今は仲間達を失う事が何よりも恐ろしくて仕方がなかった。

　己の誇りを失う事を恐れるマリアと同じように──シャーネは今、激しい感情の震えに吞のみ込まれそうになっていた。




「……どうしたんだ？　あの女はなんだ？」

「いえ……その……」

　ダラスはジャグジーに尋ねるが、ジャグジーは言葉を濁にごしてなかなか答えようとしない。

　だが──その時、彼らは一つの違和感を感じ取った。

　周囲の空気が先刻よりも冷えたような気がした。

　それまでいなかった『何か』が、この工場の中にいつの間にか入り込んでいるような──

　感覚的なものに過ぎなかった気配の元を探ろうとしたダラスは、すぐにその正体を形ある物として視認した。

　全員の視線を受ける金眼の女。

　その背後に──いつの間にか、新たな人影が立っていた。

　ダラスも、ジャグジーも、他ほかの誰も彼もがシャーネの方に眼めを向けていた筈はずだ。

　しかし、その人影がいつの間に現れたのか──その瞬間を正確に把は握あくしている者は、その人影自身を除いて誰一人として存在しなかった。

「あ……」

　人影の正体に気付き、ジャグジーが思わず声をあげる。

　シャーネはいまだに背後の気配に気付かないようで、自分の中で先刻から湧わきあがる疑問に抗あらがい続けていた。

　黒ドレスの女の眼めの中に広がっていた感情が、震えとなって肩にまで広がろうとしたその刹せつ那な──

　人影が音も無く動き、シャーネの細い肩をそっと抱だきしめた。

　背後からの突然の抱ほう擁よう。

　シャーネは一瞬だけビクリと全身を固まらせたが、背後の人物が何者であるかを知り、途端に安あん堵どの表情を見せる。

　もっとも、彼女の顔の筋肉の変化は僅わずかで、見慣れた者以外には相変わらずの無表情のままだと受け取られる事だろう。

「大丈夫だ」

　シャーネの緊張が僅かに緩ゆるんだ事を確認してから、人影は彼女を安心させるように呟つぶやいた。

「大丈夫。何もかも全すべて安心してくれ。俺がいるから」

　彼女が何に悩んでいるかも知らずに、ただ、自分の存在だけで全てを安あん堵どしろと呟く傲ごう慢まん極まりない声。

　だが、シャーネは知っていた。

　一見無責任に聞こえるその言葉には、確実にして最強である『力』が宿っている事を。

　言葉を紡つむぐだけで、それを力ある言こと霊だまに変える男。

　その存在を、少なくともシャーネやジャグジー……ダラス以外の全ての人間が理解していた。

　一人だけ相手の事が解わからなかったダラスも、周囲のチンピラ達が放つ空気につられて己の体温が低くなっていくのを感じていた。

「なん……だ……？」

　ダラスが肺の奥から空気を搾しぼり出すと、シャーネを優しく抱きとめていた男が、ほんの一瞬だけ彼の方を向いた。

　そして、その一瞬の間でダラスという人間の品しな定さだめが終わったとでも言うように、ダラスの事を完全に無視してシャーネの前に回りこむ。

　馬ば鹿かにされたという感覚はあった。

　だが、ダラスはいつものように怒りと殺意に心が支配される事はなく──ただ、唾つばを吞のみ込みながら男の一いつ挙きよ一いち動どうに注目し続けた。

　──眼を離したら、その隙すきに殺されるかもしれない。突然彼の前に現れた存在は、ストレート過ぎる程に純粋な『威圧感』を持つ男だった。

　裸はだか電球に照らされた赤毛が、まるで毒を持つ動物の警けい戒かい色のように感じられる。

　──ヤバイ。

　ダラスは、自分の中の自我があっさりと負けを認めるのを感じていた。

　──こいつは……ヤバイ。

　彼の知るところではないが、彼が今感じているプレッシャーは、ジャグジー達がロニー・スキアートに感じたものに近い。

　ロニーが現れた時、ダラスは殆ほとんど気絶するか殺されるかの二択だったので気付いていないのだが──二人を直接知る者ならば、まず共通項として『近寄りたくない』という点をあげるだろう。

　ジャグジー達は、そんな空気を体の周囲に飼かいならす二人の男を連続して目にしていた。それでも彼らが、今はロニーの時ほど緊張していないのは──今、目の前にいる男が、少なくとも敵ではないという事を理解しているからだろう。

「クレア……さん」

　冷や汗を搔かきながら尋ねるジャグジーに対し、クレアと呼ばれた人影は、振り向かぬまま答えを返す。

「フェリックス」

「あ……す、すいませんフェリックスさん」

「クレアは俺おれの魂たましいの名前。呼んでいいのはシャーネだけだ。何度も言ってるだろ？」

　軽口のように聞こえるが、いまだに男から感じる圧迫感が和やわらぐ事は無かった。

　言葉を持たないシャーネだけが呼ぶ事を許される。不条理な言葉だったが、誰もその意見に反論する者はいない。

　クレアと呼ばれ、フェリックスと名乗った男は暫しばらくシャーネの事を見つめていたが、やがて、薄い傷跡のついた頰ほおを撫なでながら優しく微笑ほほえんだ。

「……他ほかに、何か大きな怪け我がは無いか？」

　優しくも力強い言葉をかけられて、シャーネは静かに首を横に振る。

　刹せつ那な、フェリックスが小さなため息を漏もらし──工場の中に満ちていた禍まが々まがしい圧力が霧む散さんした。

「そうか……まあ、なんだ。元気そうで何よりだよ」

　シャーネはそれを聞いて、何かを言いたそうにフェリックスのことを見つめ返した。

「ん？　なんだよ。そんなことを心配してたのか？　大丈夫だって。俺おれは仕事よりもお前の方が大事なんだから。……ああ、ジャグジー達のことなら心配するな。ラックの奴やつには俺が話しをつけるし、そのロニーって奴も俺がなんとかしてやる。……ああ、お前の仲間には指一本触れさせねえって」

　何か言葉をかけられたかのように答えを返しているが、シャーネは言葉は愚おろか、口を一度も開いていない。

　それにも関わらず、フェリックスは嬉うれしそうに言葉の続きを紡つむぎだした。

「え？　ああ、大丈夫だ。シャーネの親父おやじさんの事もなんとかするよ。なんたって、俺の将来の義お父やだもんなあ」

　無言のシャーネを相手に、朗々と言葉を紡ぎ続けるフェリックス。

「ただ──お前の顔に傷をつけた奴やつには──ちゃんと落とし前はつけさせてやる。……いや、まあ、お前のためっていうより、俺おれが個人的に許せないからさ」

　彼の姿だけを見ると、勝手に一人で話を進めて、勝手に一人で怒り出しているように見える。

　傍はたから見れば頭のおかしい男と思われるところだろう。

　だが、シャーネの反応を見ると、彼女はフェリックスの言葉に頷うなずいたり首を振ったり、時には僅わずかに笑顔のようなものを見せたりと──確かに、彼女はフェリックスと会話をしているようにも見受けられた。

「あの」

　たまらずジャグジーが口を開き、楽しそうに会話をする恋人同士に声をかける。

「……シャーネが何を言いたいか、解わかるんですか？」

「当たり前だろう？」

　自信満々に頷く男を見て、ジャグジーは次にシャーネの方に眼めを向ける。

　シャーネはジャグジーが何を聞きたいのかを感じ取って、即座に首を縦たてに頷かせた。

　つまり──会話はちゃんと通じている。シャーネはそれを認めたのだ。

「手話もしてないのに、どうやって？」

　ニースが呆あきれたように頭を振ると、フェリックスは不思議そうな顔をして答えを返す。

「眼を見れば解るだろ？」

「そんな無茶な」

「いや、ほら、俺はシャーネの事を心の底から愛してるから」

　何の恥じらいもなく語る言葉。おそらくその全すべてにフェリックスという男の『本気』が籠こめられているのだろう。

　それ以上は議論の無む駄だだと判断して、ジャグジーは呆あきれた顔のまま口をつぐんだ。

　シャーネも呆れたような眼で目の前の男を見ているが、心なしか、頰ほおの血色がいつもよりも良くなっているのが解る。

　どうやら照れているようだ。

　表情の変化に乏しいシャーネの傍かたわらで、男は大おお仰ぎように手を振りながら話を進めようとする。

「さて──で、俺は何をしたらいいんだ？」

　淡々と語りながら、『葡萄酒ヴイーノ』ことフェリックス・ウォーケンは、工場の中をグルリと見回した。そして、わけがわからないといった顔のダラスと眼が合ったところで、体の動きをピタリと止めて、更に大げさに腕を広げて見せる。

「俺という駒こまを使うからには──指さし手も駒をつまんだ時に怪け我がしないように気を付けろよ……なぁ？」

　最後の言葉は、明らかにダラスへと向けられていた。

「な……」

　それまで状況から置いていけぼりだった筈はずのダラスが、唐とう突とつにフェリックスの舞台に引き上げられる。

「て……手前てめえは一体──」

「あ、いいからいいから。お前の話は聞いてたから」

　彼がこの工場に入り込んだ瞬間を知らない為、どこから話を聞いていたのかは解わからない。

　ただ、ダラスには反論する気が起きなかった。

　ダラスを見つめるフェリックスの視線には、一切の反論を許さない、強い意志が籠こめられていたからだ。

　逆らえば殺されるかもしれない。

　そんな錯さつ覚かくを覚えながら、ダラスは不本意ながらも小さく頷うなずいた。

「で、単刀直入に言うがあれだ。お前、ジャグジー達をいいように手て駒ごまにしてその『ラルウァ妖怪』って連中を始末しようとしてるだろ。なに、あれか。個人的な恨うらみ？」

「なッ……！」

　図ず星ぼしだったが、驚いたのはジャグジー達も一緒だった。

　ヒャハヒャハ騒いでいる吞のん気きな面々はともかく、ジャグジーやニース、ヨウンといった面子メンツはとっくにダラスの算さん段だんに気が付いていた。

　だが、あえてその事を指摘せずに様子を窺うかがっていたのだが──後から現れたフェリックスにこうもストレートに指摘されてしまってはグウの音も出ない。

「馬ば鹿かな……何を言ってやが──」

「あぁ、いいからいいから」

　手をパタパタと振って、ダラスの言葉を遮さえぎるフェリックス。

「面倒なのは嫌いなんだ。単刀直入にいこうや」

　フェリックスは椅い子すに座るダラスになんの躊躇ためらいも無く歩み寄ると、肩に手を置いて顔をぐいと近づける。

　顔は笑っているが、紡つむぎだされる声には有う無むを言わせぬ迫力があった。

「別にいいんだ。お前が何を企んでようが、俺が来た時点で何の問題もないんだ」

　ジャグジー達にも聞こえる声で、先刻までのダラスが殊しゆ勝しように見えるほどの尊大な態度で言葉を紡ぎ続ける。

「お前程度が何を企もうが──俺おれは気にしないから。お前程度の小童こわつぱが何を俺に隠していようが、それで俺の人生に傷付ける事ができるとは思えないし。ジャグジー達だって馬ば鹿かじゃない。だから──俺を、俺達を利用しようとするなら勝手にやるといいさ」

　淡々とした言葉の中には、明らかに脅おどしの意図が含まれている。

　──代わりに、俺の事も勝手に利用するって事か……。

　無言の圧力という奴やつだろう。確かに、今の自分には効果てき面だ。

「俺おれもお前のこと勝手に利用するから」

　──口に出すのかよ。

　僅わずかなやりとりだったが、目の前の男が只ただ者ものではないという事は嫌いやというほど解わかった。

　この男は相手の心理に合わせて策を弄ろうすようなタイプの男ではない。ただ単に、自分の思った事を何の躊躇ためらいも無く実行するだけだ。

　そして──その行動には、確実に裏づけされた自信があった。

　──こいつは──俺が持ってないものを──『力』って奴やつを全部持ってやがる。ああ、全部だ。およそ力と呼ばれる類たぐいのものなら何もかも、何もかもだ！

　その事に気付いた瞬間、彼の心の中に湧わき上がったものは嫉しつ妬とではなく──恐怖だった。

　──こんな野や郎ろうが──この世に存在していいのか？

　実際にフェリックスの実力を見たわけではないが、この場でこういったやり取りを、なんの躊躇いもなくできる。それだけで、この男の力の一端は十分に味合わされた。

　フェリックスという未知の存在に対して、完全に『ビビッて』いるダラスだったが、それでもここで逃げ出すわけにはいかなかった。

　ダラスは冷や汗を搔かきながらも、表面上はまだ誤ご魔ま化かそうと言葉を選ぶ。

　だが、その言葉を口にするよりも早く、フェリックスは首を傾かしげながら声をあげた。

「お前さ、まだなんか隠してない？」

「……！」

「いや、してるな。俺には解る！　だがまあどうでもいいや」

　隠し事など、心当たりが多すぎて何の事だか理解できない。

　唐とう突とつに告げられた疑問に、かえってダラスの方が混乱してしまった。その挙あげ句くに、次のようなマヌケな答えが口から飛び出す始末だった。

「──なんで、そんな事が解る？」

　隠し事というのが何のことかはわからなかったが、ダラスはとりあえず事実だけを認める事にしたのだ。

　ダラスは相手がどんな答えを返すのか全く読めずに、ただ冷や汗を搔きながら返答を待ったのだが──

「んー？　勘かんっつーか、お前の目を見れば解るっつーか……。あー、実際言葉にするとなると、なかなかかっこいい言葉が浮かばないもんだな。まあなんだ。早い話──」

　暫しばらく言葉を選んだ挙句──最後に彼は、童話に出てくる魔法使いのような事を言い出した。

「──俺は、何でもできるんだよ」
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ミリオネア・ロウ




　日の暮れかけた大通りは、闇やみの中に雨音だけを強く響かせている。

　広い邸てい宅たくの窓から漏もれ出した灯あかりが庭の観かん葉よう植物を照らし、光を反射した水の粒が、葉の一枚一枚をリズミカルに打ちつけていた。

　どこか寂せき寞ばくとした印象を与える高級住宅街の中で、傘かさを差した男女が雨音の中を静かに歩く。

「んー……帰ったらちゃんと手入れしないと、鋏はさみが錆さびちゃうなあ」

「そうだね。ムラサーミァも、そろそろ一回研といでおかないと……」

　跳はね返った雨飛沫しぶきに晒さらされる己の得え物ものを見ながら、チックとマリアは苦笑しながら呟つぶやいた。

「僕達って、刃物自体は大事にしないよねえ」

「そんなこと無いよ？　毎日手入れしてるし！」

「欠けさせる以外で刃物を一番痛めるのって、生き物を斬きる事なんだってさ」

「アハハ、そんなの噓うそだよアミーゴ。私は斬れば斬るほど強くなるって聞いたよ？」

　物ぶつ騒そうな会話を続けながら、目的の邸てい宅たくの前に立つ拷ごう問もん師と殺し屋。

　あれ程の騒ぎの後なので、色々と荒れているような印象があったが、外観には特に目立った傷跡のようなものはなく、当然ながら煙幕塗まみれになった痕こん跡せきなど欠片かけらも残ってはいなかった。

「あれ……灯りがついてる」

　一階の窓から柔らかな灯りが漏もれているのに気付き、チックとマリアは互いに顔を見合わせた。あんな騒ぎの後だから、誰も戻ってきていないか、戻っていても居留守を使っているのではないかと話していたからだ。

「誰かいるのかなあ」

「警察かもね、アミーゴ」

　確かに、あの煙幕騒ぎを近隣の住民が見ていれば警察も出動するかもしれない。貧民街ならともかく、ここは富ふ豪ごうや権力者が多く集まるミリオネア・ロウだ。何か騒ぎがあれば目立つ場所なのでその可能性は大いにあると言える。

「どうしようー」

「とりあえず様子を見てみようよ」

　二人とも、それぞれ腰にハサミと日に本ほん刀とうを装着している状態だ。もしも警察に声をかけられたら、床屋と歌劇役者の取り合わせと誤ご魔ま化かして信じてもらえるとは思えなかった。

　二人は少しの間様子を見てみたが、どうも周囲に警察の気配は無さそうだと判断し、警けい戒かいを怠らぬままで呼び鈴を鳴らす事にする。

　リン　リリン

　遠慮がちな音が鳴る。

　外に強く響く事は無く、雨音に殆ほとんどかき消されてしまった。

　本当に中には響いたのか不安になり、チックがもう一度鳴らそうとしたところで──

「はい……？」

　扉が弱々しい勢いで開き、中から現在の家の主が顔を覗のぞかせた。

「あれー。どなたですかー？」

　本来なら訪問者である彼らが尋ねられる事を、ついアベコベに尋ねてしまうチック。

　それも無理は無く、チンピラ達が現れる事を想像していたチック達の前に現れたのは、まだ十代も半ばを過ぎたばかりといった、可か憐れんな少女の姿だったからだ。

　若い娘むすめは確かにジャグジーの仲間にも何人か存在したが、目の前にいる少女からは、そんな面々が纏まとっていた黒い雰囲気が欠片かけらも感じられない。

　およそ裏社会とは縁えんのなさそうな、『お嬢じよう様』もしくは『箱入り娘』といった言葉が似合う少女であり、完全に社会の裏側に足を突っ込んでいるチックとマリアを少なからず戸と惑まどわせた。

「え？　ええと、私はイブ・ジェノアードです」

　少女も少女で、訪問者であるチックの質問に律りち儀ぎに答えてみせる。

　そして、暫しばらく不安そうに二人のことを眺めていたが、不意に何かを思いついたように声をあげた。

「あ、あの……もしかして、ファンさんのお友達ですか？」

「えッ」

　マリアとチックは、再度顔を見合わせながら考える。

　ファンというのは誰だろうか？

　ここにいたチンピラ達の名前は、リーダーであるジャグジーという名前しか確認していない。

　その仲間なのか、あるいはまったく無関係の人間なのか。

　もしかしたら騒ぎで破損した屋内を直す修理人かもしれないし、警察関係者かもしれない。

　だが、ここで『違う』と答えても、自分達の事をどう説明すべきだろうか。

「ええとー」

「そうだよ、アミーゴ！」

　チックが考え込むように首を傾かしげる横で、マリアはニッコリと微笑ほほえんで返事をした。

（マリアちゃん？）

（いいからいいから）

　小声で囁ささやき合う二人をよそに、イブは安心したように笑って言葉を返す。

「あ、そうですか！　良かった……今、ファンさんを呼びますね！」

「あら、ありがとね、アミーゴ」

「？」

　アミーゴという単語の意味が解わからなかったのだろう。イブは一瞬だけキョトンと目を丸くしたが、すぐに笑顔を取り戻して家の奥へと歩いていった。

「ファンさん、ファンさーん」

　少女の呼び声に、玄関から少し離れた居間から一人の男が顔を出す。

　頭に布を巻いた、細い目が特徴的な東洋人だ。

「おーい、俺おれが買出しに行ってる間ニ、何があったんダ……」

　自分の仲間の誰かだと信じ込んだのだろう。相手も確認せずに口を開き、途中で違和感に気付いて言葉をとめる。

「……誰ダあんたラ？」

「え？」

　表情を硬くするファンに、最初に反応したのはイブの方だった。

　イブが慌あわてて後ろを振り向いた瞬間──マリアは既すでに玄関の床を蹴けっていた。

　驚きに少女が息を吞のむ、その僅わずか一呼吸の間。

　その僅かな時が過ぎ去った後には、状況は決し、屋敷の中の空気が完全に凍こおりついた。

「……動いちゃだめだよ、可愛いお嬢さんチーカ」

　かろやかな跳躍でイブの背後に回り込んだマリアは、いつの間にか抜刀していたムラサーミァを少女の白い喉のど下したに添えている。

　そのままイブの体を背後に引き寄せ、廊下の壁を背にしながら奥にいるファンと向き合った。

「ああアッ!?　イブちゃん!?」

　ファンは事態を吞み込むと同時に叫びをあげるが、さりとてどうする事もできずに、その場で体を強こお張ばらせる。

「わああ、マリアちゃん、何するのー」

　チックがのんびりとした抗議の声をあげるが、マリアは『大丈夫』とでもいうように軽いウインクをしてみせ、強気な表情のままでファンの方に向き直った。

「アハハ！　状況は説明するまでもないよね？　単純に質問だけ言っちゃうよ？」

　喉のどに刃物を当てられているイブは、恐怖に惑まどいながらもなんとか腕を振り解ほどこうとするが、マリアの外見に見合わぬ腕力はイブの反抗を欠片かけらも許しはしなかった。

　重い日に本ほん刀とうをそれぞれ片手で操る毎日を送っているマリアにとって、腕の筋肉は本当に必要な分だけに引き締められている。娘むすめの一人を片手で制するぐらいは造ぞう作さもない事なのだろう。

「貴方あなたの名前ってファンさんだったっけ？　あのね……貴方ってジャグジーさんの知り合い？　アミーゴ？」

「……」

　ファンが答えるのを躊躇ためらっていると、マリアは悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑みを浮かべながら言葉を続けた。

「答えなくても別にいいよアミーゴ！　知り合いに決まってるよね、この家にいるって事は！……もし貴方あなたが知らなくっても、この子なら知ってるかもしれないしね？」

　そう呟つぶやいて、わざとらしく舌したを出してみせるマリア。

　チックはマリアの強行手段に困ったように首を傾かしげているが、特に強く止めようとしているわけでもない。おそらく、マリアが実際には斬きるつもりがないと解わかっているのであろう。

「くぅッ……」

「ごめんね、アミーゴ。……あれ？」

　声をあげて抵抗を続けるイブを見て、マリアはふと思い出す。

「あなた、どこかで会ったっけ？」

　イブはその言葉に抵抗を一瞬緩ゆるめ、首だけを捻ひねってマリアの顔に目を向けた。

　最初は何の事か解らなかったが、彼女の特徴的な格好を見て、次第に心の中に引っかかりを覚えていく。

　そして、数少ないＮＹニユーヨークでの記憶を弄いじくり始めた瞬間、イブはひとつの心当たりを思い出した。

「もしかして……去年、新聞社でラックさんと一緒にいた……？」

「……？　……あぁ。思い出したよアミーゴ。『葡萄酒ヴイーノ』に連れてこられた子だよね？」

　直接話したわけでも、紹介されたわけでもない。

　ただ、一年前のとある事件に巻き込まれた際に、イブが連れ込まれた新聞社のビルの中で一瞬だけ顔を合わせた事がある。

　普通ならばすぐに忘れてしまうのだろうが、イブはマリアの派は手でな格好が記憶に残り、マリアは普段接触のない令れい嬢じよう風の少女が心に焼き付いていたようだ。

「どうして……ラックさんの友達なんですか？　なんでこんな事を……」

「あなた、うちのボスと知り合いなの？」

　──困った事になったよ。

　勢いで人ひと質じちをとったのはいいものの、ラックの知り合いとは思いもしなかった。

　だが、今更後に引くわけにもいかず、気を取り直してファンに告げる。

「さ……ジャグジーって人は何ど処こ？　案内してくれないと──私、どうするか解らないよ？」

　彼女は困ったように笑うと、自分の気持ちを正直に口にした。

「だって今、本気でどうしたらいいか混乱してるから」




　　　　⇔




「ダラスかぁ。町の名前みたいな人だね」

　グランドセントラル駅の南側に見つけた廃ビルの中で、クリストファーは楽しそうにフィーロの話を聞いていた。

　彼らには知る由よしも無い事だが、このビルはセラードの『組織』の会合場所の一つであり、つい先刻までチックとマリアが雨宿りをしていた場所だ。

「とにかく、君の大事な人を探す唯一の手がかりは──そのダラスっていう男なんだろう？　……それにしても、脅きよう迫はく状じようなのに要求が何も書いてないなんておかしいねえ」

「あのチンピラはそういう奴やつだ。一、二回しか面つらを合わせたこたぁねえが、人が悶もだえんのを見て喜ぶような変態野や郎ろうの類たぐいだよ」

「酷ひどい言われようだね」

　他ひ人と事ごとのように語るクリストファーに、フィーロは苛いら立だちながらも状況を話し続けた。

　──変な奴に目をつけられたな。

　実際クリストファーにとっては他人事なのだが、成り行きで彼らと共にエニスを探す事となった。フィーロとしては、会ったばかりの人間を巻き込むつもりはなかったのだが、クリストファーの強ごう引いんな協力を断りきる事ができなかった。

　どんな人間であろうと、今はエニスを探す為に一人でも多くの協力者が欲しいのも事実だ。

　一いつ旦たん『蜂の巣アルヴエアーレ』に戻って仲間を連れてくる事も考えたが、何の手がかりも摑つかんでいない上に、ダラスの顔を知っている人間は限られているので、大勢でゾロゾロと動くのが得策とも思えない。

　──それに──あの脅迫状は店に置いてきた筈はずだから、エニスとロニーさんが攫さらわれてる事はマイザーさん達も知ってる筈だ。

　エニスはフィーロの居候いそうろうという形だが、ロニーは仮にも組織の上級幹部だ。よほど不都合な理由が無ければ、フィーロが頼まずとも組を挙げて捜そう索さくに乗り出すだろう。

　──そう言えば。

　クリストファーに一通りの状況を説明し終えた後、フィーロはふと思う事があり考えをめぐらせる。

　──ロニーさんはアイザック達を探しに出ていく時、『仕事のついで』だと言っていた。確か、シカゴから来たガキどもに話をつけるとかなんとか……。

　その集団が、ダラスと関わりがあるという可能性は無いだろうか？

　フィーロは摑める手がかりなら何でも摑もうと、その集団について詳しく確認しておく事にした。どちらにしろ、飛び出してきた手前、マイザーに連絡は入れておいた方がいいだろう。

「……ちょっと駅まで走って電話してくる。ここで待っててくれ」

　クリストファーとチーにそう告げ、そのまま走り出そうとするのだが──

「待ちなよ」

　その腕を、クリストファーの手が引き止める。

「なんだよ」

　フィーロが振り向くと、その顔の前に黒い傘かさが突き出される。

「持っていくといいよ」

　赤い目の男は静かに微笑ほほえみ、フィーロに己の傘かさを手渡した。

「……ありがとよ」

　フィーロは軽く礼を言いながら、傘を差して雨の夜へと駆かけ出した。

　相変わらず酷ひどい雨の中、傘に感謝しながら静かに歩を進める。

　──面つらに似合わず、結構いい奴やつなのかもな。




「おい、本当に人探しなんぞ手伝うつもりか？」

　フィーロが去ったのを確認してから、チーが呆あきれたように口を開く。

「友達百人計画の偉大なる第一歩だよ？」

「明日はティム達の手助けをせねばならんのだぞ」

「そしたらそっちを優先すればいいじゃん」

「あっさり言うな」

　不機嫌な顔をするチーに対し、クリストファーは何が不満なのか理解できないといった表情で言葉を返した。

「それにさ、どうしても僕達の好きにさせてくれなかったら──」

　八重歯を口から覗のぞかせ、クリストファーは優しげな微笑のままで淡々と声をあげる。

「始末しちゃえばいいじゃない」

「……お前は『友達』をそんなにあっさり殺すのか？」

　チーの冷たい視線に、クリストファーは少し思案した後に口を開いた。

「……親友の死。その悲しみは人生の中でいつかは乗り越えなきゃいけない壁なんだ。いつまでも悲しんでいられないよ」

「俺おれは貴様の脳みその状態が何より悲しいが」

　大きなため息を一つつくと、無表情のままで尋ねかけた。

「クリストファー。貴様にとって我はなんだ？」

「親友だよ？　それがどうかしたの？」

　裏表の無い笑顔を見せて、即座に答えるクリストファー。

「いったい何十年コンビを組んできたと思ってるのさ？　この先いくら友達を作ったとしても、チー以上の親友なんて多分ありえないよ。あ、こないだも言ったけど僕、ソッチの気は無いから安心してね」

　チーはその返答にも表情を緩ゆるめる事はなく、淡々と次の質問を吐はき出した。

「ならば、我がヒューイ老師に叛そむいたら殺すか？」

　何の躊躇ためらいも無く繰り出されたその問いに、やはり躊躇わずに答える赤目の青年。

「あたりまえじゃない！　それがどうかしたの？」

　その表情には『何な故ぜそんな当然の事を聞くのか？』と言った色が滲にじみ出ており、どこまでも純粋な感情を抱いだく男に、チーは再びため息を。

「お前をそこまで変態に育てたヒューイ老師、ある意味尊敬に値する」
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エンパイアステートビル　某ぼうオフィス内




「フィーロの奴やつめ、エニスと比べたら俺おれの事は全然心配していないようだな」

　頰ほおに当てた手の人差し指で己のこめかみをトントンと叩たたきながら、ロニーは苦笑交じりに呟つぶやいた。

「まあいい」

　背後でアイザック達がオフィスで扱う輸入品を弄いじり回しているのをよそに、ロニーはただ淡淡と窓から見える街の景色を眺めていた。

「だが……フィーロと合流した連中が気になるな……」

　その場にいないフィーロの状況を、まるで見ていたかのように把は握あくしているロニー。

　彼はもう一度自分のこめかみを叩たたこうとして、不意にその指を止めた。

「まあいい。これ以上は、楽しみが無くなる……」

　怪しい笑みを浮かべるロニーの横から、エニスが不思議そうに尋ねかける。

「今、何か言ってませんでしたか？　フィーロがどうとか……」

「気にするな」

「はあ……でも、これからどうするんですか？」

　エニスの不安げな問いに、ロニーは静かに言葉を紡つむぎだした。

「俺は明日、もう一度ジャグジーという男と話す必要がある。エニスも来るか？」

「え？」

「あの連中の事が気になるのだろう？」

　ロニーは静かに声を漏もらすと、鷹たかのような目つきで眼下に広がる街を見下ろしていた。

　まるで、これから起こるすべての事象を見通しているかのように──




　　　　⇔




廃ビル内




「しかし……おかしいな」

「なにが？」

　それまで無言だったチーが、何かに気づいたように口を開いた。

　相あい方かたの訝いぶかしげな呟つぶやきに、クリストファーは不思議そうな顔を見せる。

「グランドセントラル駅の傍そばに、こんな廃ビルがあるってこと？　いいじゃない。雨宿り先を探してた僕らにとって何よりの恵みじゃないか。廃ビルを生み出した恐慌に感謝だね」

「そんな事ではない」

　クリストファーの意見をあっさりと否定して、チーは眉み間けんにしわを寄せて呟いた。

「リーザは、何な故ぜ止めない？」

　姿の見えない仲間の名前を出して、悩むように顔を額ひたいに手をあてがうチー。

「止めるって、何を？」

「貴様の気まぐれをだ。いつもなら、そろそろ茶ちや々ちやを入れるか──本気で邪じや魔まなら、あのフィーロとかいう男を始末している筈はずだが」

「いいじゃない。きっとリーザも同意してくれたんだよ。僕の友達百人計画にさ」

　クリストファーの楽観的な答えに、チーは深々とため息をついた。

「……リーザは貴様の十倍はヒューイ老師への忠誠に篤あつい。『副業』はいつもお前の気まぐれに従うが、ヒューイ様の仕事の邪魔になるような真ま似ねはさせない筈だ」

「わお、僕ってそんなに忠誠心低そう？　僕なんかリーザの百倍は忠誠心があるよ！」

「……その矛盾が成り立つには、両方とも忠誠心ゼロという結果しかないわけだがそんな事は心底どうでもいい。それとも、リーザに何かトラブルが──」

「起こってないわよ」

　その声は、廃ビルの屋内全体に響き渡るかのようだった。

　艶なまめかしい女の声が、クリストファーとチーの耳じ朶だに染しみ渡る。

　しかし、相変わらずその姿はどこにも見えず、ただ声だけが存在感となってクリストファー達の周りを取り巻いていた。

「……いたのか」

「あら、いたら悪いのかしら？　別に覗のぞきとかしてるわけじゃないからいいじゃない」

『声』の軽口を無視しながら、チーは淡々と先刻の疑問を繰り返す。

「話は聞いていただろう。何故クリストファーを止めない」

「あら、今のところクリスを邪魔する気は無いわよ。クリスがさっき言ってたじゃない。ティム達の仕事を手伝うのは明日からだって」

　クスクスと笑いながら答えを返すリーザに、チーは鋭い目を更に細めて問い続ける。

「それだけか？　それとも……あのフィーロという奴やつの話と、今回の仕事、もしくはヒューイ老師の間に何か関係でもあるのか？」

「あらあら……チーったら飛ひ躍やくしすぎ。私が文句をつけなかった事は全部ヒューイ様に関わりのある事だって言うの？　本当に偏へん執しつ的よねえ。妄もう想そう癖へきのある迷めい探たん偵ていにでもなったら？」

　バカにするように『声』は笑うが、次の瞬間、その笑いをピタリと止めて呟つぶやいた。

「ま、その通りなんだけどね」

「！」

「どういうこと？」

　チーは目を見開き、クリストファーは不思議そうに虚こ空くうに目を向けた。目標となる相手の姿が見えない以上仕方が無いが、傍そばから見ると不気味この上ない光景であろう。

「それはまだ言えないし、言わない方がいいと思うし、何より、私もついさっき『双ふた子ご』から『関係があるかも』って聞いただけだから、どっちにしろ詳くわしい事は知らないのよ」

「……というか、我は何な故ぜバカにされる必要があったのだ？」

「人生って退屈よね」

　声は独り言のように呟くと、何事も無かったかのように言葉を紡つむぎだした。

「それと、『双子』からクリスへの伝言」

「なにさ」

「アデルがあなたを探して街を彷徨さまよってるわよ？　この雨の中、風か邪ぜでもひいたら大変よ？」

　からかうような声の言葉に、クリストファーは小さく「ふーん」と呟いたかと思うと、退屈そうに伸びをしてみせた。

　猫ねこのようにしなやかな伸びで、まるで全身がスポンジかゴムでできているのではないかと錯さつ覚かくさせる。

「じゃあ、リーザ。アデルに伝えてくれよ。俺らはここにいるってさ」

「！　む、仕事をする気になったのか？」

　意外そうに目を丸くするチーに対し、クリストファーは静かに首を振る。

「なにいってんだよ、チー」

「？」

「人探しは、人数が多い方がいいに決まってるじゃないか」

　裏表の無い笑顔で断言するクリストファーに対し、チーは鉄鋼をつけた腕をだらりと下げる。

「……今はっきりと解わかったが、我は貴様の事を親友とは思っていないようだ」

「ま、まさか恋人だと思っていたのかい!?」

　顔を青くして後ずさるクリストファー。

「腐くされ縁えんという奴やつだな。かれこれ、38年にも及ぶな……」

　どう見ても20前後にしか見えぬ若者が、同じく20歳はたち頃と思しき青年にかけたその言葉。

　他人が聞いたら冗じよう談だんとしか受け取られぬであろう話を、クリストファーは困ったような笑顔で受け止めた。

　何かを思い詰めているようでもあり、何も考えていないようでもあり。

　微妙な沈黙に包まれかけた二人の周囲を、どこからともなく聞こえるリーザの笑い声だけが取り巻いていた。

　楽しそうに楽しそうに

　　クスクス

　　　クスクス

　　　　クスクスと──




　　　　⇔




「本当にこっちであってるの？」

　数歩先が見えなくなるような豪ごう雨うの中、奇妙な一団がマンハッタンの大通りを西に向かっている。

「……アァ」

　先頭を歩く東洋人の男が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で返事をした。

　その後ろに歩く踊おどり子のような娘むすめと金髪の少女は、まるで姉妹のように寄り添って一つの傘かさの下に入っている。

　その横には、腰のベルトに鋏はさみを何本もさした青年が、何かを考え込みながら先を歩く東洋人を追従している。

　人通りの無い大通りから、ハドソン河へと続く少し小さい道へと入った時、先頭を歩くファンが口を開いた。

「なあ、もういいダロ？　イブちゃんヲ離して、後は俺おれニ刃物をつきつけりゃいいじゃナイか」

「駄だ目めだよアミーゴ。こっちの方が正直な気持ちになれるでしょ？」

　仲良く寄り添っているように見えるイブとマリア。だが、背後に立つマリアの腰では、彼女の細い指がいつでも抜ばつ刀とうできるように刀の柄つかに添えられている。

　刃物を直接突きつけているわけではないが、抜刀様ざまに切り付ければ同じことだ。

　寧むしろ、添えているだけの刃やいばを押すよりも、致命傷となる確率ははるかに大きくなるだろう。




「ファンさん、私の事は──」

「構わないでくれっテ？　無理ダッテ。そんなマネしたら、ヨウンにぶん殴なぐられるし姉貴に殺されるしジャグジーに泣かれチマウヨー」

　半分あきらめたような口調でため息をつくと、ファンは『もしもの時』のために示し合わせていた集合場所──ハドソン河沿いの廃工場へとチック達を案内することにした。

　ガンドールの使いと聞いて、何が目的かは大体解わかった。およそ交渉役とは思えない二人だが、いったいガンドール・ファミリーはどういうつもりなのだろうか。

　ファンは今後の事に不安を募つのらせながら、イブだけは無事に逃がしておかなければという算さん段だんをうち始めた。

　買い出しから帰ってきたファンを待っていたのは、もぬけの殻からとなった豪ごう邸ていと、その前で中に入りあぐねている家主達の姿だった。

　なんでも兄を探す為にこちらにしばらく滞在する事にしたそうだ。中に誰もいない事を不審に思ったファンは、裏口の扉や玄関に無数の傷があるのを見つけ、何かが起こったものと判断した。

「おお、なんという事でしょう！　花か瓶びんまで粉々に……！」

　廊下の奥にあった花瓶の破片を見て、執事のベンヤミンが声をあげる。

　──それはジャグジーが……まあイイカ。

　そうこうしている内に、ベンヤミンとサマサが警察に相談に行く事になり、ファンはイブと共に留守番をする事となったのだが──

　ベンヤミン達の車が出た直後に、この理り不ふ尽じんな訪問者がやってきてしまったのだ。

　何が起こったのかは解わからないが、会話から察するに、この男女が玄関につけたいくつもの傷きず痕あとに関わっているのは確かなようだ。

　ファンは余計な抵抗は止やめ、とりあえず二人を廃工場に案内する事にした。




　──アイザック達も一緒だった筈はずだケド、無事か気にナルなー。

　ファンがそんな事を考えている間、背後では別の思惑が静かに動いていた。

　持ち前の笑顔を幾分薄れさせたチックが、マリアの顔を心配そうに覗のぞき込んでいる。

「んー……」

「どうしたの？　私の顔に何かついてる？」

　マリアは笑顔で答えてみせるが、意識はイブの方から完全に離してはいなかった。

　傘かさはイブに持たせており、自分は少女が逃げ出そうとしないように気を張っておくだけでよいと、彼女に偽にせの殺意を静かに流し続けていた。

　マリアも本気でイブを斬きるつもりは無かったが、それでも殺気紛まがいの気配を見せねば人ひと質じちの意味がなくなってしまう。

　当然チックもその事は解っているのだろう。イブの身についてはそれほど心配してはいないようだ。もっとも、イブの精神については二人とも特に案じていなかったのだが。

　雨飛沫しぶきが頰ほおと髪を濡ぬらし、幾分艶なまめかしく見えるマリアの顔。

　チックは彼女の流りゆう麗れいな顔をじっと覗のぞき込むと、少しだけ声のトーンを落として呟つぶやいた。

「ねえ、やっぱり人質なんてやめようよー」

「……。突然なに言ってるの、アミーゴ。拷ごう問もん係と殺し屋の私達が、今いま更さら人の印象なんて気にすることないよ？」

　ガンドール・ファミリーの名声については欠片かけらも考えていない発言だが、チックも特にその点は指摘せずに、自分の心の内を正直に曝さらけ出す。

「マリアちゃん、無理してる」

「──え？」

「言ったよね。マリアちゃんはまだ負けてなんかいないって……でも、マリアちゃん、焦あせってる。すごくすごく焦ってる」

「な……」

　意識が、動いた。

　チックとイブの間を、マリアの意識がシーソーのように揺れ動く。

　イブも背後にいる殺し屋の異変を感じ取ったようで、それまで聞き流していた会話に耳を傾かたむけ始める。

　雨の音が彼らの周囲を激しく騒がせているが、チックの声は重い鼓こ動どうとなってマリアの心を揺さぶった。

「マリアちゃん、本当は自分の中で負けたって思ってるんでしょ。だから、それを誤ご魔ま化かそうとして忘れようとして、派は手でにこの仕事を解決して、自分に自信をつけようとしてる」

　ザワリ

　マリアの背中を、冷たい電気が走り抜ける。

　一度受けた傷口を抉えぐられる──というよりも、寧むしろテープで無理矢理塞ふさいだ傷口の蓋ふたを捩ねじ開けられるような気分だった。

　チックの言葉はどれもこれもが正論で、マリアの行動原理の中心を貫いている。

　彼女は全身に汗が滲にじむのを感じながら、必死にチックの指摘を否定する言葉を捜さがす。

　しかし、どれも言い訳のレベルにすらならずに、声として搾しぼり出す段階にすら練り上げる事ができなかった。

「なん……で……そんな事が解わかるの？」

「んー……ほら、僕、いろんな人拷ごう問もんするでしょ、だから、『気持ち』は解んないけど、『感情』はなんとなく解るんだ。それで、マリアちゃん、すごく焦ってるのを必死になって隠かくしてるのが解ったから……。僕が鋏はさみで切った時に、しばらく強がってる人達と同じような目の色してた」

　嫌いやな例えを持ち出しつつも、チックはゆっくりと考えながら言葉を紡つむいでいく。

「それに──ずっと考えてたからかなぁ」

「……なにを？」

「マリアちゃんに『私の気持ちなんか解りっこない』て言われてから、ずっとずっと解るように考えてたんだ。マリアちゃんの気持ちが解るように、ずっとマリアちゃんの事を考えてみたの。ええと、それでね、マリアちゃんの表情とか、目の色とか見てて──そうなんじゃないかなーって思って、言ってみたの」

　チックは照れ臭くさそうに答えると、マリアに向けて何も考えていない笑顔を見せる。

　大人おとなびた点が欠片かけらも無い、いつもの無む邪じや気きな笑顔だった。

「ねえ、あってたー？」

「チック……」

　マリアは、兎うさぎのような顔で首を傾かしげる相あい方かたに対し、困ったように首を振った。

「そういうのはね……解わかっても言わない方がいいんだよ、アミーゴ」

　半分呆あきれた声で呟つぶやくが、マリアはその時、かすかに微笑ほほえんでいた。

　ほんの僅わずかではあったが、カラ元気ではない、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で──

　マリアは、確かに笑って見せたのだった。




　イブは、確実に感じていた。

　今、この瞬間ならば、日に本ほん刀とうの女から簡単に逃れることが出来るだろうと。

　だが、彼女はそれを実行しようとはしなかった。

　ふと後ろを向いた時に見た、自分を人ひと質じちにとる女の笑顔。

　それが、どうしても悪人のそれだとは思えなくて。

　──ダラス兄さんには、あんな笑顔できるのかな……

　自分の兄を比較対象にしてしまった事を後悔し、即座に頭から打ち払うイブ。

　──それにしても、兄さんは誰が連れていってしまったんだろう。

　本当に、また会える時が来るんだろうか────
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マンハッタン島　ソーホー




「驚いたな」

　目の前の光景を見て、ティムは素直に驚嘆の声をあげる。

　ティムは椅い子すに前後逆にまたがりながら、自分達の仮のアジトの中を見渡した。

　彼の目の前には、ダラスに連れられた数人の若者達の姿が並んでいた。

　ジャグジー・スプロットを始めとして、ニースやヨウン、ドニーやニックといった、シカゴからやってきたチンピラ達の面々が並んでいる。

　部屋の中にいるのは主おもだった面子メンツだけで、窓の外には怪しまれない程度にばらけてたむろしてる若者達の姿が確認できた。

　それ程広くない客間の中に集まった顔をもう一度眺めてから、感心するようにダラスへと声を投げかけた。

「やるじゃねえか。俺おれはてっきり、あんな目にあったから、妹を見捨てて逃げ出したのかと思ったんだがな」

「……イブは無事なんだろうな」

　皮肉を籠こめた笑いをするティムに、隠すこともなく敵意の籠こもった目で睨にらみ付けるダラス。

　その殺気を軽く受け流しながら、ティムもまた隠すことなく事実を告げる。

「アデルが殺しに行くところだったんだがな。俺の判断で待たせた。感謝しろよ？」

「……！」

　ダラスの殺気が瞬時に膨ふくれ上がるが、まだ妹が無事である事を知り、ギリギリのところで怒りを踏みとどまらせた。

　そんなダラスの表情を他ひ人と事ごとのように観察すると、ティムは続いて刺青いれずみの青年に目を向ける。

「さて……俺達の仕事を手伝ってくれる気になったそうだが」

「ええ……ただ、約束は本当なんでしょうね」

「解わかってるさ。仕事が終わったら──あんたらも、そこのダラスと同じ体にしてやるよ」

　不ふ死しという一つの奇跡を、まるで配給のパンのような感覚で扱うティム。

　彼は椅い子すから静かに立ち上がり、相手の心を見透かすように頭から足先までねめ回す。

「しかし……実例を見せたとはいえ、やけにあっさりと信じたな？　俺があんたらを騙だましてるとは思わなかったのか？」

「……僕達には時間が無いんですよ。いつこの街のマフィアに狙ねらわれるか解ったもんじゃありませんから……。今はとにかく、死なない為の力に縋すがりたいんです」

　目を伏せながら言う刺青の男に対し、ティムは満足げに笑って見せた。

「ハハ、解ってるよ。あんたらの事情はこっちもある程度摑つかんでる。ガンドールとマルティージョに狙われてるって知った時はどうなるかと思ったが──逆に話が早くなって助かったぜ」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めて、ジャグジーに対して眼鏡めがねの奥から鋭い目線を投げかける。

「……ところで、俺に斬きりかかってきたあの黒いドレスの姉ちゃんはどうした」

「置いてきましたよ。貴方あなたもその方が安心でしょう？」

「……いや、それよりも何で俺に斬りかかってきたのかが問題なんだが……」

　至し極ごく当然の疑問に、ジャグジーは困ったように目を泳がせる。

「ええと、その……ムシャクシャしてたんでしょう」

「たまんねえ理由だなおい」

　明らかに誤ご魔ま化かしである返答に、ティムは釈しやく然ぜんとしない顔をしていたが──それを更に誤魔化すように、ジャグジーが本来の話を切り出した。

「あの……それで結局、僕達は何をすればいいんですか？」

「あ？　おお、悪い悪い。昼間はごたついてたからな、肝かん心じんのそれを話せなかった」

　ティムは再び椅い子すに腰を下ろすと、横にあるテーブルに指をトン、と叩たたきつけて口を開く。

「……早い話が、あんたらを『不ふ死し』にするには、ある『酒』が必要なんだよ」

「酒、ですか？」

「そう。まあ安っぽい呼び方をすりゃ『不死の酒』って事になるな。もっとも、それは『できそこない』って渾あだ名なをつけられるような事実上の安物ではあるがな」

　何が『できそこない』なのかは具体的に告げず、顔を見合わせるジャグジーやニースに対して、ティムは淡々と説明を続けていく。

「昔、ある錬れん金きん術じゆつ師しが量産したその『できそこない』。その錬金術師が喰わ……いや、行方ゆくえ不明になってから、しばらく酒の行方もわからなくなってたんだが……実は、とある企業が盗ぬすんで溜め込んでたって事が解わかったのさ」

　ティムはそこで一度言葉を止め、不適な笑みを浮かべてから再度口を開く。

「だから、俺達はその──『ネブラ』っていうデケぇ泥棒の手からよ、酒をあるべき所へ運ぼうってだけさ」

『ネブラ』。

　突然告げられたその固有名詞に、ジャグジーは軽く息を吞のんだ。

　国内、いや、世界でも有数の複合企業体だ。資産を権力とするならば、まさに小さな国家にもひけを取らない大企業だ。

　その巨大組織の手から、あるべき場所に返すとティムは言う。

　自分達のようなチンピラに声をかけるからには、当然合法的な手段ではないだろう。

　相手の意図に気付き、ジャグジーは目を僅わずかに細めながら問いかけた。

「……つまり、盗ぬすみを手伝えと？」

「惜しいな。盗みじゃない」

　ティムは首を振りながら笑うと、ジャグジーに対して、仕事の内容を一言で明かしてみせた。

「──強ごう盗とうさ」







　一通りの説明が終わったところで電話のベルが鳴り、『ラルウァ妖怪』の一人が受話器を取る。

　しばらく話した後、ティムを呼んで軽い報告と共に受話器を渡した。

「……アデルからです。『双ふた子ご』からクリストファーの場所を聞いたそうなので、これからその場所に向かうそうです」

「……相変わらず気味悪ぃな『双子』はよ……どっから見てやがんだ？」

　ヒューイ直属の『連絡係』の事を不気味に思いながら、ティムは受話器を耳に当てる。

「アデルか……こっちはうまくいった。──ああ、ダラスも戻ってきたよ……とにかくお前はクリストファーと一緒にいろ。今日はもういいが、明日は時間通り現場に連れて────」




　電話を始めたティムをよそに、ジャグジー達は小声で話を続ける。

「……だ、大丈夫かな。予想よりずっと大おお事ごとになっちゃったみたいだけど……」

「ここまで来ちゃったからには、やるしかないよジャグジー」

　ニースが励ます横で、ヨウンが一人で難しい顔をしていた。

「どうしたの？　ヨウン」

「いや……ちょっと気になってる事があってな」

「な、なに？」

　ジャグジーが不安そうに尋ねると、ヨウンは眉まゆをひそめながら、つい先刻気付いた事を口にする。

「……買い出しに行ったファンのことを、すっかり忘れてた……」
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ハドソン河沿い　廃工場




「……騙だましたの？　アミーゴ」

「いや待テ！　なんでジャグジー達がいないのか、俺おれが聞きタイ！」

　屋根を打ち付ける雨音が響く廃工場の中で、中国語訛なまりの悲痛な叫びが響き渡った。

　乱雑とした屋内の中央で、マリアがファンに向かって日に本ほん刀とうの切っ先を突きつけている。

　彼らがジャグジーのいる筈はずである工場に足を踏み入れると、そこは見事にも抜けのカラとなっていた。

　マリアは騙されたのかと思ってファンに詰め寄ったが、彼の混乱にどうやら噓うそは無いようだ。

「わあ、マリアちゃん落ち着いてー」

　抜き身の刀を持つ相あい方かたの娘むすめに対し、チックはのんびりとした静止の声をあげる。

　彼の傍かたわらには、既すでに人ひと質じちではなくなったイブがオロオロとしながら事態を見守っている。

　あと一歩マリアがファンに詰め寄ったら、背後から飛びかかってでも止めようと思っていると──イブは、自分の真横に風が過ぎ去るのを感じた。

　その風が銀色に輝いていたことに、少女が気付いたその刹せつ那な──

　廃工場の中に、鋭い金属音が響き渡る。

「……誰？」

　呟つぶやいたのは、マリアだった。

　目の色が一瞬前までとはガラリと変わり、警けい戒かいと怒りと好こう奇き心しんが交じり合った複雑な笑みを浮かべている。

　彼女はファンに突きつけていた刀を瞬時に体の横に構え、自分に向かって飛来した銀色を床に弾はじき落としたのだ。

　足元に落ちている銀色の棒状は、投とう擲てき用に特化された小振りのナイフ。

　工場内にいた者達が、ナイフの飛来した方向をゆっくりと振り返ると──

　そこには、黒いドレスを纏まとった一人の娘むすめが立っていた。

　両手には、軍人が使うような大型のナイフを一本ずつ構えており、金色の眼めはマリアのことを鋭く睨にらみ付けている。

「シャーネ！」

　助かったというような表情で、ファンが仲間のナイフ使いに眼を向ける。

　一方で、相手の姿に気付いたマリアは不ふ敵てきな笑みを浮かべて二本目の刀を抜いた。

「そっか……あなたとも決着がまだだったよね、アミーゴ」

　何な故ぜ彼女だけがここに存在するのか？　そんな疑問はマリアの脳裏には浮かばなかった。ただ、自分の心の中のわだかまりを完全に解消する為の相手が現れたぐらいにしか感じていない。

「……」

　一方のシャーネは、仲間に向かって刀を突きつける女に無言の怒りを投げかけていた。

　二人の女の間で、互いの鋭い眼光が火花を散らす。

　その様子を困ったように見守っていたチックだったが──

　ふと、屋内にもう一人の気配がある事に気が付いた。

「あれえ」

　シャーネの背後、工業機械の陰に隠れて電球の光が届かなくなってる位置に、一人の男が立っていた。

　最初は誰だか判別がつかなかったのだが、闇やみの中に浮かぶ血を思わせる赤毛を見て、チックは相手が自分の見知った顔である事に気が付いた。

　チックが自分に気付いた事を察したのか、影はゆっくりと歩み出し、明かりの下にその姿を現した。

「……なんだよ、チック。ガンドールの使いってのはお前だったのか」

　闇やみから姿を現したクレア＝フェリックスの姿を見て、チックは懐なつかしむように声をあげる。

「わぁ、ヴィーノさん、ひさしぶりー」

「ヴぃ……『葡萄酒ヴイーノ』！」

　嬉うれしそうなチックとは対照的に、マリアは眼に驚きよう愕がくの色を浮かべて動きを止めた。

「どうして『葡萄酒ヴイーノ』がここにいるの!?」

「こっちの台詞せりふだ」

　すげない声で言葉を返すと、クレアはチックに向かって飄ひよう々ひようと口を開く。

「なんでこのアミーゴ女がお前と一緒なんだよ。っていうか、なんで拷ごう問もん係のお前が話し合いの使いで……」

「えっと、ラックさんはー、もうマルティージョさん中心で話が進んでるけど、顔だけは出しておかないとって言っててー。暇な僕が選ばれたみたいですよー」

「……初耳だよ、アミーゴ」

　マリアは目を丸くしてチックを見るが、特に怒りは湧わいていなかった。

　自分は斬きる事さえできればそれでいいし、ラックの思おも惑わくなどその欲望には何も関係ないのだから。彼女はそう考えていた為に、単純にチックの吞のん気きさにだけに呆あきれているようだ。

「……あーあ。なんかやる気なくなっちゃったよ」

　刀を下ろしながらシャーネに声をかけるマリア。

「貴方あなたがやる気なら私もやるけど、どうする、アミーゴ？」

　シャーネは一瞬迷ったように瞬まばたきをすると、マリアへの警けい戒かいを解かぬまま、傍そばにまで来た『葡萄酒ヴイーノ』に目線を向ける。

『葡萄酒ヴイーノ』は愛いとしい婚約者の意図を即座に読み取り、安心させるように語りかけた。

「あ、大丈夫だよシャーネ。チックは俺おれの友達だし、このアミーゴ女は弱いから俺がどうにでもするし」

「……」

　クレアの挑発めいた一言が、マリアの全身を震わせる。

　その瞬間的な違和感に気付き、クレアは少し考えた後、確認するように問いかけた。

「あれ、なんか『弱い』って言葉に過剰に反応したなオイ。……お前──もしかして、最近俺以外の誰かに負けた？」

「……ッ！」

　挑発でも哀れみでもなく、単純な疑問と好こう奇き心しんから紡つむがれたその疑問に、マリアはただ冷や汗を持って答えることしかできなかった。

　徐々に回復しつつあった心の傷に、『葡萄酒ヴイーノ』の指が添えられる。

「図ず星ぼし？」

「あなたには関係ないよ、アミーゴ」

　昼までのマリアだったら既に感情を爆発させていただろうが、現在は時間やチックの言葉が彼女の心を少しずつ回復させていた為に、なんとか冷静さを保つ事ができた。

「ま、いいけどね。生きてるってこたリベンジできるって事だしな。それにあれだ、俺に弱いって言われても気にするな。ほら、俺に比べれば世の中の99・９９９９９％の奴やつは弱いから」

「……いつか、貴方あなたも斬きってみせるよ、アミーゴ」

「今すぐって言わないあたりが、まだ弱い証しよう拠こだな」

『葡萄酒ヴイーノ』はそれ以上は追及せずに、疲れたようにチック達の方に歩を進めた。

「ったく、せっかく俺がシャーネと二人っきりで愛の時間を過ごしてたっていうのに、邪じや魔ましてくれちゃって……」

　背後でシャーネが顔を赤くしているのをよそに、『葡萄酒ヴイーノ』はチックの横にいる少女に目を向けた。

「あれ……あんた確か、ラックやキースの奥さんの知り合いだよな？」

「え？」

　突然話を振られた上に、その内容が的確だった為に、イブは目を丸くして相手を見返した。

　だが、彼女の記憶の中には『葡萄酒ヴイーノ』の姿は欠片かけらも見当たらない。

　困こん惑わくしている少女を見て、赤毛の男は気が付いたように己の頭に手をおいた。

「あー！　そうかそうか、あんときゃヒゲと眼鏡めがねで変装してたからな」

　２年近く前、『葡萄酒ヴイーノ』とイブはとある事件で顔を合わせているのだが、イブの方は相手の正体が摑つかめていないようで、困惑の度合いを更に強めている。

「で、あんたはどういう関係でここにいるんだ？」

　その疑問には、それまで呆ぼう然ぜんとしていたファンが慌あわてて答えた。

「フェリックスさん、この人がホラ、ウチらに家を貸シテくれテルお嬢じようさんで」

　ファンの回答に、『葡萄酒ヴイーノ』はヒュウと口笛を吹き、それまで無関心だったシャーネが、僅わずかに表情に驚きを見せながらイブに視線を走らせた。

「なに、この子がどうかしたの？」

　イブの疑問を代弁するように、マリアが不思議そうに尋ねかける。

「いや、驚いていただけだ。凄すごいな。これは誇ほこっていいぞ。俺が驚くなんて事は滅めつ多たにないんだからな」

「？」

「まさか──あのダラスって奴やつの妹が、こんなに可愛かわいいお嬢さんだったとはね」

「──ッ！」

『葡萄酒ヴイーノ』の言葉を聞いて、イブの全身に電気が走った。

「ダラス兄さんを……ダラス兄さんを知ってるんですか!?」

「なんだよ、そんなに驚いて」

「お、教えてください！　兄は──ダラス兄さんは今、何ど処こに────」

　少女の必死な声に、『葡萄酒ヴイーノ』は迷う事無く真実を告げる。

「今、ジャグジー達と一緒に潜入工作してるところだからな。明日になりゃ会えるだろ」

　その時、廃工場に誰かが駆かけ込んでくる音がした。

　マリア達は警けい戒かいするが、『葡萄酒ヴイーノ』だけは足音だけで相手が解わかったとでも言うように、淡々と侵入者の名前を呼び当てる。

「ジャックか。どうだった」

　呼ばれた男は、息を切らせながら『葡萄酒ヴイーノ』に対して結果を告げる。

「大丈夫だ……あいつらは殆ほとんど疑ってねえ。明日、あのダラスって野や郎ろうとかと一緒にビルを襲うつもりらしい」

「どこのビルだ？」

　男はしばらく息を整えていたが、唾つばを大きく吞のみ込むと──全すべての因いん果がが集まる場所を口にした。

「ミストウォールって渾あだ名なの──『ネブラ』の持ってるあのでっけえ白いビルだよ！」
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「で、明日襲うのは『ネブラ』のビル──ミストウォールってのでいいわけ？　ここから見えるかな？　見えないのか。そりゃ残念」

　雨音響く廃ビル内で、クリストファーは相変わらずのテンションでクルクルと回っていた。

　まだフィーロは戻ってきていないが、代わりに一人の女が加わっている。

「あ、あの……だから、その……ティムさんは、下見ぐらいしておけって……」

「なるほど。確かに下見は重要だなアデル。ティムの言っている事はまったく正しい。だけど嫌いやだね」

「え、ええー」

　困った声をあげるアデルに対して、クリストファーは怒っている人間をなだめるように手を振った。

「だってさ、下見なんかしたらスリルがなくなるじゃん。それにさ、僕は今日は人探しを手伝うって約束しちゃったんだよ」

「で、でも……」

「と、いうわけでアデルも手伝ってね、人探し」

　有無を言わさぬ口調で話を進めると、相手の返事も待たずに詳しい内容を述べ始めた。

「ええとね、探してるのは三人でさ、攫さらわれた人が二人と、攫ったらしい人が一人。それで、名前はそれぞれ────」







「くそ……みんな冷たいよな。ボスやヤグルマさんまで『ロニーがいるから大丈夫』なんて……大丈夫ならそもそも攫われる筈はずがないじゃないか……」

　フィーロがブツブツと呟つぶやきながら廃ビルに戻ってくると、そこにはクリストファー達の他ほかに、見知らぬ女が一人いた。

「……？　誰だ？」

「や、紹介しとくよ。この娘むすめはアデル！　僕の古い仲間だよ」

　テンションの高い声で紹介すると、オドオドとした雰囲気の女がフィーロの方を向いてペコリと頭を下げた。

「あ、ああ。よろしく」

　──電話もなしに、どうやって合流したんだ？

　一瞬疑問に思ったものの、特に口には出さずに話を進める事にした。

「悪いな、知り合いの手伝いは得られそうにないが──探してる二人は、ジャグジー・スプロットって男の所に──」

「ああ、いいんだ。知ってるよ」

　話を遮さえぎるように、クリストファーは爽さわやかな笑顔を浮かべて見せる。

　ただし、特異な眼球と歯並びの為に、傍はたから見ていると『爽やか』とはもっとも縁えん遠い所に連れて行かれそうな雰囲気があった。

「え？　知ってる、って……」

「いや、このアデルがさー。そのダラスって奴やつの居場所、知ってるんだって」

「……？　……ッ！　ほ、本当か!?」

　相手の言葉を理解すると同時に、フィーロは思わずアデルの方へ詰め寄った。

「なんで……どういうことだ!?」

「あ、あの、その……」

　おたおたするアデルの代わりに、横に立つクリストファーが口を開いた。

「いや、実はね、このアデルが今日、そのジャグジーって人と会ったらしいんだけど」

「ジャグジーと……？」

「そこに、エニスっていう黒いスーツの女がいたんだってさ」

「！　ま、間違いない！」

　黒スーツを着た女性は、当時のＮＹニユーヨークでは殆ほとんど存在しない。その特徴からエニス当人であると判断し、興奮気味に話の続きを問いかける。

「それで、今は何ど処こに!?」

「それがさ、ちょっとそのジャグジーって奴やつの家で騒ぎが起きたらしくて、バラバラに家から逃げ出して、それから何処に行ったのかは解わからないそうだよ」

「そ、そうか……」

「だけど、悲観する事はないさ」

　肝かん心じんな事をいくつも隠しながら、フィーロの興味を引く言葉だけを語り紡つむぐクリストファー。

「ダラスって言ったっけ……？　そいつは今──ジャグジーっていうチンピラ達と一緒に行動してるみたいだ」

「！　……本当か？」

　──なるほど、話が繫つながったぜ。あのシカゴ訛なまりのガキどもと、ダラスの野や郎ろうはつるんでたのか……仕事でジャグジーって奴やつの所に向かったロニーさんが狙ねらわれて、付いていったエニスがダラスに巻き込まれたのか？

　自分の中で勝手に納得しながら、焦しよう燥そう感だけを募つのらせていくフィーロ。

「それでな……明日、ダラスが確実に現れる場所があるらしいんだが──」

「ちょっと待て」

　間かん一いつ髪ぱつのところで冷静になり、溜まっていた疑問を頭の中で整理する。

　──なんでそんな事を知ってる？　……お前らは本当に何者なん……

「あのう」

　フィーロの思考を遮さえぎるように、アデルが静かに声をあげる。

「あの……ジャグジーさんって人の……家に……ロニーさんって人もいたんですが……」

「ロニーさんか。ああ、そりゃあそうだろうな……」

「あの人……あの……その……なんなんですか？」

「えッ……」

　唐とう突とつな質問に、フィーロは思わず言葉につまる。

　ロニーは自分の上じよう司しであり、ナイフを用いた格闘術の師。

　そして、今の自分と同じ『不ふ死し者』である。

　少なくともフィーロの認識ではそういう事になっていた。

「何って……」

　不死者の事を話すわけにもいかないと、答えにしばらく迷っていると──

「いいじゃないか、そのロニーってのが何者でも。俺おれらには関係ないだろ？」

　クリストファーが助け舟を出し、フィーロに対していつもの表情で笑いかけた。

「そして──俺らが何者だろうと、あんたの大事な人を助けるのには関係ない。そうだろ？」

　フィーロの心を見透かしているかのような言動。

　出会った時から続く奇妙な違和感に、フィーロは目の前の男に対する警けい戒かいを静かに強めていった。

「……ああ、そうだな」

　口ではそう呟つぶやきながらも、心の中ではなんとしても相手の正体を摑つかんでやろうという決意に満ちていた。もしかしたら、彼らこそダラスとつるんでいる存在なのかもしれないとさえ思いながら。

　半分は的確な予測ではあったが、肝かん心じんなところでずれを見せるフィーロの推測。

　いまだに彼の勘かんを曇らせていたのは──ダラスがエニスを攫さらった。己の中でそう信じ込んでしまっていたという、ただその一点のみだった。




　勝手に話を進めるフィーロとクリストファーをよそに、アデルはそれ以上言い出す事ができずにうつむいてしまった。

「どうした？　そのロニーという男、何かあったのか？」

　それまで沈黙を保っていたチーの言葉に、アデルはチーにしか聞こえないような小声で、独り言のように囁ささやいた。

「……異質……でした……今まで会った、どんな人間よりも……その……あの……ヒューイ様よりも……」

「……何を馬ば鹿かな」

　チーは鼻で笑うが、アデルは自分の言動に強い確信をもっている。

「あのロニーって男……多分……たぶん……」

　彼の男が訪れた瞬間、屋敷の中に満ちた空気を思い出し──彼女は静かに身と心を奮ふるわせた。

「ヒトじゃ……ない……」




　　　　⇔




エンパイアステートビル　某ぼうオフィス




「妙な動きになってきたな」

　窓の外を眺めながら、ロニーは再び己のこめかみを人差し指で叩たたいていた。

　トン、と一回叩く度に、表情を変化させていくマルティージョ・ファミリーの上級幹部。

「さて……俺おれはどの程度まで関わるべきかな」

「？」

　ロニーが何を言っているのか解わからず、エニスは不思議そうに首を傾かしげた。

「あの……ロニーさん、これからどうするんですか？」

「どうするもこうするも、アイザック達の企みに乗る気がないなら、早く家に帰ってフィーロを安心させてやるといいだろう」

「そんな……」

　エニスはそれを聞いて、後ろの来客用ソファーに目を移した。

　そこでは踊おどり疲れたアイザックとミリアが腰をかけており、互いに寄り添いながら穏やかな寝息を立てている。

　彼らを連れ戻す目的でやってきたのに、現在はミイラ取りがミイラになってしまっている状況だ。エニスはアイザック達に協力したいと思う一方で、フィーロに対する強い罪悪感が芽生えていた。

　だが──それ以上に、このままフィーロの元に帰ってしまうと、大事な何かを逃してしまうような予感にも捕とらわれていた。

「私は、どうしたらいいか解わからないんです……今日は色々な事が起こりすぎて……」

「気になっているんだな？　昼に女の言っていた言葉が。セラードの名前が出てきた事に混乱している──そんなところか」

「……」

　自分の心を的確に指摘され、エニスは小さくうつむいた。

「……はい」

「セラードの呪じゆ縛ばくは、この国の──いや、世界中のあらゆる所に残っている。完全に逃れるよりは、迎え討つ強さを持った方が早いのかもしれないな」

「……？」

　全すべてを理解しているようなロニーの物言いに、エニスは更に困こん惑わくする。

　──どうして、ロニーさんがセラード様の事を？　マイザーさんから聞いたのだろうか。

　思いながら、いまだにセラードの事を『様』付けで考える自分に気付き、彼女はますます複雑な思いにとらわれていった。

　そんなエニスの思いを無視して口を開き、エニスの心を見透かしたかのような言葉を紡つむぐロニー。

「……あの槍やり女おんな達が何者なのか……俺おれが答えを言うのは簡単だが、自分で納得して答えを摑つかみたいのなら──明日、『ミストウォール』に向かう事だな」

「ミストウォールって……あの、この傍そばにある白いビルですか？」

「そうだ。明日はそこで──何かが起こるし、あの槍女達も現れるだろう」

　予言者のような言葉を紡ぐロニーに対し、エニスはいよいよ尋ねずにはいられなくなった。

「あの……ロニーさん。貴方あなたは一体……何者なんですか？」

　ロニーは一瞬沈黙すると、エニスを試すような笑みを浮かべて言葉を紡ぎだした。

「エニスは、なんと答えて欲しいんだ？」

「えッ」

「俺が何か『人』以外の万能の存在だと答えて欲しいのか？　それとも、俺はただの人間であると答えて欲しいのか？　それとも、別の何かだと答えて欲しいのか、『俺は俺だ』とでも言って欲しいのか、それとも俺が答えないのを望んでいるのか……。俺が何を答えようが、その答えに納得するかどうかはエニス次第だろう。ならば、俺がここで答える事に意味はない」

　一見深い意味があるようで、その実、明らかに相手を煙に巻こうとしている物言いだった。

　だが、エニスはそれ以上追及する事ができなかった。

　真実を知ってしまうことで、大事な何かが壊こわれてしまうような気がしたのだ。

　ロニーはエニスの答えを待たずに、静かに闇やみの中に雨が降る様子を眺め続ける。

「……安心しろ、俺は未来は知らない事にしているんだ。人生がつまらなくなるからな。だから──俺は今、楽しみなんだ」

　遠回しに『知ろうと思えば知る事ができる』と言いながら、現在、自分達を取り巻く状況を楽しむように笑ってみせた。

「この複雑に絡からまった糸を、最後に断ち切るのは一体誰なのか──それとも──『ヒューイ』か『ネブラ』のどちらかに絡め取られてしまうのか……俺は、それが少し知りたくなった」




　威圧感のある笑みを漏もらすロニーの前で、雨はただ、無感情に降りしきる。

　激しい雨音は夜の闇やみを斬きり裂さき、闇の中をだたひたすらに荒れ狂う。

　様々なものに縛しばられたこのマンハッタン全体を、深い海の底へ沈めてしまうかのように──
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「君は、鼠ねずみを飼かっていたね」

「鼠の中に己の心を託たくし、自分の世界を作り上げていた。そうだろう？」

「ハハ、君の事は色々調べたと言っただろう……？　君の事ならなんでも解わかるさ」

「でも、その世界はあまりにもあっさりと壊こわれた……いや、殺された」

「あの鼠という器は、君の世界を内包するには、あまりにも脆もろすぎたんだ」

「だから──本当に世界を作ろうとは思わないかい？」

「世界の方を、君に合わせて作り変えればいいのさ」

「私を手伝ってくれるというのならば、そうだ、私が鼠の代わりになろう」

「語って聞かせておくれ、君の望む世界を、君が今の世界に対して抱いだく全すべての悪意を」

「君の望む世界は、私の中にあると言ってもいい」

「私は、君の望む世界から来たんだからね……」




　　　　⇔




午前10時　ネブラＮＹニユーヨーク支社──『ミストウォール』前




　雨の中にうっすらと広がる『ミストウォール』の壁。

　その淡く光る白色を見上げ、ティムは二つの『世界』を思い出していた。

　一つは子供の頃に飼かっていた白い鼠ねずみ。

　もう一つは、今、自分の全すべてを捧ささげている一人の男。

　両方とも、ティムが自分の望む『世界』を内包していた存在だ。男──ヒューイ・ラフォレットの方は、今もなお内包し続けていると言っていい。

　常に他者の中に封じ込め、憧あこがれているだけだった子供の頃の自分。

　だが、今は違う。今の自分には力がある。

　ヒューイの中に封じていた世界を、現実へと引き出す為の力が。

　だが、完全に世界を変えるには、あまりにも非力すぎる力だ。

　──俺おれの手で、俺を受け入れなかった世界を変えてやるんだ。

　その為には、ネブラの持つ『力』を得なければならない。

　自分の使命を思い出しながら、ティムは静かに拳こぶしを握る。

　彼を含む『ラルウァ妖怪』の面々は、昨日と同じように、通りを挟はさんだ向かい側から『ネブラ』のビルの様子を窺うかがっていた。

「……クリストファー達は？」

「見当たりません」

「ちッ……アデルめ……まあいいさ。元からクリストファー達は計算の内に入れてねえんだ。時間になったら、このまま作戦は開始する」

　部下にそう命じながら、ティムは『ネブラ』の誇る高層ビルの入り口に目を向けた。

　まだ午前中だからか、それとも激しい雨のせいか、これ程のビルだというのに、人の出入りは殆ほとんど見られない。

「計画通りだな。人の出入りのねえ内に、全てを終わらせる必要があるからな……」

　そのまま静かに観察を続けていたティムは、しばらくは安心して眺めていたのだが──

　10分ほど経たった時、彼の視界に一つの違和感が現れた。

「……？」

　大通りを横切る車の内の一台が速度を緩ゆるめ、『ミストウォール』の根元、入口の前に停車した。

　それがただの車ならば問題はなかったのだが、その黒塗りの車は周囲を走る他種とは明らかに一線を画しており、選ばれた人間しか乗る事を許されない、そんな自己主張を形にしたような高級車だった。

「……『ネブラ』の幹部か？」

　突然現れた高級車が気になったティムは、その中から現れる人物の姿を確認し──

「！」

　その人物の正体に気付き、『ラルウァ妖怪』のボスは思わず全身を強こわ張ばらせた。

「どうしたんですか、ティムさん」

　リーダーの様子を察した部下が、心配そうに声をかける。

「あ、ああ……なんでもない」

　ティムは一瞬反応を遅らせ、自分自身を落ち着けるように大きく息を吸い込んだ。

　──馬ば鹿かな。一体……何の用だってんだ？

　傘かさの下から、ビルの中に入っていく男の姿を見送り──その人物の正体が、やはり自分の見間違いではない事を確信した。

　人影が完全にビルの中に消えたのを確認してから、ティムは静かにその『大物』の名前を呟つぶやいた。




「──ベリアム……マンフレッド・ベリアム上院議員……」




　　　　⇔




同時刻　リトルイタリー




　中堅ホテルを思わせる、広くも地味な部屋の中──

　その部屋の主に対して、一人の男が声を響かせた。

「いやいやいや、悪いね、泊めてもらっちゃって。君は僕の中で友達から良友にレベルアップだよ！　うらやましいなあこのー！」

　何がおかしいのか、ケラケラと笑いながら玄関の扉をあけるクリストファー。

「失礼した……一いつ宿しゆくの恩義はいずれ返す」

「あ、あ、あの……ありがとうございました……」

　その後に続くように、チーとアデルがそれぞれ礼を告げて部屋の外に出ていった。

　後に残されたフィーロも、即座に後を追うべく壁のコートと帽ぼう子しに手をかけた。

　結局あの後、クリストファー達に説得されて翌日ネブラのビルに向かう事になったのだが、クリストファーが図ずう々ずうしくも『泊まる場所がない』と言いだした。

　フィーロにとって、得体の知れない連中をマルティージョ・ファミリーに関わらせるわけにもいかず、仕方なく自分の部屋に泊める羽は目めになってしまったのだ。

　帽ぼう子しを深くかぶり、玄関の傘かさに手をかけたところで、背後から幼い声がかけられた。

「フィーロお兄ちゃん」

　エニスに続いてこのアパートの居候いそうろうとなった少年、チェスワフ・メイエルだ。

「おお、チェス。悪いな夕べは騒がせちまって……エニスは絶対無事だから安心しろよ」

「いや、いいんだけどさ……あの、クリストファーさん達のことなんだけど……」

　チェスはどこか言いにくそうに躊躇ためらうと、誰にも聞こえないような小声で呟つぶやいた。

「……気を付けた方がいいと思う」

「ああ、んなこた解わかってるよ。結局あいつら自分の事は話さなかったしな」

「ううん、そうじゃなくて……なんていうのかな……」

　歯切れの悪い同居人に対し、フィーロは言葉を止めて相手の結論を待った。

「……あいつら、似てるんだ……感覚が……」

「誰に？」

「……エニスお姉ちゃんに」

　その答えにフィーロは一瞬キョトンとすると、笑いながらチェスの頭に手を置いた。

「ハハハッ、そんなわけないだろチェス？　あんなヘンテコな連中とエニスの、どこが似てるってんだよ」

「……そうだよね。ごめん、変なこと言って」

「ああ……安心しろって、今晩はエニスとどっかに食いに行こうぜ」

　フィーロはチェスに力強い笑みを浮かべると、そのままクリストファー達を追って外に向かった。

　チェスはフィーロが外に出るのを見送ると、一人で先刻の考えをまとめなおす。

「……もしも、僕の感じた感覚が正しいとしたら……セラードが死んだ今、そんなマネが出来るのは……」

　チェスは一人の男を思い出し、無意識のうちにその名前を呟いていた。

　かつての仲間の名前であるその固有名詞に、なにか底知れぬ寒さむ気けを感じながら──




「ヒューイ……ヒューイ・ラフォレット……」




　　　　⇔




『ミストウォール』周辺　駐車場




　ビルとビルの合間に挟はさまるように存在する空あきスペース。

　駐車場と呼ぶにはあまりに狭い敷地だったが、それでも当時の最新鋭モデルの自家用車がひしめくように並んでいる。

　その自動車の数々に挟はさまれるように、ジャグジー達は乱雑としてその場に集合していた。

　ジャグジーとニース、ドニーを除く面々は、皆一様に白い作業着を身にまとっていた。

　何本もの傘かさの下に広がる作業着姿の男達。

「大丈夫かなあ……」

　不安を欠片かけらも隠さない表情で、ジャグジーはティムとのやりとりを思い出していた。







「もう一度言っておきますけど……殺しに関わるのだけはゴメンですからね」

　珍しく力強い声を絞しぼり出して、ジャグジーはティムに仕事の内容を確認する。

「解わかってるって。あんたらの仲間はビルの清掃作業員に化けて、指定した場所でこのガスを巻いてくれりゃあいいだけだ」

「……ど……毒ガスじゃないでしょうね」

「そう思うなら、俺おれがここで吸ってやろうか？」

　暫しばらく胡う散さん臭くさげに眺めていたジャグジーだったが、やがて何かを諦あきらめたように手しゆ榴りゆう弾だんのような物体を受け取った。

「な、なんですかこれ？　……これで人が眠ねむるガスが出るってそんな……」

「昼にそこの眼がん帯たい姉ちゃんが使った煙幕と同じようなもんだ。俺らのオーナーはそういうヘンテコなもんを造るのが趣味みたいなもんでよ」

「へえ……そうなんですか」

「俺らが事前に入手した図面によると、ラボは三箇所ある。その研究施設のどれかで例の酒が研究されてるって話だ。そっちは俺達『ラルウァ妖怪』がやる。あんたらは、ただ眠り薬を巻いて警備の目をひきつけてくれりゃいい」

　ジャグジーの肩を叩たたきながら、ティムは底を見せぬ笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「期待してるぜ……ジャグジーさんよぉ」







「僕は──人を動かすのに人ひと質じちを取るような人達は認めない。だから──」

　重い覚かく悟ごの籠こめられた言葉を放つジャグジー。だが、それを遮さえぎるように仲間達が軽いノリで声をあげた。

　彼やニースは『目立ちすぎる』という理由で清掃作業員の格好はしていない。代わりに、『ミストウォール』の最上階にある展望レストランで待機することになっていた。

「わーってるよジャグジー。あいつらも出し抜くってんだろ」

「いつもの事じゃねえか」

「まあよくわかんねえが、とりあえず俺おれらが一人勝ちしようぜってことだろ？」

「ひゃっはぁ」

　いつも通りの反応。

　頭の悪い言葉にも聞こえるが、ジャグジーはこの言葉の数々が何よりもの糧かてとなった。

「ああ……やるさ」

　力強く頷うなずき、泣き虫の青年は目に鋭い光を宿らせる。

「彼らが強ごう奪だつしたその『不ふ死しの酒』って奴やつを──僕達が更に奪ってやるんだ」

　協力はしたくないが、マフィア達に対抗する手段は欲しい。

　もしかしたら、『不死の酒』はある種の取引材料になるかもしれなかった。

　ジャグジーがこの『横取り』を思いつき、後から来た赤毛の殺し屋に後押しされるような形で実行される事となった。

　強ごう盗とうから強盗をしようという大だい胆たんな計画を前に、ジャグジーの仲間達で気き後おくれしている者は誰一人としていなかった。

「僕達は──あの『フライング・プッシーフット』からも貨物強盗をやってのけたんだ。だから──今度も絶対うまくいくよ！」

　激しい雨の中、ジャグジーの仲間達の歓声があがる。

　雨音を打ち消すかのような、自分達の勝利を微み塵じんも疑わない声だった。




　雨にそびえる霧の中に、何が待ち受けているかも知らずに────




　　　　⇔




リトルイタリー　『蜂の巣アルヴエアーレ』店内




「お、エニスちゃんお帰り」

「お帰りー、エニス」

　エニスが店内に入ると、数人の友人達から声をかけられた。

　一人一人にまじめに挨あい拶さつを返していると、カウンターに座るマイザーからも呼びかけられる。

「やあエニスさん。アイザックさん達はどうしました？」

「あ、マイザーさん。……それが……」




『答えを知りたいか？』

　昨晩のロニーの言葉に、興味が無かったと言えば噓うそになる。

　だが、彼女はひとまずフィーロを安心させることを選んだのだ。

　──アイザックさん達の事を怒っているかもしれないが、それでドミノを倒した件とアイコにしてもらおう。私の事も怒るだろうけど……その時は、素直に謝ろう。

　結局、夕べはロニーとオフィスでアイザック達と過ごし、目が覚めると共にこの『アルヴェアーレ蜂の巣』へと帰ってきたのだ。

　ロニーは『ジャグジー達と話をつけに行く』と言い、それを聞いたアイザックとミリアは、『ジャグジー達に会いに行くのか？　俺おれも行くぜ』『私も！』と騒ぎ出し、ピクニック気分でロニーについて行ってしまったのだ。




「ロニーさん、アイザックさん達を連れて行ったりはしないって思ったんですけど……」

　何事も無かった事に胸を撫なで下ろすエニスに対し、マイザーがロニーの行動を説明するように言葉を紡つむぐ。

「ああ、それは……恐らく、ジャグジー達と知り合いだっていうアイザックさん達が入れば、話し合いが円えん滑かつに進むと思ったんでしょうね。それに──ロニーは、アイザックさん達の事をえらく気に入ってますからね」

「そうなんですか？」

「ええ、どういう風の吹き回しかは知りませんが」

　エニスは何ど処こと無く安心したように微笑ほほえむと、もっとも会いたい人物を探して店の中を見回した。

「あの……フィーロさんは」

「まだ君の事を探してると思いますよ。彼は今日は一日休日の予定でしたから」

「えッ」




　ジリリリリ　ジリリリリ　ジリリリリ




　エニスの中に強い罪悪感が湧わき上がり始めるのと同時に、電話のベルが高らかに鳴り響く。

　カウンターにいたセーナが電話を取ると、一言二言何かを喋しやべった後に、エニスの方に向かって受話器を突き出した。

「ほらよ、エニス。あんたに電話さね」

「私に……？」

　──もしかして、フィーロだろうか。

　──だとしたら、すぐに謝らなければ。

　慌あわてて受話器を耳に押し当て、謝罪の言葉を叫ぼうとするが──

『はぁい』

　そこから聞こえてきたのは、聞いたことの無い女の声だった。

「……え、あ、あの」

『貴女あなた、エニスさんでしょう？　酷ひどいじゃないのよ……昨日、一晩中貴女の家で待ってたっていうのに……』

「えッ」

　エニスの部屋は、すなわちフィーロとチェスが共に暮らしているアパートという事だ。その部屋に一晩中いたという女性に対し、エニスは思わず心を取り乱す。

「あ、あの！　貴女は一体……!?　それに、私を待ってたって……」

『あら、ゴメンなさい。私の名前はリーザよ、よろしく』

　クスクスと笑う電話口の向こうの声に、エニスは酷ひどく不気味なものを感じていた。

　押し黙る彼女を嘲あざけるように、リーザは淡々と言葉を並べ続ける。

『単刀直入に言うと、フィーロ・プロシェンツォは、私達が預かってるわ』

「……ッ！」

　相手の言葉を理解すると同時に、エニスの全身に衝しよう撃げきが走った。

『でもね、正直、彼にはまだ用は無いの。ただ──どうしても、貴女に挨あい拶さつしたいっていう人がいるのよ……だから……私のこれから指定する場所へ、一人で来てくれると嬉うれしいわ』

「……」

「どうしたんですか、エニスさん」

　エニスの表情から異常を察したのか、カウンターにいたマイザーが声をかけてくる。

　だが、エニスはそれに答えることもできず──ただ、相手の次の言葉を待ち続けることしかできなかった。

　──もしかしたら、これは何かの間違いではないか。アイザック達の悪戯いたずらに腹をたてたフィーロが、今度は自分の事を騙だまそうとしているのではないだろうか。

　かすかな希望としてそんな事を考えたが、次の言葉で、その思いも水すい泡ほうへと帰す。

『そうね──ミストウォールの最上階の展望レストラン。そこで会いましょう』

　──ミストウォール。

　その場所がいかなる意味を持つか、エニスは即座に思い出した。

　昨日のロニーの言葉の中に出てきた場所であり、ロニーが言うには、あの槍やり女おんなもそこにいるという『真実を摑つかみ取るための場所』だ。

『そうそう、仲間をこっそり連れてきたりしちゃ駄だ目めよ。例えば、貴女の傍のカウンターにいる、眼鏡のお兄さんとかね……』

「……！」

『なんで私が、貴女が店に入ってすぐに電話できたかわかるかしら……？』

「──ッ」

　相手の言葉が意味する事を悟さとり、エニスは思わず周囲を見回した。

　そんなエニスの姿を見ているかのように、電話の声はコロコロと笑い続ける。

『いい……【双ふた子ご】は常に貴女あなたを見ているわよ……じゃあ、待ってるからね……』

「待ってください！　貴女は一体……何者なんですか!?」

　エニスの叫びに、リーザは一いつ旦たん沈黙を見せ──そして、嘲あざけるように答えを返す。

『私はただのリーザ。だけど……』

　そして、その答えを聞き──エニスの心は、完全に凍こおりついた。

『他ほかの連中は……セラード・クェーツの意志を継ぐものよ』




　　　　⇔




「本当に……ここにダラスの野や郎ろうがいるのか？」

　傘かさを僅わずかに後ろにそらし、雨を顔に受けながら一瞬だけ見上げた白いビル。

　フィーロは眼球に入った雨を指でぬぐいながら、背後にいる三人に声をかけた。

「さあ。僕はアデルに聞いただけだし。どうなのさ、チー」

「なぜ俺おれに聞く……アデル」

「えッ？　あ……は、はい。仲間が……見張ってますから……大丈夫、だと思います……」

　自信なさげに答えるアデルを見て、フィーロは不安そうにビルを見上げ直す。

　エンパイアステートビルの影に隠れてはいるが、それでも十分に目立つ高さを誇るビルだ。

「このビルの何ど処こに──」

「それよりさ」

　緊張した面持ちのフィーロとは対照的に、ゆるりとした表情のクリストファーが口を開く。

「フィーロ君はさあ、あれだよね。よく僕達と平気で表歩けるよね」

「あ？」

　気持ちを折られる形となったフィーロが、相手の言葉に振り返り──改めて、自分に同行している三人に目を移す。

　一番まともなのが、背中に妙な棒ぼう状じようの物体を背せ負おった女。

　真まっ赤かな東洋風の傘を差した、両腕を布で覆おおう細身の男。

　そして、赤い眼球と八重歯のみの顎あごを持つ、貴族服を纏まとった男。

　普通に考えれば、絶対に一緒に歩きたくない面子メンツだ。

　──なんで俺は？

　エニスのことで頭がいっぱいだったという事もあるだろうが、フィーロにはそれ以前に思い当たる節ふしがあった。

　インディアンやピエロ、果ては日に本ほんのキモノを着て街を一緒に練り歩くような人間と、三年近くも共に過ごしているからだ。

　──ヘンテコな格好の奴やつらに慣れた？　俺おれが？

　それを認める事は、自分も『そちら側』に足を踏み込む事になるような気がして、フィーロは慌あわてて首を横に振った。

　──くそ……そういや……アイザック達は今頃どうしてるんだろう。

　このどうしようもない状況も、彼らがいれば少しは精神的に楽になれただろうか。

　フィーロはそう考えたが、結局この場に彼らがいないという事実に変わりは無い。

　──ああ畜ちく生しよう。あんなくだらねえ事で喧けん嘩かなんかすんじゃなかった。

　一瞬だけ自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべると、フィーロは傘かさをすぼめながら『ミストウォール』の中へと一歩踏み出した。







「あいつら……まさかあの格好でこの街を歩きまわって来たのか？」

　ビルの中に入ってきたクリストファー達を見て、ティムは頭を軽く抱かかえ込んだ。

　ホテルのロビーを思わせる『ミストウォール』のエントランス。

『ネブラ』という複合企業体の様々な業務が集結したビジネスターミナル。ビルの中央には十基を軽く超えるエレベーターが並び、そのエレベーターに挟はさまれるように百貨店を思わせる総合案内所が設置されていた。

　案内所のカウンターの中では整った顔立ちの女性が二人並んでおり、ビジネスライクな笑顔でビルに出入りする者達に頭を下げ続けている。

　その案内所のすぐ傍そばにある、いくつかのテーブルが置かれた待合所。

　ティムはその一番端のテーブルに座り込み、新聞を読むふりをしながら状況の管理を行っていたのだが──

　こちらに歩み寄るアデルを見て、ティムは思わず安あん堵どする。

　──クリストファーやチーだと、他人のフリしなきゃならねえからな。

「あ、あの……ティムさん……」

「遅いぞ。他ほかの連中はもう配置について──そろそろ始まるぞ」

　時計を見ながら語るティムをよそに、アデルは申し訳なさそうに質問を返す。

「あ、あの……ダラスさんは……今……？」

「？　あいつがどうかしたのか？　あいつには──最上階のレストランでジャグジー達を見張ってろって言ってある。ジャグジー達が裏切る可能性もあるしな。……あいつもグルって可能性もあるが、『人ひと質じち』はまだ効いてるみてえだからな」

「そうですか……最上階のレストラン、ですね」

　アデルは確認するように呟つぶやくと、そのまま踵きびすを返してクリストファー達のもとに歩きだした。

「おい？　アデル？」

　部下の不可解な行動が気にはなったが、ここで目立つ行動を起こすわけにもいかず、ティムはとりあえず様子を窺うかがう事にした。

　アデルが向かった先には、クリストファーとチー、そして──

「……誰だありゃ」




「えと、あの……解わかりましたよ、フィーロさん。ダラスさんは最上階のレストランにいるそうです」

「！　最上階だな……ありがとよ」

　聞くが早いか、丁ちよう度ど扉が開いたエレベーターへと駆かけ込むフィーロ。

　それを追おうともせずに、クリストファーはただ優しい表情で『友達』の事を見送った。

「さて」

　クリストファーはコキリ、と首を鳴らし──それを境に、クリストファーの纏まとっていた空気が僅わずかに揺らめいた。

　それに気付いたチーとアデルは、静かに目を細め──嬉うれしそうに口元を歪ゆがませた。

　赤目の青年はまっすぐにティムの元へと向かい、テーブルに座る『ラルウァ妖怪』のリーダーを見下ろした。

　一方のティムは、新聞から目線を動かさずに他人のフリを決め込んでいる。

「やあ、相変わらず事なかれ主義な作戦を立てたみたいじゃないか、ティム」

「……」

「君はいつもそうだ。現場の近くで『捨て駒ごま』を調達しては、さんざんぱら利用して自分達は安全かつ肝かん心じんな場所で仕事をする。……なるほど、『妖怪ラルウア』ってのはつまり、他人に取り付いて操るという意味か」

「……黙れ」

　殆ほとんど独り言のような小声で呟つぶやくティム。視線は相変わらず新聞の上を滑すべらせたままだ。

　肩をすくめるジェスチャーをしながら、クリストファーは楽しそうに首を振る。

「君は大きな成功はしないが、失敗も殆どしない。その堅実さは天才というよりも寧むしろ秀才といったところか。まあその何だ、二番煎せんじって奴やつ？　ま、安心してよ。僕らが来たからには──その秀才の仕事を、天才のレベルまで引き上げてあげるからさ」

　ニコリと笑うクリストファーに、ティムがようやく視線を向けた。

「……ヒューイの旦だん那ながどういうつもりか知らんが、お前らの手伝う余地はもうないぞ」

　冷淡な声で告げられた不要宣言に、クリストファーは更に楽しそうに首を振る。

「そう……ティムは知らなくてもいいんだよ。ヒューイさんがどういうつもりなのかなんてね」

「？　どういうことだ」

　それには答えず、クリストファーは両手を大きく広げながら踵きびすを返した。

「さてさて、夢の国へようこそ──ただし、悪夢オンリー。君はロンリー。がんばってよティム。僕らのリーダーとして、責任ある行動をねー。つまり僕は責任とらないって事だけど」

「!?　おい……」

　相手の意図がわからず、立ち上がって引きとめようとするが──時すでに遅く、クリストファーは総合案内所へと辿たどりついてしまっていた。




「メリークリスマス！」

　奇妙な格好の男から告げられた挨あい拶さつに、受付にいた女性は思わず両目を丸くした。

「あ、あの……いらっしゃいませ……。……？」

「メリークリスマス？」

　疑問系で言い直した男に対し、受付嬢じようはブロードウェイの方で何かイベントがあるのかと考えた。

　営業スマイルを崩くずさぬままで、なんとか相手に言葉を返そうとしたのだが──

「まだ二ヶ月ほど早いで────」

「ごめん、実はハロウィンでした」




　サクリ




　実際には、音は殆ほとんど聞こえなかった。

　ただ、その光景を見ていた者には確実にその擬ぎ音おんが鳴り響いたことだろう。

　サクリ、と。




　喉のどだった。

　女の喉に、クリストファーがいつの間にか取り出した拳銃の先端が刺さっている。

　先端にナイフが融合しているその奇妙な拳けん銃じゆうは、女の白い喉へ確実に致命傷を与えていた。

「　──　　──　」

　受付嬢は何かを言おうとしたが、言葉にはならず、ただゴポゴポと血の泡あわ立だつ音だけが響き渡る。

「ひッ……」

　横にいたもう一人の受付嬢が状況をいち早く吞のみ込み、最大限の悲鳴をあげようと口を開いたのだが──

　その口の中に、新たな銃の先端が突きこまれた。

「──がッ──ぁアｇｋｇ……」

　左手の銃じゆうは左の女の喉のどを突き刺し、右手の銃は右の女の口の中に。

　両腕を水平に伸ばすような格好で一瞬静止すると、クリストファーはゆっくりとその口元を綻ほころばせた。

　何本もの牙きばが覗のぞく口の中を見て、まだ意識のあった右の女は恐怖と痛みに意識を失いかけ──その最後の感覚として、視覚はクリストファーの右手が引き金を引くのを確認し──聴覚は撃げき鉄てつの降りる音と火薬の破は裂れつ音を確認し──痛覚が何かを伝える前に、彼女の全すべての感覚は暗転することとなった。

　銃じゆう声せいは通常のものよりだいぶ消音がなされており、遠くにいる者にはかんしゃく玉が破は裂れつした程度にしか感じられなかっただろう。

　だが──その時ホールにいた者達は、確実に惨さん劇げきを目の当たりにしている。

　受付嬢じようたちの喉と口から引き抜かれた銃の先からは、真まっ赤かな鮮血が滴したたり落ち──支えを失った受付嬢たちは、そのままカウンターの中へと倒れて姿を消した。

　一般客は殆ほとんど見受けられなかったが、『ネブラ』の社員や警備員達の多くがその光景を目撃し──一瞬の沈黙の後──悲鳴と怒ど号ごうが空気を震わせた。




「なに……を……」

　状況が理解できずに、眼鏡めがねの奥で目を瞬しばたたかせるティム。

　そんな彼を嘲あざ笑わらうかのように、クリストファーは子供のように高らかに歌い上げる。

「はいはいはいはいトリックオアトリート、トリックオアトリート。お菓か子しをくれなきゃ虐ぎやく殺さつするぞ♪　お菓子をくれても虐殺するぞ♪」

　童わらべ歌うたのように、自分で勝手に作曲しながら歌うクリストファー。

　警備員が銃を抜こうとするが、それよりも先に弾だん丸がんを放ち、乾いた音をホール内に響かせる。

「赤い花が咲いた♪　花びらのお菓子　食べよう　食べよう♪」

　銃声はまるで彼の歌の合いの手のように、リズムに合わせて次々と警備員達に致命傷を与えていく。

「ラララ　ラ　ラ♪」

「なにを……やってるんだ？」

　ティムは声を搾しぼり出そうとするが、緊張した筋肉がそれを許さない。

　嫌いやな汗が全身を伝う。

　目の前の光景が現実とは思えず、ただ、背中の汗の冷たい感触だけが彼を現実につなぎとめていた。

　銃を持たない社員が、外に逃げようと走りだす。

　だが──いつの間にか、開放されていた筈はずのガラスの扉は閉じられ、外側に何か看かん板ばんのようなものが見える。

　新たに人が入ってこないところを見ると、人払いのような事が書いてあるのだろう。

　それでも、内側からぶつかれば扉の一つぐらい簡単に突破できる筈はずだったのだが──

「……哀れな」

　玄関の前から細身の影が走り──逃げようとする人々とすれ違う。

　刹せつ那な、社員達の喉のどがパックリと開き──そのまま転がるように次々と転倒していった。

　倒れた者達はそれ以降動かなくなり、白い光こう沢たくを放つ石床に、赤い血が水溜たまりのように広がっていった。

　その光景を見た何人かは、ビルの反対側の出口へと向かって駆かけ出したのだが──

　どこからともなく丸い銀色が飛来し、そのまま人々の頭に突き刺さる。

「リーザ……！」

　銀色の円盤の正体を悟さとったティムは、握りこぶしを強く握り、現在の状況を受け入れようと血走った目で周囲の状況に目を凝こらす。

　ホール内にいた者は全員死にゆくかと思われたが、何人か生き残った者や、そのまま出口から逃げることができた者達もいたようだ。

　ティムはその共通点に気付き、頭の中に疑問符を並べ立てる。

　──!?　ここの……『ネブラ』の社員じゃない奴やつだけ……？

　殺された者達は、皆平等に『ネブラ』の社員証を身につけている者達だ。

　その事に気付くと同時に──ティムは、自分が冷静になっている事に気が付き──叫ぶ。

「なにを……何をやってるんだ手前てめえらぁぁぁぁぁ───ッ！」

　ホール中に響くその叫びを聞いて、クリストファー達は静かに動きを止める。

「なにって」

　いつもの優しい微笑ほほえみを向けながら、クリストファーは淡々と理由を語る。

「仕事さ。決まってるだろう？　一つは君達がやりやすくなるような手伝い。もう一つは──ヒューイさんから直々の指令だよ」

「なッ……」

　ティムの混乱を見透かしたように、それまで何もしなかったアデルが口を開く。

「ティムさん、えと、あの……『双ふた子ご』を通して……ヒューイ様から直じき々じきに連絡が来たんです。『ラルウァ妊怪』ではなく、私達『ラ吸ミ血ア鬼』に直接……。それで、その……ここの『ネブラ』のＮＹ支社の人間を、全て殺せって……」

「なッ!?」

　──そんな馬ば鹿かな話があるか！

　ティムの知っているヒューイは、無関係な人間が死ぬのを嫌う傾向があった。だからこそ、『レムレース幽霊』のテロ活動なども、無差別なものは決して行わなかった筈だが──

　そこまで考えて、ティムはふと気付く。

　今の虐ぎやく殺さつでも、クリストファー達は社員以外の一般人を一人たりとも殺してはいない。

　ティムはある推測を行い──同時に、己の推測のおぞましさに吐はき気を催した。

「まさか……まさかだろ？」

「そのまさかだよ！　リーダー？」

　彼の心を読むかのように、クリストファーが楽しそうに口を開いた。

「栄はえある事だね。このビルは、いや、この『ネブラ』に関わる全すべてのものは──ヒューイ・ラフォレットの実験体に選ばれたのさ！」

　ヒューイ・ラフォレットは、『実験』の対象以外には徹底的に無害を通そうとするが──一いつ旦たん『実験体』と定めた相手には、いかなる非道な手段もやってのける男だ。

　それは理解していたつもりのティムだったが、これ程大規模な『実験体』は初めてだった。

「なんで……そんな」

「言ったろ？　ヒューイさんがどういうつもりか、ティムは知る必要は無いんだよ。もちろん僕らも知る必要はない。だからどういう意図かなんてちいとも聞いてないんだ」

「……」

　肝きもを冷やすティムをよそに、クリストファー達は今後の事を話し合う。

「じゃ、僕とアデルは展望レストランのコックとか殺して降りてくから、チーは下からな。リーザはここに残って、逃げる社員を仕留める。これでＯＫ？」

　チーとアデルは無言で頷うなずくと、それぞれの道へと向かって歩き出した。

　クリストファーとアデルはエレベーターの中へ、チーは非常用の階段へと向かって姿を消していく。




　虐ぎやく殺さつ者達の姿を静かに見送ると──ティムは、持っていた新聞紙を床に思い切り叩たたき付けた。

「そうかい」

　小さく呟つぶやいたティムは、開き直ったような笑みを浮かべていた。

　自分の置かれた境遇を理解し、驚きよう愕がくし、恐怖し──だが、今は笑っていた。

「呪のろわれた道か。俺の選んだ道だ。解わかっていたはずだろ。なあ？」

　開き直ったわけではなく、自分が選んだ道に対する『覚かく悟ご』を改めて固めたかのように。

「……やってやるよ。どうせ俺おれは──８年前に全てを捨てた身だ」




　それと同時に、ティムの腕時計が11時を指した。

「……時間だ」




　各階のオフィスで、薄い霧のような煙が舞い上がる。

　その霧はすぐに空気に溶とけ込んでいったが、効果は消える事は無く──煙を吸い込んだ者から順に、深い眠ねむりへと陥っていった。

　一階で起きた惨さん劇げきを知らず──ジャグジーの仲間達は、そして『ラルウァ妊怪』の面々は、自分達の目的へと向けて一歩目を踏み出したのだ。




　そして──『ミストウォール』は、静かな混乱に包まれた。




　　　　⇔




最上階　展望レストラン『バベル』




　時は、僅わずかにさかのぼる。




『ミストウォール』の最大の呼び物である、『ネブラ』直営の展望レストラン。

　周囲の壁の殆ほとんどが窓ガラスで構成されており、まさしく空中庭園のような気分を満喫できる憩いこいの場であり、エンパイアステートビル程ではないが、マンハッタンを一望するには十分な高さの展望台でもある。

　料理の値段もリーズナブルな物から高級品まで幅が広く、様々な階層の人間に愛用されているレストランだ。

「ふーん。この『バベル』も『ネブラ』の直営チェーンなんだ。……本当に『ネブラ』って何にでも手を出すよね」

　眼帯の上にかかる眼鏡めがねを直しながら、ニースがサンドイッチを食べながら外の景色を眺める。

「こ、怖いよ。ねえやっぱり窓際の席は止やめようよう……」

　子犬のように震えながら、外を見ないように目を逸そらし続けるジャグジー。

「走る列車の屋根の上よりはましだと思うよ、ジャグジー」

「あ、あの時は……僕も必死だったから……」

「ジャグジーも食べなよ」

「むが、うまい。ジャグジー、食う、いい」

「み、みんなが危ない橋を渡ってるのに、僕だけご飯を食べるなんてできないよ……」

　もごもごと口ごもりながら、ジャグジーは窓と反対の方向に顔を向け続けた。

　六人がけの大きなテーブルに、ジャグジーとニース、そしてドニーが二人分の席を占領する形で腰をかけている。

　ダラスは少し離れた席に座り、眉を顰ひそめながらひたすらメニューを睨にらみ付けていた。

「大丈夫だよ、ジャグジー。きっとうまくいくから！」

「う、うん……」

　ニースの励ましに力無く頷うなずこうとするが、その際に窓の外を見てしまい、泣きそうになって顔を背ける。

　そんな機械的なやりとりを繰り返す彼らの元に、ウェイターが一人、かしこまった表情でやってきた。

　ジャグジー達のようなチンピラ風の客にも、ウェイターは他ほかの客となんら変わらぬ一礼をしてみせた。そして、僅わずかに申し訳なさそうな目をしながら、

「申し訳ございません、相席三名様、よろしいでしょうか」

　と口にした。

「あ、は、はい、構いませんよ」

「いいの？」

　小声で尋ねるニースに、『だって、断ったら怪しまれるでしょ』と言葉を返す。

　そのままジャグジーは笑顔で新しい客を迎えようとして──




「すまんな」




　目の前に座ったロニー・スキアートの姿を見て、彼は笑顔のまま意識を失いかけた。







　かろうじて意識を現実に踏みとどまらせ、ジャグジーは泣きそうな顔で口を開く。

「な……なんで、どうしてここが！」

「手品だ」

　──そんな馬ば鹿かな。

　そう叫ぼうとしたジャグジーだったが、ロニーの横から飛び込んだ顔をみて口を閉ざす。

「な、ジャグジー！　ロニーの手品、すげえだろ！」

「人体発見ショーだね！」

　唐とう突とつに顔を見せたアイザックとミリアに、ジャグジーは再び目を丸くした。

「アイザックさん！　ミリアさん！　どどど、どうしてここに!?」

　驚いた顔をする三人を見ながら、ロニーは楽しそうに言葉を紡つむぐ。

「さて……今日は逃げずに話を聞いてくれると助かるがね……」




　無む邪じや気きに笑うアイザック達の姿を見て、拳こぶしを震わせる者がいた。

　──なんで……なんであいつらが！

　自分を車で撥はね飛ばしたカップルが、自分から二つ離れた席で楽しそうに談笑している。

　まるで、この世の苦労を何一つ知らぬような顔で。

　──おちつけ……今はまだだ。今はあいつらを殺してる暇ぁねえ。

　憤怒ふんぬの形ぎよう相そうで耐え忍んでいるところに──彼の堤防を決けつ壊かいさせる存在が現れた。

「ロニーさん！　それにアイザックとミリアも……なんで!?」

　どこか聞き覚えのある声に、反射的に顔をあげるダラス。

　その視線の先にいた者は──自分におぞましいまでの殺意を植えつけさせた人物。ダラス・ジェノアードにとっての『全すべての元げん凶きよう』──フィーロ・プロシェンツォの姿だった。




「フィィィィロォォォォォッ！」

　気が付いた時には、既すでに叫びをあげていた。

　魂たましいを搾しぼり出したような怨えん嗟さの叫びに、店中の視線がダラスの元に注がれる。

「ダラス……ッ！」

　フィーロが叫びをあげると、ダラスは椅い子すから立ち上がってゆっくりと歩ほを進め出した。

「手前てめえ……手前……わざわざ殺されに来るとはな……恐れ入ったぜ……」

「だ、ダラスさん!?」

　驚いたのはジャグジーで、慌あわてたようにダラスの顔を見るが、彼の目に籠こめられた殺意に思わず視線を逸そらしてしまう。

　自分に迫る殺意の塊かたまりを前に、フィーロは強い視線を投げ返し──

「ダラス……エニスは何処だ！」

　威い風ふう堂どう々どうとした叫びに、ダラスの動きが一瞬止まる。

「……はぁ？」

　一瞬、二人の間に沈黙が流れる。

　店中の人間が彼らに注目する中で、アイザックだけが何かを考えるように宙を見つめ──やがて、自分の目的を『思い出した』。

「ああーッ！」

「!?」

　沈黙を破る突然の叫び声に、周囲の注目がアイザックへと移動する。

「あっはっは！　安心しろフィーロ！　お前の大事なエニスは、俺おれとミリアが助け出した！」

「ばっちりだね！」

「え？」

　アイザックの叫びで気を乱されていたフィーロが、二人の言葉に思わず覇は気きを弱らせる。

「な、ほ、ほ、本当か!?」

　フィーロはダラスそっちのけでアイザック達に詰め寄り、続いてロニーの顔を見た。

　ロニーはチラリとフィーロの目を見て、「まあ、な」とだけ呟つぶやいた。

「本当か！　本当にエニスは無事なんだな……」

　安あん堵どしたように力を抜くフィーロ。

　ダラスは混乱したような表情で事態を傍ぼう観かんしていたが、やがて自分が完全に無視された事に気付き、殺意を激増させて床を蹴ける。

「無視してんじゃ────」

　そして──次の瞬間、フィーロの靴の裏がダラスの膝ひざを押さえ込んだ。

「────え？」

　そして、バランスを崩くずしたダラスの腕をフィーロが摑つかみ──

　次の瞬間、ダラスの体が綺き麗れいに一回転し、そのまま地面に組み伏せられてしまった。

　おおおぉぉぉお

　レストランの中に軽いざわめきが起こる。

　腕を押さえながらしゃがんでいるフィーロは、眼下でうめく男に呆あきれながら呟つぶやいた。

「相変わらず弱いな、お前は」

「……ッ！」

　ダラスは目を見開き、いまだに殺意の消えやらぬ目でフィーロの足を睨にらみ付ける。

　だが、体は完全に押さえ込まれ、首を動かすこともままならない。

「さて……エニスを攫さらった落とし前……どうつけてくれるんだ？」




　全すべてのトラブルが収まったかに見えた、その刹せつ那な──ロニーが表情を曇らせた。

「？　どうしたんだ、ロニー？」

「具合でも悪いの？」

「あ、そうか。フィーロがエニスの心配しかしてないからだ」

「嫉しつ妬とだね！」

　アイザック達が騒ぐのをよそに、ロニーは静かに耳を澄まし──やがて、自分のこめかみを人差し指でトン、と軽く叩たたいて見せた。

　そして、ロニーは唐とう突とつに顔をしかめると、フィーロ達に向かって静かに呟いた。

「まずいな。ここまでやる奴やつらだとは思わなかった」

「？　どうしたんですか？　ロニーさん」

「な、なに？　なんなんですか？」

　フィーロとジャグジーの問いかけに、ロニーは静かに目を閉じ、言葉だけを紡つむぎだす。

「……一階から、銃じゆう声せいが聞こえた」

「？　一階って……ロニーさん、ここ、最上階ですよ？　聞こえるはずが……」

『一階の方』ではなく『一階』と断言するロニーに突っ込みを入れるフィーロ。だが、ロニーの表情には微み塵じんの迷いも見られない。

「まだ『戦場』とまではいかんが……このビルは──『殺戯場キリングフイールド』になった」

　口では真剣に言うが、ロニーは、心中ではこの状況を楽しんでいた。

　──さて……役者が揃うのは、そろそろか────




　　　　⇔




『ミストウォール』入口




「どうー？　マリアちゃん」

「ウーン、なんかヤバそうな匂においがプンスカするよアミーゴ！　なんか、中でいっぱい人が倒れてる！」

　閉じられたガラス扉から中を覗のぞき、後ろにいる面々に告げるマリア。

　そこにはチックの他ほかに『葡萄酒ヴイーノ』、シャーネ、そしてファンとイブが並んでいる。

「睡さい眠みんガスがどうこう言ってたからな、多分寝てるだけだろう」

「でも、こんな堂々トやるナンて……。思ったよりもヤバそうだネ……イブちゃん、俺おれらは外で待ってた方ガよさソウだよ？」

「でも……」

　ファンの言葉に、イブは一瞬戸と惑まどいを見せた。

　兄であるダラスが、この『ミストウォール』の中にいるというのだ。

　長く探し続けた兄がいるこのビルの中で、明らかに何かが起こっている。それなのに、自分だけが安全な場所で待つというのが躊躇ためらわれたのだ。

「いいから待ってるといいさ。あんたが中に来るって言ったら、多分コックもついてくる。あんたはいいが、コックまで危険にさらす気は無いんだろう？」

『葡萄酒ヴイーノ』の言葉に納得して、まだ未み練れんを残しながらも頷うなずくイブ。

「あの……兄を……よろしくお願いします……」

「ま、命だけは保証してやるさ。っていうか、あいつは不ふ死じ身みだって話だから、心配することないんじゃないか？」

　そう言いながらビルの入口に向かう『葡萄酒ヴイーノ』。

　イブ達はそのまま傘かさを差して、向かいのビルで待とうという事にしたのだが──振り返ろうとする少女の背に、マリアが笑顔で声をかけた。

「夕べはゴメンね」

「えッ」

　既に自分が人ひと質じちに取られた事を忘れかけていたイブは、反応に困ってオズオズとした会え釈しやくをしてみせた。

「あなた、昨日一回も泣かなかったね。きっと強くて綺き麗れいになるよ、アミーゴ！」

　爽さわやかに告げられたその言葉に、イブは照れて顔を赤くした。

「そんな……でも……信じてましたから……」

「信じてたって、何を？　アミーゴ」

「ラックさんのお友達なら、きっと何か理由があるんだろうって……」

　優しい笑顔を浮かべるイブを見て、マリアは呆あきれたように声をかけた。

「あなた、お人よし過ぎるよアミーゴ。そんなんじゃ、いつかきっと酷ひどい目にあうよ？」

　皮肉のつもりで言った言葉だが、イブは素直にその言葉を受け入れた。

「はい、そう思います。……でも、それでも私はかまいません」

「……やっぱり、貴女あなたは強くなるよ、アミーゴ」

　少女の目の中に宿る強い光を見て、マリアはそっとそれを羨うらやんだ。

　──私も、子供の頃はこうだったのかな。

　いまだに迷い続ける自分を見たら、過去の自分はなんと言うだろうか。

　少しだけ自じ虐ぎやく的に笑いながら、マリアは改めて自分を取り戻す覚かく悟ごを固め直した。

　──例え、あの槍やり女おんなと刺し違える事になっても──？

　そんな相手の様子を見て取ったのか、イブはあたふたしながらも声をかける。

「あ、あの……がんばって、ください！」

　何をがんばれと言ったのか、イブにも実のところよくわかっていなかった。

　だが、昨日のチックとマリアの会話を傍そばで聞いて、自分も何か言葉を返さねばならないと、反射的に口から出てきた言葉だった。

「ご、ごめんなさい……でも、今のマリアさん、凄すごく思いつめた顔してたから……」

　部外者からの『がんばれ』という励まし。場合によっては怒りに感じる者もいる言葉だが、マリアは素直に受け取り、満面の笑みで手を振った。

　──そうだよね。相打ちじゃ意味がないよねえ。

　生きるべきか、命をかけるべきか──その天てん秤びんの上で揺れていたマリアだったが、イブの何気ない一言に押されて、彼女はなんとしても生きて帰る事にした。

　──この子には、ちゃんと人ひと質じちにしちゃった借りを返さないとね。

　生き残る事を決意した彼女の笑みは、いつも通りの、天てん真しん爛らん漫まんな輝きだった。

　一度は失われかけたその笑顔。雨が強く降り続くこの町のなかで、イブは久しぶりに日の光を見たような気分になり──口元が、自然とほころんだ。

「綺き麗れい……」
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　ビルの入口には『防災設備の緊急点検中につき、立ち入りを禁ず』と書かれた看かん板ばんが立てかけられており、玄関には全すべてカギがかけられている。

「叩たたき斬きって入ろうか、アミーゴ」

　マリアが日に本ほん刀とうを構えるのを見て、『葡萄酒ヴイーノ』が呆あきれたように呟つぶやいた。

「やれやれ……騒ぎを大きくする気か？　殺し屋とは思えない大だい胆たんさだな」

「……じゃあどうするの？」

　ぷう、と頰ほおを膨ふくらませるマリアの髪に手を伸ばし、『葡萄酒ヴイーノ』はその豊かな髪から一本のヘアピンを抜き取った。

「あッ、何するのアミーゴ！」

　抗議の声を無視して、『葡萄酒ヴイーノ』はヘアピンの先を扉の鍵穴に差し込んだ。

「わあ、クレアさん、そんな事もできるんですかー」

「フェリックスだ。まあ、昔色々とな」

　得意げにヘアピンを操り、いよいよカギが開こうかというその刹せつ那な──

『葡萄酒ヴイーノ』は、ガラスの中にこちらへ近づく人影を確認した。

　ビルの中の影ではない、外の景色が反射した中、つまり自分達の背後から近づいてくる。

　その人影から並々ならぬ気配を察した『葡萄酒ヴイーノ』は、ゆっくりとその場を振り返った。

　見ると、そこには傘かさも差さずに濡ぬれ鼠ねずみとなった一人の娘むすめの姿があった。

　黒いスーツを纏まとった娘で、『葡萄酒ヴイーノ』には見覚えがない少女だった。ただ、他ほかの三人は一瞬の間をおいて、その娘が先日ジャグジー（イブ）の家で会った娘だという事を思い出す。

「……」

　スーツの娘はチック達が目に入らないかのように隣の扉へと向かい──カギが掛かっているのを確認すると、ステップを踏むように大きく一歩後退した。

　そして──

　背後を振り返るように回転しながらジャンプしたかと思うと、その勢いを全すべて足に込めて、空中回し蹴げりを扉の枠わくに叩たたき込む。

　衝しよう撃げき。

　その激しい衝撃は、まるでビル全体を揺らしたものと錯さつ覚かくするほどであった。

　何かが折れる音が響き渡り、扉の一つが外そと枠わくごと外され、歪ゆがんだ形となってビルの内部へと倒れこむ。

　スーツの女はそのまま中に入り込むと、周囲に倒れていた人々の体をチラリと見て、一瞬何かを迷うように立ち止まったが──目的はそこには無かったのか、中央にあるエレベーターへと向かって足早に去っていった。




　カチャリ




　それを見送ったところで、『葡萄酒ヴイーノ』の手の先あたりから、カギの開く音が小さく響く。

「うわぁー。台無し。俺おれ、台無し」

『葡萄酒ヴイーノ』は笑顔で立ち上がったかと思うと、外側に開くタイプの扉を、なぜか内側に向かって片手で押し込んだ。




　メリメシメキ




　何かがゆっくりとちぎれるような音がして、扉がゆっくりと、開くはずのない内側へと折り曲げられた。

「ちょっとスッキリ。だが許せん。あの女に断固抗議する！」

「落ち着いて!?　大人おとなげなさすぎだよアミーゴ!?」

「馬ば鹿かな……大人と子供の境目など、あってないようなものだ……つまり『大人げない』などという言葉は俺的には存在せん」

　笑いながら怒るという微妙な表情になっている『葡萄酒ヴイーノ』だったが、その前にシャーネが立ち塞ふさがり、金色の瞳ひとみでじっと『葡萄酒ヴイーノ』を見つめこんだ。

　一瞬の後、『葡萄酒ヴイーノ』は照れたように笑いながら言葉を紡つむぐ。

「まあ、その……シャーネがそこまで言うなら」

「何も言ってないじゃない」

「しかしシャーネ、こんな人前でそんな事言うなんて照れるじゃないかハハハハ」

「……今のあなた、傍はたから見るとグレートお馬ば鹿かさんだよアミーゴ？」

　マリアはかわいそうなものを見る目で『葡萄酒ヴイーノ』を見つめていたが、ふとシャーネの顔を見ると、どこか照れたように目を逸そらしている。

「クレアさんとシャーネさんはラブラブだねー」

「よせよチック！　あとフェリックスな」

　照れながらバンバンとチックの背中を叩たたく『葡萄酒ヴイーノ』の姿を見て、マリアは呆あきれたように独りごちた。

「……私、なんでこんな奴やつに負けたんだろ……」




　　　　⇔




展望レストラン




「みんな……自然って好きかい？」

　エレベーターから降り立った男は、開口一番そう告げた。

「いいね。展望台って。周囲には空しかない。３６０度自然が広が……おおっと、エンパイアステートビルが見えちゃってるじゃない。台無し。金返せ。自然を返せ。そう思わないか？」

　突然わけの解わからない事を言い出した、赤い目をした奇妙な男。背後には妙な棒ぼうを担かついだ女が控え、男の行動を無言で見守っている。

　レストランの客達は、何かのショーの一環だと思っているのか、注目こそすれ、まだ特別に騒ぎ出したりはしていなかった。

「あいつ……」

　ダラスを押さえ込んだままのフィーロが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしてクリストファーを睨にらみ付けた。

　──他人のふりをしよう。

　そう決めた瞬間、間の悪い事に向こうがフィーロに気がついた。

「やあ、フィーロ！　ダラス君とやらには会えたかな？」

　親しげに話しかけてくるクリストファー。一度は離れた客の注目が、再びフィーロの身に注がれる。

「……」

　顔を真まっ赤かにしているフィーロの横では、アイザックとミリアが互いに耳打ちしあっている。

「お、おいミリア！　手品師の人だ！　あの後ろにいる女の人、昨日の手品師の人だぞ！」

「本当だ！　凄すごい凄い！　こんなところで会えるなんて、マジックショーはもう始まってるんだね！」

「きっと、あの手品師っぽい格好の人が、あの女の人のお師し匠しよう様なんだぜ！」

「凄ぉい！」

　勝手にはしゃいでいるアイザック達とは対照的に、ジャグジー達は不気味なものを見るような目でアデルとクリストファーを交互にみやり、ダラスは床に組み伏されながらも、アデルの事をフィーロに向けた以上の殺気で睨にらみ付けている。

　ただ一人、ロニーだけが我われ関かんせずといったいつもどおりの表情を浮かべていた。

　沈黙に耐えかねたのか、フィーロが居心地の悪そうな声を絞しぼりだした。

「お前さ、本当に何しに来たんだよ。この街に」

　その問いかけに答える代わりに、クリストファーは静かに頷うなずいて、背後のスタッフルームの方に振り返った。

「ところで、この店の支配人はどなたですか！」

　彼の問いかけに、店内にいたスタッフ達は皆顔を見合わせたが、やがて、一人の初老の男が厨ちゆう房ぼうの中で手をあげた。

「私ですが……」

　その初老の紳しん士しの胸に『ネブラ』の小さい社員証があるのを確認し──

　クリストファーは懐ふところから銃じゆう剣けんを抜き放ち、相手が驚く間も与えずに弾だん丸がんを発射した。

「──ッッ」

　弾丸は頭に直撃し、支配人が厨房の中に崩くずれ落ちる。

　そして──展望レストランは今度こそ悲鳴と混こん沌とんに包まれた。




「何を……何をやってんだよ、オイコラ」

　目の前で起きた光景を、信じられないような表情で見つめているフィーロ。

　店全体が騒そう然ぜんとする中で、彼の呟つぶやきは完全にかき消された。




　突然起こったこの異常事態の中で、誰よりも早く動いた人間が一人いた。

「ドニーッ！」

　ジャグジーが叫ぶと同時に、ドニーは自分の目の前のテーブルを片手で持ち上げ、まるで空あき箱のように軽々と、しかし必殺の威力を持ってクリストファーに投げつけた。

「おっと」

　クリストファーはそのテーブルを、足を動かす事無くよけてみせた。

　まるでブリッジをするかのように、背中を大きくのけぞらせ──90度近く体を後ろに反そらして見せたのだ。

　地面と水平になった鼻先を、巨大な質量が飛び越した。

「惜しかったねえ……っと」

　彼が体を起こすと、そこには巨人が立ちふさがっていた。

　投げると同時に接近していたドニーが、銃じゆうを握るクリストファーの腕を摑つかみあげる。

「ドニー！　そのまま押さえつけて！」

「むぐ……」

　ドニーはジャグジーに言われるままに、全体重をかけてクリストファーを押さえ込もうとするが──

「すごい力だね。震えが走ったよ」

　クリストファーは空あいている左手でドニーの右手を押さえると、下から持ち上げるようにドニーの体を押し上げ始めた。

「むぐ……ジャグジー……こいつ……力、強い……」

「まさか……ドニーと力比べするつもり!?」

　ニースが驚きよう愕がくの声をあげると、クリストファーはニヤリと笑いながら、唐とう突とつに己の全体重を移動させた。

「力比べなんかするわけないでしょ？　こんなごついのとさぁ」

　摑まれていた右手を勢いをつけて振りほどくと、クリストファーはドニーの股またをくぐって背後に回り込んだ。

「バイバイ、ガリバー」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみながら、ドニーの後頭部に銃を向けるクリストファー。

　その目の前に、黒い塊かたまりが現れる。

　ニースが放り投げた閃せん光こう弾だんだ。

「？」

　次の瞬間、その塊が弾はじけ飛び、まばゆい光がクリストファーの目を眩くらませる。

「！」

　その隙すきをついて、新たな人影がクリストファーに躍おどりかかる。

　ジャグジーが相手の銃を奪おうと地を蹴けったのだ。

　だが──

「────ッ」

　あと一歩で銃に手が届くという所で、ジャグジーは突進を止められた。

　彼の喉のど元もとには、十字に輝く鋭い穂ほ先さきが突きつけられていた。

　いつの間に装備したのか、そこには長い十字槍やりを構えたアデルの姿が。

「あの、その、すみません。ジャグジーさん……この人は、その……味方なんですけど……」

　申し訳なさそうに呟つぶやくアデルに対し、ジャグジーは怒りを込めた目で言葉を返す。

「人は殺さない、そういう約束だった筈はずです……！」

　ジャグジーの言葉に、アデルは困ったように目を伏せ──

「えと、あの、すみません、本当にすみません……」

　次の瞬間、困ったように笑って見せた。

「でも、ほら……約束したのは、私じゃありませんから！」

　ニッコリと微笑ほほえむアデルの顔を見て、ジャグジーは背筋が思い切り寒くなった。

　──違う。

　──このアデルっていう人──ティムって人よりも、もっともっと不気味な──

　そこまで考えたところで、彼の思考は一いつ旦たん停止する。

　己のこめかみに、鋭く冷たい何かが触れているのを感じたからだ。

「ジャグジー！」

　ニースが悲鳴にも似た声をあげる。

　目線だけを横に滑すべらせると──そこには銃じゆうの先端についた、奇妙な形状のナイフがあった。

「やるねえお兄さん達。ティムの捨て駒ごまにするにゃもったいないよ。いやほんと」

　優しい笑顔を浮かべながら、引き金に既すでに指をかけているクリストファー。

　何かの軽いはずみでも弾だん丸がんが発射されるという状況の中で、悲鳴をあげていた客達も一いつ斉せいにその声を凍こおらせ、ある者は目を逸そらし、ある者は凝ぎよう視ししたまま目が離せなくなる。

「やめろ」

　その声を発したのは、いまだにダラスを押さえ込んだままのフィーロだった。

「お前、本当に何考えてんだ」

「だから言ったろ？　仕事だって」

「……こんな仕事があってたまるか馬ば鹿か野や郎ろうーッ！」

　怒りに満ちた叫びを聞いて、クリストファーは困ったように言葉を紡つむぐ。

「いや、別にこの刺青いれずみ君を殺す理由はないよ？　だけどさ、このあとの仕事の為に、ちょっとだけここの皆におとなしくしてて欲しいんだよ。だから、適当に人ひと質じちをとっておいた方がいいかなーって。そんな軽い考えなんだけど。ダメかな？」

　淡々と語るクリストファーに、フィーロは苛いら立だたしげに立ち上がる。

「ぐぇ」

　その際に、ダラスが奇妙な悲鳴をあげた。起き上がりながら、膝ひざで首を押さえて無理矢理失神させたのだ。

「じゃあ、俺おれが人質になる。それでいいだろ？　な？」

　フィーロの提案に、クリストファーは暫しばらく沈黙し──

　次第に、その沈黙を笑い声に変へん貌ぼうさせていく。

「フフフハハハハハハハ、いやいやいや、ダメだよフィーロ。全然ダメ」

「何な故ぜだ！」

「ほら、もう僕とフィーロは一夜を共にした親友じゃない？　友達を人ひと質じちにするわけにはいかないじゃん？」

「……殴なぐるぞ？」

　こめかみをひくつかせる青年に対し、クリストファーは笑いながら本当の理由を口にする。

「だってさー。フィーロって死なないから、人質になんないじゃん！」




　　　　⇔




　地じ獄ごくは、下から昇り来る。

　血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血。血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血

　それは、まさに血だけに彩られた地獄だった。

　悲鳴をあげる暇さえなく、気付いた時には己の喉のどに新しい口が開く。

　それを見た者が状況を理解する直前に、既すでにその喉にも地獄が開く。

　地獄を生み出すのは、絶対的な鋭さ、速さ、そして残ざん酷こくさ。




「ここの従業員の数は千二百人と聞いたが……一人五百人か。骨が折れるな」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら、チーはオフィスの一つを後にする。

「ビルごと崩くずせば早いのだが……それでは標的以外も巻き込む事になる」

　彼の背後に広がるのは、元は霧のように白かったはずの、真まっ赤かに染め上げられたオフィスだった。

　チーがこの部屋に入ってから、実質30秒も経過してはいない。その僅わずかな時間の間に、彼はオフィスの中にいた数十人の『ネブラ』社員の喉を切り裂いたのだ。

「……関係者と無関係者を見分けるのは、殺す以上に骨だな……いっそのこと、『レムレース』の連中のように開き直れればいいのだろうが……ん？」

　ブツブツと呟つぶやくチーは、ふと、前方に蠢うごめいている人影を発見した。

　伏せた状態で匍ほ匐ふく前進を行っている二人組の男で、このビルの清掃作業員の服に身を包んでいる。

「……おい、ニック。前に歩いてる奴やつがいるぞ」

「なに？　じゃあもうここまでガスは届いてないって事か？　じゃあ、そろそろ立つか……」

　うつ伏せになっている人影の会話を聞いて、チーはその正体に気が付いた。

　──こいつらが、アデルの言っていた『捨て駒ごま』か。

　チーは静かに目を細めると、ジャグジーの仲間──ジャックとニックは静かに立ち上がる。

「ふー。いくら伏せてりゃ大丈夫だからってよ……結構つらいなやっぱり」

「ところであんた、社員じゃなさそうだが……もしかして、ティムさんの言ってた増援って奴やつか？」

　──哀れなものだな。『できそこない』の酒を吞のまされた後は──実験材料として消費される運命が待っているとも知らずに。

　いっその事、ここで殺してやったほうが彼らのためではなかろうか。

　そう思いながら、チーは己の腕に付けた鉄てつ爪づめをペロリと舐なめ────

　──ある違和感に気が付いた。

「……？」

「ん？　どうした、チャイニーズのあんちゃん」

「もしかして言葉通じねえんじゃねえか？」

　心配そうに覗のぞき込む二人を無視し、チーは自分の中で組み立てられていく推測に肝きもを冷やし、その真実を確認する為に、即座にその身を翻ひるがえした。

「あッ、おい」

「なんだぁ？」

　作業着の二人を置き去りにして、チーは一いち目もく散さんに元もと来た道を引き返す。

　──もしも、もしもこの推測が事実だとしたら────ッ！




　それから数分後。

　彼は、全力で最上階への非常階段を上りつつあった。

「我としたことが……！　人を殺す愉ゆ楽らくに浸つかり過ぎたかッ！」

　自分を戒いましめるように怒りの声をあげ、チーは常人離れした速度で階段を跳ちよう躍やくする。

「知っていたのか……？　ヒューイ老師は、この事を知っておられたのか!?」

　なぜかエレベーターを避けるように、あえて階段での道を駆かけ続けるチー。

　しかし、その速度はエレベーターにも決して引けをとるものではなかった。

　半分以上昇ったところで、一いつ旦たん足がもつれて膝ひざをついてしまう。それを引き金に、屋上へと向かって声高く叫びをあげた。

「……逃げろ……逃げろクリストファーッ！」




　　　　⇔




　ティムは、最上階に近い研究棟を歩いていた。

　時間と同時に、『ラルウァ妖怪』のメンバーが電話線の回路を破壊し、外部との連絡を絶つ。そして、ジャグジー達の撒まいたガスによって、重要な区画の機能はほぼ完全にダウンしているはずだ。

　──いや、クリストファー達の行動を加えれば、このビルはもはや完全におしまいだと思っていいだろう。

　しかし、ティムはもはやその事は考えない。

　ヒューイが何を考えているのかはわからないが、自分は自分の仕事をするまでだ。

　そう割り切って、彼は自らの仕事をまっとうする事にした。

「他ほかの二箇所のラボには無かった……とすると、あとはここだな……」

　ラボの入口にたどり着くと、ドアの所に『ラルウァ』の部下が二人いた。

　どうやら、ラボのカギを抉こじ開けるのに苦戦しているようだ。

「……どうした」

「あ、ティムさん……すいません。少し手間取ってしまって……ここのカギ、かなり厳重にかけられてますね」

「そうか……やはりここか？」

　彼らの情報源である『双ふた子ご』からの連絡によれば、ここがもっとも可能性の高い研究室とのことだった。日中は一切使われておらず、夜間にだけ明かりが灯ともる、他ほかの業務とは明らかに時間帯を異にする研究練との事だが────

　──しかし──それにしては警備が手薄すぎるな。いくら他の場所でトラブルが起きたとはいえ、一人か二人は残しておくと思ったが……。

　やがてカギが開き、部下の二人が慎しん重ちように内部に入り込む。

　情報どおり、内部には誰の姿も無く、安心して研究資料を漁あされると思ったのだが──




「無いだと？　馬ば鹿かな……」

　ラボの中にあったものは実験に使う機器の数々のみで、それによって生み出されたもの、あるいは研究素材の類たぐいは欠片かけらも見当たらなかった。

「どこかに移動させたのか？　……だが、三日前には『双子』がこの部屋にあるのを確認している……それから移動させたとすれば……もしや、俺おれ達の襲撃を知っていたのか？」

　いくつかの推測が頭をよぎるが、実際にこの場に無いという事実には変わりがなかった。

「研究者に直接聞くか……あまり顔を見せたくは無いが……いや、目撃者はクリストファー達が始末するか」




「君達が無む駄だな体力を使わないように忠告しよう」

　突然かけられた声に、ティム達は机などに身を隠すようにして背後を振り返った。

「このビルには君達の望むものは無い。君達が得た情報は、全すべてヒューイ・ラフォレットに対するブラフだよ……」

　そこにいたのは、中年と青年の間といった風ふう貌ぼうの男で──ティムの知った顔だった。

　背後にＳＰと思しき黒服の男を二人連れ、

「ベリアム……上院議員？　何な故ぜ……こんな所に？」

「ネブラの上層部とは昔からの仲でね……ここのラボの研究にもそれなりに支援を行っているのだよ。それに──ヒューイ・ラフォレットの子こ飼がいの姿を、一目見ておきたくてね。ここの支社長も誘ったのだが、小しよう心しん者ものの彼は昨日から休暇をとっているよ」

「それはどうも……だが、話が早い。例の『できそこない』はどこか教えてもらおうか？　研究の支援をしているなら、場所ぐらいは把は握あくしてるだろう？」

　突然現れた大物。

　全すべてを見透かすような目でティムを射抜くが、ティムも負けじと虚きよ勢せいを張ってみせる。

　──虚勢だけかよ。……くそ、アデルがいれば。

　個人的には『武力』を持たないティムとしては、頼りになるものは懐ふところにある拳けん銃じゆうだけだ。

　ただ、それが目の前の屈強なＳＰに通じるかどうか、不安が大きいのも事実だった。

「言っただろう。ここにはもう、『できそこない』の酒など無いと」

「そんな言葉を信じると思うかい」

「君はラボを勘かん違いしたな」

「……？」

　唐とう突とつな物言いに、ティムは訝いぶかしげな視線をベリアムに向ける。

「このちっぽけな部屋がラボだとでも思ったのかね？　仮にも『不ふ死し』などという忌いまわしくも強大なものを研究するというのに……」

「……どういうことだ？」

　ティムの言葉に、それまで無表情だったベリアムが自じ嘲ちよう気味に顔を歪ゆがませた。




「つまり……このビルこそ、この『ミストウォール』こそが、巨大な実験施設なのだよ」




　　　　⇔




展望レストラン『バベル』




「……知ってたのか？」

「何を？」

「俺おれの事を、知ってて最初から……」

　フィーロの憎にく々にくしげな問いに、クリストファーはため息交じりに首を振る。

「違う違う違う。最初は偶然さ！　雨に濡ぬれる君と出会ってみたら、君がまさか──ねえ。これ以上は一般庶民の前で言うのはまずいかな？　気を使うとするよ。君はほら、ＮＹニユーヨークに来てから初めての友達だし」

「ふざけた事を抜かすな」

　クリストファーの冗じよう談だんめいた台詞せりふを、周囲の客の殆ほとんどは聞いてはいなかった。冷静な何人かは耳にしているだろうが、話している意味は殆ど理解できないことだろう。

　──くそ。俺が不ふ死し者だって事まで知ってるとは……。

　フィーロが相手の正体を探ろうと、更なる問いを繰り出そうとした時──




　──……リン……──




　涼すずやかなベルの音が一度だけ鳴り響き──エレベーターが最上階に着いた事を周囲の人間達に知らしめた。

「……？　誰だ？」

　最上階は全すべてがレストランの敷地となっているので、入口というものは存在しない。レジの傍そばに一階から直通のエレベーターが三本あるという設計になっている。

　クリストファーは興味深げにエレベーターに近づき、メーターが最上階を指しているドアが開くのを待った。

　だが──ゆっくりと開かれた扉の奥には、誰も存在しなかった。

「なんだろう……ティムあたりが間違って押したのかな？」

　内部を確認しようとゆっくりと近づくと──突然上から足が生はえてきて、クリストファーの顔面を思い切り蹴けりつけた。

「ぶがッ」

　勢いよく後ろに飛ばされたクリストファー。

「クリストファーさんッ」

　突然の事にアデルも驚いたようで、ジャグジーに突きつけた槍やりを引いて、仰あお向むけに倒れたクリストファーのもとに駆かけ寄った。

　地面に倒れた暴漢の姿を見て、レストランの客は我われ先さきにと非常階段へと駆け出し、ちょっとしたパニック状態に陥ってしまう。

　そんな群集の横を素通りして、エレベーターから現れた足の持ち主──エニスは、何かを求めるようにレストラン内を見回した。

　そして──求められた相手も、その姿に力強い反応を示す。

「エニスッ！」

　フィーロの叫びに反応し、エニスは自らの『本体』の元へと駆かけ寄った。

「よ、よかった……無事で本当によかった！」

　再会を喜び合う二人をよそに、人々の多くは非常階段から階下へと姿を消していく。

　急激に人口密度が減ったレストラン内。残っている人間は数少ないが、ジャグジーやフィーロといった面子メンツは当然ながら顔を揃そろえていた。

「アイテテテテテ」

　ガランとした空間内に、やけに吞のん気きな悲鳴が響き渡る。

「おお痛い。酷ひどいな、親にも顔を蹴けられた事なんかないのにさ」

　口とは裏うら腹はらに、まったく堪こたえた様子の無いクリストファーが起き上がり、フィーロに寄り添うエニスに向かって楽しげに口を開いた。

「ま、僕には親なんていないんだけどさ」

　服の埃ほこりを払いながら、友人に語りかけるような仕し草ぐさでエニスに笑いかける。

「君と同じでね」

　その言葉に、エニスは体をビクリと震わせ、それを感じ取ったフィーロが重い表情で再度クリストファーを問い質ただす。

「お前……何者なんだよ。今度こそまじめに答えてもらうぞ」

「僕はいつだってまじめだよ。……まあいいや。せっかく可愛かわいい『妹』に会えたんだから、本当の事を教えようかな」

「……いもう……と？」

　フィーロの呟つぶやきに、クリストファーはあくまで優しい笑みを浮かべたままで、エニスの知りたかった『真実』を語り始める。

「僕達は──セラードがホムンクルスを作る過程の研究を元に作られた──出来損ないのホムンクルスだよ」

「……」

　フィーロとエニスは静かにクリストファーの言葉に聞き入り、ジャグジー達は何のことかさっぱりと言った顔で両者の顔を見比べている。ロニーは冷静な顔で椅い子すに座り続けており、アイザックとミリアに至ってはいつの間にか姿を消している。

「エニスも『全すべてを知るもの』としては全くの不完全だけど──それでも、不ふ死しと不老を受け継ぐ事ができた。だけどねえ。僕らはその前の段階で盗まれた研究から造り出されたから、『不老』しか備わってないんだよね。代わりに、エニスみたいに『本体』に命を管理される心配も無いんだけど」

　淡々と語られる事実を前に、フィーロは真剣な表情のまま、疑問に思った事を呟いた。

「……盗ぬすまれた？　ってことは……お前らを生んだのはセラードじゃないのか？」

「ああ……『生んだ』なんて、僕みたいな人造生命をちゃんとした人間みたいに……嬉うれしいこと言ってくれるよね。やっぱり君は友達だよフィーロ」

「まじめに答えろ」

「……セラードの記憶があるなら、大体の見当はつくだろう？」

　そう言われて、フィーロは己の記憶の中の『セラード』の持つ部分を探りだした。

　本当ならば触れたくも無い記憶の回廊ではあるが、相手の言葉につられて自然と頭がそのイメージを探りだし──やがて、一人の人間の名前を導きだした。

「ヒューイ……ヒューイ・ラフォレット……」




　──……リン……──




　フィーロがその名を告げた瞬間、再び、エレベーターのベルが鳴り響いた。

「ああもう、ここからがいいところなのになぁ。誰だろう」

　クリストファーはつまらなそうに呟つぶやくと、手近なテーブルに置かれた、未使用のナイフを数本手にとった。

「まあ、誰でもいいや」

「おい……何を……」

　フィーロが止める間もなく──クリストファーは、手に持ったナイフを勢いよく投げ放つ。

　まさにこの瞬間に開こうとしている、エレベーターの扉へと向かって──

「やめろッ！」

　フィーロが叫ぶと同時に、エレベーターの扉が開き、ナイフが三本、その中に吸い込まれていった。

　壁や床にナイフが当たる音はしない。

　その意味を考え、フィーロは背中にうっすらと汗あせを搔かいた。

　だが──そのエレベーターの中から、フィーロの想像をはるかに超える存在が現れる。

「危ないな」

　淡々とした声が響き、一人の男がエレベーターから高級絨じゆう毯たんの上へと降り立った。

　その手にはナイフが三本とも収まっており、軽くジャグリングをしながら前に一歩踏み出した。後ろからは黒いドレスの女と日に本ほん刀とうを持ったメキシコ娘むすめ、そして鋏はさみを腰につけた糸目の男が現れる。

「……このエレベーターの扉には、ダーツの的まとでも飾ってあるのか？　だとするならば、俺おれはそのスリリングな試みをした支配人を褒ほめたたえたいと思うがどうか」

　ナイフを苦もなく受け止めた男は、誰がそれを投げたのかという疑問をよそに、わけのわからない思いを抱いだきながらジャグリングを中断した。
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「クレア……？」

　最初は目を疑っていたフィーロだが──見覚えのある赤毛の青年に、思わず呆ほうけた声をあげてしまう。

「クレア……おい、やっぱりクレアか！」

「おお、フィーロじゃないか。相変わらず童どう顔がんだな」

「ハハッ！　数年ぶりだってのに、ひでえ言いようだなオイ」

　赤毛の男と会話するフィーロの態度に、横にいたエニスが軽い驚きを見せた。

　フィーロは自分の童顔を気にしており、カジノで童顔を挑発したゴロツキの指を全部叩たたき折った事があるのを知っていた為に、今のフィーロの態度が信じられなかったのだ。

「そうそう、フィーロ。残念ながらクレアは死んだ。俺おれの事はフェリックス・ウォーケンと呼んでくれ」

「ラックからもそれ聞いたけど、本当にわけわかんねえなお前は」

　先刻までの緊張はどこへやら、フィーロの顔にはいまや完全な笑顔が戻っていた。

　完全に話のペースを奪われたクリストファーは、初めて不機嫌そうな表情を浮かべて、突然現れた赤毛の男に声をかけた。

「なんですかあなた、一体何ど処こからこのビルに────」

「ハッハッハ。よしわかった。だから黙れ」

　有う無むを言わさぬ不条理な物言いに、流石さすがのクリストファーも呆ぼう然ぜんとした顔で口を閉じる。

『葡萄酒ヴイーノ』はフィーロに笑いかけながら、その横で呆然としているジャグジーに顔を向けた。

「ところで……この状況を見るに、なにかうまくないことが起きているみたいだな」

　その声で我に返ったジャグジーが、慌あわてて『葡萄酒ヴイーノ』に言葉を返す。

「そ、それが……もう何が何やら……」

「とりあえず、一階のホールで寝てた連中を見るに、睡すい眠みんガス作戦は成功したと見ていいのか？」

　淡々と語られる言葉の中に激しい違和感を感じ取り、アデルとクリストファーは思わず顔を見合わせた。

　そして、クリストファーが笑いながら『葡萄酒ヴイーノ』の言葉を訂正しようとする。

「はは、寝てた？　面おも白しろいですよ貴方あなた。あの血の量を見て『寝てる』なんて……」

　おおぉぉぉぉぉぉぉおおおおお

　クリストファーの言葉は、息のあった男女の歓声で打ち消される事となった。

「すげえ！　やっぱり手品の力ってすげえや！」

「万能ビックリショーだね！」

「？」

　レストラン内にいる全員が声の元に注目すると、いつの間に入り込んだのか、厨ちゆう房ぼうの中でアイザックとミリアが大きな声をあげながら惜おしみない拍手を繰り出していた。

「何やってんだ？」

　フィーロが目を凝こらすと──アイザックとミリアが、先刻クリストファーに頭を撃ち抜かれた支配人を挟はさむように座りこんでいる。

　そして次の瞬間──彼は見た。

　フィーロだけではなく、店内にいた全すべての人間達が、その奇き跡せきを目撃してしまった。

「うう……一体……何が……？」

　死んだはずの男が、うめくようにそう呟つぶやく瞬間を。

　頭を正確に撃たれたはずの支配人が、何の傷も、血の一滴すらも纏まとわずにムクリとその身を起こすのを。

「!?」

「……ッ！」

「？」

　フィーロ達は驚きよう愕がくし、クリストファーとアデルは『ある可能性』に気付き、支配人が撃たれた事実を知らない面々は頭に疑問符を浮かべている。

「まさか……」

　クリストファーはある可能性に気付き、己の得え物ものに目を向ける。

「──ッ」

　銃じゆう剣けんの先端、受付嬢じようの喉のどを貫いた筈はずの刃やいば。

　血は振り払った筈だが──それを差し引いても、その刃は輝きすぎていた。

　その事実に気付くと同時に──非常階段の方から馴な染じみのある声が響き渡った。

「クリストファーッ！」

「チー……」

　下から虐ぎやく殺さつ路ろを辿たどってきている筈のチーだが、その刃にはやはり血の一滴もついてはいなかった。

「クリストファー！　ヤバい……このビルはヤバい！　一いつ旦たん退ひくぞ！」

　他者に聞かれるのも構わずに、チーは重要な事実を叫び語る。

「このビルの従業員──『ネブラ』の社員ども──」




「全員、『不死者』だッ！」




　　　　⇔




「馬ば鹿かな……」

　呟つぶやきながら、ティムは自分の奥底から激しい嘔おう吐と感がこみ上げてくるのを感じていた。

「ありえねえ……」

「だが、事実だ。……私は反対したのだが、『ネブラ』本社にイカれた女科学者がいてな」

「誰が提案したかなんて問題じゃねえ……そんな問題じゃねえだろ……」

　あまりにもおぞましい現実を突きつけられ、ティムの精神は激しい混乱に包まれた。

「そこまで……そこまでやるのかお前ら……」

　自分を混乱させるための噓うそとも思いたかったが、この状況でそのような噓をつく理由が思い浮かばない上に、何よりベリアムの目が真実を語っているようにしか見えなかった。

「千二百人の社員を……全員できそこないの『不ふ死し者』に変えたってのかぁッ！」

「そうだ。予防接種と称して──セラードの組織から奪った『できそこない』の酒をな」

　淡々と事実を語るベリアムに、ティムは激しい嫌悪の表情を投げつける。背後にいる二人の部下も、青ざめた顔をしてベリアムの話に気け圧おされていた。

「お前らの『研究』の為に、千二百人も化け物に変えたのか……」

「寿命がくれば死ねるのだから──彼らはまだ、かろうじて人間だよ。それに──人数の程度に差はあれ、君もヒューイの為に同じ事をしようとしているではないか」

　どこまでも冷静で限りなく冷れい酷こくなベリアムの言葉に、ティムは一言も反論することができなかった。

「しかし……思うに、ヒューイはこの事実を知っていたのかもな。だからこそ、あの奇妙な連中を暴れさせているんだろう……君には知らされていなかったようだがね」

　それまで自じ嘲ちよう気味だった笑いが、明らかにティムを哀れむ色に変化する。

「偶然だとでも思っていたのかね？」

「えッ……」

「私が今日この場に来たことが……」

　不意にベリアムはティムから目を逸そらし、続きを独り言のように語り始める。

「君達が偶然だの奇跡だのと錯さつ覚かくしていたその裏では、常になんらかの計算が働いていたということだよ。今日に限らず、かつてのセラード・クェーツの事件の時も、フライング・プッシーフットの事件の時も……」

「……」

「君達はまるで蝶ちようだな。『ネブラ』とヒューイが互いの糸で相手を絡からませようとしたところに巻き込まれてしまった哀れな蝶だ。餌えさにされるわけでもなく、ただ、身動きができなくなって餓が死しするのみの存在だ。……さて、私はそろそろ失礼させていただくよ。午後の議会に間に合わなくなるのでね」

　一方的な分析を述べると、ベリアムは二人のＳＰを引き連れてラボを後にする。

　最後に一言だけ、ティムに対して背中越しに言葉を述べた。

「……私は不ふ死し者が大嫌いだ。できそこないも含めてな。……君は死を、世界の喪そう失しつを恐れるただの人間だ。陣営が異なるとはいえ──私は、君を応援しているよ」




　後に残されたティムは、暫しばらく沈黙を守っていたが──不意に顔を上げると、後ろにいる二人の部下に命令を下す。

「……他ほかの連中とすぐに合流して、このビルを脱出しろ。脱出後はソーホーのアジトを放ほう棄き、ニュージャージーのポイントＣで待たい機きだ」

「……了解しました」

「俺おれは……最上階にいるジャグジー達と、ダラスに話をつけてから脱出する」

　何かを思いつめたような目つきで、自分に言い聞かせるように力強く言葉を紡つむぐ。

「……最上階がどうなってるか、見当もつかねえけどな……」




　　　　⇔




展望レストラン『バベル』




　この『ミストウォール』で働く全すべての社員が『不死者』である。

　にわかに信じがたい事実に、フィーロとエニスは背中に冷たい筋を走らせた。

　それまで眉まゆ一つ動かしていなかったロニーですら僅わずかに目を見開いている。

　あまりにも異常な現実を突きつけられ、それぞれの脳裏に様々な思いが交錯する。

『葡萄酒ヴイーノ』はただ一言、

「へえ」

　と呟つぶやいただけで、特に不ふ死し者に対する感慨はないようだ。

　アイザックとミリアは

「なあミリア、不死者ってなんだ？」

「死者じゃない人って意味かな」

「なるほど。生きてる人って意味か……じゃあ、このビルの中に死人はいないって事か！」

「ハッピーワークだね！」

　などといつも通りの会話を繰り広げている。

　ジャグジーは突然話が大きくなった事に対応できず、双そう眸ぼうに大粒の涙を溜め始めていた。

　チックとマリアは特に興味がないのか、先刻からアデルの事を気にかけているようだ。

　そして──肝かん心じんのクリストファーは──

「……そうか。で、なんで逃げるの？」

　と、心底不思議そうな顔をしてチーを見返した。

「馬ば鹿かだと思っていたがそこまで馬鹿か！　己が不ふ死しである事を知った警備員達が押し寄せてみろ！　そもそも、不死者相手に、どうやってヒューイ老師の『皆殺し』を成すつもりだ！」

　ヒューイの名に、それまで無言だったシャーネがピクリと眉を跳はね上げる。

　他者の様子は露知らず、クリストファーは笑いながらチーに自分の答えを返す。

「どうやってって……。簡単じゃない」

　そんな事を呟きながら、クリストファーはフィーロとエニスの方に目を向けた。

「ここに、不死者を殺せる人が二人もいるじゃない」

「なッ……！」

　思わず絶句するフィーロ達を無視し、クリストファーは一人で淡々と話を進めていく。

「フィーロに協力してもらって、ちょっと千二百人『喰べて』もらえばいいだけじゃないか」

　確かに、フィーロとエニスはできそこないの不死者を一方的に『喰う』事ができる。正確にはロニーとアイザック＆ミリアもそうなのだが、この時点でクリストファーは彼らの正体に気付いていなかったようだ。

　だが、それは相手を殺すと同時に、あいての人生の記憶も全すべて受け取るということである。フィーロはかつてセラードを喰った時に嫌いやというほど懲こりているし、エニスも二度と人を喰うなどと考える事はないだろう。

　にも関わらず、目の前の男はこちらの都合も考えずに淡々と話を進めていく。

「聞いてられるか……エニス、帰るぞ」

「あ、はいッ……」

　エニスは正直、自分とよく似た存在であるクリストファー達ともう少し話がしたいと思っていたが、

　──下へ手たに話をすると、きっと引き込まれる。

　クリストファーにそんな危うさのようなものを感じていたので、この場は一いつ旦たん離れる事に同意した。

「アハハハ、嫌いやだなあフィーロ。友達を見捨てるのはよくないよ……それに、さっきの話もまだ終わってないだろう？　ねえ、エニス？」

「貴方あなた達の事は解わかりました。でも、私とセラードさ……セラードはもう関わりはありません」

「今じゃない。今じゃないんだ。……俺おれ達のボスが興味あるのは、寧むしろ過去だ」

　くつくつと笑って首を振るクリストファー。エニスが足を止めるのを確認して、満足したように話の続きを紡つむぎだした。

「君か……もしくはセラードを喰ったフィーロなら知ってるんだろう？　君自身を──完全に近いホムンクルスを生み出す手法をさ……」

「……！」

「セラードの爺じいさん、それだけはガードが堅くてねー。誰もその秘密を盗ぬすめなかったんだ」

　自分の根源に関する問いに、掌てのひらに冷汗を流し始めるエニス。

　フィーロはエニスの動揺を感じ取り、背中を向けたまま力強く言い放つ。

「エニス、聞くな！」

「フィーロは暫しばらく黙っててよ。……アデル」

　クリストファーに小さく名前を呼ばれ、アデルは静かに頷うなずいた。

　エレベーターへと向かうフィーロ達に、アデルは音もなく駆かけ寄り──脇に構えた十字槍やりを、フィーロの後頭部へ向けてなんの躊躇ためらいもなく突き出した。

「……ッ！」

　だが──その寸前で、切っ先が急に動かなくなった。

　いつの間にかフィーロとアデルの間に割り込んでいた『葡萄酒ヴイーノ』が、その切っ先を指でつまむように止めていたのだ。

　必殺の勢いで突き出された槍の一撃が、指の力だけで完全に止められたのだ。

「噓うそ……」

　ある意味、昨日ロニーにやられた以上のショックがアデルを襲う。

「お前さ、俺おれの幼おさな馴な染じみに何してくれてんの？」

　冷めた目でアデルをにらむ『葡萄酒ヴイーノ』。

「ああ、サンキュー、クレア。おかげで助かった」

「フェリックスだ」

　さも当然かのように礼を言うフィーロに、世間話のノリで答える『葡萄酒ヴイーノ』。

　そして、フィーロはクリストファーとアデルに向かって淡々と告げる。

「怒らせないように気をつけろよ、こいつ、俺おれの知る限りじゃ人類最強だから」

「人類最強とか言うな。俺がサムいだろ」

　笑いながら抗議の声をあげる『葡萄酒ヴイーノ』だが、指先の力は微み塵じんも弱まる事はなかった。

　アデルは一いつ旦たん槍やりを引こうとしたが、まるで万まん力りきにでも挟はさまれたかのように動かない。

『葡萄酒ヴイーノ』はアデルの顔を凝ぎよう視しすると、思い出したように呟つぶやいた。

「十字槍やり……。ああ……お前だろ、シャーネの顔に傷つけたのは……」

　そう呟いた刹せつ那な──クリストファーが笑いながら『葡萄酒ヴイーノ』に銃じゆう剣けんを向ける。

「邪じや魔まだよ、君」




　タン　タン　タン




　乾いた音が三度響き、ほぼ同時に、鋭い金属音が三回レストラン内に響き渡った。

「……」

　クリストファーが銃じゆうを放つと同時に、『葡萄酒ヴイーノ』は槍の穂ほ先さきを動かし、盾たてにするような形で弾だん丸がんを全すべて跳はね返したのだ。

　少しでも弾だん道どうの読みがずれれば命はなかっただろうが、『葡萄酒ヴイーノ』は顔に冷や汗一つかいていない。それどころか──

「……こんなもんで、おあいこってとこか？」

　その言葉で、アデルは自分の頰ほおの違和感に気が付いた。

　跳ね返った弾丸の一つが彼女の頰を掠かすめ、横一文字の傷を生み出したのだ。

　一日前、彼女がシャーネの頰につけたものと同じような傷を──

「狙ねらって……やったのか？」

　クリストファーは頰にうっすらと汗を流しながら、『葡萄酒ヴイーノ』の強さを納得した上で──笑顔を浮かべる。

『葡萄酒ヴイーノ』がその笑顔の意味を図りかねていると──非常階段のあたりから、新たな人物の声が響き渡った。




「なんだこりゃ……」

　階下のラボから非常階段を上ってきたティムが、状況が把は握あくできずに目を瞬しばたたかせる。

「おい、チー。どうなってるのか説明してくれ」

　非常階段の傍そばで汗を垂たらしながら沈黙していたチーに尋ねると、いつになく真剣な表情で答えが返ってきた。

「いつものことだ。クリストファーの我わが儘まま」

　何かを焦あせっているようなチーの言葉に、ティムは彼も既すでにこのビルの秘密を知っている事に気が付いた。

「……くそッ……。おい！　クリストファー！　撤てつ退たいだ！　退ひけ！」

『葡萄酒ヴイーノ』に銃じゆうを向けていたクリストファーは、視線をティムに向けることもなく、ただ言葉だけをこちらに返してきた。

「困るなあ、ティム。僕らは僕らで、君とは別の指示を受けて動いているんだけど？」

「……『ラルウァ妖怪』のリーダーとして命じてんだ！　……お前らの分の責任も俺おれが取る！」

　怒ど声せい混じりのその叫びに、クリストファーは静かに銃を構えた腕を下ろす。

「そうか……そこまで言うなら──任務は一いつ旦たん諦あきらめるよ。完全な『不ふ死し者』の協力がなきゃ達成できないことだしね」

　クリストファーは静かに笑うと、そのままティムに宣言する。

「じゃあ、あとは自由時間って事でＯＫだよね？」

「……あん？」

　ティムが疑問の声をあげた時──既にクリストファーは動いていた。

　銃を持っているのにも関わらず、わざわざ『葡萄酒ヴイーノ』の手が届く間合いまでもぐりこむ。

「！」

　突然の突進に不意をつかれた『葡萄酒ヴイーノ』だが、さして慌あわてることもなく、カウンターを合わせるように鋭い足そく刀とうを突き出すが、クリストファーはその動きを既に読んでいた。

「ダメだよ。いくら神様に愛されたからって──」

　突き出された『葡萄酒ヴイーノ』の足に飛び乗ると、そのまま相手の太ももを踏み越え、開いた体の顎あごに思い切り膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ。

　衝しよう撃げきが周囲にまで伝わるかのような勢いで、『葡萄酒ヴイーノ』の上半身が派は手でに後ろに仰のけ反ぞった。

「──人間風情ふぜいが調子に乗っちゃ☆」




　──クレアが……攻撃をまともに食らった？

　生まれて初めて見る光景に、フィーロは思わず己の目を疑った。

　背後に仰け反り、一瞬動きを止める『葡萄酒ヴイーノ』。

　その隙すきを見逃す事無く、クリストファーは更なる追撃を繰り出した。

　いつの間にか両手に構えている、拳けん銃じゆう大の特殊銃じゆう剣けん。

　両手を大きく広げたかと思うと、まるで蟷かま螂きりのように二丁ちよう銃剣を振り下ろす。

　狙ねらいは『葡萄酒ヴイーノ』の喉のど元もと、左右それぞれの動脈を確実に断ち切るコースで振り下ろされた。

　だが、一瞬早く回復した『葡萄酒ヴイーノ』が、己の両手でそれぞれの手首を受け止めた。

「……少し、びっくりした」

「人間の癖くせに……なんでアデルを、仲間を傷つけてるのさ？」

　言葉の内容は完全に怒りを表しているが、クリストファーの顔に浮かんでいるのは、相変わらずの優しさに満ちた微笑ほほえみだった。

「なんでって……うん、素直に謝れば許してやらなくもなかったんだが……そうだな、その場のノリ、と答えておこう」

「ハハハハハハハ面おも白しろいなあ君。その答えはつまらないけど」

　銃じゆう剣けんの切っ先は相変わらず『葡萄酒ヴイーノ』の喉のどを向いている。

　それはつまり、銃じゆう口こうも同じ部分を狙ねらっているという事だ。

「バイバイ」

　両手の引き金が同時に引かれ、銃じゆう声せいが重奏となって最上階に響き渡る。

　だが、弾だん丸がんは標的の喉を抉えぐる事はなかった。

　引き金にかかった指が動く瞬間に、『葡萄酒ヴイーノ』は摑つかんだ手首を支点として床を蹴けり、クリストファーの頭上をさかさまになった振り子のように跳とび越してのけたのだ。

「……っと」

　そのまま振り向き様ざまに肘ひじを当てようとするが、既すでに読んでいたクリストファーが頭を屈かがめ、自分も振り返りながら肘とすれ違いざまに銃剣の刃やいばでわき腹を狙う。

　しかし、それをさらに読んでいた『葡萄酒ヴイーノ』が再び床を蹴り、横に回転しながら一いつ旦たん相手との間合いをあけた。

「すごいなお前。いや、マジですごいぞ。俺おれがいままで見た中で三番目ぐらいに強い。無論一番は俺自身だが」

　その言葉に反応したのは、クリストファーではなくフィーロの方だった。

「……二番目は？」

「元フェリックスさん」

「誰だよ」

　フィーロの突っ込みを無視しながら、『葡萄酒ヴイーノ』は首をコキリと鳴らしてクリストファーに問いかける。

「で、どうするよ？　まだやんの？」

「言ってなかったかな？　多分僕は君を殺すつもりだけど」

「理由は？」

「雨の音がうるさいから」

　いつもの調子で答えてから、少しだけ真剣な顔になって言葉を紡つむぐ。

「噓うそ。本当の理由は、君が強いから」

「武む者しや修行中の格闘家かお前は」

「僕はね、神様に挑戦したいんだよ。神様に愛されたとしか思えない君を殺して、人間に造られた存在である自分のコンプレックスを破壊したい。ってとこでどうかな？」

「正直でありがたいね。だが、ありがた迷惑だ」

『葡萄酒ヴイーノ』は問答を繰り返しながら軽く笑うと、そのまま窓に向かって歩き出した。

「フィーロやシャーネなら、流れ弾ぐらいなんとでもなるだろうが……」

　そして、窓をコツコツと叩たたきながら、クリストファーに一つの提案を持ちかけた。

「中だとジャグジー達を巻き込んじまう。だから、外でやろうや」

「……エレベーターに乗ってる間に興きようざめしそうだよ」

「いや、だから……」

　鋭い破は裂れつ音が鳴り響き、『葡萄酒ヴイーノ』の背後にあったガラスが粉々に砕くだけ散った。

　裏うら拳けん一発で砕かれた大穴から、外に向けて空気が激しく吸い出される。

　その強風の中で微笑ほほえみながら、『葡萄酒ヴイーノ』は再度提案してみせた。

「外で、さ」

　言うが早いか、『葡萄酒ヴイーノ』は窓の大穴から外に一歩踏み出した。『ミストウォール』の上部はピラミッド上になっており、この展望レストランは丁ちよう度どピラミッドの底辺から少し上の部分に当たる。

　とはいえ、一歩踏み外せば勢いに任せて絶壁へと一直線だ。しかも、今は激しい雨が降り注いでいる状況でもある。

「どうやら、脳みそだけは神様に嫌われたみたいだね……」

　クリストファーは呆あきれながら首を振るが、躊躇ためらう事無く己も窓の穴へと歩み寄った。

「おい……待てクリストファー！」

　事態の進行する速さについていけずに傍観していたティムだったが、ふと正気に戻り、形式上の部下を引きとめようと声をあげる。

「無む駄だだ」

　だが──長年の付き合いであるチーは、諦あきらめたように首を振った。

「……見届けてくる」

　そう言うが早いか、チーもまた、豪雨に包まれた世界へと向かって駆かけだした。

　止めようと腕を伸ばしたティムだったが、その手は空むなしく空くうを切る。そして彼は、窓の穴に向かうもう一人の人影に気が付いた。

「あれは……ミリオネア・ロウで俺おれに斬きりかかってきた……」




「ああッ！　シャーネ！　行っちゃだめだ！」

　ジャグジーの叫びも空しく、シャーネも窓の外に消えていった。

　後に残されたのは、ジャグジー達三人とフィーロにエニス、厨ちゆう房ぼうでなぜか支配人の方を賞賛しているアイザック達に、ティムと──凍こおりついたように動かないアデル。

　そして──全すべてを見透かす男は、いまだに席から動かない。

　チックはオロオロと周囲を見回しているだけで──マリアもまた、己の心に縛しばり付けられて動く事ができずにいた。
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　──なんでさっき、私は動けなかった？

　──槍やり女おんながあの緑帽ぼう子しを突こうとした時。

　──どうしてあの槍やりを刀で打ち払って、『お前の相手は私だ！』と叫ばなかった？

　──今狙ねらわれた男が、赤の他人だったから？　いや、違う。違うよアミーゴ。

　──恐れてるのか、私は──

　──なんで……なんで……

　──なんで私は、『葡萄酒ヴイーノ』が出ばった時に、胸を撫なで下ろしたんだ……ッ！




　割れた窓から、激しい風と雨の音が響き渡る。

　その音を除けば完全な静寂となるであろう空間の中で、マリアはひたすら拳こぶしを握りしめる。

　チックの言葉で、立ち直ったつもりだった。

　今度あの槍女に会ったら、リベンジを挑いどんで、絶対に勝つつもりだった。

　だが、今の自分はどうだ。

　恐れている。

　一度自分を打ち砕くだいた槍を前に、自分は完全に恐れを為なしている。

　──勝てるの？　本当に勝てるの？

　自分の中で自問自答を繰り返す。

　──私は、まだ──ムラサーミァを信じられるの？




　マリアが腰の刀を握ることができずにいる間──それまで凍ったように動かなかったアデルが、静かにその顔を上にあげた。

　どこか放心したような表情だったが──やがて、独り言を呟つぶやき始めた。

「私……あの……怖かったんです」

「え？」

　独り言とは気付かず、ジャグジーが思わず返事をしてしまう。

　すると、アデルはジャグジーの方に顔を向けて、無表情のままでゆっくりと語り始めた。

「あの……えと……あの人に……槍の先を摑つかまれて動けなくなった時……凄すごく凄く怖くて……私、素す手での人にあんなことされたのって初めてで……素手を相手に負けるなんて思わなくて」

「あ、あの？」

「みんな……いいなあ……クリストファーさんもチーメイさんもリーザさんも、人をたくさんたくさん殺せて────なのに私は……」

　どこか壊こわれかけていた瞳ひとみに光が灯ともり始め、アデルはジャグジーにニッコリと微笑ほほえみかける。

「え、あの、どうも」

　思わず会え釈しやくするジャグジーを無視して、アデルは非常階段の所にいるティムに向かって声をかけた。

「ティムさん……」

「おお、正気に戻ったか。悪いが、できりゃあクリストファー達を外から連れ戻して……」

「いいですよね？」

「は？」

　アデルの微笑みを見て、ティムは激しく嫌いやな予感を覚えた。

　そして──その予感は、言葉となって現実に姿を現した。

「今回の仕事の失敗が決まったなら……もう、捨て駒は捨てちゃっていいですよね？」

「え？」

「震えが、震えが止まらないんです。きっときっと、誰かを殺せば止まると思うんです。何人も何人も何人も何人も殺せば、きっときっと止まると……思うんです。だから……いいですよね……！」

「ええ……えええーッ!?」

　ジャグジーが呆ほうけた叫びをあげるのと同時に──アデルの十字槍やりが、顔面の刺青いれずみへと向かって勢いよく突き出された。
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『ミストウォール』を見上げながら、イブは兄とシャーネ達の無事を祈り続けていた。

「この最上階に、兄さんが……」

　不安と期待を織り交ぜながら、少女は再び白くそびえる壁を見やる。

　ふと──そこで彼女は、一つの違和感に気が付いた。

　絹のような白さが売りである『ミストウォール』。

　その壁が、僅わずかに赤く染まっているように感じられたのだ。

　目を凝こらした少女は、気付く。

　気付いてしまう。

　それは、壁が赤く染まったわけではなく──

　壁の手前を降り落ちる雨の中に、赤い紅あかい色が混じっているという事を。




　ほんの一瞬で消えてしまったが、少女の目は確かにそれを見た。

　白い霧を斬きり裂さくかのように、血の、血の雨が──
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『ミストウォール』最上部




「雨に濡ぬれる僕って、自然と共存してると言えるのかな」

「かわいそうに、お前が間に立ったせいで雨と地面が泣き別れだ」

「……それ、いいね。ビックリ意見だ。さすが君だ」

　土ど砂しや降ぶりの雨の中で、二人の男が楽しげに語らい続ける。

　周囲には強い風が吹き荒れ、常人なら立っていることすら難しい状態だ。

「ずいぶん、血が出てるね」

　そう呟つぶやいたのは、クリストファーの方だった。

　対する『葡萄酒ヴイーノ』は、肩を赤黒く染めながら雨の中に濡れている。

「無理しない方がいいと思うよー。負けを認めれば、友達になった後に殺してあげるけど？」

　わけのわからない基準の取引を持ちかけながら、クリストファーは慈愛に満ちた笑顔ではにかんだ。

「まあ、ハンデだ。気にするな。……いや、寧むしろ気にして手加減してくれると、俺おれが楽で凄すごく助かるが。というか、俺にやる気がない」

　本当にハンデを与えたかと思えるように、『葡萄酒ヴイーノ』は息一つ乱してはいない。痛みも相当あるはずなのに、蚊かに刺されるよりも些さ細さいな反応しか見せてはいなかった。

「俺にやる気がない最大の理由は、この勝負に勝ってもなんのメリットもないからだ」

「メリットはあるよ。僕に勝ってたって、『ラ吸ミ血ア鬼』の皆に自慢できるよ？」

「ほう……お前はその『ラミア』ってので、何番目ぐらいに強いんだ？」

「さあ？　殺し合ったことないからわからないね」

　無責任な答えを聞いて、『葡萄酒ヴイーノ』は静かに口元を緩ゆるませる。

「正論だが、はぐらかされた気分だ」

「僕も、はぐらかした気分。結構気持ちいいね、これ」




　この『ミストウォール』の最上部は、角の部分の段差が細かくなっており、展望レストランより更に上へと昇ることができる。

　彼らはそこから最上部へと上がって、白いピラミッドの中腹で、先刻と同じような銃じゆう剣けんと素す手での鍔つば迫ぜり合いを行っていたのだが──

　クリストファーの放った銃じゆう弾だんがビルの壁に跳はね返り、その跳ちよう弾だんが偶然にも『葡萄酒ヴイーノ』の肩を直撃したのだ。

　肩から弾はじけた血が宙を舞い、そのまま血の雨となって地上に降り注いだ。

　これが自分の身に起きた事ならば、精神的なショックだけでも相当なものだろう。だが、『葡萄酒ヴイーノ』は自分から流れ出す血液を、まるで呼吸のように自然なものとして感じていた。

　あくまで余よ裕ゆうの『葡萄酒ヴイーノ』に対して、同じく余裕顔のクリストファーが言葉を紡つむぐ。

「……君じゃ、僕には勝てないよ」

「え、本当に!?　初めて知ったよ。うわー、どうしよう」

　あくまでふざけた調子の『葡萄酒ヴイーノ』の言葉を無視し、クリストファーは淡々と言葉を紡ぐ。

「キャリアが違うよ……僕はね、生まれてこのかた、50年近くもこんなことばかりやってきたんだ。理由も聞かされずに人を殺して、殺して、殺して、殺して、殺して、殺して殺して殺してころしてころしてころして……────まあ、そんな人生だったわけですよ」

　一歩一歩近づきながら、徐々に銃じゆう剣けんを握る手に力を込めていく。

「夜、寝てる時とかでも……ずっと人を殺す瞬間を想像するんだよ。そうしないと落ち着いて眠ねむれないから！　実際に五百人ぐらい殺してきて、頭の中ではその十倍も二十倍も殺してきてさ……もう、夢と現実の区別もつきやしない……君はどう思うよ？　こんな僕を」

　一いつ旦たん立ち止まって尋ねるクリストファーに対し、『葡萄酒ヴイーノ』は正直な思いを率直に告げる。

「今更だが……お前、目と歯ぁ凄すごいな」

「正論だけど、はぐらかされた気分だ！」

「……で、話して誤ご魔ま化かしてる間に──弾たま切れの作戦は思いついたのかい？」

　見透かすように告げた一言は、クリストファーの笑いを更に楽しげなものに変える。

「それが、全然！」
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展望レストラン『バベル』




　鋭く突き出されたアデルの十字槍やり。

　ジャグジーの顔面を貫くかと思われたその切っ先は、その直前で交差する銀色に止められることとなった。

　金属音が鳴り響き、雪のように白い火花が絨じゆう毯たんの上に飛び散った。

「……邪じや魔ま……しないで下さい」

「駄だ目めだよ、アミーゴ！　貴女あなたの相手は──私でしょ？」

　──やってしまった。

　強気に思わせる言葉を吐はいてから、彼女の心の中で激しい後悔が巻き起こる。

　──でも……もう、戻れないよね。

「……殺しますよ？　あの……いいってことですよね……殺しても……」

　おずおずと物騒な事を尋ねるアデルに対し、マリアは返事をする事を一瞬躊躇ためらった。

　そして、己の気持ちを誤ご魔ま化かすようにジャグジー達を振り返る。

「ほら！　何してるの！　早く離れなきゃ駄だ目めだよ、アミーゴ！」

「えッ？　あ……ははは、はいッ」

　急せかすように叫んだマリアだが、自分も共にある程度の距離をとる。

　刹せつ那な──

　後ろに飛んだ彼女の鼻先を、鋭い銀色が通り過ぎた。

「……ッ！」

　レストランの中央に位置していたアデルが、槍やりを最大限に長く持って、自分を中心に円を描くように薙ぎ回したのだ。

　十分過ぎる程に距離をとった筈はずだ。

　だが、それでもまだ足りなかったのだ。

　想像をはるかに超える槍の制空範囲に、マリアは改めて背筋を震わせる。

　──だけど……今の動きは、本来の槍の使い方じゃない。

　マリアの思いを裏付けるかのように、離れたところで様子を窺うかがっているフィーロが、『おいおい……ガキみてえな使い方すんな……』と呟つぶやいている。

　槍は突く事に主を置いた武器であるが、アデルは十字槍を用いて様々な『斬ざん撃げき』を繰り出してくる傾向があった。

　恐らくは正式な師や教本で学んだわけではなく──己の本能によってのみ技を磨みがいてきたのだろう。

　それだけに、今のような単なる『振り回し』ですら、嫌いやな圧迫感を持って見る者に恐怖を与える事になる。

　──でも……自己流は私も一緒だよ！

　あとは、どちらがより相手を出し抜けるか──

　気力や根性で簡単に勝てる相手でもない事は、一日前の敗北から嫌というほど思い知っていた。しかし、単純な奇策が通じるかどうかも怪しいところだ。

　──負けないよ。刀を、日に本ほん刀とうを、ムラサーミァの力を信じなきゃ……！




　様子を窺っていたフィーロが、横にいるエニスに小声で告げる。

「……あの日本刀の女が駄だ目めだったら、俺おれが止める」

「フィーロ」

「……ったく……お前の兄弟とか名乗る割には、みんなエニスとは比べ物にならねえ程に狂ってやがるな……」

　その言葉を聴きながら、エニスは一つの事を思い出した。

「一人……足りない……」

「え？」

　──私に電話をしてくれた女の人──リーザって名乗った女の人──




　──彼女は今、何ど処こに？
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　弾だん丸がんの切れた銃じゆう剣けんを両手に構えながら、『葡萄酒ヴイーノ』に一定の距離で対たい峙じするクリストファー。

「変わった拳けん銃じゆうだよな。アパッチ・ピストルの亜あ種しゆか？　……だが、ぶっちゃけた話……それって銃としてもナイフとしても中途半端だろ？」

　容よう赦しやの無い『葡萄酒ヴイーノ』の指摘に、クリストファーは逆に上機嫌になって言葉を返した。

「だから、いいんですよ」

「ほう」

「自然物ぶつとしても人工物としても中途半端な、僕みたいな存在にはぴったりって事です」

「お前、意外と自じ虐ぎやく的だな。……友達少ないだろ」

　またも容赦の無い言葉を、クリストファーは笑顔で受け止める。

　土ど砂しや降ぶりの雨の中で、特異的な目と歯が殊こと更さらに強調されている笑顔。その他ほかの部分が整っているだけに、余計に『吸血鬼』という印象が強く感じられる。

「友達って、いいですよね」

「否定はしない」

「こういうルールの無い殺し合いの時に──陰から助けてくれたりね……」

　その言葉が終わると同時に、雨に濡ぬれた空の中に、小さい銀色の円盤が現れた。

　未確認飛行物体の類たぐいなどではなく、目を凝こらせば、それが鋼はがねか何かで出来たリングだという事が確認できる。更に静止して見れば、その円周が鋭く研とがれているという事も。

　その物体が──俗に、チャクラムと呼ばれる類の武具だという事も──

　銀色の刃やいばは何処から飛来したのか、その軌道は、確実に『葡萄酒ヴイーノ』の後頭部に向かって進んでいる。

　あと僅わずかで頚けい椎ついに直撃するというタイミングで、『葡萄酒ヴイーノ』が静かに口を開いた。

「ああ──全くだな」

　刹せつ那な、金属音がこすれあう音が響き──

「婚約者の場合は、堂々と背中を守ってくれるらしい」

　彼の背後には、雨に濡れたシャーネと──ナイフに絡からめ取られた金属の輪が存在した。
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展望レストラン『バベル』




「あのうー。お願いしますー、あの人を止めてくださいー」

「!?」

　マリアとアデルが対たい峙じしているその最中、ティムは心臓が止まるような思いを味わった。

　完全な不意打ちだった。

　まさか、兄であるチックがこんな状況で自分に話しかけてくるなどとは、欠片かけらも想定していなかったのだ。

「止めろ……だと？」

　──何がお願いします。だよ。弟にそんな言葉使ってんじゃねえよ。

「はい、貴方あなたなら、止められると思ってー……」

「無理だな。完全にスイッチがはいっちまってる。あのクレアとかいう野や郎ろうのせいだ」

　──何が『貴方』だ。弟に敬語使ってんじゃねえよ。だからあんたは頭が悪いってんだよ、兄貴よお。

「そうですかー……」

「……」

　──気付けよ、いい加減気付けよ馬ば鹿か兄貴！　これだけ傍そばで顔合わせてんのに……。

「……そんなに、あのメキシコ女を助けてえのか？」

「え？　ううん。そうじゃないですよー？　だって、マリアちゃんは絶対負けないですもん」

　──なにが『ですもん』だ。昨日の殺やり合いをもう忘れちまったってのか。

「……じゃあ、なんで止めさせようとする？」

「だって……二人とも、自分を取り戻そうとして戦ってるだけだから……だから、本当は戦う事に意味なんてないのに……」

「……そうだな」

　──昔からそうだ。昔から兄貴は、人の心を見透かしたような事を言いやがる。……ふん。自分を取り戻すだと？　俺おれとは逆だな。俺はな、兄貴、あんたを含めた過去を、自分自身を全部捨て去るために──今ここにいるんだよ。

「だけどー。もし止まらないっていうなら……マリアちゃんは僕の大事な友達だから、僕はマリアちゃんを応援します……ごめんなさい」

　最後にそう告げて、のんびりした足取りで元いた場所へと離れていった。

　その背中を見送りながら、ティムは一瞬『弟だと名乗り出てしまおうか』という衝しよう動どうに駆かられ──すんでのところでその思いを吞のみ込んだ。

　──馬ば鹿かか俺おれは！　今更名乗ってどうするんだよ！

　激しく頭を振るティムの心に、先刻のベリアムの言葉が蘇よみがえる。

『君達はまるで蝶ちようだな』

『餌えさにすらなれずに、餓が死しするのを待つのみだ』

　──俺は絶対そうはならねえ。たとえ今は蝶だとしても──いつか巣を引き千切って、蜘く蛛もを逆に喰い尽くす蝶になってやる。

　その為には、こんなところで過去を取り戻すわけにはいかないのだ。

　今、自分が立っている場所は、過去の自分には、人との絆きずなを求めていた自分には、あまりにも辛つらすぎる場所なのだから──
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「結局ですねー。僕達『ラ吸ミ血ア鬼』ってのは、ヒューイさんの実験によって人格が形成されたみたいなもんなんですよ」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら、銃じゆう剣けんのナイフを突き出すクリストファー。

「それはまた、偏かたよった実験ばかりやったと見える。あれか？　お前絶対バナナを取る実験で裏の倉庫にある予備のバナナを取って喰うタイプだろ」

「残念。僕ならバナナなんか食わないで、棒で研究者を襲撃して金品を奪うね。ヒューイさん相手にそんな事できないけどさ」

「できない事は言わない方がいいって、ヒューイさんに教わんなかったのか？」

　妙な答えを返しながら、ナイフを紙かみ一重ひとえで交わす『葡萄酒ヴイーノ』。

「そういえば……アデルは──あいつは何も教えられてないんだ。あいつの中には何も無いんだよ。最初に役立たずの烙らく印いん押されて、最初の頃は人体実験ばっかやらされてたから。ただ、後半は僕の仕事をよく手伝ってたから──人を殺せば認められてるって節ふしもあるけどねえ」




『葡萄酒ヴイーノ』がクリストファーの相手をしている間、シャーネは何ど処こからともなく飛来する銀色の円盤を警けい戒かいしていた。

　それは、不定期な感覚で、明らかに『葡萄酒ヴイーノ』あるいは自分の事を狙ねらって投とう擲てきされている。

　絶対に姿を現さないタイプの敵かと思っていたが──十個目のリングをナイフで弾はじいた時点で、その『敵』と思しき声から接触があった。

「はぁい」

「……？」

　豪ごう雨うの中、どこからともなく響いてくる声がシャーネの鼓こ膜まくに突き刺さる。

「あなたがシャーネね……『双ふた子ご』から噂うわさはよく聞いてるわ……」

　なまめかしい女の声だったが、シャーネは特に気にしない。

　この声に乗じて隙すきを突いてくる可能性も十分にある。

「ずいぶんとあの赤毛のボウヤと仲がいいみたいだけど……私達がヒューイ様の使いだっていうことは知ってるわよね？」

　少し迷った後、シャーネは静かに頷うなずいた。父に関する質問を無視したり噓うそをついたりするのは、どうしても彼女にはできなかったのだ。

「仮に……だけど……もしもヒューイ様が、あの男を殺せって言ったら……あなた、ヒューイ様とあの男、どっちを取るわけ？」

「……」

　表面上は冷静さを保っているが、その実、この時点でシャーネの激情はかなりのものがたまっていた。それは、可能性としては常に考えていた事でもあり、シャーネがもっとも恐れている事でもある。

　戦場の中でのストレートな問いに、一瞬だけ、彼女の視界にブラックスポットが生じてしまう。そして──それを狙ねらったかのように、四枚の円盤が一度に彼女に襲い掛かった。

　シャーネはその四つを全すべて手持ちのナイフで叩たたき落したのだが──一瞬の動揺が、時間差で投げられた五枚目を見逃してしまっていた。

　その五枚目が、シャーネの首を切り裂さこうかというその瞬間──シャーネの背後から『葡萄酒ヴイーノ』の手が伸びて、その円盤をまるでフリスビーのように受け止めてしまった。

　指と指で回転を殺し、刃やいばが肌はだに触れないように止めた『葡萄酒ヴイーノ』は、謎の声に──というよりも、シャーネに対して答えを述べた。

「いいんじゃん？　その命令をこなしつつ、俺おれも取れば」

「……何言ってるの？」

　リーザの声が不機嫌なものに変わるが、『葡萄酒ヴイーノ』はお構いなしに言葉を続ける。

「俺を殺せって言われたら、ずっと俺を殺し続けるといいよ。俺はそれを防ぼう御ぎよし続けながら愛し合うと。おお、なんか本当の愛って感じっぽいぞ」

『葡萄酒ヴイーノ』の言葉に、シャーネは呆あきれたような目を向け、そして──『葡萄酒ヴイーノ』だけに見せるように、ニッコリと優しげな笑顔をむけた。

　その微笑に答えるように、『葡萄酒ヴイーノ』はテンションをあげて大きな声を張りあげる。

「さて！　謎の声の正体は……そこだーッ！」

　言うが早いか、自分が受け取った円盤を思い切りクリストファーに向かって投げつけた。

　クリストファーはそれを紙かみ一重ひとえで避け、

「……意図がわからない」

　と抗議の意を示した。

「……いや、お前の腹話術か、腹にもう一つ顔が！　ってオチだと思ったんだが……」

「チャクラムはどう説明する気だ？」

「どこかから偶然飛んできた」

　その言葉を発したところで、『葡萄酒ヴイーノ』は更に上の段差に移動しようとして──いつの間にか、ビルの最上部まで来てしまった事に気が付いた。

　不毛な会話を繰り返しながら戦闘と移動を繰り返し──とうとう彼らは、『ミストウォール』を征服してしまったのだ。

　もっとも、そんな事には何の意味も無いのだが──
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　何度目の激突だっただろうか。

　火花がマリアの顔を照らし、弾はじかれるように間を空あける。

　昨日のような玄関での戦いとは違い、この場所では必要なだけ間合いを空ける事ができる。

　問題があるとすれば、アデルの方も存分に槍やりを振るえるという点だろうか。




「このままじゃ……昨日の二にの舞まいだね、アミーゴ」

　一日前、エントランスでの戦いの結末を思い出し──彼女は屈くつ辱じよくの前に、大きな疑問にたどり着いた。

　相打ち覚かく悟ごならば何とかなるかもしれない。

　だが、それでは自分の勝ちにはならないし、何より先刻のイブの言葉に対する裏切りになる。

「絶対に、生きてこの槍やり女おんなを倒さなきゃね……」

　──そう言えば、昨日の最後……どうやって私、刀を取られたんだっけ？

　アデルに負けたショックですっかり忘れていたが、あの勝負の決着は限りなく不可解な終わり方をしていた事を思い出した。

　そして──その謎の中心にいた人物が、自分のすぐ傍そばで椅い子すに腰掛けているという事を。




　──……リン……──




　彼女がその事に気付いたのとほぼ同時に、エレベーターが到着した音が響き──扉が開くと共に、中から数人の警備員が湧わき出した。

　全員『ネブラ』の社員証をつけており、騒ぎを聞きつけてきたのか、あるいは一階の警備員達が目を覚ましたものなのかは定かではない。

　彼らは扉が開くなり、目の前で大型の刃物を振り回すアデルの姿を見つけ、腰の銃じゆうに手をかけながら取り押さえようとする。

　だが──

「じゃま……しないでください……」

　アデルは何の躊躇ためらいもなく警備員の一人を刺し貫き、そのまま恐怖に慄おののく残りの警備員を始末しにかかった。

　そして──その僅わずかな時間の間、マリアは自由な時間を手に入れた。

　彼女は深呼吸して息を整えながら、傍そばの椅い子すに座るロニーに目を向ける。

　一日前は恐ろしいまでの気配を見せていたロニーだが、現在は寧むしろ全くと言ってよいほどに気配の類たぐいが感じられなかった。

　先刻から続くこの状況にも関わらず、この男は息一つ乱してはいない。まるで、いかなる状況があっても自分だけはなんとかできるとでもいわんばかりの態度だ。

「……何かな？」

　ロニーは特に表情に変化を見せず、マリアに対して爬は虫ちゆう類るいのようなまなざしを向ける。

「あ……」

「昨日の秘密を知りたいというのならば、今はそんな場合ではないと思うが？　それとも私の力を借りたいというのなら前向きに善処するが──」

　マリアの心を見透かしたかのように、先回りして言葉を紡つむぐロニー。

　そして最後に、彼女の心を試す言葉を投げかけた。

「君は、私の力を借りてあの娘むすめに勝利して──君は、刀を捨てずにいられるのかな？」

　冷淡な口調で語られる問いに対して、マリアの心は大きく揺さぶられた。

　──私は──何をしようとしていたのだ？

　この男の力を借りようと思ったのではない、ただ、昨日の状況を知る事によって少しでもヒントになればと考えたのだ。

　──だが──本当にそうだろうか？　心の底では、チックの知り合いらしきこの男に頼ってしまおうと考えていたのではないか？

　だとしたら──自分には、もうムラサーミァを持つ資格は────

　そこまで考えたところで、彼女の横から口を挟はさむ影があった。

「ロニーさんー」

「チック……？」

　横から様子を見ていたチックが、ロニーに対してニコニコと笑う。

　本当なら笑っていられる状況ではないのだが、チックはいかなる時でも目だけは笑顔の形を保っている。マリアが再び危機に向かおうとしているこの瞬間にも、チックは何も心配していないかのように笑っていた。

「マリアちゃんは、刀を捨てたりなんかしませんよー」

「ほう、何な故ぜそう思う？」

　興味を示したように、ロニーはチックに目線を向ける。

「だって、マリアちゃんはロニーさんの力は借りないですからー。借りたとしても、絶対に負い目を感じたりしないよ？　だって、マリアちゃんは強いんだから！」

「そうか……そうだな。惑まどわせてすまなかった」

　ロニーは静かに目を伏せると、そのまま何も言わなくなった。

「……」

　その一方。

　チックが無む邪じや気きに語る一つ一つの言葉に、マリアは静かな負い目を感じていた。

　自分が自分を信じられないというのに。

　──ああ、そうだ。

　──さっき、思わずあの刺青いれずみ男を助けに飛び出してしまったのは──チックが私の事を見ていたからだ。

　何かを期待している目をしていたわけではない。ただ単に、偶然目が合っただけだろう。

　だが、マリアには、それが負い目となった。

　自分の勝利を信じてくれると、なんの裏表も無い笑顔で約束した男。

　そのチックの視線に晒さらされて、彼女は自分自身と、チックの約束との負い目から一刻も早く逃げ出したかったのだ。

　そして──彼女が選んだ逃げ場は、戦うことだった。

　──もう一度。

　──もう一度だけ、何か後押しが欲しい。こんな事に頼るのは間違っているというのは解わかる。だが、今は少しでも、自分の勝利を信じる言葉が欲しい。

　そう思った時には、マリアはチックにムラサーミァを差し出した。

「チック……私、やるよ。今度こそあの女に勝つよ」

「わあ」

「だからね、チック……私と一緒に、ムラサーミァの力を信じてくれる？」

「それは駄だ目めー」

　予想外のチックの答えに、マリアは大きく体勢を崩くずす。

「そんな！　チック──」

　何かを哀願するようなマリアの声を遮さえぎって、チックは力強く言葉を紡つむぐ。

「僕が信じるのは、マリアちゃんだもの。その刀じゃないから……」

「え……？」

　ニコニコと笑うチックの言葉に、マリアは不思議そうに目を丸くする。

「何回も言ったけど、僕、自分で見たものしか信じられないんだ……だから、マリアちゃんとその刀の絆きずなも、マリアちゃんの信念も覚かく悟ごも信じられないかもしれない。だけど、マリアちゃんが勝つって信じたかったから……僕は、マリアちゃんの事を信じる事にしたのー」

　彼の言葉は決して気休めなどではなかった。チックはただ単純に、自分の感じたことだけをつらつらと言葉に直し、それをマリアに素直に伝え続けているだけだ。

「僕は見てきたから知ってるよ、マリアちゃん、仕事が無い時はいっつも色々な練習してたの知ってるよ。たくさんたくさん頑がん張ばってたの知ってるよ？　僕、自分の目でちゃんと見たんだ。マリアちゃんは僕が今まで見てきた人の中で、けんかの練習、一番頑張ってた。だから、僕はマリアちゃんが勝つって信じてるよー？」

「チック……」

「じゃあ、こうしよう？　マリアちゃんは、僕なんかよりもずっとずっとその刀の事を知ってるんだよね？　だから、マリアちゃんはその刀を信じて、僕がマリアちゃんを信じればいいんだよー。ほら、そうすれば誰もさびしくないよ？」

　何も考えていないチックの言葉に、マリアはじっと考えさせられた。

　己の手の内にある刀を見て、マリアは自分自身に問い質ただす。

　──私は、この刀の事をどれだけ知ってるのだろう。

　──私は、私の強さの事をどれだけ知ってるのだろう。

　──私は──それを確かめる為に戦っているのではなかったのか？

　その答えを探すうちに、彼女はムラサーミァを力強く握りしめていた。

「今の私は──ムラサーミァなんか見てなくて……結局、自分しか見てなかったのかな……」

「え？」

　マリアがポツリと呟つぶやき、チックが不思議そうに首を傾かしげたところで──

　涙交じりの男の声が響き渡り、彼女の心は現実に引き戻された。




「ああああちょっとちょっと、警備員さんたちが斬きられてるのに何を吞のん気きに話しあってるの！」

　ジャグジーの声にマリアは意識を覚かく醒せいさせ、アデルの方に目を向けた。

　そこでは既すでに警備員は全滅しており、絨じゆう毯たんに染しみた血液が主の体内に帰ろうとうごめき始めているところだった。

　肝かん心じんのアデルは、エニスとフィーロを相手に戦っているところだった。

　どうやら、警備員を殺すのをエニスが止めようとして、そのままぶつかりあいになったらしい。フィーロも槍やりを相手にするのは初めてなようで、二対一にも関わらず、アデルは一歩も引いてはいなかった。

　アデルの戦いぶりを客観的に見て、自己流ながらも隙すきの無い動きに、マリアは思わず呟いた。

「……強い、ね……」

　マリアは背中をゾクリと震わせるが、今度の震えには、先刻までの粘ついた恐怖のようなものは感じられなかった。

「でも──やるっきゃないよね、アミーゴ」

　彼女は静かに刀を抜くと、レストランの中央、アデルが槍やりを構える位置に向かってまっすぐに立った。

　ガンマンの決闘の構えを思わせるが、既すでに刀は両手におさまっている。

「……ごめんね、ムラサーミァ。私、いままで貴方あなたにだけ仕事をさせてたね。勝つのも負けるのも、全部貴方の力に任せて……」

　そう呟つぶやきながら、彼女は日に本ほん刀とうの峰みねに軽く口付けをした。

「ムラサーミァは私の道具なんかじゃない──この子は私の……相棒コンパニエーロだよ！」

　後ろで見守るチックにそう言って頷うなずくと、彼女はフィーロ達に対して大声を張りあげた。

「ちょっと待って！　その女は──私の獲物だよ、アミーゴ！」

　透き通るような宣言に、フィーロ達の動きが一瞬止まり、アデルが怪け訝げんな表情でこちらを振り向いた。

「あ……まだ……いたんですか」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな言葉を吐はきながら、アデルはフィーロ達から一歩飛び退すさり、マリアの方へと意識を集中させていく。

「……まだ……解わからないんですか？　私……言いましたよね？　……槍に勝つには──相手の三倍強くなきゃいけないって……」

「聞いたよ、アミーゴ。それで、私は今、貴女方の倍ぐらい強いんだよね？」

「そう、ですね。それは認めますが──」

　相手の言葉を聞いて、マリアは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せる。

「ほら！　じゃあ私の勝ちだよ！」

「……？」

　首を傾かしげるアデル。

　他ほかの観衆達も、何事かとマリアの次の言葉を待つが──

　彼女は悪戯いたずらを思いついた子供のように、わざとらしい笑顔で力強く言い放った。

「だって私、刀を二本持ってるんだよ？　二倍が二本で、貴女の四倍だよ！　アミーゴ！」

「!?」

　無む茶ちや苦く茶ちやな理論に、レストラン内が微妙な静けさに包まれる。

　また剣舞が始まったと見物していたアイザック達は、

「本当だ！　三倍と四倍じゃ四倍が強いぞ！」

「じゃあ、あの刀の子の勝ちだね！」

　と無む邪じや気きな歓声をあげており、チックは指を折りながら数えて『わあ、本当だ！』とアイザックと同じように感心している。

　他ほかの者の殆ほとんどは『そんなわけがあるか』と叫びたそうな表情をしていたが、あまりにも自信満々な声に突っ込みを入れるに入れられない状態だった。

　そしてロニーは──彼にしては珍しく、心底愉ゆ快かいそうにクックと含み笑いを漏もらしていた。

「……虚勢も、そこまでいくと大したものですね」

　馬ば鹿かにされたと思ったのだろう。呆あきれと怒りを合わせたような顔をして、アデルは静かに一歩踏み出した。

　何気なく踏み出した一歩。

　相手を軽く見ているがゆえの、なんの考えも込められていない一歩だった。

　そして──マリアはその一歩を見逃しはしなかった。

　アデルの足が床に着く直前に、彼女は勢い良く駆かけ出し──




　愛刀であるムラサーミァを、空中に投げ捨てた。




「!?」

　突然の接近に不意をつかれたのもあるが、空中に投げられた刀は、アデルの心を完全に惑まどわせる。

　宙に投げられた刀は、地面と水平に。

　切っ先はアデルの方を向いている。

　まるでスローモーションのように、ゆっくりと、ゆっくりと──

　──私に投げた？　いや、あの距離では私まで届かない！

　マリアを見ると、残ったもう一本の刀を両手で握り、左肩の位置で地面と水平に固定させ、そのまま教本に無いような突きの形で突進してくる。

　──一本にして、スピードをあげてくる!?　つまり──今の刀二本宣言はブラフ？

　アデルはそう判断して、彼女の刀一本に標的を絞しぼった。

　だが、次の瞬間──マリアは宙を舞うムラサーミァの鍔つばに、自分が今握っている刀──コチーテの切っ先を突き込んだ。

　電池を直列につなげたような形になり、後ろから押されたムラサーミァが、勢い良くアデルに向かって突き進む。

　刀二本分の長さになったこの瞬間だけ、確かにマリアは、槍やりの射しや程てい圏けんを貫いたのだ。

　──惑わされるか！

　アデルは即座に槍を下から振り上げ、自分の喉のど下もとに向かう切っ先を思い切り払いのけた。

　それが、彼女の運命を分けた。

　刀を投げられた時点で、アデルは既すでに惑わされていた。

　本来ならそんな状態でうまく突き込めるはずはなく、ただ自滅的に崩くずれるのを待てば良かったのだ。

　二本分の刀の長さを見せ付けられて、焦しよう燥そうした彼女の脳は、勝手に『重量』を加算してしまい、それに見合った力で払いにいってしまった。

　結果として──切っ先を払われた刀は、勢いよく宙を舞う事となった。

　ただし──二本目の刀はそのままに。

　両手の握力で支えられた刀、その刃やいばがアデルの上半身へと一直線に迫る。

　マリアの全身全ぜん霊れいが、薄く打ち延ばされた刃の切っ先に集結し──

　ただ一人の敵を切り裂さくために、空気を切り裂き突き進む。

　その光景の意味を知った時──

　アデルは、刃と目があった。

　──しまっ……

　気付いた時には、全すべてが遅かった。

　必要以上の力で槍やりを振り上げた結果、開いた体を戻すのが間に合わない。

　そして何より──

　──速っ……あぁぁあぁぁぁぁぁッッッ！

　一いつ旦たん間合いの中に入ったマリアの刃は、想像を超える速さで伸び上がった。

　完全に無防備になったアデルの肩口に、二本目の刃の切っ先が吸い込まれる。

[image: ]

　アデルの白い肌はだ。

　マリアとは好対照な色の肌に、銀色の刃やいばが染しみ込んでいく。




　疾はやく、




　鋭く、




　深く、




　確実に──




　突きの形から、僅わずかに上にそらすように刀を動かし──

　マリアの刀は、確かにアデルの体を突き裂いた。




　そして──そのたった一撃が、勝負の行方ゆくえを決定づけた。




「────ぁ────────ぁぁ────」

　それまであった肉が裂さけ、唐とう突とつにありえない空間が生まれる瞬間。

　痛みと喪失感が同時に駆かけ巡り、脳は最初の一呼吸の間、悲鳴をあげる事を忘れさせた。

　肩を斬きり抉えぐられた筈はずなのに、足の神経に電気が走り、膝ひざの力が一気に抜ける。

　右肩を抉る深い傷。

　紅あかい色の奥に、一瞬だけ白い色が覗のぞいたようにも見えた。

　アデルの全身がショックから鼓こ動どうを取り戻した瞬間──

　血が、勢い良く噴ふき出した。

　まるで、その血液自体が生き物であるかのように。

「・・・……──」

　それでも、アデルは悲鳴をあげなかった。

　失いかけた意識を支えるように、足元に槍やりの石いし突づきを立て、神経の通わなくなった足の代わりに体重を預けている。

　そのまま膝を落とし、呼吸を整えようとするが──吸う事と吐はく事を交互に行う事もままならない。

　息を吐こうと思っても、小刻みに息を吸い込み続けてしまう。

　肺が痙けい攣れんしているような感覚が走り、その震えに合わせて血がドクドクと流れ出す。

　そんな彼女に追い討ちをかけるように──彼女の無事な左肩に、後ろから長く薄い銀色が押し当てられた。

「……もしかして、斬きられるのは初めて？」

　完全な勝者となったマリアの問いに、アデルは沈黙をもって答えた。

　答えるつもりがなかったのか、それとも答えたくとも声が出せなかったのかは解わからない。

　既すでに力が入らなくなっているのが、斬られた右肩をだらりと下げ、マリアの方を見ようともしない。

「……本気で、斬られるの初めてみたいだね、アミーゴ」

　マリアが今まで仕事で殺してきた者の中には、両腕を切り落とされてもマリアの喉のどを嚙かみ千切ろうとしてきた者や、心臓を突き刺してもまだ暫しばらく生きているものなどがいた。

　だから、マリアとしては肩を抉えぐったぐらいでは完全に安心できなかったのだが、今のアデルの様子を見る限り警けい戒かいの必要は無いようだ。

　マリアはため息をついて刀を引くと、そのままティムの方に向き直る。

「……すぐに血止めすれば助かるよ？」

　その言葉で我に返ったのか、ティムはアデルの名を呼びながら慌あわてて彼女のもとへと駆かけ寄った。

　ティムは手近にあったテーブルクロスを引き裂さいて、血止めの処理を施しながらマリアへと声をかけた。

「……殺しちまうかと思ったが……」

「仕事だったら殺してたよ？　あと、昨日は本当は私の方が死んでたから……ケジメだよ」

　そう言いながら、マリアはチックのもとへと歩み寄り、緊張していた顔を思い切り綻ほころばせた。

「勝ったよ、チック！」

　誰よりも先に報告を受けたチックは、いつもどおりの笑顔で彼女を出迎えた。

「今のマリアちゃんの気持ちだけど──」

「口にしなくていいよ！　ただ、一緒に笑ってくれればいいんだよ、アミーゴ！」

　そう言ってチックに見せた笑顔は、いつもの無む邪じや気きで爛らん漫まんなそれではなく──どこか優しげな色を湛たたえた、どこか温かみのある笑顔だった。

　だが、すぐにいつもの強気な笑顔に戻ると、調子に乗って大きな事を言い出した。

「ありがとう、チック。チックのおかげで、なんだか凄すごく気分がいいの！　今の私は──きっときっと。神様だって斬れるよ！　鉄だって、風だって、このうっとうしい雨雲だって！」

　笑いながら窓に歩みよると、静かに腰を落として──勢い良く居い合あいを抜き放った。

　鞘さやをすべる刃やいばの音が、まるでスズの音のように響きわたり──

　窓の外に、奇跡が起こる。

「なッ……」

「わぁ……」

　マリアが刀を振ったのにあわせるように、雲の一部が途切れ、所どころに眩まぶしい光のカーテンがかかり始めたのだ。

　奇跡としか思えないタイミングで射した日の光を、マリアは当然であるかのように全身に受け止めた。

「──ほらね？」




　恐るべき偶然だと騒ぐフィーロ達をよそに、一人気配を消していたロニーが独り言を呟つぶやいた。

「偶然なわけがないだろう。……ましてや奇跡など」

　彼は己のこめかみを人差し指でトントンと叩たたきながら、悪戯いたずらが成功したような笑みを浮かべている。

「祝辞だよ……祝辞、な……」




　　　　⇔




　店内の人間達が窓の外に気を取られている間に、ティムはアデルの止し血けつ作業を終えていた。

「大丈夫か？」

　アデルもようやく落ち着いてきたようで、少しずつ言葉を話し始める。

「ティムさん……ティムさん……」

「痛み止めはねえが、すぐに医者に連れてってやっから我が慢まんしとけ」

「私……役立たず……ですか？」

　激しい痛みに耐えながら、アデルは何かを恐れるように言葉を紡つむぐ。

「斬きられ……生まれッ……初めて……斬ら……血がッ……指で……槍やりが……動かな……」

　ショックで混乱しているのだろう。クレアとマリアにやられた事がごっちゃになっているようだった。

「もういい、とりあえず落ち着け」

「私……私……！」

「落ち着け！」

　何とか体を起こさせると、ティムはアデルの体を抱かかえ立たせた。

　アデルもなんとか自力で立とうとし、槍を杖つえ代わりにしてなんとか体を支えようとしている。

「くそ、クリストファーの奴やつらは待ってられねえ……」

　ティムは忌いま々いましげに舌打ちし、そのまま展望レストランを後にしようとしたのだが──

　そんな彼らの前に立ちふさがる、見覚えのある人物の姿があった。




「──よお」




「ダラス！　今まで何ど処こにいた？　まあいいや、ちょっとアデルを運ぶのを手伝って……」

　ティムは、最後まで言わずに言葉を途中で吞のみ込んだ。

　自分達を見つめるダラスの目の中に、明確な殺意を感じ取ったからだ。

「お前……」

「まさか……こんなに早くチャンスがくるとはな……。ジャグジー達を利用しようと思ってたが……俺おれはどうやら、ラッキーだったみたいだな」

　肩を組んでいるティムとアデルにゆっくりと歩み寄ると、懐ふところから愛用のナイフを取り出した。

　ドラムカンの中にまで持ち込む羽は目めになったもので、刃やいば全体が錆さびているが──それで刺されれば、痛みと苦しみは他ほかのナイフよりも辛つらいものとなるだろう。

「まさか、勝手に暴走して自滅してくれるたぁ────な……？」

　言葉の途中で、ダラスは自分の胸に銀色の刃が生はえた事に気が付いた。

　ナイフを振り上げようとしたダラスの胸に、十字槍やりの先端が深々と突き刺さる。

「あぁ……？」

　アデルの左手に握られた槍が自分を貫いた事を理解すると同時に、ダラスの口から大量の血が吐はき出された。

「ダラスさん……程度の……人なら……片腕で……十分です……はい……」

「嘗なめすぎたな……暫しばらく寝てろ」

　ティムも懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出して、ダラスの脳天に撃ち込もうとしたのだが──

　口から血の泡あわを吐きながら、ダラスがニヤリと笑みを浮かべた。

「だが……何よりラッキーだったのは！」

　その叫びに反応して、窓の外の光景を見ていた面々が振り返る。

「昨日の夜、あの眼がん帯たい眼鏡めがねの爆弾魔に会えたことだ………！」

　ダラスが叫び終わると同時に、ティムは一つの違和感が気になった。

　ジ　ジジジジ　ジ　ジジ　　ジジ　ジジジ　ジ

　──なんの音だ？




「え？」

　ダラスの叫びを聞いて、ニースが目を瞬しばたたかせてダラスを見る。

　自分と出会えて何がラッキーだったのか、彼女には皆かい目もく見当もつかなかった。

　だが、次の瞬間──彼女は、ダラスの背広の内側で、何か見覚えのある光が揺らめいたのを目に留めた。

　赤と黄色と白の火花が混ざりあったような、花火を思わせる独特の光──

　その正体に気付き、ニースは顔を真まっ青さおにして叫び声をあげた。

「逃げッ……伏せてぇ───ッ！」

　──あれは、あれは！　あの列車から奪った高性能火薬の────！




　　　　⇔




「血の雨？　まさカ……」

「でも、さっき確かに……」

　ミストウォールの向かいのビルの入口付近から、イブとファンがミストウォールの最上階付近に目を凝こらしている。

「第一、中で何か起こっテるんダッタら、外に血が降るワケがないジャナイ」

「そうなんですけど……」

　なおも不安そうな顔をするイブを元気づけようと、ファンが力強く断言する。

「大丈夫ダッて！　『葡萄酒ヴイーノ』とシャーネが一緒なンダ。ビルが無くなっちまワナイ限り、心配するコトないッテノ！」

　ファンが自分の胸を叩たたくのと同時に、『ミストウォール』の最上階付近に、紅あかい爆発が巻き起こった。




　ドォォォォォオ……




　僅わずかに遅れて轟ごう音おんが響き──

　それから更に数秒遅れて、イブ達の目の前に、大量のガラス片が降り注いだ。

　絶句する二人の前で、ガラスの破片はキラキラと。

　その一部に、紅い血の色を交えながら────




　更に不思議な事に──その紅い色の一部が白い壁を伝い、ものすごい速度で空へと舞い戻っていったのだが──その光景に気付いたものは、残念ながら一人も存在しなかった。




　　　　⇔




「なんか日光出てきたし、『吸ラ血ミ鬼ア』なら灰になるんじゃないの？　お前」

「吸血鬼が太陽で灰になるなんて……映画の見すぎだよ？」

「太陽に突っ込めば人間でも灰になるけどな。いや、蒸発するのか？」

　不条理な会話を続けながら戦闘を続けていたクリストファーと『葡萄酒ヴイーノ』だが、どちらもいまだに疲れの色を見せていない。

　雨でびしょびしょに濡ぬれている状態ではあるが。恐らくお互いに汗あせは殆ほとんど搔かいていないことだろう。

　なぜか突然雲の一部が割れ、雨の中にも関わらず、各々の肌はだには日光が照りつける状態となっている。

「こういう気まぐれがあるから、自然って大好きさ」

　クリストファーは静かに笑うと、雨の中で大おお仰ぎように両手を広げて見せた。

「自分が不自然に生まれた存在だから、自然を愛する事で自然と同化しようって魂こん胆たんか？」

　淡々と告げる『葡萄酒ヴイーノ』の言葉に、クリストファーは困ったように頭を搔いた。

「図ず星ぼし」

　彼が肯定するのと同時に──

『葡萄酒ヴイーノ』とクリストファー達の立つ場所の下方から、赤とオレンジが交じり合ったような閃せん光こうが瞬またたいた。

　それに一瞬遅れて、彼らの足元が鈍く震え、爆発音が鮮明に耳に届いた。

「なんだ……？」

　クリストファーは不思議そうにその爆発を見るが、『葡萄酒ヴイーノ』には、どこか見覚えのある爆発の色だった。

「あ」

　──これ、確か『フライング・プッシーフット』の隠し荷物……。

　口には出さずに、そのまま爆発の炎ほのおが宙に消えるのを見守る二人。

　シャーネも一瞬爆発の方に目を向けたが、その直後に飛来したチャクラムのせいで見る暇が無い状況だった。

　暫しばらくその状況を見守っていた『葡萄酒ヴイーノ』だが、やがて思い出したように呟つぶやいた。

「すまないけど…シャーネ。下の連中が無事かどうか見てきてくんね？」

　シャーネはこくりと頷うなずくと、チャクラムを弾はじきながらビルの淵ふちへと落ちるように駆かけ下りていった。

「おいおい……君、なに？　その間あれ？　一人で僕とリーザの相手するの？」

　呆あきれたように首を振るクリストファーだが、『葡萄酒ヴイーノ』は軽く準備運動をすると、先刻までとは少しだけ違う目つきになって身構えた。

「んじゃ……日も照ってきたことだし……そろそろ、本気出すわ」

「アハハハハハハハハ！　強気だねえ……実に強気だ」

　クリストファーが驚いたように呟く傍そばから、『葡萄酒ヴイーノ』の背後に何本ものチャクラムが迫る。

　どうやらリーザはシャーネの事を諦あきらめたようで、クリストファーとの連れん携けいに全力を注ぐ事にしたようだ。

「よし……いいよ……受けよう……！」

　その声と同時に、六本の銀輪が『葡萄酒ヴイーノ』の体を切り刻む筈はずだった。

　だが──次の瞬間、クリストファーの目に信じられない光景が飛び込んだ。

「え……？」

「結構いいな、これ」

　それまで素す手でだった『葡萄酒ヴイーノ』の手には、六枚のチャクラムがおかれている。

　間違いなく、彼の背後から暗殺を企てるいくつもの銀輪が舞い踊っていたはずだ。

　なのに──『葡萄酒ヴイーノ』は、振り返る事さえしなかった。

「どういうこ──」

　クリストファーが口を開いたところで、『葡萄酒ヴイーノ』は手にしたチャクラムを一いつ斉せいに投げる。

「──と」

　六本同時に投げられたその刃やいばは、一つ一つが美しい螺ら旋せんを描き──クリストファーのいる場所へと集結し始めた。

「────ッ!!」

　危険を感じた瞬間には既すでに跳ちよう躍やくを終えており、今しがたまで自分がいた所に何本もの輪が突き立った。

「どうして……」

　慌あわてて体勢を立て直すと──そこには既に、『葡萄酒ヴイーノ』の姿が。

「チェックメイト」

　ニコリと笑いながら、『葡萄酒ヴイーノ』の右手がクリストファーの喉のどにあてがわれる。

「ほんとはさ、もうちょっとシャーネと一緒に戦っていたかったから手加減してたんだけどさ……どうも、下の状況がそれを許してくれなさそうになってきたからよ」

「……！」

　目の前の男の実力が読めずに、クリストファーは抵抗する事も降伏することもできずにいた。

「馬ば鹿かな……なんで、リーザのチャクラムが……」

　言っている傍そばから、一枚のリングが『葡萄酒ヴイーノ』の後頭部に飛来する。

　しかし、『葡萄酒ヴイーノ』は視線すら動かさぬまま、腕だけを後ろに回してチャクラムを受け止めたではないか。

「なんだ……なんで見えないのに……？」

「いや、見てるから。後ろに目なんか無いから安心しろ。俺おれはそこまで人間離れはしていない」

「じゃあ、何を見てるっていうのさ!?　ここには、君の後ろを映すような物はなにも──────」

　そう叫びかけた瞬間──『葡萄酒ヴイーノ』の指が二本伸びてきて、クリストファーの目の下をプニプニと突きこんだ。

　──まさか。

「今、まさかって思ったろ？」

「……」

「まさか、お前の目に映ってる景色を見てたとは思わなかったろ？」

　──そんな馬ば鹿かな……どういう視力なんだ？

　──こいつは──本当に人間なのか？

　気が付くと、クリストファーは己の背に本格的に冷や汗が流れている事に気が付いた。

「なるほど……確かに人類最強だ」

「そういうなよ」

　暫しばらく沈黙していたが、やがてクリストファーは自じ嘲ちよう気味に笑いながら呟つぶやいた。

「お前は──本当に神に愛されているのかもな」

　クリストファーの言葉に、『葡萄酒ヴイーノ』は静かに口を開く。

「神なんてのは、世界のどこにもいない。唯一、俺おれの中にいる。お前から見れば、お前の中にいる。そういうもんだろ？」

　淡々と語る『葡萄酒ヴイーノ』の目の中に、僅わずかな怒りの色があるのをクリストファーは感じ取った。

「俺が許せないのは──俺のこの力を『奇跡』だの『神のプレゼント』だので済ませられてしまうことだ。俺がこの力を得るまでに、何の努力もしなかったとでも思っているのか？」

　喉のどを覆おおう手に徐々に力が込められていき、クリストファーの首を少しずつ軋きしませる。
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「自分の中の神を呼び出し、支配する儀式──それが『努力』という奴やつだろう？　俺おれは──その儀式を欠かさなかった。それだけだ。……で、負けを認めるか？」

　唐とう突とつに告げられた言葉に、クリストファーは笑いながら腕を弾はじかせ、銃じゆう剣けんの刃やいばを『葡萄酒ヴイーノ』の頭に叩たたき込もうとした。

「結構」

　次の瞬間。クリストファーの喉のどを摑つかんでいた手に力が籠こもり、そのまま半円を描くように、『ミストウォール』の最上部へと後頭部を叩きつけた。

「がッ……」

　意識を失いかけるクリストファーは、最後に『葡萄酒ヴイーノ』の小さな呟つぶやきを聞いた。

「安心しろ。俺に比べたら──お前の方が、よっぽど自然に近い存在だ」

　それを聞いて、クリストファーは何かを言いかけたのだが──その声はあまりに小さく、ついに『葡萄酒ヴイーノ』の耳に届く事はなかった。




　　　　⇔




展望レストラン『バベル』




「うう……大丈夫か？　エニス」

「……はいぃ」

　爆発の後に起こった熱風に吹き飛ばされた面々は、互いの無事を確認しながら体を起こす。

「ムガ、大丈夫かジャグジー、ニース」

「……駄だ目めそう」

「キュゥ……」

　ジャグジーとニースはドニーが爆風からかばったのだが、その際にドニーの体に押しつぶされ、暫しばらく立ちあがれないような状態に陥っていた。

　マリアは爆風を切り裂さこうとムラサーミァを横に薙なぎ、見事に空気の流れを一部断ち切ったのだが──当然ながら体は吹き飛ばされ、部屋の隅でアイザック達と共に延びている。

「ダラスの野や郎ろう……どういうつもりだ……？」

　フィーロが立ち上がって周囲を見渡すと、テーブルの多くが熱風で倒され、一部のものはテーブルクロスに火が燃え移っている。

　ダラスは当然跡形もなくなっていると思ったのだが、爆弾の質のせいか、殆ほとんど完全な体でエレベーターの近くに倒れていた。それでも体の一部がなくなっていることから、復活はまだ暫く先だろうと思われた。

　そして、反対側──窓の傍そばには、二人の人影が倒れている。

　どうやらティムとアデルのようで、フィーロが歩ほを進めるよりも先に、ティムがゆっくりとその上半身を起こしあげた。




「くそ……ダラスの奴やつ……」

　全身が心臓になったかのように脈打っており、呼吸が苦しく感じられる。

　どうやら爆風で全身を打ちつけたようだが、炎ほのおによる火傷やけどは殆ほとんど見られない。

　──運が良かったのか？

　ティムはなんとか立ち上がろうとするが、足がまだうまく動かない。もう暫しばらく安静にする必要があるようだ。

　爆炎は殆ど割れた窓の外に吸い出されたようで、ところどころでテーブルクロスや絨じゆう毯たんの一部が燃えているものの、火事になるような恐れは今のところ少ないようだ。

「アデル……大丈夫か？　……！」

　横に倒れているアデルを見て、ティムは息を吞のんだ。

　アデルの背中は服がところどころ燃え落ち、背と腕に何箇所か酷ひどい火傷が生じているのが見て取れた。

「やべえ……ただでさえ……怪け我がしてるってのによ……」

　その時点でティムは、どうして自分に無い火傷をアデルが負っているのかが気になった。

　──もしかして……アデルの奴、俺おれをかばったのか？

　彼の推測は、アデルがうわ言のように呟つぶやいている言葉を聞いて確信に変わる。

「役立た……ずじゃ……ない……です……か……？　私は……役……に……」

「馬ば鹿か野や郎ろう……」

『ラルウァ妖怪』と別行動を取ることが多い『ラ吸ミ血ア鬼』の中で、唯一ティムの直属だったのがアデルだ。それなりに長い付き合いだったとはいえ、自分に庇かばわれる理由などない。

　恐らく、『ラミア』という特殊な立場でのトラウマのようなものが彼女を動かしたのだろう。

　ティムはそう考えたが、いまやどうでもいい事だった。

　彼はなんとかアデルを助け起こそうと、上半身をはいずらせて歩み寄るが──

　その腕が、何者かによって強く踏みつけられた。

「ぐぁッ……！　ダラス……！」

　ティムが首を上に向けると、そこには目に純粋な殺意を込めたダラスの姿があった。

　上半身の服が半分以上吹き飛んでおり、ズボンにもいくつものコゲ跡が見えた。

「こういう時……不ふ死じ身みっていいよな。手前てめえらよりはるかに早く負け犬から退院できる」

「そんなに俺らにこき使われるのがムカついたのか？」

「んなこたもうどうでもいいんだよ。……イブに手を出す奴も、出そうとする奴も、絶対に許さねえ。それだけだ」

「……だったら、何な故ぜ戻ってきた……？　妹を連れて逃げた方が楽だったんじゃねえのか？」

　ティムの皮肉を込めた問いかけに、ダラスは憎にく々にくしげに目をそらしながら答えを返す。

「俺おれは……殺す以外に守る方法が思いつかねえ。それだけだ」

「やれやれ……こいつぁ想像以上のクズ野や郎ろうだ……」

「黙れ」

　ダラスは小さく吐はき捨てながら、ティムの腹を何の躊躇ためらいもなく蹴けりつけた。

「がッ……！」

　そして、そのままティムとアデルの腕を摑つかみあげ──そのまま、割れた窓の外へと一歩踏み出した。

　一面が窓ガラスだった為に、室内と外のヘリとの間に段差は無い。ダラスは二人を引きずるようにして、一歩、また一歩──白い断だん崖がい絶壁へと、確実に歩ほを進めていった。




　　　　⇔




「クリストファー……っ！」

　相あい方かたが意識を失ったのを見届けると、チーは呻うめくようにその名を呼んで駆かけ寄ってきた。

　雨と日差しが交じり合う奇妙な天候の下、チーは厳しい表情で『葡萄酒ヴイーノ』と相あい対たいする。

「もう、いいだろう」

「……お前は手助けしなかったんだな。てっきり、輪っかが飛んできた時に一緒にかかってくるかと思ったんだが」

「……仕事ならそうしていた。貴様がクリストファーにとどめを刺す気なら、今からでもそうするつもりだ」

　鋭い眼光で睨にらみ付けるチーは、圧倒的な『強さ』を見せ付けた『葡萄酒ヴイーノ』に微み塵じんも気き後おくれしていない。

『葡萄酒ヴイーノ』はその眼光を涼すずしげに受け止めながら、チーに対して軽い笑いを浮かべて見せた。

「そう怖い顔すんなよ。俺も、仕事なら殺してたがな……お前ら、シャーネの親父おやじの部下なんだろ？　簡単に殺すわけにもいかねえやな」

「何……？」

　相手の言葉の意味が解わからず、怪け訝げんな表情を浮かべていたチーだったが──

　それから僅わずかな間をおいて、下に様子を見に行ってたシャーネが戻ってきた。

「よっ、どうだったシャーネ」

「────」

「そうか、フィーロやジャグジー達は無事か。それなら良かった」

　シャーネの目から、自分の身内の安否だけを確認して満足すると、『葡萄酒ヴイーノ』は足元に転がるクリストファーの体を引き起こし、チーの方へと投げつける。

　糸の切れた人形のようになったクリストファーを器用に受け止めると、チーは相あい方かたの体を器用に背中にしょいこんだ。

「……貴様ら、一体？」

　一言呟つぶやいた後に、何かを確認するようにシャーネの目を見つめ──チーは事実に気が付いた。

　金色に輝く、深く澄んだ瞳ひとみ。

　同じ瞳の色を持つ男を思い出し、チーは僅わずかに目を細めながら口を開く。

「そうか……シャーネという名、どこかで聞き覚えがあると思ったが」

　──『双ふた子ご』から昔聞いた情報が正しいとするならば、こいつが『葡萄酒ヴイーノ』というわけか。

「なるほどな……」

　相手の強さの理由を納得しながら、チーは静かに『葡萄酒ヴイーノ』に背を向けた。

　頭の中では、次に相あい対たいした時にいかにしてこの化け物を殺すかを図りながら。




　去り行く敵の姿を何も言わずに見送ると、『葡萄酒ヴイーノ』はシャーネに向かって余よ裕ゆうの笑いを投げかける。

「あの変な女の声もいつの間にか消えてるし、輪っかも飛んでこなくなったし──一応、ケリはついたと見ていいよな」

　チーの姿が完全に消えたのを確認してから、『葡萄酒ヴイーノ』はシャーネに向かって楽しそうに呟つぶやいた。

「俺おれは世の中は狭せまいと思っているが──その分、結構深いもんだよなあ、シャーネ」

「……？」

「もしもあの八重歯野や郎ろうが、まともな武器を使いこなしていたとしたら──」

　先刻の殺し合いを回想しながら、クレアは最大限の賞賛を相手に送る。




「──冷や汗ぐらいは、搔かいてたかもな」




　　　　⇔




展望レストラン『バベル』




「おい、しっかりしろアイザック」

「ミリアさんも……大丈夫ですか？」

　レストランの隅に転がっていたアイザックとミリア。

　フィーロとエニスが引き起こして頰ほおを叩たたいてやると、なんとか意識を取り戻せたようだ。

「ううーん……なんだ？　誰か脱出マジックでもやったのか……？」

「ケホっ……大爆発だね……」

　いつもの二人の調子を確認すると、フィーロは再びレストランを見渡して──強烈な違和感に気が付いた。

　──ダラス!?

　まだ復活まで暫しばらくかかるであろうと踏んでいたダラスが、既すでに傷一つ無い姿で意識まで取り戻しており──尚なお且かつ、ティムとアデルの二人を窓の外に放り出そうとしているではないか。

「……野や郎ろうッ！」

　ティムとアデルに特に面識があったわけではないが、ダラスが人殺しをするのを見過ごすわけにはいかなかった。

　だが、駆かけ出した瞬間……ダラスの背後に、もう一人の人影が立っている事に気が付いた。

「あれは──さっきからうろちょろしてた、クレアの知り合いの鋏はさみ野郎……」

　フィーロがそう思った瞬間────その鋏野郎は、大きな鋏を持った手を高々と振り上げ────むき出しになったダラスの背中に、鋏をゆっくりと突き刺した。




　──ここまでか。

　半分覚かく悟ごを決めたティムだったが、不意に、自分の腕を摑つかんでいた手が離れた事に気付く。

「……？」

「……がッ……が……ヵァヵ　ヵ　ヵ」

「……ごめんなさい。あなたが……ダラスさんですね」

　いつもの吞のん気きな口調ではなく、どこか重い雰囲気で喋しやべるチック。

　その右手には鋏が握られており、その切っ先はダラスの脊せき髄ずいの一部を正確に貫いていた。

「て　　め　　　なん　　で　　関係……ね　　だろが……」

　怨えん嗟さの籠こもったダラスの呻うめきに、チックは悲しそうな顔で言葉を返した。

「……ごめんなさい。あなたの気持ち、とってもよくわかります。大事な妹を人ひと質じちに取られたら、絶対に相手を許せないっていうのも、とってもよくわかります……」

「だ……たら……」

「だから──僕も、許せないんです。弟を殺そうとする人を、見過ごすわけにはいかないんです……」

　──ッ!!

　その言葉に誰よりも驚いたのは、当の弟である、ティム……タック・ジェファーソン自身だった。

「兄貴……なんで……！　いつから……」

　目を見開いて尋ねる弟の問いに、チックは少しだけ口元をゆるめながら言葉を紡つむぐ。

「昨日……ジャグジーさんの家で見た時、一目で解わかったよー」

「！　だったら……だったらなんで！」

「て……め　え　ら……　俺おれ　を　　無視　　して　んじゃ　　　」

　兄弟が会話を続けている間に、ダラスが僅わずかに動く右腕を背中の鋏はさみに向けて動かそうとした。

　それと同時に、チックは腰からもう一丁ちよう鋏を取り出し、ダラスの右肩の一点に突き刺し、そのまま軽く捻ひねりこんだ。

「　　　あ　　　　あ　ぁ　　　ぁ」

　途端にダラスの右手がダラリと下がり、そのままピクリとも動かなくなった。

「ごめんなさい……僕を、うらんでください……」

　チックは軽くうつむきながら、そのまま一歩前にでる。

　ダラスの足が操り人形のようにカクカクと動き、そのまま一歩、ビルの縁ふちへと近づいた。

「そうそう……タックに会った時、すぐに喜びたかったんだけど……タックはティムって呼ばれてるし、その格好とかを見てさ、思ったんだ。『きっと、タックは過去を捨てたがってるんだ』って……だから、僕が引き止めたらいけないって思って……ずっとずっと、知らないふりをしようと思ってたんだ……」

「……大きなお世話だよ、兄貴。俺は──あんたらとの縁えんを断ち切りたかっただけだ……」

　弟の言葉に、チックは少し悲しそうな笑顔を浮かべてみせた。

「僕と逆だねえ。僕は、人と人との縁ってものが知りたくって、家族の絆きずなってのが知りたくって、色々な事をやってきたけど……結局、僕が見えるようになったのは──」

　ダラスの右肩に捻ねじ込んだ鋏をそのままに、チックは更に一本鋏を取り出して、ダラスの腰の左側に突き刺した。

「あ　あ　　　ぁ　　　ぁ　　　ぁ　　ぁ　ぁ　あ　あ」

　肺がうまく動かないのか、奇妙な音だけがダラスの口から毀こぼれ出る。

「どこを切ればどこが動かなくなるとか、そんな『もの』ばかりだったよ」

　そこまで言うと、チックは更に一歩踏み出して、ダラスの横に回り込みながら、その顔を自分の方に向けて見せた。

「僕の顔を見てください……」

　自分の顔を見せながら、チックは静かにダラスに言葉を投げかける。

　雲の切れ間から差し込んだ日光が、ティムの顔を明るく照らす。

　悲しみと愉ゆ楽らくを併せ持ったような表情で、目の細さなどから、一度見ればまず忘れられそうにない顔だ。

「今の痛みを与えているのも、これから君を突き落とすのも、僕です。タック……ティムは関係ないです……チック、チック・ジェファーソン。ダラスさんは、僕を誰よりも誰よりもうらんでください……」

[image: ]

　そこで一いつ旦たん沈黙すると、少しの間をおいて、最後の言葉を紡つむぎだした。

「もし……まだティムを狙ねらうなら……。僕は、イブちゃんの顔も、どこに住んでいるかも知っています」

　刹せつ那な、ダラスの表情が激変する。

　それまでは怒りに付随する殺意に満ちていた顔から、『怒り』だけが綺き麗れいに消え去り──後には、純粋な殺意だけが残された。

　その表情の変化を見て、チックは満足そうに頷うなずいた。

「ごめんなさい……ありがとうございます。あ……あと、下で、あなたを待ってる人がいますから……」

　思い出したように付け足すと──チックは背中の鋏はさみを抜きながら、ダラスの背中をそっと前に押し出した。




「貴方あなたを見て、僕は家族の絆きずなが少しだけ感じられた気がします……。だけど、僕はそれを利用させてもらいます……貴方と妹の絆を────……ごめんなさい」




　　　　⇔




「やっぱり私も行きます！」

「待て待てマテって！　危ないカラ！　危ないカラ！」

　突然起こった『ミストウォール』の爆発に、イブは自分も中に行くと言い出していた。

「大丈夫だカラ！　君のお兄さんはあれだ！　死なナインダロ！」

「でも、でも……」

　イブを必死に宥ながめながら、ファンは困ったように『ミストウォール』を見上げなおした。

　火や煙が広がっている様子はないようで、爆発の後を除けば特に変わった様子は見られない。

「大丈夫だよ、ほら、もう落ち着いたみたいだ。それに、なんでだか知らないケド警察もキテないミタイだし」

「……」

　イブもようやく落ち着いてきたようで、ファンに並ぶように白い壁を見上げる事にした。

　30秒ぐらい見つめた時だろうか。

　爆発の後から、何か小さい点が飛び出した。

「？」

　点は徐々に大きくなり、次第にその形を露あらわにさせていく。

　ファンは暫しばらく眺めていたが──やがて、その点に手足がある事に気が付いた。

「……！　見チャ駄だ目めダァッ！」

　言うが早いか、イブの体を抱だきしめるようにして視界を完全に隠してやった。

　その数秒後、トタンの扉を叩たたき壊こわすような音がして──周囲の通行人から激しい悲鳴の声があがる。




　イブは何が起きたのか解わからずに、暫しばらくカタカタと震えていたが──おそるおそる、ファンの横からビルの前の状況を覗のぞき込んだ。




　そして、彼女がそこで見たものは────




　　　　⇔




　チックがダラスを突き落とした直後、上から気絶しているクリストファーを抱かかえたチーが降りてきた。

　目だった外傷はないようだが、クリストファーは完全に意識を失っており、自力で目を覚ますのは暫く先のように感じられた。

　チーは中に入ってくるなり、ティムとアデルの様子を見て目を丸くする。

「お前らまで何事だ!?」

「俺おれはいい……アデルを頼む」

　ティムの言葉に、チーは暫しばらく考え込むと、やがて意を決したように大声を張りあげた。

「シャム！　ヒルトン！　どっちでもいい！　『双ふた子ご』はいるか!?」

　チーの悲痛な叫びに──答える者が確かに存在した。

　どこに隠れていたのか、厨ちゆう房ぼうの影から一人の男が姿を現した。

「あれ、あの人……逃げてなかったんだ？」

　その人影の正体を見て、ジャグジーが驚いたように声をあげる。

　影の正体は、最初にジャグジー達にロニーの相あい席せきを紹介したウェイターだった。

「お前は……シャムの方か。悪いが、アデルを運ぶのを手伝ってくれ」

　ウェイターはチーの指示に無言で頷うなずくと、アデルを担かついでチーと共にエレベーターに乗って階下へと降りていった。

　謎を残して去っていったチー達と入れ替わりに──シャーネと『葡萄酒ヴイーノ』が上から降りてきて、上の状況もあらかた終了したという事が見てとれた。

「ん？　ダラスはどうした？」

「先に下に行ったよー」

「そうか」

　チックが淡々と『葡萄酒ヴイーノ』に告げた内容を聞いて、事情を知っている者達は、実はチックがものすごく腹黒い男なのではないかと不安になる。

　噓うそをついていないあたりが特に不安を搔かきたてるが、チックは既すでにいつもどおりの表情に戻ってしまっていた。




　そして──誰も状況を仕切る者がいなくなり、流れるように解散する事になる。

　警備員に追われている人間は全すべて先に階下に向かっているため、この場に残っている彼らはある程度の余よ裕ゆうを持ってその場を後にする事ができた。

　ただし──気分の優れない者達も存在したが。

「……エニス、さっきの話、本当だと思うかい？」

「さっきの話……ですか？」

「ほら、このビルの従業員が……」

「……本当だとして、私達に何ができるのでしょうか……」

　フィーロとエニスは、エレベーターの中でどことなくぎこちない会話を続けていた。

「それに、あの『ラ吸ミ血ア鬼』って連中……今日はクレアの奴やつが追っ払ったからいいけどよ……また、来るのかな」

「私の、兄弟……」

「気にするなよ」

　フィーロの言葉にエニスはニッコリと微笑ほほえんで見せた。

「はい、私にはもう、フィーロさんとチェス君っていう素す敵てきな兄弟がいますから！」

「……」

　その答えに素直に賛同できず、フィーロは静かにうつむいた。

　──兄弟……兄弟……兄弟なんだ……エニスはそう思ってたんだ……うう……。




　　　　⇔




「怪け我がはないな、シャーネ」

　エレベーターの扉が閉まるのを確認してから、『葡萄酒ヴイーノ』は眼めに柔にゆう和わな色を浮かべて婚約者に語りかけた。

　シャーネは無言で頷うなずいて、密室の中に静寂が訪れる。

　ビルの半分ほどまで降りたところで、『葡萄酒ヴイーノ』が不意にその沈黙を破った。

「……ヒューイ・ラフォレットに、ネブラ……か」

「？」

「あの赤あか眼め野や郎ろう達といい、解わからない事だらけだな……俺おれはこういう時、自分が世界の外側にいるようで物凄すごく悔くやしい」

　独り言のように紡つむがれる『葡萄酒ヴイーノ』の言葉を、シャーネは静かなまなざしで見つめながら聞き続ける。

「そろそろ、俺はその世界の内側に入るつもりだ」

　その言葉の意味する事を理解し、シャーネは僅わずかに眼を見開いた。

「──次に何かあった時は──会いに行くさ。シャーネ、お前の親父おやじさんにな」

　後に難なん攻こう不ふ落らくと呼ばれる刑務所に入れられた男に会う。あくまでも気軽な調子で喋しやべるその言葉にシャーネもまた、何の疑いもなく頷いてみせた。




「……あれ？　ところで俺、何か重要なことを忘れてるような気がするんだが……」

　珍しく首を傾かしげる『葡萄酒ヴイーノ』に対し、シャーネも不思議そうに首を振るだけだった。




　　　　⇔




「なんだか……夢に巻き込まれたみたいな一時間だったね」

「そうだね……なんだか私、とっても疲れちゃったよ……。ニック達、無事にビルから脱出できてるといいけど……」

「むが」

　ジャグジー達はとりあえず安あん堵どの息を吐はくと、とりあえず合流場所へと向かうために、エレベーターに乗り込んだ。

「そういえば、何か忘れてる気がするんだけど……」

「あら、ファンのことじゃない？」

「ぬが」

「……チック以上に吞のん気きな連中だな。まあいい、君達の本題はこれからだ」

　背後から聞こえてきた声に、ジャグジー達は完全に凍こおりつく。

　凍りついた為に、彼らは扉が閉まる前にエレベーターから脱出することができなかった。

　扉の閉まった密室の中で、彼らは恐る恐る背後を振り返り────

　エレベーターの中の、長い長い時間が始まった。




　　　　⇔




　チックとマリアに肩を貸されながら、ティムは沈黙を続けていた。

　雰囲気が悪い事この上ない状態だったが、チックが空気を読まずに声をかけた。

「ティムさんは、これからどうするんですかー」

「タックでいいよ、兄貴」

「ええ!?　二人って兄弟なの!?　アミーゴ！」

　先刻延びていたマリアに事情を話すと、チックが改めて声をかけた。

「でー、タックはこれからどうするのー？」

「俺おれは……今のままさ。ヒューイの旦だん那なの所で仕事を続けるよ。ヒューイのいいように使われているのかもしれないが……俺は──いつか俺の運命を断ち切ってみせるさ」

「切れないよ、タック」

　笑いながら話すチックに、タックは訝いぶかしげな目を向ける。

「他人に使われている運命なんてきっとないよ。最初から無いものは、どうがんばったって切れないんだよ？」

「……」

　相変わらず幸せそうな兄を見て、先刻ダラスを突き落とした時の兄は別人なのではないかと思い始めたティムだったが──

　ふと、思う事があって兄に一つの事を確認する事にした。

「兄貴……あのさ……」

「なあに？」

「なんでジミーを殺したんだ？」

　自分の飼かっていた白しろ鼠ねずみを殺した件について、ティムはこの場でハッキリさせておこうと考えたのだ。

　だが──兄から返ってきたのは、もっとも想像していない答えだった。

「ああ、ジミー？　ジミーを殺したの、僕じゃないよ？」

「……え？　おい待てよ兄貴。じゃあ、なんであの時言わなかったんだよ……」

「自分から『僕じゃない』って言ったら、よけい怪しまれちゃうでしょー？」

　暫しばらく沈黙が続き、ティムは再度、確認するように尋ねかけた。

「じゃあ、俺おれがジミーを返せって怒った時になんで反論しないんだよ」

「いや、確かに、僕に返せるなら返してあげたいなーって思って……」

　ティムは頭が痛くなったが、同時に、その痛む頭で考える。

「本当に……兄貴じゃないのか？」

「うん。僕が帰ってきたら、もう鋏はさみがああなってたんだ」

「……」

「話が見えないよアミーゴ。ジミーって誰なの？」

　マリアの言葉を黙殺し、ティムは静かに考えを巡らせ続けた。

　全すべての結論を出す前に、エレベーターが一階へとたどり着いた。

　ティムは慎しん重ちようにホールへ足を踏み出すが、そこには何事もない世界が広がっていた。

　受付嬢じようは相変わらずの営業スマイルで言葉を紡つむぎ続け、警備員は退屈そうな顔で社内の壁に貼はられたポスターを眺めている。

　社員達は昼の食事の内容を談笑しながらホールの中央を通り過ぎ、先刻の騒ぎは本当に『なかったこと』にされていた。

　入口に警察車両が止まっているのが見えたが、どうやらレストランの爆発に関するもので、クリストファー達の虐ぎやく殺さつの件で来ているわけではないようだ。

　逃げ出した一般客もかなりいた筈はずなのに、一体どのような圧力を警察にかけていたのだろうかと、ティムはベリアム上院議員の言葉を思い出して身を僅わずかに震わせた。




　だが……このホールにいる全すべてのネブラ社員は『不ふ死し者』なのだ。

　目に見える変化は何もない。だが、それだけにその事実を知っている事が恐ろしい。

　ヒューイも『できそこないの不死者』を多く求めていたが、果たしてネブラとヒューイは同じ目的で不死者を利用するつもりなのだろうか？

　考えても答えは出ず──ただ、不気味さだけが募つのりつつあった。

　まるで、異質なものの集まりを、深い霧の中に覆おおい隠すかのように────
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　リトルイタリー『蜂の巣アルヴエアーレ』








「それでなー！　凄すごかったんだぜ！　最後の方でメキシコ人の手品師が、剣で雲を割っちゃったんだぜ！」

「お日様が照ってたね！」

　昼食に集まっているマルティージョ・ファミリーの面々の前で、アイザックとミリアが午前中に見た手品の数々をつらつらと自じ慢まんしている。

　だが、殆ほとんどの構成員達は『噓うそをつけ噓を！』『お前らさては寝てて夢みてたんだろ』『寧むしろお前らの脳みそが消失マジック』などと言って相手にしていなかった。

「やれやれ……手品の凄さを知らない奴やつらはこれだから」

「その内きっと、自由の女神を消しちゃう手品師とかも出てくるよ！」

「ハハハ、そんなん出てきたらマンハッタンの周りを泳いで一周してやらぁ」

　このうかつな発言のせいで、数十年後にペッチョは地じ獄ごくを見る羽目になるのだが──それはまた別の話となる。




　アイザック達の『雲を割る刀』の話を聞いていたマイザーが、横でチキントーストを頰ほお張ばるロニーに小声で話しかけた。

「ロニー……貴方あなたですね？」

「モグ……何のことだ？」

「昼前、あの大雨の中で妙な晴れ方をしたとは思っていたんですが……」

「……手品とは凄すごいものだな」

　欠片かけらも誤ご魔ま化かしになっていない誤魔化しを聞いて、マイザーは大きなため息をついた。

「普通、能ある鷹たかは爪つめを隠すものなんですけどねえ？」

「隠しすぎて出しかたを忘れては元も子もあるまい」

「こんなに身勝手に力を使いまくる悪魔なんて、前代未聞ですよ？」

「新しい境地を開拓するのはいい事だろう」

　そんな会話を続けていると、フィーロとエニスの二人が店内に入って来た。

「おお……爆発に巻き込まれた時、俺おれの事は欠片かけらも気にしなかったフィーロ君じゃあないか」

「あ、ロニーさん……や、やめてくださいよ、あの時は本当にすみませんでしたから！　と、ところで結局どうなったんですか、あのシカゴの小こ僧ぞうどもの件」

「ああ……傘下にはならないが、定期的に上納金を納める事で納得させたよ」

「え、そうなんですか？　でも、ダラスを仲間にして、ロニーさんやエニスを攫さらったような奴やつらですよ？」

　フィーロの言葉に、店内の幹部達は顔を寄せ合ってささめき合った。

（おい……フィーロはまだあの手紙の主がアイザックだって知らないのか？）

（らしいな）

（こりゃ、ばれた時が見み物ものだな……）

「？」

　周囲の雰囲気が気にかかりながらも、フィーロはカウンターの前に座り、サンドイッチをエニスの分と合わせて注文する。

　すると、隣に座ったエニスが小声で呟つぶやいた。

「あの……『ラ吸ミ血ア鬼』の件と、『ネブラ』の件、マイザーさんには……」

「まだ、俺らの中でしまっておこう。……どっちにしろ、セラードの事は──俺達が越えなきゃいけない壁なんだ」

「はい……」

「しかし……千二百人ってのは……きっついよなぁ……」

　少し暗くなった二人の間に、アイザックとミリアが顔を割り込ませる。

「何が千二百人なんだ？　男は外に出れば千二百人の敵がいるって奴やつか？」

「それともフィーロには千二百人の部下がいるの？」

「家族かもしれない」

「恋人の数かもね！　きゃっ！　フィーロのプレイボーイ！」

　相変わらずネジの外れた事を言う二人に対し、フィーロはどこかぎこちなく言葉を紡つむぐ。

「よお……今日は世話になったな……あと……あのよ。ドミノ、本当にゴメンな」

「ドミノ？　ドミノがどうかしたか？」

「あ、ドミノがやりたいの!?」

「うわあああ、綺き麗れいさっぱり忘れてやがる」

　顔を真まっ赤かにしながら謝った自分が恥ずかしくなり、更に深く顔を紅潮させた。

「あ、そうだ、フィーロに頼む事があったんだ」

「なんだよ」

　話の先を促すと、アイザックは自信満々に口を開く。

「ギャフンと言え！」

「ギャフンだね！」

「……『ギャフン』ってなんだ？」

　言葉の意味を尋ね返しただけなのだが、アイザック達は鬼おにの首を取ったように興奮した。

「やった！　言ったぞ！」

「大成功だね！」

「……お前らと話すと、大抵の会話破は綻たん者についていけるんだよな、困ったことに」

　クリストファーの事を思い出しながら、フィーロは出されたサンドイッチを一つ頰ほお張ばった。

「そういや聞いたぞフィーロ！　お前、エニスがいなくなった時に、傘かさも差さないで土ど砂しや降ぶりの中を駆かけ回ったんだって!?」

「エニスー、エニスーッて大騒ぎだったんだよね？」

　ぶふぉふ

　食べかけのサンドイッチを吐はき出すフィーロに、アイザック達は交互に肘ひじをつつき続ける。

　フィーロがちらりと横を見ると、エニスが驚いたような表情でこちらを見ている。

　──最悪だ。

「誰に聞いた？」

「おおっと、情報源は明かさないってチェスと約束したんだ！」

「男の約束だね！」

「チェス────ッ！」

　居候いそうろうを探して走りだすフィーロを見送りながら、セーナが呆あきれたように声を出す。

「やれやれ……あんただって、どういう理由か知らないけど……フィーロの名前呼びながらドシャブリの外に走ってったってのにねえ」

「や、止やめてください……」

「正直、あんたにとってフィーロは一体なんなんだい？」

　セーナの野や暮ぼな問いかけに。エニスはやわらかい笑みと共に、心の底からこう答えた。




「フィーロは、私のとても大切な────家族ですよ」




　　　　⇔




豪ごう邸てい




　そのとき俺おれは、夢心地だった。

　宙にふわふわと浮いているみてえな、そんな感じだ。

　俺は今何ど処こにいるんだ？

　また、水の中か？

　それとも、またどっかから突き落とされたのか？

　くそ、何もかもが忌いま々いましい思い出だ。

　だが──この感覚、覚えがある。

　確かに覚えがあるんだが──どこだったか忘れちまった。

　ドラムカンの中や、高いビルから落ちてる瞬間なんてのは凄すごく鮮明に覚えてるのにな。

　特にビルから落ちるのなんざ、味わったばっかだからな。

　あの野や郎ろう。

　あの糸目の野郎。

　許せねえ。

　イブを──イブをどうしようってんだ！

　畜ちく生しよう、誰だ、イブの面つらをこんなに泣き腫はらせた奴やつは。

　イブの目にこんなクマを造りやがった奴は！

　おい、イブ、誰に、誰に泣かされたんだ。

　約束したろ。お前は絶対守ってやるって……

　なあ、イブ、誰だ、誰なんだ。

　お前を泣かせてる奴は誰なんだよ──

「ダラスお兄ちゃんッ！」

　イブが俺の体に抱だきついたのを見て、俺はここがようやく現実だと気が付いた。

　豪ごう華かなベッドだ。こんな体が沈むようなベッドで寝たのは何年ぶりだろう。

　おいおい、こんなベッド俺おれには似合わねえよ。

　お前、寝てねえんだろうが。俺なんか落っことしてお前が寝ろよ。

「本当に──本当に心配したんだよ！」

　ああ……泣かせてたのは俺か。

「よかった……本当に……お兄ちゃん……っ」

　本当にどうしようもねえ野や郎ろうだな俺は。

「あ……」

　大丈夫だ、声が出る。

「なに、お兄ちゃん？」

「ゴメンな、俺──また約束破って、ケンカしちまったよ」

「……」

「でも、ほら、もう一個の約束は守るからよ……お前を、絶対守ってやるって奴やつ……」

　馬ば鹿か。泣くな。

　……泣くなよ。




　俺のせいでお前が泣いたら──

　──俺、自分で自分をぶっとばさなきゃいけなくなるじゃねえか。

　だから、泣くなよ。

　泣くなって。

　俺まで泣けてくるだろうがよ……




　　　　⇔




暗くら闇やみの中で




「ヒューイさん、何だって？」

「今回の責任は全すべてティムにあるとのこと、我々はお咎とがめ無しだ」

「そっか。ティムには感謝だねえ」

「アデルはどうした」

「大きい病院だと足がつくからね。今はＮＹニユーヨークの小さな病院に移動させてるよ。全身に灰色の布を巻いたミイラみたいな奴の所。俺達にはお似合いの病院だねえ」

「そうか……奴は復帰できそうなのか？」

「かなり『過去』のことがフラッシュバックしちゃってるみたいだからなあ。ま、今度もアデルの身柄はティム預かりって事だから、彼に任せるしかないって」

「そうか……確かに、あの研究所にいた頃は地獄だったからな。これからどうする。我には既すでに副業の依頼がきているが、また共にやるか？」

「僕は──まあ、適当に考えるよ」

「……ＮＹニユーヨークの件は、相手が悪すぎた。お前が負けたのは確かこれで二度目か？」

「ああ……40年ぶりくらいか。僕の歯を全部叩たたき折ってくれた奴やつ……なんて名前だったっけか……なんかの河の名前だったんだよね……」

「まあ、初めての敗北というわけではないのだ。気に病むな」

「ああ。そうだなあ……ちょっと、旅行で大自然にでも触れてくるよ……」







「ああ……綺き麗れいな花だなあ……」

　湖沿いの倉庫街で、クリストファーは静かに花に見とれていた。

「まさか、まだ咲いてるとは思わなかったなぁ……とっくに枯かれてると思ったのに」

　一週間前に仕事を行った場所で、まだ同じ所に花が咲き続けているとは。

「はは、まだ血の跡が残ってら」

　周囲の状況を楽しみながら、クリストファーは再び花の前にしゃがみこんだ。

「綺麗だ……」

　純粋に花に見とれていたクリストファーは、自分の背中に衝しよう撃げきが走った瞬間も、己の身に何が起こったのかすぐに気付く事ができなかった。

「あれ？」

　やけに背中が熱いのを感じ、自分の背中に手を回したところで──二度目の衝撃が走る。

　熱さは即座に痛みへと変化し──異常に気付くと同時に、跳はねるように立ち上がりながら背後を振り返った。

「ひッ……」

　そこにいたのは、見覚えのある顔だった。

「アア……この花との取り合わせがグーな人」

　以前、クリストファー達に仕事の依頼をし──最終的に裏切られた『潜せん入にゆう捜そう査さ官』。

「ひ……」

「逃げ回ってるところで、偶然僕を見つけちゃったのかな？」

　捜査官は、カクカクと膝ひざを震わせながら、手には血に濡ぬれたナイフを持っている。

　その切っ先に滴したたる己の血の色を見て、クリストファーは不機嫌な声を漏もらす。

「色は同じなのになあ」

「死ねあぁあっっ」

　勢いよく突き出されるナイフ。その手首を摑つかみ、ぐるりと捻ひねり返して──その先端を、捜査官の喉のどに押し込んだ。

「ひ……ぁ─────」

　捜そう査さ官の首を搔かっ切って、そこから流れる血を見て更に一言付け加える。

「ほら、色は同じなのに。何が違うんだろうなあ」

　相手の手からナイフを奪い取り、今度は心臓のあたりに突き込んだ。

　男の胸に染しみ出す色を見て、八重歯の青年は悲しそうに言葉を紡つむぎだした。

「僕はさ、何も違わないと思うんだよ。だけどみんなは違うっていう。本当に、主観っていうのはおかしなもんだよねえ」

「同じなのに」

「同じなのに」

「同じなのに」

　何回も何回も男の胸を刺し、気が付いたら、ナイフの先端が折れてしまっていた。

「あ、ごめん。違ったかも」

　ナイフを湖に向かって投げ捨てながら、とっくに目から光を失っている男に吐はき捨てる。

「僕は──こんなにもろくないや」




　暫しばらく歩いたところで、ようやく自分の背中に手を回す。

「イタタタタ」

　ネチャリという音と共に、乾きかけた血と新しく溢あふれる血が混ざりあって手についた。

「あー……マジで痛いな、どうしようこれ」

　困ったように笑うと、クリストファーはその場に静かに横になった。

「まいったな。本当にまいったぞ。ハハハ」




「あー、どうしよ。死にたくないなあ。花に見とれてて刺されましたって。そんな、ねえ」




「僕とあの千二百人の『不ふ死し者』。どっちが不自然な存在なんだろうなあ」

　赤い目から徐々に光を失わせるクリストファー。

「なにが違うんだよ……俺おれだって普通に生きて──死ぬ時は死にたくねえんだよ……誰か教えてくれよ……何が──何が違うんだよ」

　自分に足りないものを考え続けて、死への恐怖を紛まぎらわせていた時──

　彼の横に、一つの影が立つのを確認した。

　クリストファーはその影の全身を見て、優しい微笑ほほえみを浮かべ、影に対して問いかけた。




「やあ──友達にならないか？」




　　　　⇔




闇やみの中




「……『君の今までの功績は知っているし、今回の件に関しては【可能性】を君に伝えずに、『ラ吸ミ血ア鬼』の面々に任せた私にも責任はある。だから、処分はとりあえず保留の方向で』……だそうです」

「シャム……ヒューイの旦だん那なに聞きたい事があると伝えてくれ」

「……『なにかな？』……だそうです」

「ヒューイ……あんたが、あんたが俺おれのジミーを殺したんですか？」

「……『何のことですか？』……だそうです」

「ジミーの事を知っていたのは……父さんと兄さんと──貴方あなただけでした。父さんは生き物を殺す度ど胸きようなんかないし、兄さんは、殺したのは自分ではないと……」

「……『それを君が信じるのならば、それが君の世界だ。好きにするといい』……だそうです」

「そうですか……」

「……『君は私を完全に疑いながらも、まだ私に忠誠を誓っている。君はこの事件を機にはるかに成長したと言えるかもしれないね。僕も嬉うれしいよ』……だそうです」

「ですが、覚えておいてくださいよ……ヒューイ・ラフォレット……俺の望む世界を手に入れた時──たぶんそこに、あんたはいないって事をね……」

「……『ハハハ、それで構わないよ』……だそうです」




『双ふた子ご』の片割れが去った後、ティムは静かに歩きだす。

　──俺は──蝶ちようにも、蜘く蛛もにもならない。

　誰かを操る運命も、操られる運命もまっぴらだ。

　ただ、俺は──蝶の絡からまった蜘蛛の糸を斬きる刃やいば──俺がそうなりたいんじゃない。

　そういうモノが、確かに存在する世界が俺は欲しいんだ。

　俺は──俺が望む世界を手に入れるためなら、何だってやってやる。

　絶対に、絶対に──




　　　　⇔




ガンドールファミリー




「そこで私は言ってやったんだよアミーゴ！　刀が二本だから二倍の二本で四倍だって！」

　おぉぉぉぉおおおおお

「馬ば鹿かみてえ！」「すげえ！」「思いついても言うか普通!?」「ただもんじゃねえよ！」「アミーゴ！」「アミーゴ！」「アミーゴ！」

　ノリのいい組員達に乗せられながら、マリアがこの二日間の武ぶ勇ゆう伝でんを語っている。

　すっかり気分をよくしたマリアは、その時の刀の動きを再現しようとしたのだが──

「マリアさん。ちょっと」

　事務所の奥から、ラックがニコニコとした顔で手招きしている。

　見ると、チックが既すでに机の前に待たい機きしていた。

「わあ、なになに、ラックも私の事褒ほめてくれるの？　アミーゴ！」

　浮かれ気分で椅い子すの前まで行くと、ラックはあくまで笑顔のままで口を開く。

「いやいや、この二日間、様々な事に巻き込まれたようで、本当にお疲れ様でした」

「ううん、全然なんて事なかったよアミーゴ！」

　マリアはラックの笑顔に笑顔を返しているが、チックの方は何か困ったような笑いを浮かべている。

「いやー、大変でしたね。本当に」

「だから大した事じゃないよ、アミーゴ」

「ええ、そりゃあ大した事じゃないでしょう」

　そこでマリアは、ラックのこめかみに血管が浮いている事に気が付いた。

「……私が頼んだ『仕事』に比べたら、それは大した事はないでしょうとも……」

「……あれ？」

「今しがた、マルティージョのロニーさんから直じき々じきに電話がありまして、具体的な取り決めについて教えて頂きましたよ。ええ、私が直接ねえ……」

　混乱するマリアをよそに、ラックは淡々と事実を並べ立てる。

「まさか彼らがクレアと知り合いだとは思いませんでしたが……彼も間に立って、マルティージョを中心に今後の身の振り方を考えていくそうですよ。ええ、ロニーだけじゃなく、クレアからも彼らを優遇するようにと電話がきましたよ。貴方あなた達の報告よりも、遙はるかに早く……」

　今がどういう状況なのかようやく気付いたマリアは、暫しばらく沈黙したあと、困ったようにはにかんで呟つぶやいた。

「だって……」

「だって、じゃありません。だって、じゃ！」




　それから１時間ほどみっちりと説教を喰らい、『いつもどおり給料が欲しければ、とっとと情報屋にでもその情報を売ってきてください』と言われ──こうして二人でＤＤ新聞社に向かう事となったのだ。

「マリアちゃんー」

「なーにー、チックー」

「今の僕、なんだかマリアちゃんの気持ちがわかりそうだよ？」

「多分当たってそうだけど、言っちゃだめだよ？　空むなしくなるから……」

　トボトボと雨上がりの大通りを歩くマリアとチック。チックは既すでにいつもの笑顔を取り戻してハサミをチャキショキ鳴らしているが、マリアは憂ゆう鬱うつな表情でため息いきを漏もらしている。

「あーあ、せっかく上り調子だと思ったのにい」

「しかたないよ。僕達が悪いんだもん」

　更に暫しばらく歩いたところで、マリアがチックに尋ねかけた。

「でも、いいの？　弟さんとあんなにあっさり別れちゃって。ろくに挨あい拶さつもしてなかったじゃない」

「うん。いいのー」

　弟を余りにもあっさりと見送ったチックは、自分の心が驚くほど乾いている事を知った。

　──涙も流せなかった。せっかくあえたのに……。

　そんな思いを隠しながら、チックは笑って前を見る。

「でも、タックはえらいなあ。僕なんかと違って、見えないものをきちんと見て生きてるみたいだ」

「でも、その分色々人の恨うらみを買ってたみたいだよアミーゴ。あのダラスって人とかねー」

「大丈夫だよ……今、あの人が狙ねらってるのは多分僕だから」

「その時は、私が守ってあげるから大丈夫だよ、アミーゴ！」

　力強く言い放ち、ようやくマリアの顔にも笑顔が戻った。

「僕は、何十人も何百人もの縁えんを壊こわしてばかりだから、恨まれるのは慣れてるよー。『呪のろってやる』ってもう百回以上は言われてるから、きっともう呪われてるのかもー。だから、僕には人との絆きずななんて一生できないのかもねー」

「……何言ってるの？」

　不思議そうな顔をするマリアに顔を覗のぞき込まれて、チックは思わず立ち止まってしまった。

　戸と惑まどうチックに、マリアはなんの躊躇ためらいも無く、自己流の告白をしてみせた。

「チックと私は、もうとっくに繫つながってるじゃない！　アミーゴかノービオ恋人かは、貴方あなた次第だけどね！」

「え……」

　マリアは不意に真剣な目になって、チックの細い目の奥を見つめ込む。

「それとも……やっぱり目に見えないから信じられない？」

「それは……」

　マリアの問いに答えずにいると、彼女はニッコリと笑って声を出した。

「だったら、目に見えるようにすればいいじゃない！」

「え？」

　言うが早いか、マリアはチックの手を取ると、その手を片手でしっかりと握りしめた。

　そして、そのまま目的地へと向かって駆かけ出した。

「まってよ、マリアちゃんー。速い速いー」

「ホラホラ！　早くしないと、せっかく繫がったのに切れちゃうよ、アミーゴ！」

　顔を赤くしながら、チックは足に精一杯の力を込めて走り出した。

　せっかく手に入れた人との絆きずなを、決してなくさないように────




　景気付けだと言わんばかりに、マリアは片手で刀を抜き放つ。

　今度は、本当に偶然だったのだが──

　マリアの抜いた剣の先に、雲の切れ間から覗のぞく秋の空があった。




　雲の切れ間から覗く空は

　どこまでも青く

　青く

　青く──
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なかがき




　さて、後編です。下巻です。チックとマリアの物語完結編です。

　ページ数がだいぶ増えてしまいましたが、なんとか今回でチックとマリアの物語を一区切りさせる事ができました。

　──が。……えー、あとがきから先に読むタイプの方は、このページを探す際に『おや？』と思われたかもしれません。……いやその、まあ、そういう事になりまして。

　色々とありましたが、『バッカーノ！』はちょいと長い話に突入しました。




春。某ぼう日じつ──

編集長「さて……そろそろ、１９３０年代編のまとめに入ろうか」

私「ゲェー！　打ち切りですか!?」

編集長「いや、そうじゃなくて、２００１みたいな現代編とかもガンガンやって行こうって事だよ。その為に１９３０年代編に一区切りをつけてた方がいいって事で」

私「ゲーッ！　やはり遠まわしな打ち切りですか!?」

編集長「違うっちゅうに。どっちにしろ、１９３０年代には限りがあるんだし」

私「なるほど。しかし私にはまだ１９３０年代編でやりたいことが山ほどあるんですが」

編集長「どのぐらい？」

私「ええと、10個ぐらいのプロットが……はッ!?　年が足りない!?」




　……というわけで（？）、いよいよ１９３０年代編の肝きもである『ヒューイ・ラフォレット編』に入ります。というかもう入ってます。今回顔見せしたチーやリーザやベリアムが今後どんな話の中心になっていくのか御期待下さい。中心にはならないかもしれませんが。

　これからのバッカーノ１９３０年代編は、今回のように一話完結風のエピソードと平行して、徐々に長いエピソードを描ければいいなと思っております。新キャラ旧キャラ入り乱れての展開になっていくと思いますので、今後も暫しばらくお付き合いいただければ幸いです。

　平行している『デュラララ!!』や『ヴぁんぷ！』、『越えつ佐さ大橋シリーズ』、その他ほか様々な企画と共に、これからもよろしくお願い致します、うす！




　そして、編集長のアイディアにより、今回のあとがきはかなり特殊な『位置』にあったりします。しかし客観的に見てこの形式は受け入れられるんでしょうか。

　そこで、あとがきの権威であるこの方にコメントを頂きました！






　どうもこんにちは、仕し草ぐさ沸わけいい血ちです。実際には時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちですが、このパソコンではそういう変換になりました。ご了承下さい。

　今回、電撃文庫初の〝なかがき〟を奪われて、これ以上なく憤ふん慨がいしております。

　これから成なり田たさんに勝負を挑み、見事打ち破った暁あかつきにはこの本は出ません。

　皆さんご期待下さい。さあ家門！　じゃなくてカモン！




　ぬ？





しぐさわけいいちでしたー。








　む？




　返答に困って思わず小こ躍おどりしたくなるコメントですが、『なかがき』という謎の単語の意味は一体なんなのか、その謎を解くのは読者のあなた、あなたなのです！

　あとがきにしてなかがきとは何ぞやというか、まあその、最後のページまで色々とお見逃しないように────。

　というわけで、時雨沢恵一さん、本当にありがとうございました！




　そして、今回は富ふ士じ見みミステリー文庫の水みず城き正しよう太た郎ろうさんに著者近影にてご協力いただきました。同日、11月10日に発売する水城さんの新刊との合同企画！　電撃と富士ミス初のあとがきコラボ（？）、ありがとうございました！　目指せ売り上げ相乗効果！　というわけで、富士見ミステリー文庫の『ハーフダラーを探して』も宜よろしく願います！　……いいのかこれ。




　更に、今回も編集長を初めとしたスタッフの皆様、Ｓ市の皆さんを含む友人知人の皆様、並びにハードスケジュールの中で素敵なイラストを描いていただいたエナミカツミ様、そして、読者の皆様に最大級の感謝を。本当にありがとうございました！




２００４年　９月

　みんなで怪しげな映画やアニメの怪しげな画像を怪しげに見つめて怪しげに笑いながら。


成なり田た良りよう悟ご　







↓ＧＯ　ＴＯ　ＮＥＸＴ　ＹＥＡＲ　　









[image: 余章、あるいは次なる序章１　永遠の生者]






















　サンフランシスコ湾の沖合いに浮かぶ、面積僅わずか０・１平方キロメートルにも満たない小さな島。

　島の多くが岩いわ肌はだで構成されており、崖がけのような海岸に囲まれた島の上に、無ぶ骨こつなコンクリート製の建築物が居座っている。

　ペリカンアルカトラズの名を付けられたこの島は、その名には見合わぬ物々しい雰囲気に包まれていた。

　かつて全くの未開だった島は、ゴールド・ラッシュを境に、サンフランシスコを守るための砦とりでの一つとして建設が開始される。その後、南北戦争を機に強化がなされ、最終的には百十一台ものロングカノン砲ほうや、当時最新鋭であったラドマン砲等を備えた海上要よう塞さいへと造り変えられた。

　南北戦争の頃から、軍部内の犯罪者を拘こう置ちしていたアルカトラズ島。

　やがて要塞としての役目を終えた後も、島の施設は犯罪兵や戦争犯罪人、内紛の際に捕とらえたインディアンなどを収しゆう監かんし続けた。

　外敵を防ぐために造られた要よう塞さいが、いまや他者を逃がさないようにする為の設備と化し、20世紀に入る頃には、島は立派に軍事刑務所としての形を備えていた。

　そしてこの１９３３年、軍事刑務所であるアルカトラズ刑務所は軍から司法局の手に渡り、国内でもっとも強固な『連邦刑務所』として生まれ変わる事となった。




　その刑務所の奥──後に『ブロードウェイ』と渾あだ名なされる事になる長い廊下の監かん房ぼう練とうの先、独房の地下にある貯蔵庫を改造した、地下牢ろうという名の懲ちよう罰ばつ房ぼう──

　──その更に地下。刑務所内の配置図面にも記載されていない、刑務所のまさに奥の奥──

　その場所に、『彼』は存在した。

　たった一人の男のために造られた特殊独房。

　独房というには余りに広く、ちょっとしたホテルの一室並みの広さがあった。

　代わりに、室内にはベッドや水道といった最低限の設備しか無く、他ほかの独房と同じように、小物の類たぐいは石せつ鹼けんやアルミカップといった物しか見当たらない。部屋の広さが、かえって寂せき寞ばくとした雰囲気を何倍にも膨ふくらませてしまっている──そんな檻おりだった。

　刑務所の看かん守しゆ達も一部の人間しか入る事の許されないそのエリアで、男は静かに、ただ、静かに時を過ごしていた。

　日の光の届かぬその殺風景な監かん獄ごくで、男はベッドに腰をかけ、静かに虚こ空くうを眺めている。

　虚うつろな目をしているわけではなく、明確な意思を持ってただ一点を見つめ続けた。

「心の中に──日記を刻み付けていたんだ」

　ふいに、男が口を開く。

　目は同じ所を見つめたままで、まるで部屋全体に対して語りかけるかのように。

　房の外に看守の姿は見えない。

　当然ながら、独房の中に他の囚しゆう人じんは存在しない。

「今までは『取引』で、本や新聞ぐらいは自由に読めたんだけど……管理が厳しくなってね……全すべて取り上げられてしまったんだよ」

　それでも、男は語り続けた。

　独り言ではなく、明らかに他者に向けた物言いで、房の壁に朗々と言葉を響かせる。

「この刑務所の管理が司法局に移ってから来た、ジェームズ・ジョンストン所長……彼はかなりのキレ者だよ。衛生面や食事では最大限に囚人の事を考えているし、その代わりに、囚人管理は恐ろしい程に徹底している。恐らく、この刑務所は後々まで『脱獄不可能』という伝説と共に語られる事になるだろうね」

「貴様の愚ぐ痴ちを聞きに来たわけではないのだが」

　ありえない返事が房内に響き──継いで、空気が揺らめいた。

「──まあいい」

　先ほどから満ちていた形の無い『気配』が、ベッドに腰を下ろす男の正面に集しゆう束そくしていった。

　男が一度瞬まばたきをする間に、その気配はスーツを纏まとった一人の人間──ロニー・スキアートの姿へと変へん貌ぼうを遂げる。

「……久方ぶりだな、ヒューイ・ラフォレット。直接顔を合わせるのは船上以来か」

　名前を呼ばれ、ヒューイはようやく目線を動かした。目の前から自分の事を見下ろす長身の男に対して、実に嬉うれしそうな笑顔を浮かべてみせた。

「ああ……私の名前を覚えていてくれたんですか。……名乗った覚えは無いのですが」

「マイザーから散々聞いている。……俺おれがここに現れた事に動揺していないところを見ると──お前も俺の事は監かん視ししていたようだな」

「……最初はマイザーの監視のつもりでしたから。貴方あなたを見つけたのは偶然ですよ、悪魔……いや、ロニー・スキアート……これって本名ですか？　不ふ死し者同士は偽ぎ名めいを名乗れないという制約がありますが……『悪魔』である貴方もその制約に従う必要があるのかどうか、貴方の証言だけが頼りなもので」

　敬語を使い出したヒューイの冗じよう談だんめいた問いに対し、ロニーは無表情なままで口を開く。

「俺はエルマー・Ｃ・アルバトロスだ」

「……？」

　突然名乗られた、既き知ちの人間の名前。

　当然ながら、ヒューイは目の前にいるのがエルマーではない事を知っている。

　初めて笑顔を曇らせたヒューイに対し、入れ替わるようにロニーが笑みを浮かべて見せた。

「……偽名、名乗れただろう？」

「あぁ……」

「ついで証言するなら、ロニー・スキアートはある意味本名だ。自分でつけた名だがな。……もっとも、お前が俺の話を信じればの話だが」

　ヒューイは納得したように口元に笑いを浮かべたが、その瞳ひとみは完全には緩ゆるんでいなかった。

「……名前だけとはいえ、エルマーのことを軽々しく『実験』に使わないで欲しいものですね」

「他人の命や人生を平気で『実験』に使う奴やつの言葉とは思えんな」

　ロニーの指摘を無視すると、ヒューイは淡々と相手に質問を返す。

「それはともかく、今日は一体なんの用件ですか？　この刑務所は私語が厳しく規制されているんですよ。こんな所を看かん守しゆに見つかったら──」

「お前は例外だろう。それに、看守程度なら俺がなんとかしてやる」

「流石さすが、万能な存在は言う事が違いますね。その割には人間臭くさいですが」

　ようやく目からわだかまりを消し、皮肉げな問いを投げ返すヒューイ。

　ロニーも相手の問いを軽く受け流し、本来の目的を淡々と口にする。

「さて……ヒューイ・ラフォレット。……貴様の目的はなんだ？」

「……目的？」

「ネブラと敵対し、『できそこない』の酒を集めて──貴様は何を企んでいる？」

　己が『万能』と呼んだ存在の問いかけに対し、ヒューイは興味深げに首を傾かしげた。

「なぜそんな事を尋ねるんです？　『悪魔』である貴方あなたなら、私の心でもなんでも読めばよろしいではありませんか」

「無ぶ粋すいな奴やつだ。それではつまらんだろう。貴様は俺おれの人生を退屈の中に埋うもれさせる気か？」

「……」

　不合理極まりない返答に、ヒューイは相手が『悪魔』である事を再確認する。

　──なるほど。流石さすがに『召しよう喚かん者の願いを無む償しようで叶かなえる』という『遊び』を司つかさどっていただけの事はある。

　そう思いながらも、ヒューイは目の前の男に対して反論し続ける。

「わざわざ大陸の反対側の刑務所に乗り込んで、本人に直接答えを聞くのはつまらなくはないんですか？」

「貴様のような変わり者と話せると思えば、中々に面白い。それに、わざわざ列車と車を乗り継いで面会を求めるには、あまりに時間がなさ過ぎるのでな」

「ズルいですねえ。本当にズルい。貴方の答えは、全すべて自分の都合だけじゃないですか」

　困ったように首を振りながらも、ヒューイの声は完全に上機嫌だ。

「そう、貴方の存在を一言で言ってしまうと──『ズル』。そう、ズルなんだ。そうとしか表現できない。物理法則を完全に無視し、魔法としか表現できない事をさも常識であるかのようにやってのける！」

　少しだけ語気を強くしたかと思うと、即座にトーンを落として、ロニーの質問に対する答えを素直に紡つむぎだした。

「私の目的は、この『不ふ死し者』という存在に何ができるのかという実験です。実験の最終目標は────ロニー・スキアート……貴方のような『悪魔』をこの手で生み出す──あるいは、私が貴方と同じ存在になる事ですよ」

「……俺になれば、女にモテるとでも思ったか？」

　はぐらかすように冗じよう談だんを言うロニーだが、ヒューイは少しも心を乱さない。

　その様子を見て、ロニーも口の端を楽しそうに歪ゆがめて言葉を紡つむぐ。

「それで、実験の進行具合はどうなんだ？」

「少なくとも────貴方の正体の見当はつきましたよ」

「……俺は、単なる長生きな錬れん金きん術じゆつ師しさ。悪魔などではない」

「その言葉は、真実だが全てではない。そうでしょう？」

　全てを見透かすようなヒューイの言葉に、ロニーは沈黙を返答とした。

「貴方は『悪魔』や『神』などではなく──ましてや、単なる錬金術師の類たぐいでもなく──……いえ、これ以上は実験の『結果』が出てから語るべきですね……」




　それから暫しばらく、沈黙が独房の中を支配していたが──不意に、ヒューイが声をあげた。

「しかし、今回の件は私も驚きましたよ。まさか『ネブラ』があそこまで無茶をやっているとはね……」

「それを確認するためだけに、子こ飼がいの実験体モルモツト達に皆殺しを命じたのか」

「ほぼ確信はありましたがね。『双ふた子ご』の報告はいつだって正確ですから」

　クックッと笑いながら、ヒューイは淡々と言葉を紡つむぐ。

「果たして彼らは制せい御ぎよできるのかな。『不ふ死し』を概念ではなく、体験として認識した彼らを。一人一人ならともかく──社員の半数近くが一いつ斉せいに味わったんだ、ネブラは果たして彼らを利用しきれるんでしょうかね。ま、そうしたほんの嫌いやがらせができましたし──ダラス・ジェノアードという面白い実験材料も観察できる事になったし、なにより今回のことでティムがだいぶ成長してくれた。……私への叛はん意いを露あらわにするぐらいにね」

「計算通りというわけか？」

　呆あきれるようなロニーの言葉に、ヒューイは満足げに頷うなずいた。

「ええ。ほとんどの事は私か『ネブラ』の計画通りだったんです。ただ、我々の計算を覆くつがえせる存在が何人か存在しますがね。クレア・スタンフィールドであったり、旧フェリックス・ウォーケンの面々であったり──あるいは、貴方あなたもそうですね」

「俺おれが最近やったのは、せいぜい居い合あいに合わせて雲を払って。レストランの客をビビらせたぐらいだ」

「……万能の人はやる事が違いますね」

　現在の状況を心底楽しんでいるといった雰囲気のヒューイに、ロニーは話を変えるついでに嫌いや味みを述べた。

「しかし──クリストファー達といい、その『双子』とやらといい……ずいぶんとセラードの技術を応用しているようだな」

　暗にヒューイがセラードの研究を盗ぬすんでいた事を指摘するロニーに対して、ヒューイは笑いながら言葉を返す。

「産業スパイとして訴えますか？」

「牢ろう獄ごくにいる文無しを訴えても時間の無む駄だだ」

「牢獄か……牢獄なら、もう何百年も前から囚とらわれていますよ」

　ヒューイはベッドから立ち上がると、遠い日々を懐なつかしむような瞳ひとみで牢獄の壁に目を向ける。

「私達はあの時、船の上で──貴方の手で時の牢獄に囚われたんだ。ああ、ここには過去も現在も未来もない。ただ、時の流れが渦うず巻いているだけだ」

「……」

「不ふ死し者に何ができるのか……不死者の持つ可能性とは何か？　私はそれだけを考え続けていたよ。どんな天才だろうと人徳者だろうと、世の不平を救う神にはなれない。一人を救うために幾つもの犠ぎ牲せいを生まなければならない。それが人間の限界です」

「人間を、あまり馬ば鹿かにしないことだな」

「これはこれは……『悪魔』の言うべき台詞せりふとは思えませんね……」




　最後に、ロニーはヒューイに対して一つの情報を提供する事にした。

「こちらだけが話を聞いたのでは不公平だ。一つだけ、お前の知らないであろう情報を教えてやろう」

「なんです？」

「ラッド・ルッソという男を知っているか？」

「ええ、『フライング・プッシーフット号』の実験での……不確定要素の一人ですよ」

　不確定要素という単語を放つと共に、僅わずかにヒューイの笑みが薄らいだ。

　まるで、実験の結果を揺るがされた事を不満に思っているように。

「お前の命を狙ねらっているそうだが、今度この刑務所に移動してくる事になったそうだ。良かったな」

「全然嬉うれしくない情報ですが、何が良いというんですか？」

「──退屈しなくて済むだろう」

　ヒューイが抗議の声をあげようとした時には既すでに遅く、唐とう突とつに部屋の空気が元に戻り──

　人の気配は投獄者本人のみという、ある意味正常極まりない状況に落ち着いた。




　　　　⇔




　ロニーが出口のない独房から姿を消してから一時間。

　入口のない独房に、ヒューイの他ほかにもう一つの人影があった。

　当然ながらロニーではなく、彼とは全く異質の影だった。

「ねえねえ、お父さん、本取られちゃって退屈じゃないの？」

　その声は紛まぎれもなく子供のもので、刑務所という場所に全く似合わない、明るく無む邪じや気きな声色だった。

「退屈な事はありませんよ。たまにですけど、話相手も来てくれますしね……」

　ヒューイはそう答えながら、目の前の人影の頭を軽くなでる。

　黒い髪がワサワサと揺れ、前髪の間から金色の瞳ひとみが覗のぞいて見えた。

　背丈は、椅い子すに座っているヒューイと同じか少し高い程度で、声とあわせて、人影が明らかに子供であるという事が解わかる。

　いかなる司法取引を行ったとしても、子供を己の監かん房ぼうの中に入れるなどという処遇は許されるはずがない。

　つまり、今のこの状況は、島の管理者達もあずかり知らぬこととなる。

「お父さん！　あのねあのね！　わたしね！　お姉ちゃんに会ったよ！」

「それは良かったですねえ、リーザ」

　実の父親に名前を呼ばれた事により、少女──リーザはうれしそうに微笑ほほえんだ。

　そして、クリストファー達に聞かせていたような大人おとなびた声とはまるで正反対の、幼く無む邪じや気きな声を独房の中に響かせた。

「お父さん、わたしね、シャーネお姉ちゃんよりもつよいよ！　きっとつよいもん！　あの『葡萄酒ヴイーノ』って奴やつがいなきゃ、きっと殺せてたんだよ！」

　その言葉に、ヒューイは困ったように笑いながらリーザの頭を突ついてみせた。

「こらこら、お姉ちゃんはまだ殺しちゃだめだって言っただろう？」

　ヒューイの怒りの全くない戒いましめに、少女は泣きそうな顔になって首を振る。

「ご、ごめんなさい！　わたし、わたし……お願いお父さん、許して、もうしないから許して！」

「ハハ、怒ってませんよ、リーザ」

「本当に？」

　恐る恐る尋ねる娘むすめに、父親は優しい笑顔を浮かべて頰ほおをなでてやった。

「本当ですって。安心してください」

「わたしの事、嫌いにならない？」

「実の娘むすめを、どうして嫌いになる事ができますか」

　顔は笑顔だが、ヒューイの答えは機械のように淡々としている。

　それには気付かず、リーザは頰ほおを桃もも色に染めながら、父親に対して精一杯甘あまえた声をだす。

「ねえねぇ……お姉ちゃんと私、どっちが大事？」

　どこか不安の色を浮かべた少女の問いに、ヒューイは一ひと際きわ優しい微笑ほほえみを見せ、答えた。

「もちろん貴女あなたですよ、リーザ」

　父親の答えに、少女は『嬉うれしい』と言って相手の胸の中に飛び込んだ。

　だから、少女は気付かなかった。

　父親はその答えを返した時、少女の顔など欠片かけらも見ていなかったという事に。

　ヒューイの視線は、相変わらず虚こ空くうの一点を眺め続けたままだという事に────




　一人の『不ふ死し者』は、今日も全てのものを欺あざむき続ける。

　自分に関わった全すべての実験動物達を、現うつし世よの森しん羅ら万ばん象しようを、そして──己自身さえも。
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　彼の心に、古い記憶が蘇よみがえる。




　　　　⇔




『ヒューイ。この世には、正義と愛しかないんだ。自分への愛、欲を満たす為の正義、そんなものも含めてね。だったら、この世の誰もが笑うためにはどうすればいいのか？　……口で言うのは簡単だけど、実行するのはとてもとても難しい方法がある」

「興味あるな」

『──悪人になればいいんだよ』

「悪？」

『この世の全てが正義のぶつかり合いで構成されているのなら、絶対に全員救えないというのなら──俺おれはこの世で唯一の【悪】になれればいい。全ての正義を出し抜くほどの反則を次から次へと見せてやればいいのさ』

「……滑こつ稽けいだな」

『笑えるだろう？』




　　　　⇔




　懐なつかしい友との会話を思い出しながら、ヒューイは独り言のように呟つぶやいた。

「なあエルマー。……今の俺おれは滑こつ稽けいか？　俺を見たら、お前は笑ってくれるのか……？」

　その声は自分に寄り縋すがる娘むすめの耳にも届く事はなく、ただ、独房の闇やみに吸い込まれていった。

　静かに。

　静かに──
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「……誰だ」

　ランプの明かりだけが灯ともる広い書しよ斎さいで、男は独り言のように呟つぶやいた。

　その声に呼応するように、ただの影だった存在が光の届く位置へと足を踏み出した。

「これから死ぬお前、知る必要はない」

　細身の影──チーは淡々と呟くと、己の標的である男に更に一歩近づいた。

「こっ……殺し屋か……。誰に雇やとわれた？」

　押し殺した声で尋ねる男に、チーは沈黙でもって答えを返す。

　彼の両の手には何本もの鉄てつ爪づめが輝き、目線は既すでにターゲットの首に固定されていた。

「ま、待て、依頼主の二倍……いや、三倍金を出そうではないか！　だから……」

「お前と同じようなこと言った奴やつ、何人もいた。気まぐれな相あい方かたならともかく、俺おれにその手の甘かん言げんは通じない。それが全すべてだ」

　命に縋すがる男を哀れむように、チーは言葉を紡つむぎながら首を横に振る。

「ば、馬ば鹿かな……金がいらんと言うのか!?」

　驚いたように椅い子すから立ち上がる男に、チーは一気に加速して間合いを詰めた。

「フン……金の亡もう者じやめ」

　チーは腕を僅わずかにあげ、すれ違い様ざまに男の喉のどを切り裂さく為の準備を整える。

　だが、その刹せつ那な──

「そうか……残念だな」

　男の声と顔が、氷のように冷れい酷こくなものとなった。

「!?」




　──衝しよう撃げき




　標的まであと半歩というところに迫ったチーの肩に、何かが爆はぜるような熱い痛みが襲いかかった。

「がッ……」

　体を後ろに仰のけ反ぞらせながら、チーは部屋の中に起こった異常に気付く。

　男の背後にある窓に小さな穴が穿うがたれ、その周囲にくもの巣のようなひび割れが広がっているのを。

　──狙そ撃げき……だと!?

　痛みに耐えながら体勢を立て直そうとするチーの体に、漆しつ黒こくの影が覆おおいかぶさった。

「なッ……」

　影の正体を確認する前に、チーの腕が影の掌てのひらに摑つかまれる。

　すぐに振り払おうとするが、相手の手はまるで磁じ石しやくのように強く密着し、その上──

　──ち……力が？

　腕を摑まれているはずなのに、足の力が入らない。

　全身のバランスを崩くずされながら、チーは何が起こったかもわからぬままに地面に組み伏せられてしまった。

　仰あお向むけに倒れたチーの首に、トン、と何か軽い物が触れるのが解わかった。

　男の座っていた書しよ斎さい机にあった、剣を模したペーパーナイフ。その先端がチーの喉のどにあてがわれ──黒い影の靴の裏が、左右に倒れないように持ち手の部分を軽く踏みつけている。

　絶妙な体重のかけ方で、ペーパーナイフの先端はチーの喉に痛みを与えてはいなかった。

　だが、少しでも影が足を踏み込めば、鈍い鋭さが己の喉を貫く事になるだろう。それを理解したチーは、動きを完全に封じられる形となってしまった。

　死への恐れというよりも寧むしろ──自分をペーパーナイフ越しに踏みつけている影が放つ、圧倒的な威圧感に気け圧おされてしまっていたのだ。

　一瞬の沈黙の後、男──マンフレッド・ベリアム上院議員が静かに言葉を紡つむぎだした。

「ああ……殺さないでおけ、フェリックス」

「元、ですよベリアムさん」

　けだるげな声で、影が主人に対して言葉を返す。

「その名前は、とっくに人に売り渡したと申し上げた筈はずですが」

「ならば、早く新しい名前をつけたまえ」

「私は神にも国にも許されぬ身。名無しで十分です……」

「私が不便なんだがな」

　その時、部屋の窓を軽く叩たたく音がした。

　ベリアムが目を向けると、そこには異常に銃じゆう身しんが長いライフルを携たずさえた、一人の男が立っていた。

　ロングコートを身に纏まとい、両目には黒い布があてがわれていた。布には銃じゆうの照準レテイクルを模した模も様ようが描かれ、その周囲の肌はだには生々しい傷痕が覗のぞいている。

「どーおでしたぁ？　俺おれ、今日もいい仕事したでしょう？」

「……まあな。ご苦労だった、スパイク」

「へへ、いやぁ。ねぎらいの言葉は金に換えてくださいよ」

　嫌いやらしい笑みを口元で浮かべる、盲目と思しき狙そ撃げき手の男。

　ベリアムは雇こ用よう人にんにであるスナイパーの言葉を無視して、床に倒れ伏すチーに目線を落とす。

「どうだ？　……万ばん能のうとは言わないが、金があれば、ある程度の事はできるぞ。例えば……こんな連中を自分の『力』として雇やとったりな……」

　チーは無言でその言葉を受け入れ、自分の運命を静かに待った。

　だが、ベリアムはチーに対して勝者の権利を何も行使しようとせず、ただ、言葉だけを吐はきかけた。

「……ホン・チーメイ。『ラミア』の一人か」

「!?」

　自分の正体がばれている事に慄おののき、チーは目の前の男を再度凝ぎよう視しする。

　ベリアム上院議員。あの日、『ミストウォール』に存在した事から、相手がただの上院議員ではないと思っていたが、相手の持つ情報力に、チーは改めて驚きよう愕がくの目線を向けた。

「お前がヒューイの指示で来たのか、副業である殺し屋として来たのかは知らん。だが……お前の生みの親であるヒューイに伝えておけ」

　その目線は何ど処こまでも冷たく、周囲の空気すらも凍こごえさせるかのように。

「この国は──貴様らのような化け物の遊び場ではないとな」
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　元フェリックスとスパイクがチーを連れ出した後の書しよ斎さい。

「ヒューイが部下に単体で俺おれを狙ねらわせるとは思えんな……可能性があるとすれば、ＮＹニユーヨーク支社長のホーマーあたりか。奴やつは本当に気の弱い男だからな……」

　ベリアムは革かわ張りの椅い子すに深く腰掛け、天てん井じようを見つめながら独り言を呟つぶやいていた。

「ヒューイ・ラフォレット……ヴィクター・タルボット……」

　独り言ではあるが、その言葉は明確な相手を意識して紡つむがれる。

「悪魔に魂たましいを売り渡して、貴様らはいくら金を手に入れた？　何の権力を手に入れた？　何も得てはいまい。……貴様らは何かを得たのではない。『死』を捨てただけに過ぎん」

　そこまで呟いたところで、書斎の扉をノックする音が。

「お父さん、入ってもいい？」

「ああ、メリー。どうしたんだい、こんな夜中に」

　扉が静かに開き、だいぶ幼さの残る少女が顔を出した。

「さっき、とっても大きな音がしたの……だから、お父さんに何かあったんじゃないかって」

「はは、大丈夫だよメリー。ちょっと棚の本が崩くずれてしまっただけさ」

　すると、少女は父親の無事に安あん堵どの微笑ほほえみを見せる。黒い絨じゆう毯たんに染しみ込んだチーの血液には気付かないようで、安心した少女は父親の元へと駆かけ出した。

　己の一人娘むすめを軽く抱だきとめながら、ベリアムは静かに想う。

　──金の亡もう者じやか。あえてその名を冠かんする事を受け入れよう。




　──だが、見せてやるぞ。ヒューイ・ラフォレット。

　──金と権力。穢けがれたように聞こえる俗っぽい言葉だが、それでも……貴様のように人間を捨てた者に、この二つの力は屈しはしない。

　──これは、人間が社会の中で組み上げた……もっとも象徴的な『力』なのだからな。

　──ああ、見せてやるさ。人間に限界を感じ、人間を捨てた貴様らに。

　──我々人間の力を──

　──死を運命として受け入れざるを得ない、ちっぽけな人間の強さをな。




　ベリアムは改めて決意を固めると、メリーの肩を優しく抱だきしめた。

　これから起こりくる様々な混乱から、愛いとしい娘むすめを守るかのように。

　静かに。

　静かに──





↓バッカーノ！　１９３４









[image: ]







成なり田た良りょう悟ご

猟奇なるかな、猟奇なるかな。富士見ミステリー文庫の猟奇王こと、水城正太郎さんと写真を撮る24歳。……いや、水城氏は何人かの作家さんでやったウノの罰ゲームで私と写っているんですが……私と著者近影に写るのって罰ゲームなんですか？　これぞ猟奇!?
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イラスト／エナミカツミ

最近フリーになって、イラストの描き方をいまさらながら本格的に勉強中。映画好きで、映画の登場人物のように見分けがつく人間の顔を描くのが目標。
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